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創刊の 、ー とば

本校は昭和 38年4月に創立され、今や4年次を迎えようとしています。いまだ校舎は建設中であり

その主力は学生の実験の整備に集中され、教官の研究などまだ程遠い現状であります。また諸教官は若

い世代の教育と補導に力をそそがれ、研究の余裕さえない繁忙のさなかにあります。

先生方が乙れらの悪条件を克服して日夜研鎖につとめられ、その研究成果の一端を有明工業高等専門

学校紀要の創刊号に上梓するはとびとなりましたととは、誠に欣快とするととろであります。先生方の

研究に対する正しい態度とその熱意とは、自ら学生に浸透する立派な教育であり、啓発される乙と大な

るものがありましょう。乙の意味におきまして、紀要刊行は学園の発展と教育の振興の上に大いに寄与

するものと信じ、号・を追ってその充実をはかりたいと考えています。と乙に掲載した論文につき諸家の

御批判と御教示を賜わりますれば有難き仕合せに寄じます。

昭和 41年 2月 15日

有明工業高等専門学校

校長牛尾広恵



2 

共同研究

高専図書館はいかにあるべきか

有明工業高等専門学校教職員
甲木季資ほか共同執筆

A Common Study : The Basic Principles of the Technical College Library 

S. Katsuki and Other Members of the Ariake Technical College Staff 

Foreword 

It is only a short time since new technical col-

leges (5-year course) were founded, and so the 

T. C. (technical college) library has not yet such 

a history or a standard as the university library 

has. Moreover, the T. C. library is not under the 

application of the school library law, though 

three-fifths of .the T. C. students are the same 

age as senior high school students are. 

On the one hand, the T. C. library has a func-

tion as a research library like the university’S, 

and on the other hand it will be required to play 

a more important part as a general culture center 

than the university’s. 

To make a study of "an ideal .T. C. library" 

we began with an investigation :into the reading 

environment of the Ariake T. C. students, in Au-

gust，’65. Since then we have held several debates 

on all the subjects concerning to the T. C. library 

both in the sectional and in the general meeting. 

This is an interim report of the basic princi-

ples of the T. C. library, which deals with the 

following contents: 

I . Researches after the Reading Environment 

of the Ariake T. C. Students 

Library Statistics of These Two Years 

II. Several Problems of the T. C. Library: 

a. An Ideal T. C. Student 

b. A Comparative Study of the T. C. Curriculum 

c. A T. C. Library as a General Culture Center 

d. Centralization of the T. C. Library 

e. Training in Documentation Work in T. C. 

f. Audio-Visual Services g) Reprint Services 

11I. Specific Planning of Library Utilization in 

Each Lesson of Our Technical College 

ぐSupplement>ThεBasic Principles in Standardi-

zation of T. C. Libraries 

はじめに

高専の図書館はいかにあるべきであろうか。大学図書

館の歴史は大学の歴史とともに古く、最近はその体質改

善が重点的に推し進められている。その大要は、 「図書

館雑誌」 Vol.59 No. 7 （昭和40年 7月）に発表された「大

学図書館設置基準要項」、ならびに「学術月報」 Vol.17 

No.6特集：大学図書館職員講習会（昭和40年 6月〉に

窺えるが、われわれの共同研究もまた、この二つを基点

として出発したのであった。

高専制度において図書館はどのように位置づけられて

いるか。設置基準で、わずかに第17条（校舎等）第3号

に保健室・学生控室とならんで図書館の名称があげられ

第20条（図書及び学術雑誌〉にきわめて漠然とした規定

があるにすぎない。大学の場合はどうであろうか。現行

文部省令の大学設置基準は、図書館をただ施設としての

み捉える根本において高専設置基準と大差ないものの、

そこには閲覧座席比率や図書および学術雑誌の最低蔵書

冊数（部数〉が定められている。また、大学基準協会に

よる F大学図書館基準」 （昭和27年 6月17日〉がある。

さらに、文部省大学学術局による「国立大学図書館改善

要項」 （昭和28年 1月〉がある。それに、上述した目下

の基準改正の動きである。

基準のととはさておき、大学ともなれば必ず附属図書

館がある。ことに国立大学の場合は、学部長にならぶ部

局長としての図書館長が任命され、分任管理官たる事務

（部）長の総轄する図書館事務部が置かれるのは常識で

ある。大学lζ準じた高等教育機関である高専において、

未だその図書館の正式位置づけがなされず、事務組織と

しての係さえまだ確立されぬ現状は、早急に改善さるべ

き問題と言えよう。

本研究lζ伴なって、われわれは全国43の国立高専にそ

の図書館概況を照合した。その結果、施設・組織・蔵書

数等について、校ごとの差がきわめて著しいととが明ら

かとなった。乙の事実は、 「高専l司書館某if!~」ともいう

べきものの作成が急を要すること花・示唆してい心。まだ
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一市二ら見れば、高専図書館のすべてが、その解決を将 われわれ有明高専教官有志は、昨年の夏期休暇を前に

ラ！とにア：泊て白紙の状態にある 乙とは、大学図書館改善の く高専の図書館はいかにあるべきか〉と題した共同研究

今日 む到達点をふまえて、われわれが高専の図書館のあ を発起した。高専における図書館建設の促進には、まず

るべき i与を追求する上に、豊かな可能性をも期待させて 諸基準に対する希望案の考察が第ーと考えられたので、

くれ ／：のである。 後掲の目次のように、 H期待される高専生像”から管理や

高ヂムの目的が “教授”に定められている こと（学校教

育法相7o条の 2）によっても、高専図書館が、大学図書

館の場合に比し undergraduatelibrary （学生図書館）

機能之・主軸とすべきことは明らかである。学生用図書費

の配当がきわめて少なく、各高専の蔵書が著しく教官研

究用図書に偏している現状は、すみやかに改善さるべき

と考える。教官研究用図書が多いわけてeは決してない。

ゼロから基本図書を整備するというのに、学生用図書費

があま りにも少ないという事実なのである。大学設立認

可の際の蔵書検査重視の例を思えば、その必要はまさに

自明てあろう。

予算・施設にまてず及ぶ広範囲な問題をとりあげた。

また、官頭には「本校生の読書環境についての調査」

および「本校図書室における過去満 2年間の利用実績の

統計と分析」を紹介したが、乙れは本研究の討議資料と

して新たにまとめたものである。調査によれば、彼らの

読書はすでに中学時代から図書館によって支えられてき

ているが、本校にはいってさらに読書への目を聞き、図

書室とのつながりを一層密にしながら、本lζ対する強い

関心と意欲をもって、多感な青年時代を送っているかに

見える。特に国語科の授業における指定図書方式は学生

の図書館利用の風潮をかなり助長しており、科目によっ

て適用度は異なろうが、との制度は高専教育一般におい

新「大学図書館設置基準要項」において重点的にとり て大巾に採用さるべきと考える。一方家庭における読書

あげられた、総合的教養の場として図書館が果たすべき 環境を見てみると、とこには極めて貧弱なその実状が明

役割は、大学工学部の 1.2倍もの専門科目授業時閣をも らかにされるのであり、学生各人の学校図書室に対する

つ高専において、特に大なるものがあると言えよう。中 依存度は極めて大きいと言わねばならない。

学卒業生を受け入れる高専の図書館が、学校図書館法の

規制の外にあることも注目されねばならない。いわゆる 8月17日を第1回として全員の会議を重ねること 8回

読書指導は、高専図書館、いな高専教育全体において甚 その間各分科における話し合いも別に聞かれた。そして

だ重大な問題であると考えられる。図書館管理の問題に 一応の結果をまとめたものが本報告である。第4部管理

ついても、乙乙では、大学図書館とはまた違った性格を の諸問題以下は、紙面の都合もあって将来に譲ることに

も要求されるであろう。 し、ととに発表する分にも、まだまだ検討すべき未熟な

段階にあるものが多い。 しかし、問題は焦眉の間にあ

開校半年目の昭和38年9月に開設された本校図書室は る。乙れらの問題が、一日も早く全高専共通の場におい

学生諸君によって甚だ活発に利用されている。総合的教 て検討されんことを願い、あえて発表する次第である。

養の場としての本校図書室利用の現状は、われわれが知

る限りのどの高校における利用よりも、はるかに積極的 本研究には、校長はじめ本校教官の多数が参加し、事

てあるようだ。 まだ課程の前半を終えようとしているに 務長ならびに図書主任以下の図書事務職員、それに統計

過ぎないが、受験から解放されて自由にスポーツ・クラ 面ては学生9名の参加協力を得た。目次とともに各項の

ブ活動 ・読書などにいそしむという、いわば本来普通高 担当者名（うちO印が執筆者）を掲げ、乙乙に緒言を結

校にこそあるべき姿を、わが高専において見出すのはま ぶことにする。

ことに好ましいことと思われる。 乙れまで体得した良い

習慣が、専門教科に集中すべき後半においてもさらに生 昭和41年1月15日

かし続けられると とを望むものである。 しかし、われわ

れはここで満足してはならない。高専図書館はさらに進

んで、技術者研究者としてのレフ ァレンス、ドクメンテ

ーションの基礎訓練を与える場でもなければならないで

あろう。

有明工業高等専門学校

教務主事甲 木 季 資
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一一分類別利用統計一一

く資料I＞有明高専図書室双書類目録抄…......・ H ・45

く／／ II> // 雑誌一覧・・・・・・・・・・・・・・・47

く I? fil＞よくよまれた本（3.の表C）・…...・H ・・48
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川野広市（電） O清水正夫（学主） 寺本匡諜（体〉

中山尊（数〉 永田達郎（機〉 日野尚志（地〉

B）高専カリキュラムの比較的考察…－…・…....・ H ・・・34
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0黒田芳則（図書主任）

m 各教科授業と図書館利用
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b. 古典
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田中道雄・．．．．．．．．．．・・…－…－・・・・・・40
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棚町知弥（図書係教官〉 O村上正男（事務長）

本く附録〉は、紙面の都合で以下lζ目次のみを掲げ

るN•V両章lζ代るものである。

町高専図書館管理の諸問題

A）組織および運営

工 学校組織上の図書館の位置づけ

一一図書館長・図書館運営委員会など一一

2. 事務部組織上の図書事務

3. 図書係の組織・事務分掌

B）図書館関係諸規程について

C）経費について

D）図書専門事務について

D）集中か分置か一一工学専門書について一一……35 v 高専図書館新営希望案

0木本知男（機） 甲木季資（電） 清水正夫（化） 以上
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I調査と 統 計

I-A 有明高専生の読書環境

調査の目的

ζの調査は本校教官有志による共同研究のテーマてなあ

る引高専図書館のあるべき姿”を追究する出発点として、

現本校学生の中学時代に於ける図書館との関係を尋ね、

家庭に於ける読書環境を知り、そして、現在高専教育を

受けている段階て、彼等の読書活動が、どの程度、図書

館と密着しているかを探ろうとするものである。乙の調

査の結果は、それ自身を今後の図書館運営、もしくは、

高専教育全般についての参考にすると共に、本共同研究

を進めるなかで、討論、研究の資料を提供しようという

目的てー行ったものである。

調査方法

調査方法は、無記名のアンケート形式によった。内容

を大きく 3部に分け 1）本校入学以前の読書・図書館利

用について 2）家庭に於ける読書環境について 3）現在

の読書・図書室利用についてとし、列記された回答にO

印をつけて答えるものと、記述するものとの2種類あり、

それぞれの部が、更に4、7、14の小項目について尋ね

られた。尚調査項目、文案については、数次にわたって

分科会て検討され、最終的には全体会議て決定された。

調査対象

ほとんどの項目については、本校生全員（現在3学年

353名） を対象として行った。乙のうち、アンケートを

提出した学生は 346人で、回収率98%であり、自宅通学

生、 寮 ・下宿生別と学年別の学生数は次の如くである。

[r [rr[][ ｜全｜計

自宅通学生 70 58 53 

寮 ・下宿生 44 臼 58 

（内女子学生11名を含む〉

調査期日ならびに集計方法

181 

165 
346 

昭和40年9月16日、各ホームルームに於て、アンケー

ト用紙を全学生に配布、記入上の説明をし、すぐに書け

る項目については、 その場て書かせ、他は家庭で調べて

て、もっと深く探究する積りであったが、予想外に時間

をとられ、殆んど、一次調査に終ったことを残念に思う。

ただ、第3部に於ては、 1割の無作為抽出により分析を

深め、不安な点については、全回答lζ目を通すよう努力

した。

1. 本校入学以前の読書・図書館利用について

① a) 中学時代に感銘を受けた本

本校入学以前の読書・図書館利用がどのように行われ

ていたか、その実態を正しく掴むことは困難なことであ

ろうが、高専に於ける今後の読書指導の上に、その概略を

知ろうというのが目的である。そ乙で、先ず、この項で

は、中学時代に感銘を受けた図書名を挙げさせ、次に、

その本はど乙にあった本て、文それはどういう動機で読

むようになったかを尋ねて見た。同じ質問を第3部の①

でもしている。中学時代と、高専に入学している現在と

を比較して見ょうという試みである。中学時代に感銘を

受けた図書としては、 74%にあたる 296人が書名を挙げ

ているが、下村湖人の「次郎物語」を筆頭に、夏目激石

の「坊っちゃん」、山本有三の「路傍の石」、島崎藤村の

「破戒」と続き、管見の他の読書調査に於ける結果と、

ほぽ類似した傾向を示している。特に「次郎物語」は、

3学年を通して、一番多く学生lζ感銘を与えているよう

だ。

1ー① α表（中学時代に感銘を受けた本をあげなさい〉

1 次郎物語 21 (6.1%) 

2 坊っちゃん 13 (3.8,,,) 

3 路傍の石 8 (2.3ク〉

4 破戒 5 (1.4"') 

。車輪の下

6 ロビンソン漂流記

。野菊の墓

。戦争と平和

。大地

。レ・ミゼラプル

5 (1.4,,,) 

4 (1. 2,,,) 

4 (1. 2"') 

4 (1.2,,,) 

4 (1. 2,,,) 

4 (1. 2"') 

記入するよう家庭に持ち帰らせ、翌9月17日朝、各担任 ① n図書館の本はどの程度読まれていたか

が、ホームルームで回収した。当日忘れて来た者に対し 中学時代に感銘を受けたとして挙げられた 117冊の本

ては、更に翌18日まで提出させ、その後、ホームルーム が、何処の本てあったかという聞に対して答えられた回

単位で集計をし、 その結果を、本調査担当グループて学 答のうち、 66%は、学校図書館の本と答えている。自分

校全体として集計した。機械的lζ扱えない記述による項 で買った本、家にあった本と答えた者は、合せて、 19.9

自については、最初から、乙のグループで集約じた。最 %にすぎない。中学校に於ても、生徒の読書の面に於け

初の予定では、更に相関々係を調べ、或は追跡調査をし る図書館の役割は、非常に大きいといわねばなる まいコ
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制度的lζは異るが、旧制中学時代lζ於ける図書館の比重

はこのように大きくはなかったようだ。戦後、学校図書

館法が制定され、各小中学校に図書館（室）が設立され、

閉架式から、開架式l乙変っただけでも、 画期的であった

が、その後、学校図書館を中心と した学習、読書指導が

活潜（C.行われるようになり、生徒と図書館の関係がより

密接なのもになっているのは当然のととであろう。感銘

を受けた本の中に占める図書館蔵書の比率66%と、家庭

蔵書l乙相当する比率20%は、そのまま中学時代の読書に

於ける図書館 ・家庭の比重を示していると見られないだ

ろうか。

1ー①8表（それはどこの本でしたか〉

/r/n/JIT l全 ｜｜%

学校図書館の本 59 48 42 149 66.0 

自分て買った本 9 7 10 26 10.6 

家にあった本 8 8 5 21 9.3 

友達から借りた本 5 5 6 16 7.1 

公共図書館の本 2 2 2 6 2.8 

貸本屋から借りた本 2 1 2 5 2.2 

学級文庫の本 3 。。 3 1.3 

① c）読んだ動機

感銘を受けた本を読んだ動機と して、最も多く出て来

た答は、 H図書館て見かけて”であった。過半数の55%

がそのように答えている。他からの働きかけが動機とな

る 「親兄弟のすすめ」 「先生のすすめ」「友人のすすめ」

などがそのあとに続くが、いずれも 6%台であり 、1位

との差は非常に大きい。閉架式だった旧制中学時代で

は、恐らく 「先生のすすめ」「友人のすすめ」「親兄弟の

すすめ」がもっと大きな比率を占めていたのではなかろ

うか。たしかに、開架式の現在では、図書館へ出入りす

る習慣をつくることが、そのまま、読書指導lζ通ずる。

1ー① C表 （その本を読んだ動機は何ですか〉

/r/n/JIT l全 ｜%

図書館て見かけて 49 40 30 119 55.0 

親兄弟のすすめ 3 6 6 15 6.9 

先生のすすめ 4 7 3 14 6.5 

友人のすすめ 8 4 1 13 6.0 

書店てJi!.かけて 6 3 4 13 6.0 

新聞雑誌を見て 2 1 3 6 2.8 

映画を見て 1 。5 6 2.8 

テレビを見て 3 。。 3 1.4 

その他 7 9 12 28 12.8 

② α） 中学時代の読書への反省

①lζ於て、学生時代lζ於ける読書と図書館の関係を瞥

見したが、学生自体は、中学時代の読書をどう考えてい

るだろうか。中学時代をふりかえって、 「よく読書出来

たと思うか」という問に対しては、 「よく出来た」と答

えた者が15.7%、 「あまりよく出来なかった」と答えた

者が41.7%、 「ほとんど出来なかった」と答えたものが

42.5%であった。 「ほとんど出来なかった」と答えた者

と、 「あまりよく出来なかった」と答えた者を合せれば

平均84.2%となるが、学年別に見ると、一、二年生が82

%、80%になるのに対し、三年生は90%に達している。

1ー① a表（中学時代をふりかえって、よく読書出来

たと思いますか〉

I I I % II II I % II ][ I % II全｜%

ほとんど出
来なかった 34 31. 2 57 49. 2 50 47. 2 141 42. 5 

あまりよく出
来なかった 55 50. 5 38 32. 7 45 42. 5 138 41. 7 

よく出来た 20 18. 4 21 18. 2 11 10. 8 52 15. 7 

図書館に蔵書があるというだけでも、生徒はかなり自発 ① !J.）よく読書出来なかった理由

的lζ、というよりも、どく自然に、 自に見えるものを手 2 a）に於て、 「殆んど出来なかった」と答えた者と

にとって読もうとする。 「その他」の動機を見てもその 「あまりよく出来なかった」と答えた者に対して、その

中には 「何となく読みたかったから」というのが10名あ 理由を尋ねた。次の表は、その回答をまとめたものであ

ったし、文、 「家にあったので」というのが3名あり、 る。受験勉強がかなり影響しているだろうと予想したの

「図書館で見かけて」 「書店て見かけて」まで含むと、 に勉強のため時聞がなかったと答えた者は14.2%の低率

143名となり比率も67%となる。中学時代には、本が目 であり、それに反し、読書に対する関心や興味がなく 、

に写るということが最大の動機とな っていたといえよ 又本を読もうという意欲に欠けていたと答えた者が、約

う。以上の動機に対し、 「授業て使った」「劇の台本とし 半数もあったのは意外であった。 「図書館の設備が悪

て使ったので」と答えた者が、それぞれ1名宛あり「映 く、興味ある本も少かった」と答えた者（12.7%）と、

画、テレビを見て」と答えた者が9名あった。乙の項目に 「読書指導もなく 、読書する雰囲気もなかった」と答え

ついては、さらに第3部の⑮と比較して見ると、本校に た者（ 4.1 %）は、中学時代の図書館、読書指導に対し

入学してからの変化がうかがい知られて甚だ興味深い。 て、不満をのべている者と理解してよかろう。また、テ



レピや漫画ばかり見ていたと答えた者も、僅か3名てあ

っ、テレビの読書lζ対する影響はと 乙では否定されてい

九読書出来なかった理由を、いわば、外的要因だけで

はなく、内的原因として、かなり反省しているのは、「｜コ

学時代、時間的にも、能力的にも、も っと本を読む余裕

を持っていたという証になるようにも思える。 しかもこ

の内省的傾向は、2a）にも見られたように、三年生に

於て、顕著のようである。失われた過去に対する反省の

強さは、そのまま現在に於ける読書意欲の強さを示すも

のかも知れない（利用諸統計参照〉。そ して、乙の読書

志欲とそ、凡ての条件に先んじて、読書活動の原動力と

7 

れる。尚この項については第2ifflの⑦など (13～17ペー

ジ〉を参照されたい。

1－①表（勉強や読書の一番よく出来た場所はどこで

したか〉

I I I % If II I % II ][ I % ~全｜%
自分の家 88 83.0 89 80.2 

学校の教室 5 4. 7 14 12.6 

学校図書館 10 9.4 4 3.6 

公共図書館 1 0. 9 2 1. 8 

92 86.0 269 83.2 

7 6.5 26 8.2 

1 0.9 15 4.6 

4 3.7 7 2.2 

なる ものである。 その他 2 1. 9 2 1.8 3 2.8 7 2.2 

1一②3表（中学時代をふりかえってよく読書出来なかった理由は何てeすか〉 以上①～③を通し

て言える乙とは、

大部分の学生が、

中学時代余りよく

読書出来なかった

と反省しているよ

うであるが、しか

し、それでも読書

の中心的役割を果

したのは、学校図

書館であり、図書

読fJ~書fi. lζ対する意欲、関心、興味
かった

（な受か験っ〉勉た強し、の考たえめ読も書しのなか時間っがた

図あ書る本館のも少設備かがったよくなく 、興味

運動や遊びに忙しかった

クラブ活動て時間がなかった

読囲書気指も導なかもなったく、 また読書の雰

.z C了 の 他

①読書の場所

I I I % II II I % II ][ I % II全｜%

39 

13 

4 

10 

7 

2 

9 

46.5 

15.5 

4.7 

11.8 

8.3 

2.4 

10.8 

41 

13 

23 

4 

4 

5 

1 

45.l 48 51.6 128 47.8 

14.3 12 12.9 38 14.2 

25.3 7 7.5 34 12.7 

4.4 14 15.l 28 10.4 

4.4 3 3.2 14 5.2 

5.5 4 4.3 11 4.1 

1.1 5 5.4 15 5.6 
館の蔵書によって

読書活動は支えら

れていた。現在では、図書館の蔵書が、家庭の蔵書の肩代

「あなたが、勉強や読書の一番よく出来たと思う場所 りをしつつあるといえるかも知れない。従って、一般に図

はどとでしたか」という質問に対しては、 「自分の家」 書館利用の習慣は、一応中学時代に身につけられている

と答えた者が 83.2%で、「学校図書館」と答えた者は、 と考えてよかろう。また、図書館利用について必要な公徳

僅かに、 4.6%にすぎなかった。 乙の乙とは、表1ー① 心についても、中学時代に既に注目に値するものを植え

ぷ、1一①cと考え合せると、中学時代の彼らに対する つけられている。完全開架方式をとっている本校図書館

図書館の役割は、本を貸すという働きが、主となってい に於て、との3年間、 1冊の本も紛失していないというの

たといえないだろうか。学校の教室が一番落着いて勉強 は中学時代に培われた素地の上に築き上げられた、本校

出来たという学生が8.2%で、学校図書館の4.6%より大 図書館教育の成果と見てよかろう。併し、一方、落着いて

きい比率を示している。もっとも、現学生の中学時代は最 勉強したり、読書したり出来る図書館の整備は不充分の

高の急増期にあたり、図書館に余裕のある場所をとるこ ようであり、図書館は専ら本を貸す所という先入観が、

とも、質の高い読書雰囲気を作る乙とも、困難なととであ かなり学生の頭に浸透しているかも知れない。自分の本

ったろうと思われる。文、中学生の読書は殆んど読物中 てないと、落着いて読めないという学生は少いようであ

心となるだろうから、時間や場所の制約はあまりなく 、 るが（ 3ー①参照） 、図書館てはどうも落着いて勉強し

従って、一番よく読書の出来た場所が、生活の本拠である たり、読書したり出来ないという学生の教育は、 今後図

自宅となったのは当然かも知れない。併し、本を読ませ 書館の条件整備と相侯って、考慮して行かなければなら

るととと同様に、図書館を利用 した学習を習慣づける乙 ない点であろう。また中学時代の読書についての反省か

とは、将来、後期中等教育、高等教育を受ける生徒にと らすれば、困難な客観情況のなかで七、中学時代l亡、すて

っても、そのまま社会人となる生徒にとっても必要な乙 に、能力のある生徒達に対しては個別の読書指導を施し

とであろうから、それにふさわしい閲覧室の条件整備を 引見せる読書指導”から積極的に引読ませる読書指導”

することは、中学校図書館にとっても大切なととと思わ へ発展させ得る可能性を暗示しているようにも思え心。



「路傍の石」島崎藤村集は「破戒」と見倣す。

I. 次郎物語 25.0% 

2. 島崎藤村集 13. 5// 

3. 山本有三集 11. 7 // 

4. 夏目瀬石集 11. 6// 

5. 車輪の下 10.4// 

6. 水論伝 7. 7 // 

7. アンネの日言己 5. 7 // 

8. ビルマの竪琴 4. 3 // 

9. シヤーロックホームズ 2. 9 // 

10. 二十四の瞳 I. 9 // 

11. 二宮尊徳 I. 5 // 

12. エイプ リンカーン 1.0% 
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①中学時代に読んだ本

最後に、参考のため、日本学校図書館協議会必読図書

（中学の部〉の50冊について、中学時代の読書状況を し

らべて見た。 1ー④表はとれを示す。尚、学年別に見る

と延冊数及び一人当り冊数は次の如くて、ここでは、学

年差は殆んど認められない。但し、本友は昨年秋に改訂

された新表によったので、本校在学生の中学時代の表と

幾分ちがいのあることを附記する。

1年 387冊 1人当り

2年姐3冊

3年 392冊

3.4冊

3.7冊

3.5冊

// 

// 

1－④表（次の表の中から中学時代に読んだ本をえらびなさい〉
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「ギリシヤ・ロ

ーマ神話」と「あ

しながおじさん」

は、それぞれ70人

61人が読んでいる

が、感銘を受けた

本として挙げた者

はし〉なし〉。

（西誠也）

2. 家庭の読書環
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集

てr

書

ヒ

贋

4 

// 

2 

3 

5 

円

4
0
0
n
3

1 

10 

13 

14 

12 

R
U

氏
U

円’
o
o
n
w
d

噌

i

噌

i

唱

i

噌

i

噌

i

20 

21 

23 

// 

// 

。
。// 

上記の本の中て、①alζ於て、 H感銘を受けた本”と

して挙げられているものをえらび、その本を読んだ者の

うち何名が感銘を受けたかをしらべて見ると、次のよう

な結果が出た。選んだ本は、 14位の島崎藤村集までをと

る。但し、夏目激石集は「坊っちゃん」山本有三集は

ヌイア25 
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めるため、主として、自宅通学生のみについて、集計し の推測を裏付けるものとして、一例を文庫本にとれば、

たので、全学生の読書環境調査としては、不充分なもの 次のような事実がある。国語科の教材、指定図書、或は、

であると とを、始めにととわっておく。 推薦図書として、学生が、校内売店より購入した岩波文

①蔵書しらベ 車の冊数は次のようである（昭和38年4月より昭和40年

乙の場合の家庭蔵書としては、学生ならびにその兄弟 7月まで〉。

の所有する教科書、学習参考書、問題集などを除外して考

えた。分類の仕方は、 N.D.C. の項目lζ準じ、全集、単

行本、文庫本のそれぞれについて、各人の判断により分

類記入させた。従って、何とか、家庭の蔵書を正確につ

かみたいという期待にもかかわらず、表の数字が、その

まま、家庭蔵書の正確な数を示しているという確信は持

てないが、学生のアンケートに答えている真撃な態度か

ら判断して、大方の傾向を示していると思う。他と比較

すべき何らの資料も持合わせないのであるが、一瞥して

感ずる乙とは、全体的に非常に少いというととである。 にごりえ・だけくらべ 20冊

単行本、文庫本を併せて平均すれば1世帯当り約25冊、 従って、 2－①表中の文庫本文学の項総数1577冊のな

全集は0.7セットである。分類別に見れば全集、単行本、 かに、上の 792冊の約 6割（自宅通学生を全学生の6割と

文庫本を通して、文学が、絶対多数を占めている。工学 見る） 474冊程度は含まれていることになり、乙れは家

関係の専門書は、県らく、特殊な家庭を除いては、学生 庭蔵書の文庫本のうち、 4分の1を占めることになる。

の手持ちの蔵書に限られると思われるが、四・五年生の このように、家庭蔵書のうち、学生個人の蔵書の占める

いない現在ては、まだ目立っていない。文、学年別に見 割合が非常に大きいという乙とは、以下数項目の調査に

ると、学年が高くなるにつれて、蔵書数が増えているの 見られる家庭の読書環境を考え合せても想像されよう。

は、学生本人の蔵書の増加と考えるべきであろうか。そ ただ学年間の差が、単に学年進行に伴うものか、より多

分類｜ 全

I I I II 

2ー①表家 庭 の

集 II 単

][ 全 ｜｜ 工

5 5 13 

10 13 27 

3 7 4 

4 10 2 

2 3 155 

6 7 5 

1 3 10 

27 75 2回

2 5 22 

60 128 501 

円δ噌i噌iFbte22 

316111U3G 

学史会然業術学学叫計
哲歴社自工芸語文そ

恩、響の彼方に 72冊出家とその弟子 63冊

思出の記（上〉 28 暗夜行路（前〉 10 

力 （下） 27 I/ （後） 8 

藤村詩抄 70 羅生門 19 

破 戒 129 保儒の言葉 10 

田舎教師 77 その妹 10 

四郎 78 イタ・セクスアリス20

と ~ ろ 59 李家荘の変遷 13 

官 一一~コ． 79 計 792冊

蔵書

行本 II 文庫本

II I ][ i全 II I I II I ][ I全

7

4

5

3

4

百

四

F

b

F

b

 

4

8

4

5

5

1

M

ロ
必

噌

i

A

4

。白

q
d

m
m
m
m
m
m叩

m
m
m
ω

1

2

 

0

8

0

7

6

2

4

3

3

1

 

8

5

2

9

9

3

9

3

3

5

 

3

5

1

4

 
噌

i

却

訪

日

4

ロ
6

必

組

関

節

岬

伺

必

沼

お

初

μ

担

お

ザ

U

4 9 

23 28 

768 1577 

44 71 

937 1833 

く家庭の経済的環境によるものであるかは、一つの問題 知れない。 1番読まれているのは西日本新聞の82部てあ

点として残ろう。 り、これは朝日、毎日、読売の 3中央紙の合計部数83tζ匹

① α）家庭で読まれている新聞 敵する。乙のあと、熊本日日新聞、夕刊フクニチ、大牟田

アンケートのとり方は、用紙に12種類の商業新聞名を 日日新聞と地元紙が続いている。英字新聞では、 The

書き、その中からえらばせ、それ以外の新聞は、その他 Mainichi, Asahi Evening News, Student Times各

の欄に、書き込ませる方法をとった。乙のため、宗教関 1部が読まれている。次の表は上位5種類の新聞名と部

係や政党関係等の紙名は、殆んど出て乙なかったのかも 数をしめすが、%は全部数に対する比率である。
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2一①5表（あなたの家てとっている雑誌はどれですか〉2－①G表あなたの家庭てとっている新聞はどれですか

I I I I ill !lli l全

16 

12 

11 

10 

4 

3 

4 

6 

6 

4 

月

a
q
d
q
d

6 

2 

1 

3 

名

活

帳

友

秋

部

論

生

手

の

き士
山L、

婦と

しの

婦

芸春

人倶楽

人公

雑

主

暮

主

文

婦

婦

1 

2 

3 

4 

順｜新聞名 II I % II Il I % // lli I % I全｜%

31 58.5 82 45.3 

11 20.8 46 25.5 

7 13.2 20 11.1 

9.4 17 9.4 

3.8 10 5.5 

5 

19 32.8 

20 34.5 

6.9 

6 10.0 

6 10.0 

4 

32 45.8 

15 21.4 

9 12.9 

1西日本新聞

2朝日新聞

3毎日新聞

4読売新聞 6 8.6 

5熊本日日新聞 2 2.9 10 

10 

。。円
4

9 

5 

2 

5 

3 

5 

4 

1 

1 

1 

2 

4 

1 

2 

リーダーズダイジェスト3

平凡 4

明星

高校英語研究

// 

7 

8 

9 

10 

// 

6 

Rc）家庭で購読されている新聞の部数、雑詰の冊数

学生の家庭環境を知る上に、比較的確かな資料といえ

ないだろうか。新聞では、 1部とっている家庭が82%で

大多数であるが、全然とっていない家庭が5.1%もある。

文雑誌では、 1冊もとっていない家庭が通学生の半数

にあたる48.1%もあり、 1冊とっている家庭が31.7%で

ある。 乙乙ても、学年による差が特に 0の項で自につ

く。

2 2 

Rt）家庭でとっている雑健

家庭て購読されている雑誌についても、新聞と同じ要

領でしらべた。挙げられた雑誌は、全部て62種類になる

が、比較的多くの家庭で読まれているものを10位まてあ

げた。中心になっているのは、婦人雑誌である。総合雑

誌が殆んど読まれていないのが自につく。その他学生が

購読していると思われる雑誌では、高ーコース 5、高一

時代 3、高二コース 2、EnglishAge 2、盤雪時代

1、英語研究 1、機械技術 1、モーターファン 1、模型

工作 1、科学 1、新電気 1、C.Q.ハムラジオ 1、等が

考えられるが、多くの学生は恐らく学校の図書室で読ん

でいると思われる。

2 

2ー①c表（あなたの家庭て購読される新聞の部数、雑誌の冊数はいくつですか〉

。 I 1 部 I 2 部 I 3 部｜以上

1 I 2 / 31全 I%I 1 I 2 I 3 I全 I%I 1 I 2 I 3 I全 I%I 1 I 2 I 3 I全 I%I 1 I 2 I 3 I全｜%

43 146 82 

新

。
雑

。
I 1 部 I 2 部 I 3 部｜以上

1 1 2 i 31全 I%J 1 I 2 i 31全 l% J 1 I 2 J 31全 I%i 1 i 2 ! 31全 I%I 1 I 2 I 3 I全｜%

。。。0.6 1 。。1 22 12.4 9 8 5 45 58 5.1 9 1 4 4 
聞

誌
3.4 

にわたり、 535冊となっているが、 そのうち、最も普及

しているものを10種類えらぷと、次の表のよ うになる。

①辞典、事典類の普及率（この項全員対象）

a）国漢辞典

学生の所有する、叉は学生の家庭にある辞典は担種類

2－①α表（あなたの文はあなたの家庭にある国語辞典はどれですか〉

I % II n I % II 

6 3 2 1 6.2 11 2 4 5 10.7 19 9 4 6 56 31. 7 19 16 8548.1 21 18 31 36 

% 

6

6

1

8

7

6

2

7

1

5

 

6

5

5

3

3

3

3

2

2

1

 

守
i 48.0 

16.2 

14.7 

11.0 

10.7 

10.4 

9.2 

7.8 

6.1 

4.4 

全% 

22.5 

19.8 

17.1 

16.2 

8.1 

18.9 

11.7 

8.1 

9.0 

5.4 

]I 

5

2

9

8

9

1

3

9

0

6

 

2

2

1

1

2

1

1

 

62.0 

14.9 

11.6 

6.6 

17.3 

5.0 

11.6 

6.6 

6.6 

0.8 

5

8

4

8

1

6

4

8

8

1

 

7

1

1

2

1

 

57.8 

14.0 

15.8 

10.5 

6.1 

7.9 

4.4 

8.8 

2.6 
7.。

I 

6

6

8

2

7

9

5

0

3

8

 

C
U
噌

i

守

i
τ
i

名 ｜順（辞典

岩波国語辞典

明解国語辞典

明解古語辞典

角川漢和中辞典

旺文社古語辞典

角川古語辞典

角川国語辞典

旺文社国語辞典

広辞苑

広辞林

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m
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更に国語辞典、古語辞典、 漢和辞典lζ分け、学生の家 が見られる。即ち三年は12種類て27組、二年は 7種類で

庭に於て利用出来る国語辞典の分類別普及率を示すと、 18組、一年は7種類て12組である。下の表は主な百科事

次のようになる。

積類 II I Il I ill I 全 ｜%
国語辞典 105 117 8。302 87.2 

古語辞典 53 58 73 184 53.2 

漢和辞典 12 9 28 49 14.2 

t）英語辞典

学生の使用している辞書36種類の中から、普及率の高

いものIO種類を挙げると、次のよ うになった。

典とその組数を示す。

2ー① c表（あなたの家庭にはどんな百科事典があり

ますか〉

事典名 II I % II Il I % I! ill I % II副%
平凡社国民百科事典 3 2.6 9 7.4 5 4.5 17 4.9 

小学館日本百科大事典 32. 6 2 I. 7 7 6. 3 12 3. 5 

平凡社世界大百科事典 21. 8 I 0. 8 3 2. 7 6 I. 7 

保育社学習百科大事典 I 0.8 3 2.7 4 1.2 

三省堂百科事典 2 I. 7 I 0. 9 3 0.9 

2ー①8表（あなたの文はあなたの家庭にある英語の辞書はどれですか〉

吉幸 血 名 I I I % II Il I % II ][ L~ l全 ｜竺

1 三 省堂 コンサイス英和辞典 26 22.8 

2 旺文社エッ センシャル和英辞典 59 51.8 

3 旺文社エッセンシ ャル英和辞典 回 55.3 

4 三省堂 コ ンサイス和英辞典 17 14.9 

5 旺 文社シ ニ ア英 和 辞典 8 7.0 

6 三 省堂新クラウン英和辞典 22 19.3 

7 三省堂カレッジク ラウン英和辞典 7 6.1 

8 研究社大英 和 辞典 2 I. 8 

9 研 究社簡約英和辞典

IO 研究社ポ ケ ッ ト 英和辞典

更に英語辞典を3分類し、 英和辞典、和英辞典、英々

辞典l乙分けてそれぞれの普及率を見ると、

英和辞典 429冊 123.0%

和英辞典 198冊 57.2% 

英々辞典 19冊 5.5% 

となる。

文中辞典以上の大型辞典を拾って見ると、66冊となる

が、なかには複本を持っている学生もあるので、家庭lζ

於て、中辞典以上の辞書を利用出来る学生数は58名とな

る。それは、全学生の17.3%にあたる。

2－①8表lζ於ける、ポケッ ト版英語辞典の学年別に

よる ムラ は、入学時の推薦によるものであろう。中辞典

以上の大型辞典、及び、英々辞典の所有数は、学年進行

に比例して増加している。

その他の外国語辞典と しては、ドイツ語辞典が多く 、

フランス語は、全体て3冊、スペイン語が1冊散見され

る。ドイツ語は現在三年生が履習しているので、三年生

は殆んど所有している。種類としては、岩波独和辞典、

木村 ・相良独和辞典が断然多い。

c ）百科事典類

事典の種類、組数、もやはり学年によってかなりの差

34 28.1 51 45.9 Ill 32.0 

21 17.4 24 21.6 104 30.0 

15 12.4 21 18.9 99 28.6 

18 14.9 42 37.9 77 22.2 

58 47.9 4 3.6 70 20.2 

19 15.7 21 18.9 62 17.9 

9 7.4 6 5.4 22 6.4 

3 2.5 8 7.2 13 "3.8 

3 2.5 9 8.1 12 3.5 

11 9.9 11 3.2 

④ α〉家庭の年間図書費

記入上の注意と して、 乙の項目lζ於ける図書費とは、

新聞、教科書、問題集の代金を除いたものとして考えさ

せ、家庭て相談して、書くよう指示した。しかし、乙の

項についても、家庭蔵書と同じよ うに数字の信頼性には

疑問があるが、一応学生の回答をそのまま尊重したい。

それによると、半数以上が月額 500円以下の図書費とな

っている。家族構成人員が平均5.5人（学生全数の1割

抽出による）であるから、大体1人あたり の図書費は、

月100円以下となる。

2ー④α表（あなたの家庭の一年間の図書費は大体い

くらですか〉

年額 II I % II Il I % II ][ I % II全｜ %
6,000円以下 42 65.3 30 60.0 24 48.0 96 58.5 

12,000 I/ 11 17. 2 14 28. 0 16 32. 0 41 25. 0 

18. 000 I/ 2 3.2 2 4.0 4 8.0 8 4.9 

24. 000 I/ 4 6.0 2 4.0 2 4.0 8 4.9 

30, 000 I/ 3 4.5 1 2.0 1 2.0 5 3.1 

60, 000 I/ 2 3.2 1 2.0 3 6.0 6 3.7 
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④ IJ.)学生1人当りの年間図書費 乙とても、自宅通学生の調査と同じ傾向が見られる。

記入上の注意は④σと同じである。 つまり、全体としてみれば、約半数の46.7%が、やはり

調査の結果ては、 42.8%の自宅通学生が、月額100円 月額100円以下の図書費だと答えているが、その内訳は

以下の図書費となっている。即ち、二つ星の岩波文庫本 年間l,200円以下の項て三年は27.5%となっているのに、

が、 1冊か 2冊買える金額である。雑誌でも、 100円 一、二年てはそれぞれ54.0%、60.8%である。

で買えるものは、あまりあるまい。さらに、 31.1%が、 この第2部の各項目を通じて見られる、各学年間の差

月額100～300円となっているので、両方合計すると、 73 は、学年進行に基くものか、それとも、家庭の読書環境

.9%が、毎月 300円以下の図書費というととになる。学 に基くものか簡単に断定する乙とは出来ないが、上述の

生達は相当に苦労しながら、勉強していると云えるよう 事実と、さらに 2－③c表、 2－R表等を勘案才ると、

だ。 より家庭の読書環境に起因しているのではないかと想像

2－④8表（自宅通学生の年間の図書費）

I I l % ~ JI l % ~ ][ I % 11 全｜%

1,200円以下 45 46.5 55 55.0 27 27.3 127 42.8 

3, 600 // 33 34.1 27 27.0 32 32.4 92 31.1 

6, 000 // 11 11.3 17 17.0 25 25.3 53 17.9 

12,000。 8 8.3 1 1.0 10 10.1 19 6.4 

12.000円以上 5 5.0 5 1. 7 

される。本校が2年次校として出発した頃と、現一年生

が入学して来た頃とを比較すると、高専の学校数も増え

競争も緩和されて来ており、応募学生の居住地域もせま

くなってきたのは事実て企ある。それを表わすものとして

は、冒頭、調査対象の項で示した表のように、乙の3年

聞に、自宅通学生と寮・下宿生の数は逆転している。乙

のことと学生の家庭読書環境に於ける格差と何らかの関

係があるのではないかという想定も成立つ。若し、そう

だとすれば、学生の読書活動は、将来ますます学校図書

乙乙て少し見方を変え、学年別の対比をして見る乙と 館に依存する傾向にあるといえよう。

にしよう。 2ー①表、 2ーRc表、 2ー④d表、 2－④ ①テレビ、ラジオ等の普及率

8表lζ於て学年差があり、特に三年生と他の2学年との テレビ＼ラジオを中心とした視聴覚器材が、どの位、

聞に、かなり差異があるというととが認められてきたが 家庭に普及しているかを見てみよう。平均して最も普及

乙の差は、特に、低辺の部分に於て差が著しいようであ しているのはテレビの88.4%であり、ラジオ、トランジ

る。 2の＠cに於ては、新聞をとってない家庭が、三年 スタラジオ、プレヤー（電蓄〉、テープレコーダ一、ステ

ては 2%であるのに、一、二年の方てはそれぞれ 6%、 レオの順となる。上述の図書費、雑誌の購入状況等を見

7%である。文、雑誌を一冊もとっていない家庭が、三 たあとでは不釣合なほど高い普及率のような気がする。

年ては35~3%であるのに、－、二年生の方てはそれぞれ 視聴覚器材の普及は、購入費のほか相当の維持費を伴い、

52.2%、54.4%である。 特にフ。レヤー（電蓄）、ステレオ、テープレコーダ一等

2の④alζ於て位、家庭の年間図書費が、 6,000円以 には、レコード、テープがなければ意昧がない。従っ

下のところで、三年ては48%であるのに一、二年がそれ て、この面に於ける教養娯楽費の支出はかなり多くなっ

ぞれ65.3%、60.0%である。 ていると思われる。また台所の電化が進み、洗濯機、冷蔵

2の④Bl乙於ても、学生1人当りの年間図書費 1,200 摩、掃除機といった電気製品が普及していく段階ては、

円以下のよ乙ろが、三年ては 27.3%となっているのに、 学生の、教科書、参考書以外の狭義の図書費が、そのしわ

一、二年てはそれぞれ、 46.5%、55.0%である。 ょせを受けているのではないかと考えられる。一方、学

乙のようなことは、自宅通学生のみに云える ζ とであ 年別に見ると、ステレオ以外は、いずれも三年生の家庭

ろうか。ちなみに、この項についての寮生の調査を見て が一番普及率は高い。そして、全体として最も普及率の

見ょう。下表は寮生の年間図書費をあちわす。 高いテレヒ＼ラジオては、二年生が他の2学年lζ比して、

2－④c表（寮生の年間図書費〉

I I I % II JI I % ii ][ I % II全｜%

1,200円以下 20 54.0 31 60.8 14 27.5 65 46.7 

3,600 // 15 40.5 10 19.6 16 31.4 41 29.8 

6, 000 // 1 2.7 9 17.6 16 31.4 26 18.6 

12, 000 // 1 2.7 1 2.0 4 7.8 6 4.3 

12,000円以上 1 2.0 1 0.7 

かなり低くなっている。

2－①表（次のもののうち、あなたの家庭にあるもの

はどれですか）

I I I % II JI I % II ][ I % I全 ｜%

テ レ ビ 63 90.0 49 72.1 48 90.7 160 88.4 

ラジオ 53 75. 7 46 67. 7 43 81. 2 142 78. 4 



トランジスタ
ラジオ

37 52.8 37 54.5 39 73.7 113 62.4 

プレヤー（電芸） 26 37.1 20 29.4 23 43.4 69 38.1 

テープコーダー 1521. 4 16 23. 6 l4 26. 4 45 24. 9 

ステレオ 710.0 4 5.9 2 3.8 13 7.2 

① テレビ、ラジオの視聴時間

眼前IC入学試験のない高専学生は、一方のびのびと学

生生活を享受出来る恵まれた立場にある反面、自主的IC

自分の生活時聞を規制して行かないと、安易な生活lζ流

れ、不勉強になる危険性がある。ととろで、テレビ、ラ

ジオが一体どの程度学生の生活に影響を与えているか、

1日の視聴時間をしらべて見た。

調査によると、 1時間30分～2時間視聴している者が

全学生の32.8%で一番多いが、 2時間以上という者も、

22.5%ある。従って本校学生の55.3%が1時間30分以上

テレビ、ラジオを視聴していることになる。学年別に見

ると、三年生が、やはり上級生だけあってか、僅かなが

ら視聴時間は短いといえよう。

次lζ、自宅通学生と寮生に分けて、視聴時閣を対比し

て見ると、両者の聞には、意外に大きな聞きがあること

がわかった。即ち、寮生のう ち、62.7%以上が、 1時間

30分以下の視聴となっているのに、自宅通学生は、 71.9

%以上が、 1時間30分以上の視聴となっている。また、

寮、自宅の双方に於て、三年生が一番視聴時間が短い点

ては共通しているが、それでも両者では、 2時間以上視

聴する者が、それぞれ 9.2%と31.4%であり聞きは大き

い。寮では二年生が一番長く、視聴しており、 1時間30

分以上のものが46.8%ある。自宅ては、一、二年とも大

体同じ程度であるが、それぞれ、 74.6%、77.3%の学生

が、 1時間30分以上視聴している。

全学生の内46%にあたる寮生は、市の郊外にある 2棟

の寮から、毎日、約 500米離れた学校に通学し、往復にも

近所にも、何ら娯楽になるような施設はない。従って、

唯一のたのしみは、寮内てテレビ＼ラジオを視聴し、新聞

雑誌、漫画を見る乙とにあるようだ。そういう意味ては、

テレビ、ラジオは、彼等の生活lζ、不可欠のものとなっ

ているといわねばなるまい。 然るに、 上述の結果を見

たのは、寮生にとって、テレビ＼ ラジオは唯一の娯楽で

ありながら、テ レビのある談話室が、別置され、寮の規

則によって、視聴時間の制約を受けているのに対し、自

宅通学生の場合は、殆んど、無制限といってよく 、自分

の意志によって、制限を加えなければならない。 2－⑦

に於てふれるように、%の自宅通学生が、個室を持って

いない状況下ては、 （個室を持っていても、狭い家屋で

は、大差ないかも知れないが）非常にむつかしい問題を
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込合している。

2ー①σ表（寮生のテレビ・ラ ジオの視聴時間）

｜工 I% II n I % II ][ I % II全｜%

30分以下 6 14.3 9 14.5 9 16.7 24 15.2 

30分～ 1時間 14 33.3 13 21.0 15 27.8 42 26.6 

1時1間時～間30分 7 16.7 11 17.7 15 27.8 33 20.9 

1時間302分時～間 13 31. 0 20 32. 3 10 18. 5 43 27. 2 

2時間以上 2 4. 8 9 14. 5 5 9. 2 16 10. 1 

2－①8表 ．（自宅通学生のテレビ・ラジオの視聴

時間）

I I I % II Il I % II ][ I % II全｜%

30分以下 1 1.5 1 1.9 2 1.2 

30分～ 1時間 6 9.0 5 9.4 8 15.7 19 11.1 

1時1間時～間30分 10 14.9 7 13.2 10 19.6 27 15.8 

1時間302分時～間 28 41. 8 21 39. 6 16 31. 4 65 38. 0 

2時間以上 2232.8 20 37.7 16 31.4 58 33.9 

テレビ、ラジオの視聴が、学生にとって、どのような

影響を与えているかについて論ずるには、視聴時間とと

もに、見られている番組も検討しなければ片手落ちとな

るだろうが、ここでは特に、読書時聞に関わる視聴時聞

に限り、番組については、附として、 引学生lζ好まれて

視聴される番組”をそれぞれ、 31位、 19位までをあげ凡

その傾向を示すととに止めた。

⑦勉強部屋

調査1の①で「中学時代をふりかえって、勉強や読書

の一番よく出来たと思う場所はどとですか」という設聞

に対して、学生の83%は、自分の家で、一番よく勉強出

来たと答えていた。 「現在、あなたが、勉強するとき、

一番落着いて出来るのはどこですか」という質問に対 し

て、自宅通学生の回答は次の如くである。

2ー⑦α表（あなたの一番落着いて勉強出来るのはど

乙ですか）

I I I % II Il I % II ][ I % II全 ｜%

自宅 62 86. 1 47 81. 0 47 94. 0 158 86. 8 

図書室 4 5. 6 7 12. 1 3・ 6. 0 14 7. 7 

教室 6 8.3 4 6.9 10 5.5 

即ち、全体の86.8%が、自宅と答え、特lζ三年生ては
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94%の高率を示している。図書室（本校の場合は図書室

と呼ぶ）と答えた学生は、僅かに7.7%に過ぎず、他lζ、

教室と答えた者が、 5.5%あった。要するに、殆んどの

学生が、自宅lζ於て、一番落着いて読書出来ると云って

し〉る。

ところで、自宅通学生の家庭に於ける、勉強部屋はど

うなっているだろうか。

2－⑦ι表（あなたの勉強部屋はどうなっていま

すか）

I I : % II Il I % II J[ ! % II全！%
兄部弟と共有
の屋

28 39.4 7 15.6 25 46.3 60 35.3 

個 室 24 33. 8 16' 35. 6 15 27. 8 55 32. 3 

特な別しの部屋 19 26.8 22 48.8 14 25.9 55 32.3 

上の表によると、自宅通学生170人のうち、個室を

持っている学生が55人、兄弟と共有の部屋を持っている

学生が60人、そして、特別の勉強部屋のない学生か55名

となっている。つまり、%が個室、%が兄弟との相部屋、

%が家族と一緒の部屋というととになろう。

そうして、特別の部屋を持たないと、答えた学生55名

の中には、 2－⑦G表て、一番落着いて勉強出来る場所

を自宅以外（図書室と教室）と答えた学生24名全員が含

まると仮定しでも、 31名は、自宅が一番落着いて勉強出

来ると答えている ζ とになる。文、たとえ、個室を持っ

ていても、テレビ＼ラジオや、騒音等の妨害があっては

落着くととろ必ずしも能率のあがる勉強場所であるとは

限らない。その例は、テレビ＼ラジオの視聴時聞に於て

も見るととが出来た。

一方寮生の勉強部屋を見ると、三年生は、 2人宛の個

室になっているが、一・二年生は、数名宛の相部屋て、

しかも、通路を兼ねた所に机を並べている。下学年生の

不満にも、理由がある。

以上の如く、自宅通学生であれ、寮生であれ、他によ

りよき条件の勉強場所があるならば、 2－⑦α表の比率

は、かなり変り得る要素を含んでいるといえよう。現在

ても落着いて利用出来ないとは云いながら、かなり、活

設に利用されている図書室である（調査B利用諸統計第

2表参照〉。ては、どのようにしたら、学生が落着いて

勉強出来る場所として、図書館は利用出来るだろうか。

都会の公共図書館に列をなして、開館を待つ受験生の

話をよく聞く。そして、その受験生たちは、図書館の本

は借らずに、専ら座席だけを確保するという。しかし、

乙れ等の受験生にとって、魅力となっているのは、恐ら

く、場所だけでなく、時間と設備を加えた三点てあろ

う。 （そ乙には、物理的条件以外に、雰囲気といった精

神的問題があり、本校図書館の構想の中ても重視せねば

ならない要素であるが、乙とでは、主として、読書、勉

強をより効果的ならしめる外的諸条件について考えたい

ので、敢えて取上げない。〉そして、との三点が、 H高

専図書館のあるべき姿”とも、又、 H落着いて勉強出来

る図書館”とも、大いに関係のある基本条件てはなかろ

うか。一般家庭の生活様式が、便利になって来ている今

日、もし公共図書館が、夏季に蒸し風自のように暑い処

だとしたらどうだろう。酷寒期lζ暖房のない寒々とした

処だったらどうであろうか。逆に、中学校の図書館ても、

本校の図書室ても、暖冷房のついた閲覧室があったら、

様子は多少変るのではなかろうか。しかし、附随的な、

設備や、サービスだけでは、改善されるどころか、閲覧

室としては、改悪される乙とも大いにありうる。学生を

図書館へ導入し、利用者を定着させる乙とは出来ても、

本当に落着いて読書し、勉強する雰囲気が醸成されるか

どうか甚だ疑問である。図書館へ出入りする学生は 3の

①て言及されているように、多種多様であり、それぞれ

の目的を持って集る。本を読もうと思って来る学生、雑

誌・新聞を見ょうという学生、或は、単に、気晴らしの

ために来る学生等、様々である。 ζれらの学生が、すべ

て、暖房の利いた部屋に蛸集して来た場合、はたして、

勉強の場所として、落着いた部屋になるだろうか。

ととろが、幾つかの間覧室があり、それぞれの目的を

持った学生を、それぞれ分けて、収容するならば、結果

は変って来ると思う。高専図書館新営のプランには、乙

の点を、もっとも重視して欲しい。

図書館の閲覧室を勉強の場所として、特に必要とする

者も、さして必要としない者も図書館に気軽に出入りす

るだけで、読書指導につながるととは、第1部lζ於ても

述べたのであるが、第2部の読書環境から見れば、図書

館の図書を用い、図書館の場所を使って、勉強する必要

性を多くの学生が持っているといえよう。個室を持って

いて、周囲の環境に恵まれている学生は、今のところ必

ずしも、図書館に居残る必要はない。帯出出来る本なら

借りて帰って、自宅て落着いて読んだらよい。併し、そ

ういう学生ても、将来、手許にない、辞書・事典・参考

書、或は種々の文献を必要とするとき、文、レポートや

卒論を書く時など、丁度製図をする場合、製図室が一番

落着いた仕事場となるように、図書館の閲覧室が、もっ

とも落着いた勉強場所になるのが、学生にとっては最も

能率的だろう。そのため、更に解決しなければならない

今一つのものは、開館時間の問題てある。現行のように

放課後の一時間足らずの閲覧時間ては、到底落着けるも

のではない。学生達が、製図室て落着いてかけるのは、
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の配慮があるからだろう。図書館の開館時間が延長され

土曜の午後、日曜にも開館され、さらに、夜間開館も出

米るようになる時、学生達の云う落着ける勉強場所とし

ての図書館の機能は充分に発揮されるととだろう。

以上、学生の家庭に於ける、読書環境を見てきたと乙

ろによると、一般に、自然発生的に読書（本格的読書〉

の雰囲気を醸し出すような環境には、程遠いような気が

する。家庭て支出する学生の図書費も、学生の読書意欲

を満すべきものではなかろう。 （図書館の本を利用する

ため、自分て買う必要を余り感じていないのかも知れな

いが。〉文、読書、勉強の場所としての家庭にも、勉強

部屋をはじめ、テレビ、ラジオ等、学生の勉強の障害と

なるものが多い。学生の読書、勉強のために、学生の図

書館への依存度は非常に大きいと思う。

勿論、読書を支える最大の力は、物的条件ではない。

強力な読書指導と、それに答える学生の意欲があれば、

物的悪条件を克服出来るというととは、いみじくも、本

校三年生によって、初年度lζ既に立証され、その後この

伝統が継車されていることは、調査I-Bの利用諸統計

lζ歴然としている。

しかしながら、図書館活動一一読書指導が、よりよい

物的条件のもとでは、更に格別の成果を斎らすことは論

をまたないし、また一方、精神主義には、限度があること

も当然である。学生数の増加により 、本校図書室は、 3

年次の現在、すでにとの物的条件の限度を越えている。

とこに於て、合理的近代図書館が、すみやかに、建設

され、学生の不満足な読書環境の完全な代替が行われ、

学生の健全なる成長lζ大きく寄与するととを望みたい。

（西誠也）

附 1 よく見られているテレビ番組

（昭和40年9月現在〉

1 太閤記 170 49.2% 

2 七人の孫 165 47.7 

3 歌のグランドショー 115 33.2 

4 ただ今11人 109 31.5 

5 プロ野球 97 28.1 

6 N.H.K.特派員だより 91 26.3 

7 チコ ちゃん日記 63 18.4 

8 虹の設計 52 15.l 

9 ナポレオン・ソ ロ 47 13.6 

10 フ。ロレス 42 12.1 

11 どろんぼ波止場 41 11.9 

12 新日本紀行 37 10.7 

13 スチャラカ社員 36 10.4 

15 

14 ザ ・ガードマン 31 9.0% 

15 事件記者 29 8.4 

16 N. H.Kニュース 25 7.2 

17 ある人生 24 6.9 

18 検家のλ々 22 6.4 

19 パークにまかせろ 18 5.2 

20 ねずみ小僧 17 4.9 

21 逃亡者 16 4.6 

。俺の番だ 16 4.6 

23 ひょっ乙りひょうたん島 14 4.0 

24 夢て逢いましょう 13 3.8 

か ロッテ歌のアルバム 13 3.8 

26 生活の知恵 12 3.5 

。人形佐七捕物帳 12 3.5 

。陽の当る坂道 12 3.5 

29 英語会話初級 11 3.2 

// 喜びも悲しみも幾年月 11 3.2 

。次郎物語 10 2.9 

附 2 よく聴かれているラジオ番組

1 プロ野球 69 20.0% 

2 9回0万人のポピュラーリクエスト 33 9.5 

3 英会話 22 6.4 

4 ニュース解説 21 6.0 

。FMコンサート 19 5.5 

6 ドイツ語入門 19 5.5 

7 今日のベスト 3 14 4.0 

。ヤング・ヤング・ヤング 14 4.0 

9 大学受験講座 12 3.5 

10 ソニーワールドワイド 10 2.9 

砂 ポッ。プスタイム 10 2.9 

か ホット100 10 2.9 

13 世界音楽めぐり 7 2.0 

// テレフォン・リクエスト 7 2.0 

15 夜の室内楽 6 1. 7 

16 基礎英語 5 1.4 

// 教養特集 5 1.4 

。東芝ヒットパレード 5 1.4 

// ドライブ・イン ・ミュー ジック 5 1.4 
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る。
3. 現在の図書室利用について

3ー① 勉強部屋

ところで現在の図書室は応急的なもので （1.B-1参

照）、図書館本来のものとは種々の点て比較にならないが

あなたが勉強するとき、いちばん落着いて出来るところはどとですか

I I _I % 1: JI I % ii IlI I % It全 %

1 家 庭 71 60.7 59 48.4 55 50.9 185 53.5 

2 寮（または下宿〉
の自室 26 22.2 37 30.2 50 46.3 113 32.7 

3 図書室 8 6.8 13 10.7 3 28 24 6.9 

4 教室 10 8.5 6 4.9 16 4.6 

5 寮の読書室 2 1. 7 7 5. 7 9 2.6 

図書室、 又は教室を自分の勉強場所として使っている 調査、参照。

それでも上述の通りに図書室（合同

講義室）などに依存して勉強する学

生が若干名いるという事実から、将

来、設備の整った図書館を持つに至

った時は、1）「家庭」 2）「寮」と答

えた者の中にも、図書館を利用して

勉強する者が出てくる乙とが考えら

れるし、叉、専門学科の講義が増加

するに従い、参考図書を利用して、

勉強する為に図書館等に依存する学

生が増える乙とが予想される。

〔註〕2－⑦ 勉強部屋についての

学生の数を知り たいという理由から尋ねてみた。その答 3ー① 図書室利用の仕方

は、1）「家庭」としたもの
2 あなたの図書室利用の仕方は次のどれにあたり ますか。

185名 ・53%、2） 「寮（また

は下宿〉の自室」 としたもの l I I % II JI I % II ][ I % Ii全｜%

113名 ・約33%であった。そ
本閲覧を室かりも利で帰用するることもあり

して、3）「図書室」 は約7%・
1 82 68.8 70 64.8 70 63.l 222 64.2 

24名となり、4）「教室」は約 2 室本をか用りて帰るだとけで閲覧

5%・16名てあった。学習環
を利するとはない 20 16.8 13 12.0 21 18.9 54 15.6 

境の良、不良は、自然環境、 3 本りをかがりて帰覧るとと用はすあま
ない閲室は利 る 10 8.4 15 13.9 18 16.6 43 12.4 

地域社会環境、家庭環境等々
4 自と分はかあまら図り書な室いにはいるこ

の総合平均によって決まると
7 5.9 10 9.3 2 1.8 19 5.5 

すれば、そ の良、不良を決め

ることは難しいが 1)2）と答えた者の学習環境は、一応 図書室利用の仕方について述べる前に、図書室の構造、

満足すべき状態にあるものとみて、3)4）と答えた者40 運営等について触れるが、 その詳細は I.B-1で取扱

名につき、2ー⑦の調査から、住居と勉強部屋の状態を うので、乙乙では簡単に触れるに止める。

みると、24名が自宅、16名が寮となる。そこで、24名の 現仮図書室は普通教室一室を当て、全面開架方式をと

勉強部屋の状態を調べると、13名が 「特別に部屋なし」 り、その部屋の一間を閲覧事務室、図書係教官の居室と

といい、ι名が「兄弟との相部屋」を使い、残りの 5名 しでも使っている。つまり 、乙の部屋は書庫、事務室、

は「個室」を持っている。乙の部屋の状態を常識的にみ 新聞雑誌等閲覧室の三つの働きを兼ねているととにな

ると、 「特別に部屋はなし」という者が学校の図書室、 る。閲覧室本来の部屋はないので、図書室に隣接する合同

文は教室を勉強部屋と していちばん落着けるというのは 講義室が閲覧室の役割を しているが、3ー①てもふれた

理解出来るが、その他の者についてはどんな理由がある 通り合同講義室は閲覧室本来のものと比べる迄もなく 、

のであろうか。すぐに想像される理由として、騒音、大気 落着いて勉強読書出来るようにはなっていない。次に事

汚染等の公害があげられようが、本校の立地状態をみる 務職員についていえば、現在3名配置されているが、閲

と郊外の台地にあって、今あげた公害の影響を受ける心 覧業務専任の職員はいない。ζのような現況で、表のよう

配はなく 、学校と しては絶好の場所にあるので、個室の な利用の仕方がなされているのであるが、さて、その利

有無に拘らず勉強場所を学校に求めるのも、もっともで 用の仕方は、1）「本をかりて帰る乙ともあり 、閲覧室も

あると思われる。 一方、寮生についてみると、三年生に 利用する」という幅のある利用の仕方が66%を占め、図

寮自室以外に勉強部屋を求める者がいないことから、 書室を学校直営無料貸本屋とみなし、 「本をかりて帰る

一、二年収容棟の自習室の構造に問題があると考えられ だけで、閲覧室を利用する乙とはない」者が約17%、「本



をかりて帰らないが、閲覧室を利用するJ者、つまり、

閲覧室という場所に可成り重点を置いているものが約

12%、そして、図書室とはほぼ無縁の状態て学校生活

を送っている者が約 6%いるととになる。この 6%を

除いた95%に近い学生は、夫々の利用の仕方て、図書室

に出入りしている乙とになるが、参考の為に、ここで、草

創期の図書室利用状況について述べてみることにする。

本校も、全国高専と同じように発足当初一年は仮校舎住

い（荒尾市南部）であり、当時、図書室は閲覧室が無い

ために貸本屋的運営方針を以って出発した。仮校舎は大

多数の学生の居住地大牟田市（自宅通学生と寮生の割合

はほぼ半々で、通学生の大部分は大牟田市在住であり、

文寮舎も大牟田市にあった）から遠く、その為に、寮と

学校聞にスク ールパスが走り学生の通学の便を計った。

そこで、放課後には学生達は下校パス出発時刻迄一様に

若干のパス待合時間がある乙とになり、その問、学生は

図書室に集り、本を借り出したり、自由な雑談をしたり

した。乙れは自然発生的現象でもあったろうか。しかし

それは、図書係教官の意図でもあった。即ち、当教官は

図書室と学生の関係が密接になり読書活動が活援になる

糸口は、先ず学生が肩肘張らずに図書室に出入りし．本に

接する機会を持っととにあると考えた。そして文、図書

室は課外時間を学生達が有効に過ごす場所として利用さ

れるよう指導した。従って係教官の意図は学生に対する
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るので、備えつけ図書（雑誌を除く〉を使っているかど

うかを尋ねてみた。 その答は、 1) 「使っている」者が

72.7%、2）「あまり使わない」者が27.3%となった。最

近、公共図書館の閲覧室は参考書持参の上級学校受験生

によって占められ、図書館の機能の第ーにあげられるも

の、即ち備えつけ図書が閲覧室て読まれ最も効果的であ

ること、が麻庫していると云われる。このような現象の

ために、今述べた機能に期待して公共図書館に行乙うと

思う一般の利用者も、つい二の足を踏むときく。学校図

書館の場合も同様な現象が起き、それが定着すれば、図

書館の機能は、貸出し希望者の為の窓口的機能と、勉強

部屋を提供する機能とに分離してしまう。しかし、本校

の場合は図書室利用者の70%強が、閲覧室て備えつけ図

書を読んでいるので、公共図書館にみる幣害を危倶する

必要はないように思われる。 2) 「あまり使わない」と

いう30%弱のものについては次にゆずることにするが、

今後上級学年が出来、専門教科の講義が増えてくると、

各教科の参考図書利用者は増え、現在の備えつけ図書利

用の型が変る乙とが考えられるが、勿論それは当然のこ

とであり、歓迎すべきことであろう。

〔註〕備えつけ図書の利用については利用諸統計を参照

3ー④備え付け図書を利用しない者の閲覧室利用

図書室利用の初歩的指導段階に限っ
3－①で2と答えた人は主にどんな目的て閲覧室を利用していますか

て考えられたわけではなかったよう

j 1 I % 11 rr j % ~ ][ j % II 全｜ %だ。仮校舎に付属する運動場は、幼

稚園のそれと五十歩百歩、運動部の
l 新聞雑誌閲覧のため 9 37.4 23 56.1 26 61.9 58 54.2 

活動の余地はなく、偏向の嫌いはあ 2 気ばらしのため 8 33.3 9 21.9 10 23.8 27 25.3 
るにしても、読書活動は活渡になり、 3 7こだ勉強の場所として 5 20.8 6 14.6 5 11.9 16 14.9 
図書室は学生達の精神的レクリエー

4 乗車時間待合せのため 2 8.3 3 7.3 1 2.4 6 5.6 
ションの場となり、そこで次第に学

生達の読書習慣の芽が育まれていったらしい。そして開

校後二年目、現在の校舎に移転し先に述べたような図書

室で、表のような利用の仕方がなされているのである。

3ー①で備えつけ図書を 「あまり使わない」と答えた者

につき閲覧室利用の目的をたずねたが、その目的は次の

二つに分けられる。即ち、 1）、 2）、 4）、と答えた者は

閲覧室を軽読書室として利用し、 3）と答えた者は勉強部

屋として利用していると云える。 （便宜上、前者を軽読

書室型と呼び、後者を勉強部屋型と呼んでお乙う。）と3－①備えつけ図書の利用

3－②て1.3と答えた人は閲覧室ては備えつけの図書（雑誌を除く〉

を使っていますか

I 1 : % llnl---;-llfill%11--; I % 

1 使っている 64 79.0 66 74.1 57 65.5 187 72.7 

2 あまり使わない 17 21. 0 23 25. 9 30 34. 5 70 21. 3 

乙ろで、 1.「新聞雑誌、閲覧のため」と

答えた者が58名・54%、になるが、学年

が進むにつれ、人数が増加しており、一

年生と二、三年生との聞には可成りの

格差が認められる。この現象は、乙の二

者の聞に社会意識に差があるためか、

文一つには、一年生は末だ閲覧室利用

前項①で1）、3）、と答えた者は閲覧室を利用してい に慣れていないためとも考える乙とが出来ようか。いず
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れにしても、図書館には本来マス・コミの機能もあるの

で本校図書室もその機能を果している乙とになろう。

2）の「気ばらしの為」という者は各学年共10名前後い

るが、彼等は別に不真面目な心算ではないと考える。即

ち本屋にぶらりと立寄る類であろう。文、 4）「乗車時間

待合せのため」と答えた者も 6名いるが、要するに乙れ

ら軽読書室型の利用の仕方は①て草創期の図書室につい

てふれたように、或る意味ては図書室利用の仕方として

奨励されたのであり、勿論、とれは本校に限ったことても

ない。一方の勉強部屋型について云えば、いわゆる公共

図書館を占拠する受験生に似た型という乙とになろう。

3ー＠閲覧室を利用しない理由

3－① 自習時間の利用

あなたは、休講などで与えられた自習時間をど

のように利用しますか

I I I % 11 II I % II ][ I % II全｜%

1その他 56 52.8 37 29.1 54 46.6 147 42.5 

2行図書く室へ
21 19. 8 65 51. 2 46 39. 7 132 38.1 

3 教強室すでる勉 29 27.4 25 19.7 16 13.6 70 20.2 

3－①て2.4と答えた人はなぜ閲覧室を利用しないのですか

休講などで生じる自習時間の利用の仕方を尋ねてみた

結果は表の通りであ

る。 1）「その他」が

I I「%11II 1% II ][ I % II全｜% 42%となっているが

1 大勢人がいて落着いて読めないから 15 60.0 

2 クラプ活動などで時間がないから 4 16.0 

3 読書はあまりすきでないから 2 8.0 

4 そ の イ也 2 8.0 

5 読みたい本が図書室にないから 1 4.0 

6 机などの設備が図書館らしくないから 1 4.0 

3－①で閲覧室を利用する者と、利用しない者の比率

が出たので、乙こでは、閲覧室（図書室）を利用しない

学生、即ち、 「本を借りて帰るだけで閲覧室を利用しな

い」 54名と「自分から図書室にはいるととはない」 19名

計73名について、その理由をたずねたが、 3) 「読書は

あまりすきでないから」利用しない者12名を除けば、他

は上表 1）、 2）、 4）、 5）、 6）の理由で、目下、閲覧

室利用を差控えているととになろう。もっとも、 「その

他」の中には、 「読書は独りでした方がよい」という者

もいるので、元来、閲覧室で落着けない者が含まれてい

ることは云うまでもない。と乙ろで、念の為lζ、上表1)

と答えた30名について、 3－⑬の図書室に対する希望、

意見をみると、16名が「図書館の新築（図書室の拡大〉を

望む」と書き、上表中2）と答えた16名中5名が「開館時

間の延長を希む」と書いているので、将来、図書館が建

てられ、係職員の配置が適切に行われ、開館時間も延長

され、つまり、大学図書館と同様の設備、運営がなされ

るならば、3）は別として、 1）～6）迄の数は可成り減

少するだろうし、文、現状に不満はあり乍ら図書室を利

用して居る大多数の学生達の歓びと利益は計り知れない

ものがあると云わねばならない。

7 

9 

8 

2 

1 

25.9 8 44.4 30 42.8 
内容について補足す

33.4 3 16.7 16 22.9 
れば、本校は工業系

29.6 2 11.1 12 17.1 専門学校という性格

3 16.7 5 7.1 
から、学生は日常製

7.4 1 5.6 4 5.7 
図lζ追われているの

3.7 1 5.6 3 4.3 で、自習時聞には日

頃の製図時間不足を

補う為に、製図室で作図lζ当る者が可成りあるというの

が実状のようである。次lζ2）「図書室へ行く」 38%の学

生は積極的に図書室を利用する学生を中心にしたグルー

プといえるだろうか。尚、 2) 「図書室へ行く」という

欄で、一年生と二、三年生の比率に格差が認められるが、

その原因は、本調査実施時点に於いて一年生は未だ図書

室利用に不慣れであるととと読書習慣が定着していない

乙とにあると思われる。

3－⑦備えつけ図書整備状況

あなたが読みたいと思う本は、大体図書室にあ

りますか

｜工I% II II I % II ][ I % II全｜ %
大体揃って

1し〉る 5650. 9 71 63. 4 63 60. 0 190 54. 9 

2あま りない 50 45. 3 38 32. 9 38 36. 2 126 36. 4 

ほとんどな
3 l) 4 3. 7 3 2. 7 4 3. 8 11 3. 2 

備えつけ図書の整備状態について尋ねると、 1) 「大

体揃っている」とみる者が 58%、 2）「あま りなしユ」と

いう者約 38%あり、 3）「ほとんどない」という強い不

満を感じる者が約3%いる。学校関係者は教育的見地か

ら高専図書館の蔵書構成の理想像を描き、その具体化に

努めているのであるが、予算措置を伴うことてもあって、
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開校後三年目の今回、蔵書不足とするものが40%程いる 蔵書の充実を望むものが18名（乙の18名については現在

乙とは致し方ない。図書室側の蔵書整備の順序としては の読書内容が問題になるが、本制査ではその内容が出な

先ず図書館必備の本からと云うととになろうが、一方、 いので乙の点についてふれる乙とが出来なしユ）いたが、

利用者（学生）からすれば、図書室は何ても読みたい本 乙れらの者が、 2）、 3）の代表的な意見であろうか。

は提供してくれるものと考え勝ちなので、発足後未だ日 尚、蔵書購λに関しては、特定教官の好みに支配される

が浅い函書室の現況では需要と供給のアンバランスが出 のを恐れるが、本校てはその弊害は図書委員会により予

てく るのは避けられまい。乙こで、3－⑬「図書室に対 め防がれているし、文、学生側の図書購入者望は自由に

する肴望意見」をみてみると「もっと軽い本を入れて欲 出させ、予算整備方針等を考慮して、成る可く学生の期

しい」ものが5名、「もっと専門書を入れて欲しし〉」も 待に応えるようにしているようである。〔注〕 専門書整

のが4名、ただ 「蔵書をふやして欲しし〉」もの3名等、 備については、Il-D(35ページ）参照。

3ー③ 備えつけ図書に対する気持ち

あなたは自分の本も図書室の本も同じ気持ちて。読んでいますか

I 1 [ % ¥¥ n ¥ % I¥ DI I % II全｜%

1 同じ気持ちて読める 82 75.2 93 65.0 76 68.5 251 72.7 

2 落自分着の本ててないとあまり
い読めない 22 20.2 19 13.3 31 27.9 72 20.8 

3 自分読の本なてないと落着い
てめい 5 4.6 31 21. 7 4 3.6 40 11. 6 

活指導改善のために積極的に導

入され、利用指導も各方面で活

設に行なわれたので、図書館利

用の風潮は広く人々の聞に浸透

したせいて！、文一つには2一①

の家庭蔵書調べに見られる通り

学生の家庭蔵書は概して不充分

なと乙ろに、国語科を筆頭に諸

教科の授業法が大きな影響を与

「自分の本も図書室の本も同じ気持ちて読めるか」と え読書活動は活濯になり学生の大部分は自然に図書室の

問うたのに対して、 1）「同じ気持ちで読める」ものが約 本を利用するようになっているのであろう。乙の項につ

70%で大勢を占め、 2) 「自分の本てないとあまり落着 いては 「家庭環境調査」「家庭蔵書しらべ」 「月当り図

いて読めない」もの約20%、3）「自分の本てないと落着 書費しらべ」の部分と 「利用諸統計」（26ページ）の資

いて読めない」もの約四%であった。 1）と 2)3）との 料と説明を参照され、乙の項の説明不足の点を補って戴

比は 7対3となり「同じ気持て読める」ものが多いのは ければ幸である。

予想外であった。しかし、戦後は一般に図書館活動が生

3ー① 高専入学後感銘を受けた本

第 1表 co印：国語科指定図書（テキスト）一年用、。印：同二年用、 ＠印 ：同三年用、

ム印 ：三種のO印に準ずる推薦図書）

書 名 I 1 In Ifill計 書 名 ¥rlnjDI 計

1 破 戒 ム14 032 012 58 14 嵐 fJ主 丘 1 2 2 5 

2 キュリ一夫人伝 034 011 0 8 53 15 赤 と 黒 ム 1 ム ム 4 5 

3 こ ). ろ 011 013 24 16 出家とその弟子 0 2 0 2 4 

4 友 t情 ム 6 ム 5 ム 5 11 17 野 菊 の 墓 1 1 2 4 

5 狭 き M 1 8 3 12 18 武器よさらば 1 1 2 4 

6 チボ一家の人々 ム 1 ム 6 ⑨ 4 11 19 大 地 ム ム 2 ム 2 4 

7 思 出 の 記 0 7 ム 4 11 20 アンナカレーニナ ム ム 3 ム 1 4 

8 三 四 良日 4 0 5 0 1 10 21 レ・ミゼラプル ム 1 ム 2 ム 1 4 

9 車 輪 の 下 1 8 9 22 検家の人々 ム 1 ム 2 ム 3 

10 風と共に去りぬ ム 1 ム 3 ム 5 9 23 そ れ か り 3 3 

11 愛 と 死 6 2 8 24 宮本 武蔵 2 1 3 

12 暗夜 行路 1 2 c 3 6 25 路 イ芳 の 石 1 2 3 

13 ジヤンクリストフ ム 1 ム 1 ム 4 6 26 田 ~コ?;, 教 師 。0 1 0 1 3 
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書 名 I 1 In Ifill計
生ずる誤差を考慮して参考にしていただくことを期待す

る。以上て第①表の補足説明を終り、次l乙第①表lζ拠っ

27 人間の運命 2 1 3 て説明を進めてみることにする。

28 藤 村 詩 抄 。0 1 0 2 3 きて、第1表を一覧すると、連なる書名、順位等は新

29 モンテクリストイ白 ム 2 ム ム 1 3 聞雑誌でみるとの種の調査結果と酷似しているようにみ

30 坊っちゃん 1 2 3 えるが、書名、符号、数値の三者の関係に、乙の調査が

31 夏目減石集 1 2 3 他の同様のものと似て非なる点が在り、それがこの調査

32 怒りの葡萄 ム ム 1 ム 2 3 結果の特色であり、文問題点となる。即ちそれは符号の

意味から歴然としている如く、主として国語授業法と深

い関係があるということである。その国語授業法につい

第 2 表

庁τ7τ庁τ1合計

①解答者数 114名 121名 111名担6名

てはEのa (39ページ

）で担当教官により詳

述されるのでとこでは

触れないととにし、表

から幾つかの事象を選

び説明を加えてみる乙

とにする。取扱いの便

宜上学年別にみると、

一年ては先ず第1点と

して、 「感銘を受けた

①感銘を受けた本なしという者の数 281,t 181,t 191,t 65名

③ 本項の事実上の対象となる学生数①一① 86 "' 103 "' 92 "' 281名

④感銘を受けた本の数 41冊 64冊 73冊 119冊

＠感銘を受けた本の延冊数

③ 感銘を受けた本の中教科書用作品数

⑦授業中推薦された作品数

①④一（③＋⑦）＝

③⑤lζ感銘を受けた学生数

⑮⑦lζ感銘を受けた学生数

(3学年伺で重複
するものがある）

102 "' 157 "' 148 "' 407冊

4 7 16 

24 24 24 

13 33 お

(50%) 
59名 74名 55名 188名

15 "' 25 "' 44 "' 94名

本」と主として国語授

業との関係が非常に密

接であることが指摘さ

れる。即ち、「キュリ

一夫人伝」 34名を筆頭

に「破戒」 14名、以下

感銘を受けた本の書名を書かせた。一覧表にしてみる 「三四郎」 4名迄、比較的多数の者が「感銘を受けた本j

と上にかかげた第1表のの4倍に及ぶ結果を得たが、乙の はテキストとして強制的に読まされたものが多い。第2

項の資料としては、同じ書名を3名以上あげたものを纏 表①、⑮の数59、15計74は全部が国語授業の結果出て

め第1表とした。そこで元の一覧表は第2表として数値 来た数とはみられないことは先にも断っておいたが、そ

でまとめ代用するととにしたので、不満足なものながら の大多数は国語授業の結果出た数であるとみるのが妥当

第2表から全体の結果の概略をみていただきたい。尚、第 であろう。 3一⑮で「感銘を受けた本に接した動機」を

2表には説明を要する箇所があるのでそれを補ってみる 尋ねたが、一年ては「先生のすすめ」が56となり、との

第2表＠の数字は学年毎lζ 「感銘を受けた本」の書名 数と第2表①59との関係は一年の特徴の第1点を裏付け

数を橿めたものである。 3学年合計は 119となり、学年 るものと考えても、あながち、無謀ではないと思う。

毎の数の合計と一致しないが、それは各学年共通の「感 次に第2点として、一年生は二、三年生と比較して外国

銘を受けた本」が数多くあったためである。次に①の補 文学作品に対する志向度が低いととが指摘される。第1

足説明をすれば、 「感銘を受けた本」の中には国語教科 表ム印付きの本は学年に関係なく休暇を利用して読む本

書として使用されたものが①の数だけ一一一年で4冊、 として一様に推薦されるもので、国語授業計画、進度に

二年て 7冊（うち 4冊は一年と同じ）、三年て16冊（う 関係はない。従って、との種の本が一年生にもっと読ま

ち7冊は二年と同じ） 一ーあり、準教科書として推薦さ れても不思議ではないのだが、実情は表の通り他学年と

れたものが学年共通して24冊あったので、国語教科書、 の聞に格差がある。

文は推薦図書と関係がない本の数、つまり、国語授業 さて、この事象は何に起因するのであろうか。一概に

に関係のない「感銘を受けた本」の数を出した。次に① 一年生は知的な関心が低いから、と云って済むことでは

⑮の数について云えば、それに国語授業とは関係なく感 なく、乙れは今後検討されるべき問題であろう。

銘を受ける者が若干名含まれる可能性があり、とこから 次に二年生についてみよう、主として国語授業の影響



が強い乙とは一年生と同様であるが、一年生に比較する

と、それはやや薄れている感がある。 RPち第1表てみ

られるように「狭き門」 (8名）、 「チボ一家の人々」

(6名〉等国語テキストとして扱われない作品が幾つか上

位に並んでいることから、叉ひとつは 3ー⑪で「感銘を

受けた本に接した動機」を「先生のすすめ」という者28

名という数から云えるととである。次に二年生は外国文

学作品を可成り読んでいることも、一年生との相違点と

してあげられ、読まれている外国文学作品をみると、大

作が散見され、それと取組む意欲が見受けられるが、乙

れは学生時代の読書傾向として歓迎すべき現象と云わね

ばならない。

さて、三年生てはどうであろうか。 国語授業の影響は

乙乙ても一、二年生とほぼ似た様相を示している。しか

し、或る作品に数が集中する傾向は一年生よ りも二年生

二年生よ りも三年生と弱

くなりほぼ桔抗した数が

分布しているが、感銘を

受けた本の数は増えてい

る。叉、推薦図書に感銘

を受けた者の数が教科書

用作品lζ感銘を受けた者

の数に接近していている

乙とも一、二年生と異り

（第2表⑮参照〉、これ

は、学校て推める読書の

型を示しているものとみ

られる。次lζ、外国文学

作品lζ対する志向の蔚芽

は一応二年にあるとさき

に推測してみたが、三年

生てはそれが成長し根を

下ろしているように見受

けられる。第 1表から外

国文学作品とそれに感銘

を受けた者の数を挙げると、 「狭き門」8名、 「チボ一

家の人々」4名、「車輪の下」 8名、 「風と共に去りぬ」

5名、 「ジヤン ・クリストフ」 4名等と続いていて感銘

を受けた者の数の比を日本文学作品と外国文学作品の聞

にとるとほぼ 5: 4となる。尚、先lζ二年生について指

摘した幾つかの事象は三年生にも見られ、二、三年間に

は、可成り多くの共通点が認められる。

以上、表を基にして概略の説明を進めて来たが、 「感

銘を受けた本」の調査結果から、本校学生の読書の型に

は大別して三つあり、 Aとして、一年生にみる大方は国

語授業の強制力に牽かれた読書の型があり、 Aの型を基
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礎にして読書習慣を定着させた型（B型） 、さらに本校

入学以前から既に読書生活に親んでいた型（C型）が考

えられるが、最後に国語授業の強制力に重圧を感じ読書

に背向しようとする学生と、 3－①で「読書は好きでな

い」と答えた一部の学生の存在を無視する訳にはいかな

い。勿論、読書効果を万能とみる心算はない。 「万能足

りて一心足らず」というとともあろう。しかし、諸賢の

例が教えるように、読書は我々の人生lと資するところは

大きいことを考える時、とれらの学生の読書指導が問題

となる。

尚、本校は理科系学校であり乍ら、その方面の著書が

32位迄に登場しないことは遺憾であるが、この種の著書

や社会科学系統の著書は今後次第に読まれてゆくものと

推測される。

3ー⑮感銘を受けた本を霞んだ動機

1 3 % 計 % % % 2 
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「感銘を受けた本」を読んだ動機について尋ねてみた

ととろ、上の表のような結果を得た。上表各欄の（ ） 

を付けた数は中学時代に於ける同じ質問の結果を示して

いるが、ここでは、その両者を比較しながら説明してみ

よう。

きて、乙の表をみて第ーに気付く事象は、 1) 「先生

のすすめ」が中学時代lζ比べて差が著しいことである。

即ち、それは「感銘を受けた本lζ接した動機」を「先生

のすすめ」とする者が、中学時代に比較して高専入学後

飛躍的lと増えていることを意味しているが、その「先生

のすすめ」の内容は中学時代と高専入学以後のものとて
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は等質ではないと思われるので、本校に於ける 「先生の

すすめ」について説明する必要があるが、本校の場合、

この「先生のすすめ」には次の三つが考

えられる。その a（士、例えば感銘そ受け
8. 

た本として「キュリーた人伝」をあげ、

その動機を「先生のすすめ」とした？？

の場合、 その動機は「国語授業；こ ょっ

3ー⑪読書時間

1日のうちであなたは平均して

どの位の時閣を読書にあてていますか

! I J % !I II [ % Ii 1ff I % !i全 ！%

て」と云いかえる．乙とが出来るし、こ 1 1時間以内 49 45.4 45 39.1 44 43.2 138 39.9 

の「先生のすすめ」には強制力が伴って

いて「強制的古典文学作品読書のすす 2 30 分。。 30 27.8 40 34.8 35 34.3 105 30.3 

め」とも云える。（乙とで敢て「強制的」
3 1時間半。。 16 14.8 11 9.6 11 10.8 38 11. 0 

という言葉を使ったが、教科の与え方

はいずれの場合も強制的であり、問題と 4 2時問。。 9 8.3 15 13.0 7 6.9 31 9.0 

すべきは、与えるものとその指導法にあ

る）次l乙bとしては、感銘を受けた本に
5 3時 問 。。 2 1. 9 2 1. 7 2 0.2 6 1. 7 

「風と共に去りぬ」をあげ、その動機を 6 2時間半以上 2 1. 9 1 0.9 2 0.2 5 1.4 

「先生のすすめ」とした場合、その「先

生のすすめ」は国語授業中先生によって 7 3時間以上 1 0.9 1 fl.I 2 0.6 

機会を見て頻繁に推薦されたことを意味

する。そしてcとして、 「暇をみて読み給え」式の、ど

ちらかと云えば、相手の自発性lζ期待する「すすめ方」

がある。乙の様にしてみると、本校学生が 「感銘を受け

た本」を持つに至った動機は、 a、b型の 「先生のすす

め」にあり、国語授業法と深い関係があると思われる。

次に「図書室て見かけて」の数は各学年共中学時代に

比べ多少の増減があるが、 一年て49名から20名に、つま

り半数以下に減っているのが目立っているが、乙の原因

も大方は国語授業にあるのだろう。というのは、一年生

は入学以後、本調査時迄日浅く、学校の内部事情に不案

内の点が多かったために、図書室利用度も低く「図書室

で見て」本を読み感銘を得るという手順よりも、先にあ

げた a、b、の 「先生のすすめ」によって感銘を得る本

に接した者が多かったものと推測されるからである。

次に下その他」 「友人のすすめ」「親兄弟のすすめ」

は夫々10名前後減り、 一方「書店て見かけて」「新聞雑

誌の書評や広告を見て」は 5名前後増加しているが、こ

の変化は学生の自発的な読書傾向を示していると云える

だろう。とも角も対本校ては「先生のすすめ」という動

機が一般的に考えられる幾つかの動機を吸収していると

いうのが実情ではないかと思われる。

以上、中学時代についての同じ調査結果と比較対照し

乍ら、幾つかの事象を説明して来たが、中学時代につい

ての調査結果は当時の記憶、印象と現在の事実と食違っ

ているととが考えられるので、参考の一部と して利用し

た程度である乙とを断っておきたい。

学生が読書に当てている時聞を調べた結果はこの表の

通りである。 乙の表によれば学生は毎日平均 1.2時間

を読書に当てていることになり、 1週間当りに直すと約

8.5時間となり、読書時間としては充分と云えるが、感

銘を受けた本の調査の項て触れた通り、乙の週平均 8.5

時間の中には強制的読書時間、換言すれば本校独特の国

語予習の為の読書時間も含まれていると見るのが妥当で

あると考える。と乙ろで、週8時間程の読書時間があれ

ば300頁の単行本が2冊～3冊読めるだろうが、 「利用

諸統計」によると学生の月平均貸出冊数は 3冊となって

いるし、家庭の読書環境調査の結果をみると、本校学生

の読書は大方は図書室の本を利用してなされている乙と

からも、読書時間の内容としては①国語授業予習の為の

読書、②貸出図書読書、①雑誌等の読書に使われている

とみてよかろう。それにしても統計上学生は年に36冊の

本（図書室備えつけの〉本を読んでいるととになるから、

本校学生と同輩て別進路を取った人（普通高校で受験勉

強に追われている人、実社会に出た人〉と比較すると、

学生は充実した読書生活を送っていると思われる。本校

学生は、毎日の学習生活l乙或程度の苦労はすると云い乍

ら、卒業迄には可成り高度の専門知識、技術の習得は出

来ることになっているので、普通高校でみられるように

今後大学受験準備の為に余計な神経を苛立たせる必要は

ない。そうすると、かつて旧制高等学校生徒に見られた

読書生活にいささか似たものを学生は体験出来る乙とに

なり、現にそうしている者も可成りいる。つまり、それ

らの学生は受験地獄に目指ぎ苦しむことなくのびのびと学
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生生活を謡歌 している、と云えば手前味l唱に過ぎた凡方 名以 ｜二のもの〉迄、第2友は13位迄（ 5名以上〉て切つ

になろうか。 だものをえにして出した。全体の点について説明 してみ

3－⑫ 図書室利用時間 ると、読みたい本の書名をあげた者が67名、一方系統別

あなたが図書室を特によく利用する時聞はいつですか

I I I % II Il I % II J[ I % II全｜ %
109 (95. 6) 113 (93. 3) 91 (82. 0) 313 (91. 0) 

26 (22.8) 25 (20.6) 36 (32.4) 87 

8 (7.0) 10 (8.2) 34 (30.6) 52 (15.0) 

2 (1. 8) 2 (5. 8) 

l乙答えた者が 179名、合計246名が読み

たい本をあげた乙とになる。書名をあげ

た方はその殆んどが文学作品であり 、文

系統別に答えた本も大方は東西の文学作

品であったが、 「哲学関係書」と答えた

者も二、 三年に10名いた し、 専門書を望

む者も 7名（三年6名、二年1名）い

1 昼休み

2 放課後

3 授業の合間

4 始業 前

先ず、説明にはいる前に、表についての注釈をすると、

乙の質問には二つ以上の答も可とした為に、答の合計数

は解答者数より多くなっている乙とを断っておく。

さて、 乙の表を見ると学生は昼休みに集中的lと図書室

に出入り しているが、乙の現象には次の様な理由がある。

つまり3ー①で既に触れた通り 、本校図書室の開館時間

は、平日ては午前8時半から午後5時迄、土曜日は午後

1時半迄となっており 、一般事務官の執務時間と殆ど同

じである。と乙ろが毎日の授業は土曜を除いて午後4時

迄行われるので、放課後落着いて図書室を利用する乙と

は実際問題として仲々出来にくい。勢い学生達は昼休み

に、というととになるら しい。 3－①、 ＠ても 指摘 し

た通りに、応急的図書館運営が限界点に達しつつあるの

は何も場所の問題ばかりでなく 、乙の時間の制約が大き

いということにも原因があるのである。

と乙ろで、昼休みに学生が図書室に婿集する乙とは歓

迎すべきこととは云い乍ら、一方学生の健康管理増進の

面からは好ま しくない現象と云えるのではなかろうか。

3ー⑬ 現在読みたい本

第 1 表

J 1 I 2 I 3 I計

1 戦 争と 平和 1 4 5 

2 チボ 一家の人々 3 1 4 

3 アンナ ・カレーニナ 2 1 1 4 

4 夏目減石集 2 1 1 4 

5 トルス トイ作品集 1 1 2 

6 国 ，τE 、 2 2 

7 出家とその 弟 子 2 2 

8 j氏 カま 丘 1 1 2 

9 成せばなる 1 1 2 

「現在読みたい本」を書いてもらったところ、系統別

lζ答えた者と書名をあげた者と二種の答が出たので、そ

れぞれについて纏めたが、第1表は上位9 （同じ書名 2

た。乙の少数の例からではあるが、読書

の傾向が変化する時期は二年時にある、と云えるのだろ

第 2表

I 1 I 2 I 3 I計

1 外 国 文 学 4 2 

2 推 理 説 7 3 

3 青春恋愛も の 4 3 

4 宗教 ・哲学関係の本 3 

5 日 本 文 学 2 4 

6 イ云 記 5 1 

7 冒 険 も の 4 

8 人 生 ョ百周ι 3 

9 世 界 の 長 編 文学 2 2 

10 平易な 専門 書 1 

11 文 ρ寸ミゐー 作 ロロロ 4 2 

12 世界地理風俗もの 4 1 

13 空想科学 小 説 3 1 

5

4

1

0

9

9

7

7

7

7

6

5

5
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i

噌

i

噌

i

唱

i

7

4

4

7

3

3

2

4

3

6

1

 

うか。尚、専門書を読む学生の数は今後増加の一途を

辿り、上学年（四、五年〉が出来る頃には、 備えつけ図

書の利用状況も、現在とは違ったものになると想像され

る。

3ー⑭ 図書室に対する希望意見

I 1 I 2 I 3 I計

1 図書館を建てて欲しい 8 12 16 36 

2 // 拡張して欲しい 7 15 14 36 

3 貸出手続きを簡単に 10 12 22 

4 毎日貸出事務を 7 8 15 

5 日曜、休 日 の 開 館 2 3 5 

6 貸出期間の延長 1 1 3 5 

7 もっと軽い本を入れて欲しい 2 

8 静かな雰囲気を作って欲しい

9 もっと専門書を入れて欲しい I 

5

4

4

 

つd
d

唖

つ
d
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1 I 2 1. 3 I計

10 係員をふや して欲しい 2 1 3 

11 貸出冊数制限撤廃 1 2 3 

12 本を項目 ~51Jに I明示すること 2 1 3 

13 係員の態度を親切に 2 1 3 

14 蔵書数を ふやして欲しい 1 1 1 3 

15 新規購入図書の発表 2 1 3 

現在の図書室に対する者望、意見を書いてもらったと

とろ、 45項目に互り 186名（全学生の54%）が発言して

いたが、同じ意見3名以上のものの項目を表にして出し

てみた。乙の 186名の大部分の者は、現在の図書室の設

備機能運営等に満足しない為に意見を述べたのであり、

いわば、積極的に図書室に関心を寄せている学生達と云

うことが出来るが、一方、図書室（活動〉は「今のまま

でよしリ 「今以上活滋にならぬがよい」という学生も夫

々2名づつ計4名いた。

次lζ発言数を学年別l乙見ると、一年は15項目につき41

名（36%）、二年は25項目につき73名（60%）、三年は

24項目につき72名（65%）いて、関心度は高学年になる

につれて高くなっており、文高学年生の意見の内容は具

体的Eつ切実なものであった。

と乙で、その希望、意見につき検討すると、学生側の

理解があれば早速解消するものもある。例えば、表の3)

「貸出手続きを簡単に」 22名がその種のもので、全面開

架方式を採用している現在、今以上に貸出手続きが利用

者たる学生の為lζ簡略化される余地はない。三年生には

3）の要望がないという乙とは、今述べた様な事情を理

解しているからであると考えられ、従って、一、二年生も

図書室利用に慣れるにつれその点を納得すれば、自ら解

消する意見であると思われる。つぎに「毎日貸出事務を ，

行って欲しい」（15名〉、 「係員をふやして欲しい」 (3 

名〉等は、図書室の現状の説明て触れた通り、現在、貸

出事務職員が居ないことに対する学生側の不満の声であ

ろうが、係員不足と図書室が狭いために混雑している時

は、学生の一部には「係員は親切にJ( 3名〉と云いたく

なる者もいるだろうし、つい「貸出手続きを簡単に」と

無理な注文を思付く者が出て来るのであろう。そ乙で、

表 1）、 2）の希望意見、即ち「図書館を建てて欲しい」

図書室利用の仕方と、国語授業法との関係が再三浮かび

上って来た乙とが、本調査結果の特色であろう。しかし

教養を重視する観点、に立てば、との両者の関係は学生

の内面形成に資するところは大きいと考えられるのであ

る。と乙ろて本校では、発足以来、関係者の努力て不自由

な中にも効果的な図書室運営がなされて来たが、学生の

図書室利用の実態と要望を検討し、高専教育と高専学生

の理想像を描く時に、現在の図書室の機能の限界は眼に

見えており、独立した図書館の存在とその役割が、今後

必要不可欠のものとして、考えられねばならないのであ

る。 （品川尚司）

I-B 有明高専図書室の現況

1. 現仮図書室概況

沿革昭和38年（初年度） 9月 熊本県荒尾市増永の仮

校舎内lζ開設。当初の蔵書数0。事務担当者は図

書係教宮ならびに事務補佐員1名。 9月1日付を

もって、有明高専図書室規則、図書室運営委員会

規程および図書室利用規程が制定された。購入図

書の他に、 3月までは大牟田市立図書館より巡回

文庫50～100冊の貸与を受けて供用。当期は運動

場もなく、かつスクールパス待合所も兼ねたため

か、利用度は極めて高かった。初年度受入冊数

図書（和〉 3,282冊（洋） 116冊（計） 3,398冊

雑誌（和） 46種（洋〉 31種（計） 77種

0昭和39年（ 2年度） 4月 新築の現校舎へ移転。現

在の仮図書室開設。事務職員数は前年度に同じ。

所属した厚生係より年平均0.5人の出向を受ける。

年度末蔵書数図書（和） 6,062冊（洋） 438冊

（計）6,500冊、雑誌（和）78種（洋）23種（計）101種

O昭和40年（ 3年度） 4月 室外ロビーに分室（整

理事務室）を仮設。図書主任 1名、事務員1名増

員、事務職員は計3名となる。昭和41年1月1日

現在の蔵書数は次の通り。

図書（和） 8,470冊 （洋） 599冊 （計）9,069冊

(l,760冊〉 (291冊） (2,051冊）

雑誌（和〉 81種 （洋） 23種（計） 104種

(25種〉 (21種） (46種〉

〔註〕括弧内数字は上記のうちの教宮室別置分。

(36名〉、「図書室を拡大して欲しい」（36名入という 現仮図書室所在位置および面積

希望が実現すれば、幾つかの不満、不便な点は自動的に

解決される乙とになりはしなし〉かと思われるのである。

以上「現在の図書室利用について」 14項に分け調査し

た結果を基にして若干の説明を加えて来たのであるが、

一般棟3階

図書室（全面開架〉 68m' 〔普通教室1室流用〕

閲 覧 室 182席 〔合同講義室兼用〕

図書事務室 38ni'〔廊下ロビー間仕切分〕



図書事務室
入 口 有明高専仮図書室配置図判能

｜キ ャレル I 

I 代用｜

広且主査」 f上1ず『雑誌 目（判辞宇・美i:!i,8 

仮閲覧室仁合同講義室）
182席

0 1 2m 

利用状況 （昭和40年1月～12月〉

閲覧者総数（延入室者数〉 30,728名

館外帯出冊数 11,171冊

一日平均閲覧者数（延入室者数） 130.2名

一日平均帯出冊数 47.3冊

一日平均帯出中冊数 355冊

〔註〕 開館日数 236日

学生数（ 1月～ 3月〉 240名

(4月～12月） 360名

（詳細については Iー Bー 2利用諸統計を参照さ

れたい。〉

カウンター業務

。開館時間

月～金 8: 30～17: 00 

土 9: 30～13: 30 

く〉貸 出日

月、水、金（週3日）

く〉貸出冊数および期限

2冊まで 1週間以内

く〉夏期、冬期、春期休暇中の特別貸出

1人 5冊。 （ただし 1作品の分冊は合わせて1冊に

数え、また複本用文庫本は乙の制限外とする。〉

組織機構図

校長
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図書室運営委員会（ 7名）

機械工学科 1名

電気工学科 1名

工業化学科 1名

一般教科人文科学系 1名

一般教科自然科学系 1名

図書係教官

事務長

図書係教官

キ 長

長

代

務
｜
｜
｜
新
｜
｜

事

教

参考係

（図書係教官）

図書主任

閲覧係 1名 整理係1名

（受入、目録〉

蔵書構成衰

昭和41年 1月1日現在

区分lii1岳Ii区
誌
数

書
一
類

一
雑
種

一
書
数

洋
一
図
冊

分

総記 291 11 

哲学 254 2 

歴史 938 2 

社会科学 319 5 

自然科学 L切7 8 

工学 2,047 37 

産業

芸術 403 7 

語学 464 5 

文学 2,247 4 

計 8,470 81 

総記 56

哲学

宗教

社会科学

語学 2邸

純粋科学 110 

有用技術 167 

美術

文学

歴史

計

2 

6 

11 

4 

599 23 

高専図書館に備えるべきく基本図書〉の目録試案に代

るものとして、現在本校図書室に蔵する双書類（学生閲

覧用のみ）および雑誌の抄目録を稿末に付載するので御

検討を仰ぎたいと思う。 （黒田芳則）
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2. 本校図書室の利用諸統計
おける図書室が、 学生諸君によってかなり活滋lζ利用さ

れ、その生活lと重要な位置を占める事実を認め得るであ

本校図書室では、昭和38年9月開室以来数度の利用諸

統計を試み、図書室報「畷（乙みち） J (41年1月現在

10号まで発行〉紙上lζ報告を続けてきた。 本稿執筆に際

し、そのすべてについて再集計を施し、開館以来満2ヶ

ろう。

帯出冊数は工期が4,223問（一日平均 28.0冊〉、百期

は4,526冊（一日平均 54.5冊〉であった。乙の一日平均

の定員lζ対する比率をも考えるなら、I期は全学生の約

弘弱、 IV期は%弱が毎日一冊ずつ帯出した乙とになる。

しかし実際の帯出は月水金曜日にのみ行われるから、乙

年間の利用実績を整理したものが以下の報告である。

一ヶ年を前期（ 4月～8月〉後期（ 9月～3月） tζ分 の隔日の帯出自には、工期において全学生の約弘、町期

け、 38年度後期を第工期として第IV期に至る。まず「第 において約%が出納台に殺到して一冊ずつ帯出したわけ

1表入室者数・帯出冊数等統計表」を御覧いただきた なのである。 返納冊数もほぼ乙れに近い数であるから、

い。開館回数は 465日、乙れは日曜祭日・休暇期間・学 かかる傾向が全学年完成に至る今後二年間も持続すると

校行事日を除いたほとんどすべての日数に当たり、今ま するなら、正に嬉しい悲鳴とともに図書室は膨壊し、三

でのととろ、整理などのために図書室独自の休館日をと 人の図書職員は昏倒を余儀なくされるであろう。現図書

った乙とはない。学生定員数が年度毎に 120名ずつ増え 室の狭随は利用する学生側にも大なる不満をもたらせ、

るのは、言うまでもなく完成途上にあるためで、この統 その声は23ページの希望と して現われている。

計も、利用者数が年度毎lζ変る特殊事情を承知して検討 本校における図書室利用度の高さは、その蔵書回転率

されねばならない。 lと最も端的に現われている。工期の 124.3%を筆頭にIV

入室者数は図書室入口に備えた入室者名簿に自署する 期の63.3%に至るまで、各期とも50%を割っていない。

ととによって集計される。 （閲覧をせず、ただ部屋を利 つまり 、平均的に言えば蔵書の%以上が、半年に一回は

用するだけの者も、との数に含まれる。〉入学後時を経 必ず帯出されたととになるのである。 EE期の一ヶ年間

るに従って署名を怠る学生が増えるのは止むを得ない には125.6%を、全期聞には236.7%を記録したから、平

が、記録の信頼性に大きく影響する乙とはないと思われ 均すれば年聞にはすべての蔵書が必ず一回以上は帯出さ

る。 延入室者数は工期が11,269人（一日平均 74.6人入 れたととを意味し、蔵書が効率よく活用される事実を物

IV期が12，侃8人（一日平均 145.3人〉てあった。 I期の 語っている。

仮校舎（荒尾市増永）の一隅lζ設けられたわずか50nf位 しかしわれわれは、好ましい資料ばかりを見出すので

の図書室の狭隆さは論外であるが、 E期以後新校舎に移 はない。例えば、町期の一日平均の入室者数（延、人別

ってからも、 150名余収容に68m'の図書室の広きが充分 共）がE期のそれと大差ないのはどうしたζ とであろ

とは言えない。 人別入室者数はI期が8,562人 （一日平 う。 一日平均の帯出冊数は、その上昇率は鈍化しつつも、

均 57.4人）、町期は10,695人（一日平均 128.9人）であ 定員増に比例して一応増えつつあるのに、入室者数はE

るが、一日平均の定員に対する比率は工期が47.8%、町 期町期ほぼ同数（人別の場合〉にとどまり、または減少

期が35.8%、すなわち、工期においては全学生の約弘、 （延の場合〉を示すのである。との聞に定員は 120人増

町期においては約%が毎日入室した勘定となる。本校lと えたから、定員に対する比率は著しく低下した。われわ

第 1 表 入室者数 ・帯出冊数等統計表

＼＼  引 ｜開 ｜学｜延入室者数｜ 人別入室者数 ｜帯出冊数 ｜返納冊数 ｜宣明会期玄関薯

＼ 別｜露111 I~ I I ［定員lζ｜－「－｜一一「－一一戸市到青｜ 長 l 長｜実数｜五割実数｜平~！~~る｜実数 ｜五品｜実数 ｜手品｜玉E I ~~？勝幸
日人人人人人% 冊冊冊冊冊 冊 %

I 38年度後期 151 120 11,269 74.6 8,562 57.4 47.8 4,223 28.0 3,536 23.4 119.8 3,398 124.3 

Il 39年度前期 77 240 11,775 153.0 9,864 128.1 53.4 3,336 43.3 2,305 29.9 246.3 4,443 75.l 

][ ~ 後期 154 240 18, 175 118. 0 15, 668 101. 7 42. 5 5, 266 34. 2 6, 055 39. 3 225. 9 6, 500 74.3 

Il+][ // 全年 231 240 29,950 130.0 25，日2110.5 46.0 8,602 37.2 8,360 36.2 232.6 6,500 125.6 

VI 40年度前期 83 360 12,068 145.3 10,695 128.9 35.8 4,526 54.5 3,835 46.2 338.2 7,146 63.3 

四期間合計 465 - 53,287 114.7 44,789 96.3 - 17,351 37.3 15,731 33.8 213.9 7,146 236.7 
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第 2 表 学年別帯出冊数統計 表

＼ ＼ ＼ 学年別 j1年次生（現三年） I 2 年次生（現二年〉 恒竺（現＝－~I 全 学 生 i職員

間 －，~－＇－－－，＂－－...， I 実数 （刊1~a1 実数岸記 a1 実数 1~~1~a1 実数 1￥ ~1~a1 実数
冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊冊 冊

I 38年度後期 3,901 32.5 4.6 一一一 一一一 3901 32.5 4.6 322 

l, 566 13. 1 2. 6 1,698 14.2 2.8 一 一 一 3,264 13.6 2.7 72 

2, 615 21. 7 3. 1 2, 2,417 20.1 2.9 一一一 5,032 20.9 3.0 234 

全年 4,181 34.8 2.7 4,115 34.3 2.9 一一一 8,296 34.6 2.9 306 4,181 34.8 2.7 

40年度前期 l, 557 12. 9 2. 6 l, 324 11. 0 2. 2 l, 475 12. 3 2. 5 4, 356 12. 1 2. 4 170 l, 557 12. 9 2. 6 l, 

四期間合計 9,639 80.3 3.3 5,439 45.3 2.7 1,475 12.3 2.5 16,5日 3.0 均8

れは、 E期53.4%→E期42.5%→町期35.8%という対定 し、町期の数値には一応の注意を促したい。すなわち、

員入室者数の漸減傾向を最も注意すべきと思う。署名も 二年次生については低下が、三年次生については－・二

れにしては数値が大きすぎる。やはり、学生の図書室疎 年次生の利用始期には見られなかった低率が認められ

遠化の現象と見るのが正しいてεあろう。学生の関心の低 る。一年次生lζ比較して、二年次生には読書習慣の未定

下等、図書室が親しまれなくなった幾つかの理由をとこ 着、三年次生には意欲の低さ、また下級生ゆえの入室の

に考え得るが、その中には現図書室入室者数の限界到達 はばかりが指摘できるが、仮に図書室の受入れ態勢に何

という問題も含まねばならないであろう。 らかの欠陥があるとするなら、その影響を最も受けやす

いのが、読書習慣の未だ身につかぬ低学年生であるとと

次の「第2表学年別帯出冊数統計表」を御覧いただ はうなずける。

きたい。乙乙ては、帯出冊数の期別変化を学年ごとに見

てみようと思う。

まず自に止まるのは、 I期における一年次生の、一人

一月平均4.6冊という高い帯出数である。乙れは、二・

三年次生によっても、またE期以後の一年次生自身によ

っても更新できなかった最高記録て~－あるが、そ乙には特

殊な事情が介在した。 I期は仮校舎時代であり、新入の

彼等を迎えるに運動場はなく、クラブ活動に参加しよう

にも、彼等を勧誘する上級生は勿論、クラブすらも未だ

存在しなかった。所詮彼等は、図書係教官の強力な指導も

あって、図書室へと婿集せざるを得なかったのて’ある。

全く以って、当時の彼等の読書欲は凄じいほどであった。

E期以後、新校舎に移った彼等の読書量は急減する。言

うまでもなく、堰を切った奔流の如くに高まる学生会活

動・クラブ活動に時を奪われたためであろう。しかし注

意深く見ると、その後の読書量は決して低下せず、常に

2.6冊以上の一定率を保っている。乙れ乙そ、 I期にお

いて得た読書の習慣が偽りのそれでなく、彼等の生活lζ

深 く根を下すことを証するのではあるまいか。一月に2.

6冊という数は高いものではないかもしれない。しかし

恒常的にとの数を守り得るに至った乙とは、彼等の生活

lζ読書の基本的数量を定着し得たとととして高く評価さ

れねばならない。

こ乙でいささか視点を換え、各学年ごとに個人別傾向

を見てみよう。今、各学年の学生を各期の一月平均帯出

冊数lと従って①～⑤の六グループに分けた。各クツレープ

に内包されるメンパーは、期が変るどとに、より上層へ

あるいはより下層へと移動するとともあろう。その分布

の推移を示したのが、「第3表個人月平均別帯出冊数

分布表」である。

第3表個人月平均帯出冊敵分布表

（一ヶ月当り平均帯出冊数lとより 6段階に配分）

h寸｜い！令卜宮崎｜金
人 人 人 人 八 人

I 38後期 8 33 31 25 15 8 1 
年 II 39前期 34 41 27 11 2 I 

次生 ][ 。後期 29 40 25 14 6 4 

VI 40前期 36 42 20 9 4 4 

2 II 39前期 20 53 30 16 1 。
年生次

][ O後期 25 50 21 17 5 1 

VI 40前期 34 55 24 7 1 。
次3生年｜｜ VI 40前期 20 59 29 7 2 。

次に二・三年次生について考えれば、その一人一月平 とこにも第ーに見出されるのは、やはり工期における

均帯出数もほぼ各期の一年次生のそれに近似する。しか 一年次生の傾向である。①に頂点があるとは言え、＠＠



少数メンバーにのみ読書の習慣が定着したとも未だ断言

できない。しかし、分極化が二年自にはいると表出する

とは言えるであろう。そのように解するなら、 E期の一

年次生に現われた特異現象に ついても、二年目ゆえの

乙の要因を認め得るのではあるまいか。われわれはこと

で、読書指導の時期の問題に想到せざるを得ないのであ

る。一言にして言えば、読書習慣の定着には、入学早期

の、しかも強力な指導が要求されるであろう。乙の要求

にかなり応え得た例を、工期における一年次生の図書室

利用lζ認めることができる。偶然にも幾つかの条件がそ

の習慣定着に益したのであったが、その効の大なりし事

実は、次の資料にも見出されるのである。

最後に掲げるのは、全学生から全期聞を通じての多読

者を選んだ「第4表多冊数帯出者十傑表」である。全

期間平均による（刈表てはその七人まで、各個人の最多期

による（8）表はそのすべてが一年次生によって占められて

いる。今乙の調査によって、われわれは彼等の読書を量

的にしか評価できない。しかしこの表の数値を見る時、

その質的価値も、また相応の実りを得つつあることを信

じないわけにはいかないのである。 （田中道雄〉

第4表多冊数帯出者十傑表

（川表 在籍全期間の月平均による十傑

｜鞍｜
冊

272 

261 

平
値
一
冊
3

3

月
均
一

u
m

8.4 

8.0 

8.0 

7.9 

7.2 

7.1 

7.0 

個人別最多期の月平均による十傑

｜鞍｜
冊

106 

⑩表

｜月平
均値

冊
15.1 

14.3 

12.6 

11.3 

11.1 

10.8 

10.4 

9.0 

最多期（月数）

工（7)

工（7)

Il (5) 

I (7) 

I (7) 

I (7) 

][ (7) 

期数（月数〉

4 (24) 

4 (24) 

1 ( 5) 

4 (24) 

4 (24) 

1 ( 5) 

4 (24) 

3 (17) 

4 (24) 

4 (24) 

∞－
m
∞
 

76 

73 

45 

202 

192 

40 

189 

122 

170 

168 

79 

78 

学籍番号

1 2 1 3 （女〉

1 2 1 7 

1 3 2 8 

1 1 4 0 

1 2 0 8 

1 3 0 1 （女〉

1 2 1 1 

学籍番号

1 2 1 7 

1 2 1 3 （女〉

3 3 2 9 

2 2 3 1 

1 1 0 9 

1 2 0 3 

L
J
L
 

，4t
 

岡
県

①

①

③

④

①

①

⑦

 

3 2 3 4 

1 2 0 2 

1 3 2 8 

1 2 1 1 

①

①

①

④

⑦

⑤

⑦

①

①

⑮

 

⑦⑤もかなりの数があり①が極めて少い。しかし乙の構

成は、あくまで特珠事情を背景とした特異な傾向に過ぎ

ず、 H期にはいると忽ち一変せざるを得なかった。しか

しE期以後は、先にも述べた通り極めて安定した構成を

保ち続けるのである。

乙乙て各学年を対照させてみよう。三年次生は一期間

の資料しかないから、当然一年次生と二年次生との比較

になる。まず気付くのは、両学年の構成が明らかな個性

を持ち、一年次生同様②にある二年次生の頂点の数値が、

前者に比べて極めて高い乙とである。すなわち、一年次生

は⑦③の上位ク勺レープと①の最下位グループにおいてわ

ずかに多く、乙れに対して二年次生は①（］［期を除く）

④（町期を除く）の中位ク勺レーフ。においてわずかに多く、

①の下位グループにおいて際立って多いのである。つま

り、一年次生の方が比較的に平均化しており、これをグ

ラフに示せば、二年次生の描く曲線のピークには鋭い尖

りが、一年次生のそれには相対的に鈍い尖りが現われる

こととなろう。ところで、両者共にかなり固定している①

②の数値は、乙のク’ループlζ包含されたメンパーの固定

をも想像させる。との学生達の帯出する書物は何であろ

うか。おそらくは、次の読書傾向の項に指摘される、国

語科棚町教官社会科室永教官等の指定図書と思われる。

月1乃至3冊という：数は、教材または副教材として必

要とされた図書の最低の線なのであろう。しかし、彼等

が僅かに指定図書のみしか利用しないと非難するのは当

たらない。ただこの指定図書によってこそ、彼等は細々

ながら図書室と結ぼれるのである。図書館の扉を町かせ

ることが図書館奉仕の第一歩であるなら、本校において

その第一歩は、全学生について既に成果を得ているとと

になるからである。

きて、次の問題に移ろう。二年次生については、下位

クボループの多さのみでなく、その構成の不安定さについ

ても述べねばならない。①は→増→増を、①は→減→増

を、④は→増→減をかなり大きく示している。乙の不安

定さは何lζ起因するのであろうか。われわれは、図書室

活動および読書指導に反応した、読書習慣定着および図

書室からの事離の二現象の前段階としτの動揺と考えた

い。すなわち、①のE期の減少分は下位の①と上位の④

①に二分した。帯出冊数の一人一月平均値にも見る通り、

未だ乙の段階、つまり入学後一年以内においては、全学

年および上位グルーフ。の増加傾向は続くのである。同時

に下位①グループの増加が始まる乙とも、また一方では

注意されねばならないであろう。しかし二年目の町期に

はいると、④の多くが①①①へと移行して構成は著しく

変化する。乙の構成が今後もこのまま安定して継続され

るかはまだわからない。また、ここに残された④⑤⑤の

28 



｜ 手 ｜帯出 ｜ ｜月平
順位｜ 学籍番 J ｜冊数 ｜最多期（月数） ｜均値

冊 冊
① I 3 I 7 （女） 52 VI (5) 10.4 

① I 2 I 4 

⑮ I 2 0 2 

68 

48 

3. 有明高専生の読書傾向

Il[ (7) 

Il (5) 

一分類別利用統計一

9.7 

9.6 

以下に掲げる三種の表は、帯出図書の分類別統計によ

り読書傾向をたずねようとするものである。館内の閲覧

については記録を求めぬため、その実態を把握できない

が、大勢は本調査の結果と一致するであろう。また、帯

出数がそのまま読書量を示すわけでもないが、その傾向

に大差はあるまいと思われる。

ここで二、三点をお断りしておきたい。まず、対象学

生数・対象学生の学年別構成・蔵書冊数・蔵書構成等、

調査の際の基礎的条件が、完成途上にあるため年度によ

って著しく異なること、従って、正確な読書傾向および

その変遷を把握しにくいことである。次は、特定図書の

数値の極端な高さについてであるが、乙れは、指定図書

として複本を含み、またテキストとして用いる場合は、

一人が幾度も帯出することがあるからである。なお、一

点二冊以上の図書は、その冊数（複数〉によって集計し

たためもある。

分類表についても一言しておきたい。工業高専という

特殊な学制に応じ、教科本位の特殊な分類表を立てた。

類段階ては、 600（産業〉を500（工学技術一般〉に含ま

せてとれを廃止し、綱段階ては、 430（化学〉を570（化

学工業〉に含ませ、 900 （文学〉に国語科古典lζ対応す

る（和漢古典〉の綱を設けた他、各類内において綱数を

集約整理した。今後も改良を試みたい。

乙乙て、おおよその読書傾向を指摘しておこう。列挙

すれば次の通りである。

イ．文学書が過半を占めること。

一般科目が多い低学年生のみを擁する現段階では

自然な現象であろう。しかし高学年まで学年構成が

進行しでも、文学を多読する乙の趨勢が維持される

乙とは望ましい。文科系学校で工学書の多読が行わ

れるとすれば、これは確かに異常であろう。しかし、

工業高専において文学書が多読されるのはすこしも

異常ではない。文学書は、あらゆる職業の人聞にと

って、不可欠必備の教養または娯楽の手段だからで

ある。

ロ．歴史・伝記書がかなり読まれるとと。
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歴史書の多読は、社会意識の覚醒を促すものとし

て好ましい。伝記書が多い乙とも、人格形成に大き

く益するであろう。

．指定図書への極度の集中。

文学や歴史に多いのは、現代国語および歴史の教

官の指定によるためである。現代国語教材としての

複本備え付け状況は、 EaのA表を参照されたい。

なお、同表に付記した学生自身の指定図書購買数を

見れば、指定図書が読まれた数値はさらに増加する

こととなる。既に見て来た一一彼等自身の蔵書中に

指定図書の占める率が高く（ 9ページ）、彼等の多く

が乙れに感銘し（20ページ）、読書しない学生がと

れによって辛うじて図書室に繋がれる（28ページ〉

一一諸事実をも考え合わせるなら、本校の図書室活

動において指定図書制は大なる効果を収めつつある

ようである。

ニ．社会科学書があまり読まれぬこと。

総数も少いが、読まれた図書の質も問題にされね

ばならない。類内の第一位は風俗綱の「エチケット」

であり、経済綱のトップは「日本の会社」また社会

・教育綱のそれは「学者の森」と、それぞれ手軽な

図書の名しか現われて来ない。低学年段階の今日で

はむしろ当然であろうが、社会科学の原理的なもの

への関心が今後高まるととが望まれる。岩波新書な

ど、もっと多く読まれてよいのて矛はあるまいか。

ホ．自然科学書lζ偏りがあるとと。

副教材または参考図書的なものが多いが、科学思

想、や科学史的なものまで読み、巾広い自然科学の視

野を持つ乙とを期待したいのである。天文学・地学

・生物学・医学が少いのも、カリキュラムに生物と

地学壱持たぬ高専としては問題であろう。理科マン

に限らず、自らに世界観・人間観の確立を望む者

にとって、この二分野の教養は欠かせないからであ

る。もっとも、第一・二年度の集書の重点を文学中

心の人文・社会科学におき、自然科学を第三年度、

工学を第四年度以降とした乙とが反映したかもしれ

ない。また学力レベルから言って、教科書や参考図

書への依存度が高いのは止むを得ない乙ともあろ

う。しかしなお、上記の問題は今後も留意さるべき

ように思われる。

へ．芸術に乏しく、体育が多い乙と。

体育が多いのは結構である。しかし、芸術への関

心はあまりにも低い。本校のカリキユラムに音楽は

なく、美術の時間数も僅少という制度上の欠陥を

補うため、金額的にも乙の綱へはかなりの配分を行

なっている。大型美術書など禁帯出のものが多く、
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そのため現われる数値が低い乙ともあろう。しか

し、統計外の観察結果によってもやはり関心は薄い

のである。普通高校と違って入試科目にこれらが課

されないため、おのずと基礎知識を欠くに至ったの

がその主因と，思われ、制度がしからしめる欠陥を遺

憾ながら認めざるを得ないのである。

次lζ、乙の二年間を通じ、読書傾向がいかに変遷した

かを見てみたい。最初に述べたように、統計の基本的諸

条件の変化もあって正しくは捕捉できず、その推移も全

体から見れば極く徴量でしかない。大勢は、むしろ変ら

ぬと見るのが妥当であろう。それでも、なお強いて二、

三を挙げるなら次のようである。

イ．工学のE期からの急増。

専門教科授業の増加に伴なうものであろう。

ロ．社会科学のわずかな増加。

成長に応じ、社会への関心が高まった故であろう

か。また、三年生のカリキュラムに加わった法制・

経済の授業が影響したのかもしれない。しかし、絶

対数の少い乙とは依然として問題であり、今後の増

加が望まれる。

ハ．非必修語学書の漸減。

普通高校ては大学受験という目標が生徒の語学力

向上に役立っているが、高専の場合はかような強い

動機づけに乏しく、語学の学習指導上幾多の困難が

存することは容易に想像できる。との乙とに留意

し、英語科教官と図書係教官とは、読み物の整備に

よる多読の奨励を開設当初から進めて来たわけであ

るが、本校図書室てやや目立つ乙とは、必修の英独

両語以外の語学書の整備である。

現代の技術者にとって、ロシア語・ （工業化学面

での〉イタリア語の習得が持つ実益的有用』性につい

ては、今更言うまでもない。また図書室としては、

企業・研究所等のドクメンテーションの仕事など、

ことに女子学生にとって将来望ましい分野と推測

し、よしんば初歩程度で終るにせよ、フランス語・

ロシア語等の独習を推進させたい意図を持つ。かか

る実利的見地を離れても、語学学習そのものが持つ

教養的意義は、その説明に言を侯たないて．あろう。

すでに高専においても、フランス語・ロシア語を開

講した群馬高専の例があるが、乙れが全高専に一般

化する気運は認められない。

ところで、本統計の I. JI期においてかなりの冊

数を記録した非必修語学書は、 E期以後（j:減少をた

どる。 I. JI期の多読の背景に、開設初頭における

集中的な語学書購入と強力な利用奨励があったと

と、 E期以後減少の理由には、専門教科の増加に伴

ない、上級生が語学学習のための気持ちの余裕を失

っている乙とを挙げることができる。しかし他方に

おいて、次の要因が潜むととはないであろうか。本

校生が、入学当初に高専に対して抱き、またその実

現に努力したかに見える教養主義的理想主義的ヴィ

ジョンが、今や衰頚しつつあるとの見解である。く

大学入試にわずらわされる高校と違い、ことでは自

由に好きな乙とを学ぶのが可能だ〉という新学制へ

の期待が、現実化されぬまま消え去るのでなければ

幸いである。われわれは彼等の夢を守り、かつ育て

てやらねばならないて矛あろう。実利性をも現実に知

る高学年lζ至り、再び乙の綱の数値が高まる乙とを

望んてやまない。

最後に、喜ばしい現象を指摘して本章を終えよう。そ

れは本格的読書派一一文学に限らず、手堅い思想、書等も

広く読み乙なす一群ーーの誕生ということであ る。 まだ

統計の上位には現われないが、哲学ては、心理学応用の

通俗的教養書や人生論に混って「プラトン名著集」・

「考へる ヒント」・岡潔の随想、などが増加し、歴史ては

「東洋文庫」、和漢古典ては「中国の思想、」のシリーズ

が読まれ始めたのも注意されよう。われわれは、希望を

未来に託すことができるのである。 （田中道雄〉

表 A 分類（類〉別帯出冊数統計表 単位：延冊数

類 I 38年度後期 I n 39年度前期 ill 39年度後期 VI 40年度前期 四期間合計

0総 記 3( o.~ 12( o.15 14( o.~ 19( 0.4f 48( 0.3f 
1哲 ザ;uL.ー 210( 5.0) 82( 2.5) 211( 4.0) 144( 3.1) 647( 3.7) 

2歴 史 394( 9.3) 415(12.4) 547(10.0) 568(12.5) 1, 924(11.1) 

3社会科学 49( 1.2) 41( 1. 2) 106( 2.0) 76( 1. 7) 272( 1. 5) 

4自然科学 532(12.6) 311( 9.3) 640(12.2) 575(12. 7) 2,0日(11.8) 

5工 学 158( 3.8) 126( 3.8) 428( 8.2) 336( 7.4) l,048( 6.1) 

7芸 術 80( 1.9) 58( 1.7) 131( 2.5) 112( 2.5) 381( 2.2) 

8語 AづL一 259( 6.1) 142( 4.3) 176( 3.4) 102( 2.3) 679( 3.9) 

9文 学 2,538(60.0) 2,149(64.4) 3,013(57.5) 2,594(57.4) 10,294(59.4) 

計 4,223(100.0) 3,336(100.0) 5,266(100.0) 4,526(100.0) 17,351(100.0) 
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表 B 分類 （綱） 別帯出冊数統計表 単位 ：延II甘数

f冊 I I 38年度後期 lI 39年度前期 IlI 39年度後期 町 40年度前期 四期間合計

。総 記 3 12 14 19 48 

E哲 車寸ιー 210 82 211 144 647 

哲学一般 ・宗教 179 72 181 113 545 

心理学 31 10 30 31 102 

2歴 史 394 415 547 568 l,924 

日本史 41 73 81 123 318 

世界史 115 107 218 150 590 

伝 記 137 196 151 218 702 

地 理 101 39 ~}7 77 314 

3社会科学 49 41 106 76 272 

政治 ・法律 。 3 16 20 39 

経 済 20 17 20 24 81 

社会・教育 21 18 69 24 132 

風俗 ・民俗学 8 3 1 8 20 

4自然科学 532 311 “。 575 2,058 

自然科学一般 15 16 13 21 65 

数 学 298 167 383 289 1,137 

物 理 学 166 109 172 170 617 

天文学 ・地学 16 8 17 23 64 

生物学・医学 37 11 55 72 175 

5工学・技術 158 126 428 お6 1,048 

工学技術一般・産業 27 12 32 22 93 

機械工学 28 16 70 48 162 

電気工学 77 50 206 167 500 

化学・化学工業 26 48 120 99 293 

7芸 術 80 58 131 112 381 

芸術一般・諸芸・娯楽 3 。 2 3 8 

美 術 13 2 18 13 46 

三日主二 楽 2 5 11 1 19 

演劇 ・映画 1 3 3 2 9 

（以上、芸術の小計〉 (19) (10) (34) (19) (82) 

体育・スポーツ 61 48 97 93 299 

8語 凶寸4ー 259 142 176 102 679 

言語学一般 5 7 12 12 36 

国 王ロロ互 学ーォー 4 10 10 。 24 

英 三日五ロ 198 80 123 41 442 

ドイツ語 6 5 8 26 45 

（以下、非必修語学の小計） (46) (40) (23) （お） (132) 

フランス語 8 7 13 13 41 

ロ シア語 20 20 1 2 43 
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綱 I I お年度後期 Il 39年度前期 ][ 39年度後期町 40年度前期 四期間合計

その他諸国語 18 13 9 8 48 

9文学 2,538 2,149 3,013 2,594 10,294 

和漢古典 62 160 123 113 458 

日本文学 l,746 1,445 1,708 l,368 6,267 

世界文学 730 544 1,182 l, 113 3,569 

42 12 78 13 145 

191 118 318 268 895 

ドイツ文学 85 79 181 113 458 

フランス文学 239 179 373 537 1,328 

ロシア文学 152 107 194 142 595 

その他諸国文学 21 49 38 40 148 

（注〉 「表C よくよまれた本」は、分量が多いので．稿末48ペー ジに収めた。参照されたい。

I 高専教育と 図 書 館

JI-A 期待される高専生像

「職業に必要な能力Jを備えた人材を育成して、それ

を求める社会に送り出すのが高専の任務であることは、

「学校教育法」第70条の2に示されたとおりである。具

体的には工業高専であるから、ことでいう「職業」の内容

は、機械装置・建築物・構築物・化学製品等の設計製造

．製作・建設・運転・保守、これらに関連する試験研究、

技術サーピスなどを含み、 「深く学芸を教授する」とと

教育也

科同 ＼〈き関別
日 別

｜人文科学

一 ｜社 会科学

自然科学

般 l 外 国語

科 ｜保健 体育
吐士・
コ：：；；－

通普

高校

術

945 

175 

1225 

595 

385 

140 

工業 高 校

M I E I c 

490 490 490 

140 140 140 

700 700 700 

315 315 315 

-315 315 315 

35 35 35 

によって、乙れらに従事する有能な工学関係の中堅技術

者を育成するのが高専の任務なのである。

職業上の能力として犬丸直氏はつぎの項目をあげた。

（「高等専門学校制度と関係法令の解説Jp.216) 

ア．設計・製作・管理あるいは試験研究等について現

場技術者として上司が企画した乙とを理解する理解

力と判断力。

イ．乙れを実際に具体化する思考力と応用力。

ウ．技能者等をしてとれを実施させる指導力と実行力

高専

M I E I c 

525・ 525 525 

210 210 210 

980 980 980 

770 770 770 

350 350 350 

70 70 70 

60 60 60 

60 60 60 

285 285 330 

240 240 240 

60 60 60 

目 l 特別教育活動 105 105 105 105 105 105 105 

小計 3570 2100 2100 2100 3010 3010 3010 705 705 750 

専｜講義

思｜実験・実習・製図

目 ｜ 小 計

1050 1225 1085 2100 2240 2520 1050 

630 455 595 1540 1400 1120 585 

1680 1680 1680 3640 3640 3640 1臼5

1230 960 

450 675 

1680 1635 

週当り授業時間数

合 計 3570 3780 3780 3780 6650 6650 6650 お40 2385 2385 

39 39.8 39.8 34 36 36 36 38 38 38 
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エ．専門の技術分野についての観察力と注意力。 いわけである。にもかかわらず、われわれが目指すのは

オ．上司に対し技術上のよき提案者であるための表現 大学教養課程水準のそれであり、しかも この目標達成

力と同僚に対するよき協力者であるための協調性。 は、必ずしも不可能ではないと考えている。高校生や大

さらに、以上の能力を育成するための教育目標として 学教養課程学生は、入学試験・学部学科選択のための競

つぎの5項を示 した。 争試験にかなり大きなエネルギーを消耗しているが、高

ア．設計・製作・管理に関する基礎的知識と技術を身 専生はとれらに苦しめられることなく、エネルギーを有

につけさせる乙と。基礎的原理を容易に使いこなし 効に用いればよい。

実社会における若干の研修期聞によって特定の技術 高専ではカリキュラムの時間だけに頼らなくてもよ

部門において創造性が発揮できるようにする乙と。 い。学校ての授業は導入を受け持ち、再び例を国語にと

イ．試験・研究・調査の具体的計画がたてられる程度 れば、現代文学や古典に興味をひきおとさせることにま

の基礎的知識と計測技術を与えること。 ず重点を置く。その一方、図書・その他の資料を充実し

ゥ．総合力・判断力および着想力の啓発に努めること これを十二分に活用させて時間不足を補う方法を採るの

エ．公民意識の昂揚ならびに協同作業の精神と責任感 である。われわれとしては、現在の本校国語科は、かよう

の育成に努めること。 に視て本来の教育目的を果たしつつあると考えている。

オ．外国語に関しては、基本的な語法に習熟させ、読 歴史・地理・倫理社会・外国語・芸術についても、上

む能力の基礎を養うとともに、カタログ、仕様書等 述の国語同様、図書資料・視聴覚資料の充実により、豊

の内容を理解する乙とができ、聞き、話し、書くな かな教養を身につけた技術者の育成に役立たせるととが

どの実際的な能力を養う乙と。 てきょう。

つづいて乙れらの教育目標を達成するための各教科目 高等学校段階として履修すべき学科目中、生物および

の考え方について詳細に触れている。 地学が高専の一般科目から省かれているが、乙れは学年

われわれは、乙の共同研究に当り、特に一般科目につ 別時間配当の技術上の理由であろうが、残念な乙とであ

いて授業時数および内容につき検討した。数学・物理・ る。この面も図書資料の整備により補いたい。

化学を除いて、一般高校および大学教養課程と較べて少 外国語としては、中堅技術者として、辞書を手にしな

ない総時間数応、いかに対処すべきかを検討した。 （時 がら専門書を理解できる程度の力までは期待したい。技

間配当についてはII-B参照。〉 術者としての語学の基礎、教養としての語学に、それぞ

国語科を例にとれば、高専第3学年までの週当り総時 れ六分・四分の重みをつけたい。高学年ては専門学科に

間数9時間は、工業高校なみの最低基準の時間でしかな 関する外国語の文献や図書を用い、専門学科の教官が外

目別授業時間数の対照表

短大＋高校 大 学

M E c M E c 

1005 1005 1005 180 180 180 

235 235 235 180 180 180 

1510 1510 1555 450 450 450 

835 835 835 420 420 420 

445 445 445 120 120 120 

140 140 140 

105 105 105 

4275 4275 4320 1350 1350 1350 

1050 1おO 885 1835 1755 1620 

585 450 675 1140 810 1260 

1臼5 1680 1560 2975 2565 2880 

5910 5955 5880 4325 3915 4230 

36 32.6 3!.i.3 

大学＋高校

M E c 

1125 1125 1125 

355 355 355 

1675 1675 1675 

1015 1015 1015 

505 505 505 

140 140 140 

105 105 105 

4920 4920 4920 

1835 1755 1620 

1140 810 1260 

2975 2565 2880 

7895 7485 7800 

旧制専門学校

M 

210 

回0

210 

210 

1260 

1470 

1050 

2520 

3780 

36 

E 

210 

525 

210 

210 

1155 

1820 

805 

2625 

3780 

36 

c 

210 

350 

210 

210 

980 

1505 

1295 

2800 

3780 

36 
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国語の一部を担当するととも、益するととろ小ならざる

ものがあろう。

保健および体育については、高等学校指導要領におい

て示されていると乙ろはそのまま適用されるが、学生の

将来の社会生活（工場勤務が主であろう）を考えると、

その環境において自分自身のみならず受持つ部下の保健

衛生にまで心を配り、またレクリエーションとしての種

々のスポーツに理解をもち、変転するルールに適応でき

るよう指導すべきである。とれはまた、工場での「人と

の良き関係」の樹立と維持にかなりの役割りを果たすで

あろう。

数学については、一般数学・応用数学を通じて一貫し

た教育を施し、工学関係の例題を多く取り入れ、演習に

も時聞をかけて、基礎をしっかりやる必要がある。

物理については、教養としてより基礎工学としての物

理に徹した方がよい。

化学については、工業化学科・金属工学科など化学を

主とする専門学科の学生と、機械工学科・電気工学科な

ど非専門学科のものとに対しては、その内容を変えた方

がよい。前者では引続いて履修する分析化学・無機化学・

物理化学等の導入とし、後者に対してはそれぞれの学科

との関連を考慮すべきである。

一般科目・専門科目を通じて、各科目で使用する教科

書や参考書の内容において、その質がいかに高く、また

その量がいかに豊かであっても、それらを記憶しただけ

の学生ては、われわれが育成しようとする目標には合致

するとはいえない。学科の本質を理解し、常々科学的接

近（scientificapproach) を心掛け、積極的に事物の

解明開発に当る高い潜在能力を秘めた人材の育成を図ら

なければ、 「仏作って魂入れず」になってしまう。われ

われが学科の基礎を重視し、自力開発を期待する理由も

と乙にあるわけである。 （清水正夫）

Il-B・ .専カリキュラムの比般的考察

文部省大学学術局技術教育課の「高等専門学校教育課

程の標準試案」第1章（総則〉第1節（高専の教育目標）には

その教育の目的と使命について次のように述べている。

即ち、 「深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力

を育成する」乙とを目的とし、豊かな教養と専門的な技

術を身につけた工業に関する有為な中堅技術者を養成す

るととを使命とするのである。

我々は、との目的と使命を達成するため、具体的に展

開された高専のカリキュラムを、他の各種の工業教育機

関のそれと比較し、特に一般教養科目と専門科目との比

率に考察の重点をおいて、調査に着手した。

調査の対象として、福岡県所在の県立普通高校、工業高

校、及び国立の短大、大学を選び、各校の学校要覧、学

校案内、文は履修要項、学科課程表によって、一般科目、

専門科目に大別した授業総時間数を算出してその概要を

明らかにし、検討の資料とした。参考のため犬丸直氏著

『高等専門学校制度と関係法令の解説Jより 、旧制専門

学校（官立）の授業科目及びその授業総時数をも資料中

に加えた。

授業時間数の算出に当たり、普通高校、工業高校にあ

っては現に実施されている授業計画により、まずこ、短大、

大学にあっては最小履修単位数lζ基づいて、各々の授業

時間数を算出した。一般科目と専門科目の分類は、大学

の教養部における分類に従い、また教養部て履修する科

目中特に自然科学科目のあるものについては、当該教養

部て一般科目と指定されてあるものは一般科目に、それ

以外のものは専門科目の時間数に加算した。

本校lζは、機械工学科・電気工学科・工業化学科の三

学科が設置されているので、参考のため、他の教育機関

についても、三学科に亘って調査した。

なおこの種の研究報告としては、東京都立工業高等専

門学校・加藤博助教授の、 「工業教育機関の授業時間数

の比較」と題した都立の各学校についての詳細な研究報

告が、同校研究報告第1号に掲載されている。調査の対

象校が異なるため、授業時間数や、科目の分類内容に若

干の差異が認められるが止むをえないことである。

我々の調査の結果は、前ページic一覧表としてまとめ

た。本調査の結果を見ると、概ね以下のようなととが明

らかなように考えられる。

1、専門科目の総時間数は、何れの教育機関に較べて

も高専の方が多い。大学に比較して700～1,000時間、短

大・工業高校と比較すれば、実に約2,000時間も多くな

っている。

大学と高専との閣の専門科目の時間数の差は、前記の

加藤報告ではさらに聞いて 1,100時間となるが、一方、

高専特集号ともいうべき本年の『リクルートメント』

No. 4掲載、文部省大学学術局・杉江局長の論文によれ

ば、大学における専門科目の総時間数を約3,000～3,200

時間と見積つであるので、その差は約600時間と縮まる。

しかしいずれの場合も、大学に比して専門科目の時間数

は多くを配当してあり、専門技術の習得にし功、lζ重点が

指向されているかが分かる。

2、専門科目中の実験、実習、製図等技能的要素を多

分lζ含んだ授業時間数について見れば、機械工学科・電

気工学科にあっては、いずれも大学のそれを上まわり、

短大・工業高校に比すれば、各科とも約2～3倍の時間

数になっている。乙の点に関しても、中教審の「短期大

学制度改善についての答申」 （昭和31・12・10）中にあ



る「実験・実習などを重視し…」とある意向が十分に採

用された結果であろうか。

3、乙れに反して、一般科目の時間数は、工業高校を

除く他のいずれの学校の卒業生と比較しても少い。大学

卒・短大卒に比して、それぞれ約1,900時間および1,300

時間、普通高校に比しても、 560時間少くなっている。

一般科目の内容をさらに細分して比較したとき、最も

目立つのは、人文科学の時間数であり、短大卒・大学卒

の約5割になる。次いてe自然科学の 6割弱乃至6割強、

保健体育の6割乃至7割、外国語の 7.6割乃至9割とな

っている。

一般科目の時間数の不足については「リクルートメン

トJNo. 4の杉江局長の論文中にも言及され、乙の弱点

は高専が五年間を通ずる一貫教育であるため、高校と大

学にみられるような一般科目の重復を避け、技術者とし

て必要な教養識見をもたせるととに重点をおいているの

で、内容的には数字ほどの差はないものと解説されてい

る。

4、一方、高専における授業の週当り時間数をみると平

均38時間で短大に次いで多く、最終学年にあっては週40

時間となっている。乙の週当り時間数をみるとき、かり

に、現在の高専のカリキュラムにさらに補うべき科目が

何かあったとしても、これ以上の時間数の増加は、教育

効果の上から期待できないのではないかと考えられる。

（甲木季資）

II-C 一般教養の場としての図書館

高専の教育のあり方を普通高校と比較するととには多

くの問題があるにせよ、学生の年齢も同じであるから、

普通高校の短所を見て反省し、同時にその長所をとり入

れることは必要であると思う。普通高校の短所（となり

がちなとと〉とは「大学進学のため」に役に立つととに

力を入れるあまり、人格形成の余裕をもち得ないととが

起る可能性である。もう一面の長所とは、芸術活動とし

ての文化部の活動が一般に盛んなととであり、絵画展・

書道展・活花展・音楽コンクール等への出品出場活動が

活発である。乙の点は大学ても然りである。

ところが高専では、下手をすると普通高校の上記の長

所を捨て、短所を採る可能性が生まれる。すなわち、理

工科系科目で授業の多くを占め、芸術や一般教養科目を

閉め出して、 「工場のため」の予備校になるおそれがあ

るのである。

大学入試のために予備校化するにせよ、工場のために

予備校化するにせよ、学園が予備校化する乙とは、教育

上最も警戒する必要がある。そうなったときには、教官

と学生には何ら心が通わず、それはただ、教官も学生も

35 

自分達の利益を求める集団となって しまうだけだからで

ある。

技術者だから芸術が必要とか不必要とかではなく、美

しいものを美しいと感じ、また、ものを考える人聞がで

きなければ学園とはいえない。

図書館は、との役目を果たす場所の一つであるべきで

私は次のことを望みたい。

1. 学生も教官もともに足を運び易い雰囲気を作る乙

と。

2. 開架式にし、色とりどりの文学書や大衆小説を備

え、文学に親しむような雰囲気を作るとと。

3. 壁面の一部は画廊の役目をも果たし得るよう設計

し、学生．の絵画展などに利用させる乙と。

4. できるだけ多くの複製名画や風景・美術品の写真

などを備え、適時壁面を飾るとと。

5. 文化祭（文科系の活動）やレコード・コンサートの

会場にも利用できるよう設計を考慮されるとと。

以上のようなことが、高専て正規の授業lζ不足しがち

な芸術教育の補足の役をわずかながら果たすものと思う

（樋口大成〉

上述の御意見には全く同感である。と乙ろで、本校の

学生諸君が実社会lζ出た場合には、従事する仕事の専門

家になることがいやおうなしに要求せられるであろうし

そうなると、ややもすれば読書は専門書のみに片寄って

しまい、時として手にする本は、頭を休めるための読み

やすいものになってしまうであろう。こうしたととは、

文科系出身の自分の乙とに照らしても、最近考えさせら

れている乙とである。自分が専門に研究している分野以

外のことについては、学生時代に図書館て読んだ乙との

知識にたよっているようなものである。学生時代は、そ

れが記憶力の旺盛な時期と一致するためか、そのときに

得た感慨はいつまでも鮮明によみがえってくる。学生時

代には片寄らず広く読んでおく乙とが、本校のような所

ては大切なことのように思えてならないのである。

（室永芳三〉

Il-D 集中か分散か

一一工学専門書について一一

近年、大学図書館の組織に関してセントラリゼーショ

ンの是非が論じられているが、わが高専においてはいか

にすべきであろうか。

大学図書館の組織は、

中央図書館一一各学部図書館

一一各教室図書室一一各教官研究室蔵書

の4段構成をとるのが普通である。当高専においては、

各学部図書館を除く 3段構成が一応考えられるであろ
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う。ところで、この中央図書館は学生の勉学のために図

書館資料と場所を提供することを主任務とし、教官研究

室蔵書は教官専用を旨として学生への配慮は無視されが

ちである。それはまた、前者の蔵書が学生利用を主目的

とするため教官の利用を得るに乏しく、逆に後者はその

高度の専門性ゆえに学生の利用には程遠いという現状と

もなるであろう。

しかし我々は、高専教育の到達目標の設定を、それに

応じた卒業研究の進展に従い、将来は学生にも教官並み

の高度の専門書を与えねばならぬという問題を考えてみ

なければならない。乙乙において、中央図書館には学生

用図書を、教官研究室には教官用図書をという載然たる

区分のもたらす弊害に気付くのである。本項てはとの問

題を論じようと言うのであるが、まず、高専における図

書費の予算費目別内訳を見てお乙う。それは、 ω図書購

入費および一般校費流用図書購入費、（司教官積算校費に

よる図書購入費の二類より成り、現状における両者の比

率は下表のとおりである。

図書費の予算費目別内訳

図書購入費 ｜ ｜ 教官積算校費lζ（川一般校費流用 i(B) 
｜ よる図書購入費図書購入費 I 

昭和38年度 59.0% 

昭和39年度 45.2% 

昭和40年度（予定） 34.0% 

41.0% 

54.8% 

66.0% 

(B）とから支出された専門書は各教室において管理運用さ

れる乙とが最も理想的ではあろう。しかし、ここで我々が

各教室図書室設置要求へと飛躍することは時期尚早と思

われる。それは、高専の今日の規模から言って、その設

置があらゆる面で経済性を欠くためである。そしてまた

中央図書館においてその機能に各教室図書室的なものを

加えるなら、我々の懸念する問題は充分に解消され得る

と思うからである。具体的に述べよう。各教官は研究お

よび教授のために必要な書物を長期帯出形式で手許に置

き、卒業研究の進捗に応じ、その指導と平行して学生に

教官研究用図書を貸与するのである。手許での利用度の

減ったものは次第に返却され、中央図書館蔵書との環流

が図られるであろう。

このような、絶えざる全体的有機的な図書運用の効果

を挙げる乙ととそ、われわれの懸念を解消する唯一の方

法かと思われる。それには、中央図書館の質的量的な強

化が前提となることは言を侯たない。狭小な高専の校地

であるから、中央図書館の位置選定さえ当を得れば、全

研究室はその行動半径100m以内に図書館を共有し得る

であろう。中央図書館への集中による管理人員、施設お

よび図書館資料の集約節減の益を考慮すれば、むしろわ

れわれは、乙の方法を乙そ高専に相応した組織形態と認

めざるを得ない。

高専図書館の組織は集中管理を主とすべきこと、そし

て適当な位置を校地内に占めて、充分にその機能を発揮

せしめるべき乙と、これが本項の結論である。

乙の表によると、（B）による支出分が大きな比率を占め （木本知男〉

ることが明らかであるが、教官の研究用図書がすべて（防 付寄宿舎別置の図書について

によって購入されている乙とは言うまでもない。それで 本校の寄宿舎にはいっている学生数は、全校生のほ Y

は、先に述べた学生の卒業研究用の専門書はいずれてー購 半数である。従って図書室ては、初年度より重複購入し

うべきであろうか。当然に（刈において予算を配当される ている辞典、事典、ハンドブック等の中て利用度の高い

べきであろう。しかし、決して満足すべき結果を期待て ものを寄宿舎に別置して、学生の便宜をはかっている。

きない現状では、甚だ不本意ではあるが、乙れもまた（B) これの管理には、 寮務主事及び寮図書委員（学生〉が当

をもって補助せざるを得ないのである。問題はさらに深 り、利用については各自の自律的管理によっているが、

刻となる。上の表の対比は実験講座担当教官の場合は過 現在に至るも図書紛失の不祥事件は起っていない。ては

渡期的なものに過ぎず、今後は教官積算校費の中に図書 その利用度はどうかという実際問題についてみると、図

費が占める比率が著しく減少し、その多くが研究実験費 書室の図書ほど活発に利用されていない。それは現在の

に充当されるに至ると想像できるからである。とするな 寮の設計上の問題とも関連してくる乙とになる。すなわ

らば、上の表に見た（B）の比率もまた、今後著しく低下す ち、一・二年がはいっている建物と、三年がはいってい

るであろうし、さらに学生の卒業研究用専門書の減少と るものとでは別棟となっているため、両棟の交流が容易

もなるのである。 てないこと、更に叉、ー・二年の棟には談話室があってそ

さて、乙の問題の解決にはいかなる方法を講ずべきで 乙lζ図書を置いているが、三年の棟にはそれがなく、－

あろうか。まず第ーに、（刈による専門書購入の増大を望 ・二年の棟へ足を運ぶのを三年生が面倒臭がる傾向が強

みたい。しかしそれが不充分である以上は、第二に、（B) い乙とであり、現在、寮別置の図書は充分に活用されて

によって購入した専門書の効率高い運用、すなわち教官 いないのが実状である。乙れらの問題は寄宿舎建設工事

用図書の学生への開放をもって解決したい。そして、仏）、 の完成を待ち、改めて企画を検討して運営したいと，思っ



ている。 （主永庁三）

II-E 技術教育としての

レファレンス、ドクメンテーション

高専は単なる技能者の養成機関ではなくて、第一段階

ては、大学と同様中級技術者の養成を期待する学校であ

る。大学（院〉 ・試験研究機関・生産機関等の科学技術

機関において、経験lζ富む上級技術者の一般的な指示の

もとに、あるいは限られた分野てはあっても単独で技術

上の問題ととりくみ、自ら解決し、展開して行くだけの

素養を必要とする。

科学技術の進歩が急激で、量も膨大なものとなって行

く乙んにち、専門科目の授業時数において田制専門学校

や新制大学にまさる高専においても、直接に接しう る内

容は極めて限られた範囲にとどまらざるをえない。われ

われが学科の基礎に重点を置くのは当然である。しかし

工学の目的が実用にある以上、問題の解決は現実的に最

も有利な点で行なわなければならなし〉から、進歩した最

新の技術に可能な限り自を及ぼす必要がある。

科学技術の進歩の足跡は、軍事上あるいは企業上の理

由のあるもののほか、多くは公開の雑誌・書籍等に科学

技術情報として公刊されている。いくら基礎学力を有し

ていても、問題の解決 ・展開に当ってこの情報を無視し

ては、労力・時間・物品・費用の浪費に終るだけで、と

きとしては企業の存否にも拘わる恐れがある。

また一方、自ら試験・研究・調査をして得た事績は記

録として残さなければ自分の業績が認められないばかり

でなく 、他人をして種々のむだをさせる乙とになる。

情報資料を利用するには、資料を見出し、内容を理解

する乙とができなければならない。内容の理解は関連事

項についての学力の問題であり 、その情報が外国語て示

されておれば、さらに併せてその外国語の学力を持たな

ければならぬととはいうまでもない。

ドクメンテーションの国際機関である Federation 

Internationale de Documentation （略称 ：FID）は

「情報資料の収集と保管、分類と選択、周知と利用」を

ドクメンテーションの定義としているが、目的は「利用」

にあるので、他はそのための手段である。

科学技術の分化がそれほど進んでいないころには、技

術者は自分自身が直接行なった情報資料の調査をもとに

して業務を進めて行けばよかったし、その調査の手段、記

録の方法は、結果さえ残っておれば、どんな我流であっ

てもそれで済んでいた。 しかし、情報資料が激増し、 技

術がいよいよ専門化細分化し、その細分した分野の調査

研究を組み立てて仕事をしなければならなくなった現在

ては、その処理法はすっかり変って来た。：少くとも同一
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科学技術機関ては、 ドクメンテーション組織を編成して

一貫した方法て収集 ・保管 ・分類 ・選択 ・周知までを行

なうか、あるいは手法を決めておいて、個々に収集 ・記

録された資料の保管・分類等を特定の部課て行なう必要

があるのであり、多くの大企業体てはいずれかの方法を

採用しているようである。

ところで、多くの高等教育機関では、教官が個々に文

献探索や報告作成の指導にあたり、 一応 ドクメンテーシ

ョンの手ほどきをしているが、上記の企業体における情

報の収集 ・保管 ・分類の手法と根本的には大差がないよ

うである。 われわれと しては個 の々手ほどきのほかに、

ドクメンテーションの基本的知識、普遍的手法を組織的

に学習させることが必要であり、学生の将来に大いに役

立つと考える。

化学関係を例にとろう。

ある調査、研究に関連する情報が一次資料から直接得

られる乙とはほとんどなく、多くは公開の二次資料から

求められる。 二次資料と しては、日本化学総覧、アメリ

カの ChemicalAbstracts，その他ドイツ・ソ連て発行

されている総合化学関係抄録誌が有力で、乙れらを利用

するのが通例である。企業体では、その性質から調査研

究の目的対象がかなりはっきり絞られており、関連事項

が非公開資料として蓄積されていることがあるが、それ

でも社内の二次資料から一次資料を求めなければならな

い場合がある。

高専はいずれも設立後まだ日が浅く、！おそらく大多数

の学校では、学術雑誌のパックナンバーの蓄積はほとん

どないのが現状であろうが、どんなに少ないといっても

抄録誌との関連をう まくつければ、ドク メンテー ション

教育の第一歩である 「二次資料から一次資料への到達」

の学習が可能である。

ドク メンテーション教育において、抄録誌はとのほか

種々な面で役立つ。たとえば、一次資料と対比する乙と

によって、抄録文のあり方 ・作り方が学べる。索引の必

要性・種類・配列方法（選び出し方〉も学べるし、また

求めている事物の索引から抄録文を見て、調査研究に必

要であるか否かの選択に至る手段なども学べるのである

ドクメンテーションの学習項目としては、なおこのほ

かにも、保管 ・分類 ・周知から、利用者の立場を考えて

の報告書 ・抄録文の作成lζ 至るまで、多くが挙げられ

る。

抄録誌はもとより 、一次資料源である学術雑誌類は一

年分を数冊lζ分冊すると してもかなり分厚く製本しであ

り、持ち運びは不便である。これらを自在に活用するに

は、各種の辞書・百科事典 ・専門書を併用しなければな

らない。また将来学術誌のパックナンバーをそろえ乙際
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には、必ずしも書冊形式のものにとだわる必要はなくマ

イ庁ロフィルム、 7 イクロカード形式として入手する ζ

とも考えられる。一報文に限るような文献は、マイクロ

フィ ルムとして入手することも多いであろう。乙れらは

マイ クロフィルム・リーダーなどの装置を使わなければ

ならない性質のもので、当然図書館には備えつけられる

さきに述べたように、われわれはドクメンテーション

教育をぜひ実施したい考えて’あるが、ドクメンテーショ

ンのために特別の室を用意し、図書・設備を重複させる

のはまったく無用の話てあって、図書館の一部をそのま

まとの集団教育に利用できるよう考慮すべきである。図

書館内にすくなくとも 1クラスは授業できるスペースを

設けるべきである。 （清水正夫〉

Il-F視聴覚サービス

高専図書館における視聴覚サービスにはしコかなるもの

を含むべきであろうか。学習の場に止まらずに一般教養

向上の場としての機能をも意図し、高等教育機関として

の高専の性格、本稿第I章lζ見た学生の家庭環境などの

諸条件をも考慮すれば、以下の施設、備品を具備すべき

かと思われる。

A.オーディオ個室

学生3、4人が入室可能、てき得れば防音壁を有する

個室を4、5室設け、各室にレコードプレーヤ一、テー

プ・レコーダーを備える。

高専カリキュラムは第二外国語を課しながら、その総

時間数は、およそ満足な習得に足るものではない。カリ

キュラム編成者は、その中級、上級の課程を学生の自学

自習に期待するかに見える。とするならば、その側面的

援助のため高専図書館は十二分に機能すべきかと思われ

る。勿論、語学は辞書とテキストのみでは習得不可能で

あり、乙とて我々は録音盤録音テープによる学習を推進

させたいのである。また我々は、英語、ドイツ語二ヶ国

語の教授指導のみで満足すべきではない。旧制高校にお

ける語学重視を想起しよう。語学習得の度合は高等教育

の程度をはかるノfロメーターであり、すべての教養の基

礎をなすのは周知のとおりである。そ，の重要性は（Il-

A,E) においても説いたが、高専における語学教育振

興のために、オーディオ個室はまことに最低限度の要求

であり、必備の施設と思われる。

また、この個室はレコード鑑賞にも用いられる。高専

カリキュラムにおいて、音楽の時間数はとったとしても

極めて少い。音楽愛好の学生lζ限らず、青年期の音楽教

育は重要と思われる。高専図書館は乙の面ても機能しな

ければならない。演奏面は無理としても、オーディオ個

室における学生の自由な鑑賞をゆるしてやり、その渇を

癒すべきである。

B.簡易L.L.装置

上記したオーディオ個室の一部には語学授業に必備の

簡易 L.L装置を合まねばならない。勿論われわれは、

鈴鹿高専のごとき、一学級同時使用の正規のものを理想

とする。しかし経費上困難であるとすれば、せめて簡易

L. L装置だけは是非設けたいのである。オーディオ個

室中（とやや広い一室（床面積約25111'）を設け、 10座席余

を設備すればよいてεあろう。

c.視聴覚ホール

映写装置とステレオ再生装置とを備える。

近年、教育文化映画、産業教育映画などの中・短編記

録映画の製作が非常に盛んになり、例えば原料から完成

品までの生産行程を実写やアニメーション入りて描く産

業映画は勿論、更に最近では東海道新幹線やダム工事、

あるいは東京オリンピック関係競技場施設や関連高速道

路などの完成までを興味深く描いた建設関係の記録映画

も数多く作られている。一般商業系統映画館ては上映し

ない視覚的に可能な限りの記録性を結集した乙れらの文

化映画を専門講義の進行状況に合せて随時上映して、鑑

賞させるととは実際の工場見学にもまさる教育効果をあ

げるであろう。現在の貧弱な高専のフィルム・ライブラ

リーの早急な充実と他の都道府県、市町村立、学校、団

体などの視聴覚教育フィルム・ライブラリーとの積極的

な相互交換利用促進が望まれる所以である。

ステレオ装置は勿論、優秀な高忠実度再生装置を備え

本来のレコード・コンサートはもとより外国語の授業、

とくに発音、発声練習から、叉最近多くなった非音楽レ

コード（実況録音、演説集など）の聴取まて・巾広い利用

を期すべきである。

D.マイクロ・リーダ一室

先般、ニューヨークて開催された世界大博覧会の会場

跡に、今世紀の文化遺産を永く後世の人類に伝える方法

として20世紀の優秀な学術論文や世界各国の有名新聞を

マイクロフィルム化し、厳重に密封のうえ、地下数十米

の処に埋め、その埋蔵地点の写しを全世界数千の図書館

に配布保存していると云うことである。将来の考古学の

あり方をも根本的に変えようと云うこの画期的な試みを

可能ならしめたのがマイクロフィルムの進歩であり、我

国でも国立国会図書館において中央紙はもとより散逸の

危険度の高い地方新聞を主体に新聞のマイクロ化が進め

られている。

精密光学機械の進歩lζ反比例して格納スペースの減少

と云う経済性をもったマイクロフィルム並びにとれを拡

大、投影するマイクロ・リーダーとそ次項Il-Gで後述

する複写装置と共lζ無限の発展性を持った視聴覚機材と



云えよう。従ってこのマイクロ・リーダーのほかにその

関連性から文献複写装置とこれに附随する暗室をも併置

するのが便利であろう。 （木村剛三〉

JI-G 文献複写サービス

科学技術の驚異的な進歩tc.伴う学問の専門化・細分化

は今後もますます文献複写の必要性を高めて行くから、

図書資料提供という図書館本来の業務の一環として、図

書館がそのサービスを行うこともまた当然であろう。

すなわち高専においても、高学年学生の専門講義に使

用する教授資料は単なる教科書やテキストのみではなく

学術雑誌の論文や洋書の原典などあらゆる資料から抽出

した複写教材が使用されるはずである。一方、教官研究

用の複写にしても、本来の狭義の文献複写の面にとどま

らず、人文科学系部門をも含めて最近では図書館相互間

の資料交換がマイクロフィルム化されて来ているので、

この面からの需要も増大して行くととであろう。こうし

た複写を、各学科や各教室でそのっと‘行っていたのでは、
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とほしい予算を細分化して優秀な複写装置も購入てきず

効果的な人員配置も望み得ない。

したがって、化学変化を起乙しやすい現像液 ・定着液

・感光紙などの消耗品から時間的・人員的なロスまでも

防ぎ、効果的な複写作業を行うために、ある程度プール

した予算て図書館に優秀な複写設備を整え、複写技術に

習熟した専任担当者（複写以外の乙とはしないという意

味ではなく、複写のことは必ずその人を通すという意味

の専任者）を置いて、これに当らせる、いわゆる集中管

理方式が望ましい。

複写機をフルに使用する需要量に達しない段階てeは、

緊急なもの以外は曜日を決めて行ない、更に後日の再使

用の際に役立つよう、複写した文献の書名・著者名・発行

所・頁数・枚数・規格・露出・感光秒数、請求学科、教官

名などの詳細なデータを記入する複写使用簿を整えるな

ど、より効果的な文献複写サービスの運営、管理に努力

すべきであろう。 （黒田芳則〉

I 各教科授業 と図書館利用

a. 現代国信
期生のコースを終える近い将来にゆずって、ここでは結

論だけを報告する。

開校第1年次の現代国語は、現代国語担任の教官が図 第1に、原典主義。作品丸本をテキストとする。

書係教官を兼ねたというよりも、図書係教官が現代国語 第2に、試験は作文（感想文〉一本てする一一作文教

の授業も担任するという姿勢てはじめられた（現代国語 育の超重点化一一。

の教官が図書係教官を兼ねる必然性は毛頭ないが〉。 大 文部省の「高等専門学校教育課程の標準（試案）」の

学と高校とを足して2て割った…というのが、高専の現 趣旨には、もちろん従っているつもりである。教科書も

実である。長と長とが寄り合えばよいが、短と短とが寄 持たせた。乙れは「周年令の普通高校生はどんなととを

り合うのが世の常である。 1期生諸君に「高専にはいっ 習っているか」という、学生自身の反省のためにも必要

て」という作文をまず書かせたが、乙れは夫子自らが書 だからである。乙の 3年間の教科書があとに紹介するレ

かねばならぬ題目であった。 パートリーのほとんどを収めていることも附記したい。

工業高校においてすら最低の時数である9時間の中に

さらに大学教養課程の内容までを目指す高専である。こ 予習として必読を課し、また教室て授業を進める上に

乙で時間が足りないとの泣き言はいうまい。高校フ。ラス 指定テキストを買えない学生が使うだけの複本を図書室

大学の 7年を 5年に圧縮したなかに、専門科目は工学部 に用意しなければならない。とれは、大学図書館の体質

の1.2倍もの時数が確保されている。乙れから産まれる 改善において、最重点のーっとして推進されている指定

高専生の円弱い”点は自ずと明らかであろう。乙れをな 図書のうちでも、とくに指定度の高いものに相当すると

んとかせねば……というのが、極めて単純な動機となっ いえよう。しかし、学生用図書費の現実は、そんなに多

た。受験勉強から解放された学生の余剰時間（あるはず くの複本購入を許さない。乙うと思った方式を実施する

はないが、たしかにある〉とエネルギーのなるべく多く ためには、教官積算校費（研究費〉てその一部を負担す

を、読書即現代国語の時間に指向させ、正規の授業時間 るという変則も止むを得なかった。

はそのためのガイダンスと考える一一これを基本線とし 3年次を終えようとしている現在、本校図書室に備え

た。 た「現代国語授業用」複本一ーもちろん、一般図書とし

現在わたくしの実施している授業法を、国語科教育法 て配架供用ーーのリストを紹介する（A表〉。わたくしの

として反省・検討する責任があると思うが、それは第1 原典主義授業のレパートリー紹介、 かっそれを可能にす
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るため図書室が備えるべき最低基準（書目と冊数〉とも

見倣されるであろう。学生にとっては一回きり、試行錯

誤は許されぬところであるが、 1回生と 2回生とではレ

fートリーの変更、改善を行った。また将来とも行わね

ばならない乙とも、もちろんである。

ここにつけ加えたいのは、複本数の右［こ注記した本校

売店における販売冊数である。読書週間は言属（どんべ

ん）がとれているーーとは、口の悪い図書館人の言葉で

あるが、さらに士をとったく買書〉指導も、読書指導の

うちではないかとひらき直っている。精選の責任は極め

て重いと自戒しつつ、社会人として巣立った高専生が、

一生く本を買う〉人になってほしいとねがっているので

ある。

最後に掲げる B表は、原典主義授業の効果の測定を試

みたささやかな統計である。現代国語3か年のしめくく

りとして、チポ一家の人々を3・年においてとりあけγご。
必読を課したとはいえ、との長編を学生がどれだけ実際

lζ読むかは、教授者として内心心配した点てあった。そ

れゆえ、同書の感想文を課した 2学期末の試験終了後、

無記名回答によって、学生各人がどれだけの量を読みど

のように評価したかを調査したわけである。乙の結果が

そのまま本形式授業の成果を示すとは限らないが、受容

された一応の目安はとらえられるであろう。これまた大

方の御批判を仰ぎたいと思う。 （棚町知弥）

A表図書室備付複本一覧

（附：売店より学生の買った冊数〉

(3期360名分）

キューリ一夫人伝 16冊 (134冊〉

余の尊敬する人物

j層、讐の彼方に（蘭学事始〉古古

藤村詩抄＊古

破戒肯＊＊

田舎教師＊＊

三四郎＊＊古

乙〉ろ交すす

出家とその弟子台育

思出の記（上）台育

。 （下）台育古

李家荘の変遷古台育

暗夜行路（前）古台育

。 （後〉すな台育

宣 言古

22~ 

40~ 

40~ 

40~ 

40冊

45~ 

45~ 

30q 

40冊

40ij 

20ij 

20 ij 

20 ij 

40問

(130 ~） 

(75~ ） 

(114~ ） 

(165グ〉

(2期240名分〉

(90冊）

(135 ~） 

(109 ij) 

(107 ij) 

(1期120名分〉

(51冊〉

(47 ij) 

(13 ij) 

(lOij) 

( 8 ij) 

(81冊〉

羅生門ほか古 40冊

保儒の言葉台 40 ij 

にどりえ・たけくらべ古 40ij 

若きヱルテルの悩み古女 40 ij 

チボ一家の人々 (1) 40ij 

ij (2) 30ij 

か (3) 30 ij 

か (4) 30ij 

ij (5) 40 ij 

チボ一家のジャック 6問

B表 『チボ一家の人々Jの受容調査

。延べて’何問分（白水社5巻本）読了したか

13冊 1名 4冊 6名

10 ij 4ij 3 ij 26ij 

8砂 3ij 2 ij 19ij 

7ij 6 ij 1 ij 17 ij 

6ij 5 ij 0冊 1名

5冊 19名

（以上38名は全巻通読〉 計 107名

総平均 3.75冊

。もっとも感銘の深かった部分

1914年夏 50名

灰色のノート 11 ij 

美しい季節 llij 

エピローグ 11 ij 

ラ・ソレリーナ 6 ij 

少年園 5 ij 

父の死 3 ij 

特記なし 10名

。評価

。 読んで非常によかった 22名

0 よかった 52ij 

ム 23ij 

× つまらなかった 8 ij 

回答なし 2名

b. 古 典

(32冊）

(17 ij) 

(23 ij) 

(10 ij) 

(31 ij) 

(11 ij) 

(13 ij) 

(13ij) 

て13冊）

高専における国語授業時数の不足については前項ても

説かれたが、普通高校との対比においてさらl乙少ないの

は古典の場合である。普通高校ては週2乃至3時間を当

てるのに、本校ては 1時間が得られるに過ぎない。教室

において、普通高校生並みの読解力をつけるのは至難の

業、学生の自学に期待すると ζ ろ大きい。教室てなすべ
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きことは、何よりもまず古典に興味を抱かせ、しかして 図説日本文化史大系・平安時代下 秋山鹿他

民族の文化遺産への関心を高めるととであるようだ。 まだまだ不充分なことはよく承知しており、 「源氏物語

一、二年生の授業では高校用古典甲の教科書（実教版） 大成」は無理としても、 「対校源氏物語新釈」までは備

を使い、数多くの作品に触れさせる。ことでは広さを求 えねばなるまいと、目下は書目の増加に意を注いてい

め、丸本主義はとらない。図書室ては、現代国語におけ る。しかし、上記のすべての帯出を禁じている現状ては

るテキスト複本の代りに、多種多様の註釈書・鑑賞手引 学生の深夜の自室における熟読は期待できない。当分は

書を備える。その数は高校図書館の場合よりも遥かに多 実現困難と思えるが、上記の一部の複本化を企図したい

くし、各自が選ぶ作品につき、その全巻の通読を奨励す のである。 （田中道雄）

るのである。

三年生には重点精読主義をとり、今年度はー学期に万

葉集（テキストはプリント使用）、二学期に源氏物語（テ

キストは武蔵野書院刊「校註源氏物語桐壷」使用）、三

学期に「冥途の飛脚」 （テキストはプリント使用、上・

中は転読、下の新口村のみ丸本〉をとりあげた。乙こで

は深さを求め、味読の喜びを知らしめるのである。大学

教養課程の議義と講読を折衷した授業を行い、特殊テー

マのレポート提出によって評価した。図書室は、一・二

年生同様の註釈書類の整備に加え、レポート制作のため

の諸参考図書を用意する。特殊テーマは、こちらが与え

た幾つかのヒントを参考とし、彼等自身が選択または創

出したものであるが、そのテーマ追求を通じて、多くの

学生が古典への興味を深め、喜びを見出しつつあるのは

喜ばしい。

ことで、図書室に備えた源氏物語参考図書のリストを

掲げ、御参考に供しよう。

朝日古典全書・源氏物語 1～7 池田亀鑑

日本古典文学大系・源氏物語 1～5 山岸徳平

c. If 史

高専ての歴史教育は、日本史二単位、世界史二単位を

履習するととになっている。乙れは普通高校はもちろん

のとと、実業高校lζ比べても縮減されており、高等学校

と同等の一般的学習の消化さえも困難な配当時間数であ

る。従って、乙の規定時間数の枠の中てのカリキュラム

の編成には、学校図書室の利用という点が考慮されても

よいのではないかと考えている。幸いにも、本校の図書

室所蔵の歴史関係の書物は、高校のそれに劣らないだけ

の内容を既に有し、特lと、地方郷土史関係の資料につい

ては、地元教育委員会の御好意を得て、充分な蒐集がな

されているのである。では、図書館利用をどのように具

体的に取り上げるかという点になると、現在の所では、

課題学習、或いは郷土研究のために利用しているのがほ

とんどである。課題学習と図書室利用についても問題は

多く、解決せねばならない乙とを多く抱えているが、と

乙では、時間的に縮減されている高専での歴史教育にお

いて、本校であえて郷土史研究を教材化している理由に

源氏物語評釈 1～3 玉上琢弥 ついてどく簡単にふれ、歴史・と図書室利用というテーマ

日本古典鑑賞講座・源氏物語

源氏物語（昇竜堂刊）

玉上琢弥編 の報告に換えたいと思う。

秋山鹿 郷土史研究を歴史教育の中に取り上げようとする場合

与謝野晶子訳源氏物語（河出書房新社刊）

谷崎潤一郎訳源氏物語 1～5・別巻

源氏物語の研究

源氏物語の世界

源氏物語新見

（中央公論社刊）

今井源衛

秋 山 慶

門前新一

源氏物語の旅 吉田精一

日本絵巻物全集・源氏物語絵巻（角川書店刊）

源氏物語事典

源氏物語事典上・下

文芸読本・源氏物語

日本文学史・中古

岡一男編

池田亀鑑編

中村真一郎編

久松潜ー編

文学に現はれたる国民思想、の研究 1 津田左右吉

岩波講座・日本歴史4・古代〔4〕 秋山光和他

日本の歴史3 （読売版）平安貴族 秋山慶他

日本の歴史5 （中公版）王朝の貴族 土田直鎮

に起る問題点については、既に多くの人々によって論じ

られているのでと乙では省略するが、単元に対する配当

時間の圧縮、地方史関係資料のもつ特殊性などから指摘

される多くの問題点を未解決のままにしながらも、郷土

の研究のために、独立した時聞を配当している大きな理

由は、本校の校地周辺が、郷土の古代文化をさぐるため

の宝庫となっでいるからである。

本校は、福岡と熊本の県境lとある丘陵地帯に建ってい

る。この丘陵地帯には、五世紀から七世紀どろと推定さ

れている円墳、前方後円墳が数多くある。例えば、本校

の敷地整備のプルトーザーによる削平工事中にも、三基

の横穴式石室が発見されているのである。また、校地の

西側を流れる諏訪川の河原からは、須恵器の破片が数多

く見出されるのである。との諏訪川と周辺古墳群との関

係、については、最近の研究て次第に明らかにされつつあ

り、校地周辺の古墳群をめぐる際には、途中に石人から
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南北朝ごろの仏塔まである。尚、これらの見学のために

要する時間は、教室を出て30分間もあれば往復できるの

であるから、誠にめぐまれた環境といえるであろう。

隣接する両県の荒尾・大牟田の両市は、それぞれ優秀

な市史の出版に努力され、既に大牟田市は 40年3月に

「大牟田市史上巻」を刊行した。その他にも、両市の文

化財調査委員会の調査報告が数多く出版され、それらは

すべて学校図書室に所蔵されている。乙れらの郷土史関

係資料より教材化を行い、実地見学や調査を行って、県

という行政区画とは関係なく、県境に立つ本校周辺の郷

土の古代文化史を自由な立場でまとめてみようとしてい

るのである。学生達の手になる労作の一部は、本校の学

校新聞に連載している。 （室永芳三）

d. 地理

地理は週に二時間で、高等学校では普通課程が週に四

時間、職業課程ては三時間であるからいずれにしても高

等学校より授業時聞が少ない。学生の専攻が工学である

から少い授業時間を生かすためには工業地理を主体とし

て授業をし、図書館を利用させればいいという考えかた

もあるかも知れないが、地理は地域と人間の関係を理解

するものであるから、乙れでは片手落ちだと思わざるを

得ない。自然環境の人聞に与える影響も大きいものがあ

り、やはり工業だけでなく、他の産業も含めて全体を理

解させる必要があると思う。しかし授業時閣の絶対数が

少ないため、全体を授業すれば無理が生じる。そのため

には図書館を利用して、補足的なととや新しい課題を与

えて勉強させる必要がある。地理ては地図や地域に親し

みを覚えさせる必要があると思う。そのために、新大陸

ととにアングロアメリカの各州を例にとって、各州の地

名について勉強させている。特にアメリカ合衆国ては、

ヨーロッパ大陸を始め各地の民族が乙こに移住し、彼等

の出身地や著名な人物の名を開拓地に名付けておるが、

それらのうち比較的判明しやすい地名を選びと、乙の園の

人達が開拓したかを調べさせている。乙れは、アメリカ

合衆国が世界の人種の、ルツボ、といわれる乙とを理解

させるためである。乙れには基礎的な資料が与えられる

のは当然である。これらの地名は、図書館にある地図を

調べればど乙の州にあるかすぐ理解されるが、それだ

けでは十分とはいえず、英語、ドイツ語、オランダ語、

ラテン語、スペイン語、ポルトガル語、イタリア語、ロ

シア語などの辞書を調べなければならず、英語以外の外

国語の勉強にも役立つと思っている。そのための準備と

して、図書館には諸外国語の辞典や外国製の精密、詳細

な地図（主として英語版〉、各国の地誌などを揃える必要

があるが、本校図書室の場合とれらはいずれも揃ってお

り、準備は十分だと，思っている。今後は英語版以外の地

図、特lζ ドイツ語版の地図を購入したく思っている。

地形図購入の要望五万分のーの地形図を購入したく

思っている。それは、地理の学習の補助や地形図を利用

しての地形図の見方や地形図lζ慣れるのみでなく 、休み

を利用してのサイクリング、ワンダーフォーゲル、登山

旅行などを実施する場合にはどうしても必要が生じるか

らである。ただの旅行案内や道路マップだけでは、地域

の景観の特色など充分把握するととはできない。そのた

めには、図書室に五万分のーの地形図を揃えたく思っ

ている。全国の地形図があれば申し分ないが、費用が約

七万五千円もするし、一度に揃えることは不可能と思わ

れる。さしあたり、九州全部の地形図（費用約一万三千

円〉を揃え、その後は順次利用度の高いと思われる地域

を加え、ぜひとも全国の地形図を揃えたいと，思ってい

る。 （日野尚志〉

e. 倫理・社会

倫理・社会は週に二時間であるが、高等学校でも同様、

週に二時間である。高等学校では昭和三十九年から実施

された。倫理・社会は「人間尊重の精神に基づいて、人

間や社会のあり方について，思索し、自主的な人格の確立

を目ざし、民主的で平和的な国家の形成者としての資質

を養うにある」とされている。内容は主として、人間と

は何か、古代から現代までの思想史、現代社会と人間関

係を取り扱っている。乙れらはいずれも授業として欠か

すととができないが、その中でも特に青年期や人生のあ

り方などは学生にとって大変興味を感じる所であると思

う。そのためには、単に人生の悩みや青年期の特徴を論

ずるだけでなく、世界の著名な人々が青年期をいかにす

ごしてきたかを知り、また、世界の著名な人々の小説や

随筆を自分て読んで、その中の主人公や人々がそのよう

な問題に対してどのように対処してきたかを自分て考え

る乙とが大切である。本校では、幸いにも国語の授業の

一環として読書活動が活発に行われ、乙の中にも乙の問

題に関する書物も取り扱われている。古代から現代に至

る思想、はその基本的な乙とは教授しなければならないが

著名な哲学者、思想家の著作ゃある一つの哲学（例えば

実存哲学とは何かの内容〉を実際に深く掘りさげるとと

には種々の困難がともなう。それは単に内容が抽象的で

あるばかりではなく、日本語訳の方法が難かしいためと

も言われている。そのため乙れらの本は、教場で読むと

とは一部の学生にとってかなり理解困難と思われるので

学生が自発的lζ読む乙とを期待している。学生が読むに

は、いわゆる学生に適する書物を選択して図書館に揃え

る必要があるが、本校では哲学の思想の書物が相当に揃
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っているし、国語の読書活動の準備として、人生論に関 合わせて、労働衛生管理の基本について、高学年に

する書物も多く、不自由はないと思っている。 おいて履習させたい。）

（日野尚志） 3.生物・家庭のカバー（普通乙の2教科との関連てすす

f. 数

I 現状

国4
寸・

指導は本の紹介を授業時に断片的lζ行っている程度て

組織的、定期的なものはない。学生側の利用度は、統計

によれば可成りの程度である。

Il 指定図書

次の理由て必要。

（ィ） 高専ては、バラエティに富む広い分野を足早に走

り抜けるために、突込みが浅く、練習不足lζ陥り易い。

（ロ） そのための高専程度の本は市販にされているもの

が少く、又その選択が学生自身ては困難である。

（例） Wiley：工業数学上・下微分積分学上・下

その他教育効果を立体化するために、目的に応じた各種

図書が必要である。 （学生の層、質、要求は多次元的で

ある。〉

(1) 数表・図表・辞典（立体幾何ステレオグラフ〉

(2）雑誌（数学セミナー・数理科学）

(3) Cタラスの学生のために、特に解説の懇切なもの

(4) A クラスの学生のために、深く広く掘下げて展開

したもの。

(5) 応用各分野の具体例に富むもの。

(6）一品料理的に、各単一テーマをまとめて解説した

シリーズ。 （東京図書：数学新書〉

(7) 夢と食欲を育て唆るもの。

パズル・伝記・随筆・読物風の解説。

（ライフ社：数の話）

(8）数学の山脈の峯々を示すもの。

（たとえ程度は高くても〉

(9) 原書（ハイスクール・カレッジ用のものから内容

平易なものを選択）

ω 特lζ高価なもの。 （井上盟朗）

g. 保健・体育

保健と体育あわせて週2時間、 5学年通して10時間と

いう授業時間はなんといっても足りない。しかも高専に

おいては、保健体育科として学生に望むべきこと一一守

備範囲ーーは、高校や大学の場合よりもはるかに広い。

具体的に列挙すれば下の如くである。

1.寮生の健康管理（ 1～ 3年生は高校生年令て、社会通

例よりすれば、親が健康を管理している。〉

2.労働衛生の基礎（卒業すれば工場現場において、皆中

堅技術者となる。法制科の労働法などの履習とも見

める保健授業の意義は、生物がないだけに更に一段

と重いものがあると考える。〉

4.レクリエーションのリーダーとなる素養一一競技Jレー

ル・審判技術など（競技ルール・審判技術の素養さ

らにレクリェーション一般についての基礎は、高専

生にとって、特に望ましいと考える。）

「少ない時聞により高く広い到達点を」との背反する

二要求の上に立つのは、保健体育科lζ限らず高専の一般

教科、乙とに国語、社会などに課せられた宿命である。

これが解決は、次の二つよりほかない。すなわち、実技

面においては、課外のクラブ活動を充実し、しかも選手

本位ではなく、全員参加のものとすること。次に、理論

面においては、図書館による自学自習を必修として課し、

また自発的に利用させる乙とである。

上記の原則にそって、昭和38年秋の開館以来、図書係

教官と密接な連絡をとり、保健体育守備範囲の蔵書充実

をはかつてきた。第3年次の40年度は、学生の年次進行

とも見合わせて、生理学、スポーツ医学、労働衛生など

の医学専門書も購入した。学生用の図書費は、上記の理

想を裏附けるには程遠いほど僅少である。体育科教官の

積算校費より購入した本をなるべく図書室に公開して、

学生諸君の利用をねがっている。上記各項の具体例を若

干かかげて御参考とする。

1.医学大辞典（南山堂）

家庭大医典（講談社） 家庭の医学百科（保健同人

社）など

スポーツ科学講座（大修館〉医学概論（沢潟久敬）

2.健康管理学・保健衛生学（迫達書院）

3.現代の生物学大系（中山書店）

岩波講座現代の生物学（岩波書店〉

4.講座現代レクリエーション（ベースボール・マガジ

ン社〉

レクリエーション総説（G.D.パトラー著〉

体育図書館シリーズ（不昧堂〉 29冊

キネシオロジーによる新体育・スポーツ選書

（学芸出版社） 11冊

登山講座（山と渓谷社〉 8冊

本校の教育方針として牛尾校長はいわゆる青白きイン

テリを排し、三本の柱の第ーとして、強健な体力をかか

げられている。 5年一貫、しかも受験によってゆがめら
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れない、高専の体育は、はなはだやり甲斐のある問題で

ある。少ない時聞にしかも高く広い結果をあげるのに、

図書館の寄与を期待すると乙ろ大なるものがある。

（寺本匡諜）

h. 英置科

日本における学校教育と学問研究の分野において、工

業高等専門学校の教育・研究がどのような位置を占め、

いかなる使命をもつか、そして、との高専の教育・研究

の領域において、英語科lζ課せられた使命はどのような

ものであるか。先ずこのことを明かにして、英語科がこ

の使令を遂行して行く上において、高専図書館の演ずる

part におよび、高専図書館と英語科の連関に触れて行

きたいと，思う。

高専教育の目的が、いわゆる中堅ないし中級技術者（

乙れらの呼称は主として企業の高専卒業生の処遇し3かん

によってその実質を決するものである）の養成であるな

らば、高専英語教育の目的ないし任務は、先ず、乙のよ

うな技術者の必要とする英語力、すなわち、工業技術関

係の報告書・雑誌・書籍類の読解力の画養でなければな

らないととはもちろんであるが、それと共に、高専学生

の円満な人間形成lζ資する乙とをも包含するものでなけ

ればならない。乙のような目的達成のため、本校におい

ては1年次より 4年次に至る英語教授の期聞を前後2期

に分ち、前期2ヶ年を基礎教育に、後期2ヶ年を応用的

教育に当てている。前期においては、発音・基礎文法・

単語・慣用語句・構文の習得、英文への親近感の増成を

主眼とし、後期においては、英語読解力の養成と、工業

高専の性質上、人格形成の偏頗を排除してその円満を期

するため、主として英米作家の文学作品を中心とした授

業を行うのである。後期の前半には、前期における基礎

教育を延長加味し、後半第4年次は、純粋な seminar

形式による授業の実施を予定している。また、工業英語、

ととに tethnicaltermsの習得は専門教科教官を煩わ

し、学科によっては初年次より実施されている。

以上のような本校英語教育活動の遂行に際して、図書

館の果す役割はし〉かなるものであるか。乙とでいう図書

館とは、いわゆる research-libraryをしばらくおいて

大学における undergraduatelibrary 的図書館を意味

するのであるが、とのような図書館の任務は、各教科よ

りそれに求められる要望事項を満たす乙とによって自ら

明白となるであろうから、以下、英語科よりの図書館に

対する要望事項を列記して見ることにする。

1.高級、特殊辞書類の整備。学生lζ対するこれら辞書

類使用の指示は、その都度、これまで英語科教官によっ

て度々なされて来たのであるが、乙とに学生の経済的負

担となるもの、あるいは使用頻度の低い辞書類は、図書

館において是非整備しておくべきである。本校図書室に

おいて、乙の要望は既に大体充足されている。

2. Reserved books制の実施。前述の前期・後期の

学力に応じた英米の読物を常備し、授業に連関して教官

の指導のもとに使用されるものであり、これは、特に学

生の自発的学習意欲を促進し、 varietyを与え、その人

間形成に資するとと大であり、文部省において予算化措

置をとられるべきである。

3. Audio-visual materials の整備。 乙とに語学教

育においては、教育の視聴覚化は不可欠の要件である。

乙れなくしては、語学教育は具体性・実践性を喪失して

死物と化するであろう。ソノシート・レコードのplayer

または stereoによる再生、テープの録音・再生、英米

事情紹介資料としてのスライド・映画フィルムなどの上

映なと、のために、常時に使用可能な視聴覚室一一少くと

も1クラス収容できて、更にこれにL.L(lO台～20台〉

ーーの設備を一部兼ねれば間然するところはないであろ

つ。

本校図書室も、その蔵本保管および学生閲覧室などの

space において、すでに限界に達しようとしているが、

乙れが、上述の本科よりの要望及び他教科よりのそれを

満たしつつ改革を遂げ、 researchlibrary の機能をも

加えた図書館に発展する時、それは文字通り本高専の心

臓となって鼓動するであろう。その日の到来の一日も速

からんととを、英語科として麹望するや切である。

（井芹龍成〉

i. 機械工学科

一般教科では、所謂参考図書としてー冊の本をかなり

の部数づつ揃え、講義と関連して読ませる方法が多く行

なわれているようである。しかし専門教科ではζの方法

ば適当ではないように思われる。およそ理工系学科にお

いては、頻繁に利用する本、絶えず手元におく必要のあ

る本、或はかなり密着して勉強する必要のある本が多

い。また理解の道程の覚え書きとして、書き込みの必要

を感ずる乙ともしばしばある。乙のような事情を考慮す

ると、専門教科の基礎的段階ては利用度の高い本は個人

の所有である乙とが望ましい。したがって図書館利用の

あり方としては、学生に図書に対して心を聞かせ、図書

に取りくむ意慾をおこさせるととを第一の目標とすべき

であろう。このため、基礎的段階においては、幅広く揃

えて一般的に学習の参考として利用するような方法をと

りたい。現在、専門図書、乙とに学生の学力に相応した

専門図書が少ない乙とも原因して、学生の利用は低調の

ようであるが、講義の進展とともに活発広なるものと期
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次に、基礎の知識を総合的に活用する力一ーとれは実

験と設計によって急速に高められて行くものである。こ

とに機械工学科においては、設計は極めて重要な意義を

持っている。 「基礎的な設計」 lζ対する自信は、技術者

として立つ上に非常に大きい力となるものである。乙の

点から、第二の目標として設計に関する図書および資料

の充実がのぞまれる。乙の種のものは、かなり形の大き

いもの、また高価なものが多い。利用度について考える

と、それぞれの場合に必要なのはその一部分づつという

ことが多い。したがって、乙の種のものに重点をおきな

がら広い視野て寺整備して行くのが適当と思われる。

第三の目標として学術雑誌の充実をあげたい。現在、

或程度は一般図書費で購入され、また各教官の手元には

それぞれ研究費て購入されたものがおかれている。しか

し乙れて充分というには程遠い感じである。乙とに学年

進行とともに卒業研究が始まると、乙れはかなり高度の

ものになると思われるので、との点からもかなり切実な

問題である。教官研究費の中で実験設備の比重が大きく

なってくる乙とが予測されるので、学術雑誌充実のため

の費用についての考慮がなされるべきであろう。

（下村竜太郎）

L 電気工学科

専門図書の性質は、機械工学科においても述べられた

ように一般教科用図書とかなり異なっている。乙乙ては

機械科と多少異なる所を述べるにとどめるが、その他は

機械科の図書選定方針と殆んど同じである。

電気工学の近年に於ける発展はめざましく、その上他

学科に比較し電気関係専門分野はかなり広範囲にわたっ

ていて、最近電気工学科のカリキュラムは変更を迫られ

ている。

例えば電子計算機を主体とする情報処理工学、システ

ム理論、情報理論、自動制御、超高周波工学、レーザ、

メーザ等、とれらは最近急速に発展した分野で現在とみ

に重要性を増している。乙れらの一部は当校のカリキュ

ラムに盛り込まれているが、それだけでは不充分なとと

はいうまでもない。そこで考えられるのが図書館の利用

であるが、 ζれらは皆簡単には理解出来るものではなく

相当な基礎学力を要し、文手元において時閣をかけて読

まねばマスターするのはおぼつかない。また学生もそれ

だけの時間的ゆとりがあるとは思われないのでこれらの

分野ては解説的な書物を選定し、学生の目を聞かせるよ

うにする。さらに深く学びたい者には、教官用図書を利

用させるようにする。さて、上に述べた分野の殆んどが

当校カリキュラムを離れたものであるが、これら日毎lζ
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発展する電気工学の的確な理解のためには基礎科目に重

点を置いた教育が望ましく、図書館の蔵書構成も基礎科

目（電磁気学・回路論・計測・半導体電子工学・電子回

路等）に重点を置く。程度は高校から大学院程度までと

するが、程度の低いものは数多く取揃えてもあまり役に

立たず、例えば「電気学会工高構座」ー揃いあれば充分

ではなし〉かと思われる。乙の他（1)補助教材として 16•

フィルム・スライド。（2))I S規格・ JE C規格・数表

・ハンドブック類・専門用語辞典は図書室に取揃えるの

が望ましい。 （辻一夫〉

資料I 有明高専図書室現書類目録抄

〔注〕教官室別置分を除く学生閲覧用のみ。括弧

内数字は未完結、文は一部未購入の全集物の最終完

結予定巻数を表わす。 （ 〕内数字は遂次刊行中の

全集物て既刊分のうちの購入済み冊数を表わす。

総記

国書総目録 岩波書店 (8) 

岩波講座現代 I/ 16 

岩波新書 。 〔悶〕

岩波文庫（100冊の本） I/ 〔212〕

中公新書 中央公論社 〔加〕

津田左右吉全集 岩波書店 (33) 

創元選書 創元社 〔お〕

筑摩叢書 筑摩書房 〔42〕

世界教養全集 平凡社 38 

東洋文麿 I/ 〔47〕

哲 学

中国の思想 経営思潮研究会 (12) 

岩波講座現代思想 岩波書店 12 

思想学説全書 勤草書房 （伺）

講座哲学大系 人文書院 (8) 

朝倉J心理学講座 朝倉書店 8 

西田幾多郎全集 岩波書店 (19) 

三谷隆正全集 I/ (5) 

出隆著作集 勤草書房 7 

シュヴァイツアー選集 白水社 9 

イートランド・ラッセル著作集 みすず書房 (15) 

歴 史

図説日本文化史大系 小学館 14 

日本の歴史 読売新聞社 12 

日本の歴史 中央公論社 (26) 

岩波講座日本歴史 岩波書店 23 

講座日本文化史 三一書房 8 

体系日本史叢書 山川出版社 (23) 

日本文化史 筑摩書房 (8) 
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日本歴史叢書 吉川弘文館 〔11〕 新天文学講座 恒星社 〔15〕

徳川禁令考 創文社 11 地学教育基礎講座 ダイヤモンド担： 4 

戦国史料叢書 人物往来社 (4〕 現代生物学入門 岩波書店 9 

福岡県史資料 福岡県 〔12〕 保育社の原色図鑑 保育社 〔12〕

世界史新書 至 文 堂 〔10〕 現代生物学大系 中山書店 (15) 

世界各国史 山川出版社 13 岩波講座現代の生物学 岩波書店 (9) 

世界の歴史 中央公論社 17 現代の記録・動物の世界 紀伊国屋書店 (6) 

人物叢書 吉川弘文館 〔130〕 工 学

ツヴァイク全集 みすず書房 19 技術の歴史 筑摩書房 10 

日本の地理 岩波書店 8 東京大学基礎工学 東京大学出版会 7 

世界の文化地理 講談社 (19) 基礎工業数学講座 朝倉書店 6 

新世界地理 朝倉書店 12 実用機械技術全書 棋書店 (19) 

旅 有紀書房 11 標準機械工学講座 コロナ社 27 

大航海時代叢書 岩波書店 (12) 設備工学講座 共立出版K.K (6) 

社会科学 現代電気工学講座 オーム社 (40) 

現代社会科学叢書 東京創元新社 〔15〕 標準電気工学講座 コロナ社 (18) 

岩波講座現代法 岩波書店 (15) 基礎電気工学講座 共立出版K.K (15) 

憲法講座 有斐閣 4 エレクトロニクス講座 砂 12 

労働法大系 。 5 解説エレクトロニクス・コース // 8 

西洋経済史講座 岩波書店 5 応用金属学大系 誠文堂新光社 15 

現代教育学 砂 18 新化学工学講座 日刊工業新聞社 12 

定本柳田国男集 筑摩書房 (35) 続新化学工学講座 // 6 

総合日本民族語葉 平凡社 5 産 難

自然科学 日本の産業シリ ーズ 有斐閣 23 

現代の自然観 岩波書店 3 芸 術

図説科学大系 平 凡 社 12 世界美術大系 講談社 25 

世界科学の事典 理 論 社 (6) 日本原始美術 。 6 

ライフ・サイエンス・ライブラリー（I.Il期） 現代の絵画 小学館 7 

タイム・ライフ社（14) 日本近代絵画全集 講談社 24 

新数学シリーズ 培風館 〔22〕 書道全集 平凡社 (9) 

近代数学新書 至文堂 〔20〕 新アサヒカメラ教室 朝日新聞社 7 

基礎数学講座 共立出版K.K 21 グラフイックデザイン大系 美術出版社 5 

新初等数学講座 ダイヤモンド社 10 大音楽家・人と作品 音楽之友社 (31) 

数学新書’ 東京図書 〔45〕 名曲解説全集 // 18 

市民の数学 共立出版K.K 8 体育図書館シリーズ 不昧堂 29 

朝倉数学講座 朝倉書店 20 スポーツ科学講座 大修館書店 (5) 

現代数学入門シリーズ 明治図書 〔3〕 スポーツ新書 ベースボール

物理学叢書 吉岡書店 22 マガジン社 〔7〕

ガモフ全集 白揚社 14 旺文社スポーツ・シリーズ 旺文社 23 

新物理学講座 ダイヤモンド社 12 キネシオロジーによる新体育

初等物理学 東京図書 20 スポーツ選書 学芸出版社 (11) 

コロナシリーズ コロナ社 〔19〕 登山講座 山と渓谷社 7 

新しい化学 共立出版K.K 10 語 ぶ「同f-

実験化学講座（正・続） 丸善K.K 〔お〕 講座現代語 明治書院 6 

大有機化学 朝倉書店 24 日本語の歴史 平凡社 7 

有機化学における物理的方法共立出版K.K (IO) 中国語講座 白水社 4 



英文法シ リーズ 研究社 3 

11 

(4) 

3 

3 

現代英文法講戸k I/ 

日1島フランス語講座 白水社

笠井スペイン語講座 。
東郷ロシヤ語講座 グ

ロシヤ語講座（日ソ学院版） 酒井書店 ..") 

ロシヤ語初級コース 白水社 3 

文学

世界名詩集大成

世界文学全集

平 凡 社

新潮社

世界文学全集（〔E〕Jjlj巻〉 河出書房新社

(18) 

50 

80 

(98) 

(56) 

(50) 

世界文学大系

世界の文学

世界古典文学全集

日本文学史

現代日本文学全集

日本現代文学全集

日本の文学

現代の文学

国民の文学

昭和戦争文学全集

日本文学アルパム

近代文学鑑賞講座

近代文学注釈大系

日本現代詩大系

明治文学全集

日本古典文学大系

日本古典鑑賞講座

万葉集注釈

源氏物語評釈

定本西鶴全集

寺田寅彦全集

啄木全集

鴎外全集

二葉亭四迷全集

芥川龍之介全集

概石全集

透谷全集

』1±l反雄全集

宮沢賢治全集

高見順日記

中国古典選

中国詩人選集（正 ・涜〉

新釈漢文大系

中国現代文学選集

魯迅選集

筑摩書房

中央公論社

筑摩書房

至文堂 6 

筑摩書房 76 

講談社 (109) 

中央公論社 (80) 

河出書房新社 (43) 

I/ (18) 

集英社 (16) 

筑摩書房 25 

角川書店 25 

有 精 堂 〔5〕

河出書房 10 

筑摩書房 (100) 

岩波書店 (100) 

角川書店 25 

中央公論社 (20) 

角川書店 (11) 

中央公論社 (14) 

岩波書店 (17) 

。（17)

。 22

I/ 9 

I/ 10 

I/ 19 

I/ 3 

角川書店 (10) 

筑摩書房 12 

勤草書房 (8) 

朝日新聞社 (12) 

岩波書店 33 

明治書院 (19) 

平凡社 20 

岩波書店 13 

諸注シェイクスピア双書

シェイクスピア全集

研究社

新潮社

ヘミングウェイ全集 三笠書房

ゲーテ全集 人文書院

資料E 有明高専図書室雑誌
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(20) 

15 

9 

12 

〔注〕※は教官室別置分

A 和雑誌

図書館雑誌

学校図書館

読書科学

日本古書通信

学術月報

文芸春秋

中央公論

世界

日本図書館協会

全国学校図書館協議会

日本読書学会

日本古書通信社

日本学術振興会

文芸春秋新社

中央公論社

岩波書店

朝日ジャーナル 朝日新聞社

リーダーズ・ダイジェスト リーダーズ・ダイジェス

ト社

Reader’s Digest Reader’s Digest 社

思想 岩波書店

思想の科学 思想の科学社

日本歴史 日本歴史学会

歴史教育 日本書院※

体育科教育 大修館書店※

学校体育 日本体育社※

新体育 新体育社※

体育の科学 体育の科学社※

自然 中央公論社※

科学 岩波書店

科学朝日 朝日新聞社

数学セミナ一 日本評論新社※

数学教育 明治図書※

数理科学 ダイヤモンド社

物性 横書店※

機械工ンジニヤ 産報

金属材料 日刊工業新聞社

機械設計 ク※

機械の研究 養賢堂※

工作機械の技術 日本技術資料K.K ※

内燃機関 山海堂

モーターファン 三栄書房

技能ヤング K.K技研

日本機械学会論文集 日本機械学会※

新電 気 オーム社

図説電気 電気書院

電気雑誌（オーム） オーム社
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電波数材 電波新聞社 ※

無線と実験 誠文堂新光社

電子科学 産報※

電子展望 誠文堂新光社

電子材料 工業調査会

電子計測 電子計測出版社

計測と制御 コロナ社

オー トメ ーション 日刊工業新聞社

電気学会雑誌 電気学会※

電気通信学会雑誌、 電気通信学会 ※ 

計測自動制御学会論文集 計測自動制御学会 ※

化学 化学同人社

化学の領域 南江堂

化学経済 化学経済研究所

ケミカル・エンジニヤリング 化学工業社※

化学技術誌 Mol オーム社

化学装置 工業調査会 ※

化学工場 日刊工業新聞社

化学工学 化学工学協会

化学工業 化学工業社

化学と工業 日本化学会

石油と石油化学 幸 書 房

日本化学雑誌 日本化学会※

工業化学雑誌 。 ※ 

有機合成化学協会誌 有機合成化学協会※

太陽

婦人公論

芸術新潮

みづゑ

平 凡 社

中央公論社

新潮社

美術出版社

朝日新聞社

音楽の友社

アサヒカメラ

音楽の友

ステレオ

Study 9£ English 

High School English 

英語青年

時事英語研究

// 

研究社

// 

。 ※

グ※

大学書林

日本文学協会

学澄社

至文堂

ドイツ語

日本文学

国文学

国文学 ・解釈と鑑賞

世界文学

B 外国雑誌

American Literature. (A) Q.※ 

Annals of Mathematics. (A) B-M.※ 

Chemical Abstracts, Complete Ed. (A) B-W.※ 

富山房

Classical Review. (E) 3 Nos.※ 

Communication on Pure and Applied Mathematics. 

(A) Q.※ 

Contribution to Differential Equations (A）※ 

I.E. C., with all Quarterlies. (A) M.※ 

Fundamentals. 

Process Design and Development. 

Product Research and Development. 

Journal of American Chemical Society. (A) 

S-M ※ 

Journal of Applied Physics. (A) M.支1

Journal of Chemical Physics. (A) S-M.※ 

Journal of Physical Chemistry. (A) M.※ 

Life. (A) B-W. 

Physical Review. (A) W.※ 

Proceedings of I.E. E. E. (A) M.※ 

Quarterly Review of 

English Literature. (E) Q.※ 

Reviews of Modern Physics. (A) Q ※ 

Review of Scientific Instrument. (A) M.※ 

Science Abstracts. (E) M.※ 

Section A Physics Abstracts. 

'' B Electrical Engineering Abstracts. 

Time. (A) W. 

Transactions of the A. S. M. E. Series A. B. C. D. E. 

all 5 Journals. (A) Q.※ 

Transactions of Faraday Society, including 

Discusstion. (E) M.※ 

Zeitschrift f. Physikalische Chemie. (E. G) 

ca 3 Bde.※ 

資料E よく読まれた本

分類別利用統計（本文29ページ参照）の表Cで

ある。ただし、延10回以上帯出のもの。数学に

ついては20回以上、文学については30回以上の

ものをとり 、各文学作品が全集等に収録の場合

は、乙の数値lζ含まれない。

。総記

天声人語（朝日新聞社〉

読書術（加藤周一〉

ム1哲学

（哲学一般・宗教）

シュヴァイツア ー関係書〔同選集他〕

幸福論（ラッセル〉他

聖書関係書（聖書他〕

おれについてこい．ノ （大松博文〉

14 

11 

9

6

2

1
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岩波茂雄伝（安倍能成〉 〔および惜様荘主人〕

徳川家康（北島正元）他

怪盗ヴィドック自伝他

（世界ノンフィクション全集38)

偉大なる道（スメドレー）

西郷隆盛（田中惣五郎）他

高い山（大内兵衛）

（地理）

何ても見てやろう（小田実〉

カナダエスキモー（本多勝一）

旅（有紀書房〉

新人国記（朝日新聞社〉

ニューギニ・ァ高地人（本多勝一）

新しいアメリカ（加藤秀俊〉

アメリカ（小田実）

若いヨーロッパ（阿部良雄）

ゴ‘リラとピグミーの森（伊谷純一）

アメリカ感情旅行（安岡章太郎〉。3社会科学

（政治、法律〉

なし

（経済〉

日本の会社（坂本藤良）

（社会、教育〉

学者の森（毎日新聞社）

（風俗、民俗学〉

エチケット（日高孝次他）

04自然科学

（自然科学一般）

小事典・科学の手帳（崎川範行〉

（数学〉

新数学シリーズ（培風館）

数学新書（東京図書〉

新数学工（遠山啓）

朝倉数学講座（朝倉書店）

基本問題・解法の手びき（矢野健太郎）

研修数学1 （小林善一）

基礎数学講座（共立出版）

学研数I （矢野健太郎）

新数学EB （遠山啓）

数EBの基礎（戸田清）

数学I研究（矢野健太郎）

研修数EB （小林善一）

数学パズル（藤村考三郎）

零の発見（吉田洋一〉

21 
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29 

28 

M
m
w
u
 

人間形成・ある根性〔正続〕 （毎日新聞社〉

岡潔の諸著書（春宵十話他）

三太郎の日記（阿部次郎〉

眼られぬ夜のために（ヒルティ）

人生論（武者小路実篤〉他

（心理学〉

短時間睡眠法（古閑永之助）

欲望（望月衛）。2歴 史

（日本史）

日本の歴史（読売新聞社）

炎は流れる（大宅壮一〉

岩波講座・日本歴史

江戸の刑罰（石井良助）

犯科帳（森永種夫〉

（世界史〉

世界の歴史（中央公論社）

夜と霧（フランクル〉

北京収容所（佐藤亮一〉

パルチック艦隊の最期他

（世界ノンフィクション全集31)

アジアの曙（山中峯太郎〉

漫画世界歴史（ミンゴーテ〉

いちばん長い日他

（世界ノンフィクション全集16)

世界各国史（山川出版社）

ユダヤ人（村松剛）

マッカーサ一回想記（朝日新聞社〉

歴史の教訓他〈トインビー〉

失われた大陸（アンドレーェヴァ）

おそるべき証人他

（世界ノンフィクション全集26)

ベトナム戦争関係書〔べ、トナム戦記他〕

ドレフュス事件他

（世界ノンフィクション全集15)

1914年 7月他（世界ノンフィクション全集13)

インカ帝国（泉靖ー〉

（伝記〉

キューリ一家関係書〔キューリ一夫人伝他〕

余の尊敬する人々（矢内原忠雄）

ケネディ関係書〔悲劇の大統領他〕

自叙伝（河上肇〉他

アラビアのロレンス（中野好夫）他

クレオパ トラ（エミール・ルートヴイッヒ〉

ツヴァイク全集（みすず書房〉

ナポレオンf云（エミール・ルートヴイッヒ）
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（物理学） ハムになる本（日本アマチュア無線連盟） 13 

ガモフ全集（白揚社） 147 電気数学（電気学会）他 11 

コロナシリーズ（コロナ社〉 48 電気工学原論（星合正治他） 10 

新物理学講座（ダイヤモンド社） 22 電気回路教室（森光三） 10 

物理の散歩道（ロゲルギスト） 22 （化学・化学工業）

新訂物理学（寺沢寛一） 21 基礎有機化学（フィーザー〉 29 

科学普及新書（東京図書） 20 化学（白井俊明他） 16 

基礎物理学（金原寿郎） 18 化学演習（白井俊明） 16 

物理学（柿内賢信〉他 18 一般化学（ポーリ ング〉 16 

相対性理論入門（エリ・ランダウ） 18 有機化学（プノレースター） 15 

初等物理学（ピョーリシキン） 18 物理化学（小野宗三郎他） 12 

理工系物理学入門（堀伸夫） 17 物理化学教本（鮫島実三郎） 12 

物理学概説（小谷正雄） 14 新しい化学（共立出版） 11 

物理学はいかに創られたか（アインシュタイン） 13 実験化学講座（丸善〉 10 

半導体物語（ポリソフ・ピヤトノワ） 13 実験分析化学（石橋雅義〉 10 

物理の世界（湯川秀樹他） 12 。7芸術

新しい物理学（福田信之他） 11 （芸術一般、諸芸、娯楽）

物理学概要（一瀬正巳他） 10 なし

（天女学・地学〉 （糞術〉

宇宙を探る（小尾信弥） 18 新アサヒカメラ教室（朝日新聞社） 17 

（生物学・医学〉 （音楽）

昆虫記（ファーフ勺レ） 71 名曲解説全集（音楽之友社） 15 

胃袋（飯島登〉 11 （演劇、映画）。5工学、技術 なし

（工学技術一般、産業） （体育、スポーツ〉

石のおのから人エ衛星まで（ラルゼン） 15 登山関係書（登山講座他〉 81 

現代の技術者（菊池誠） 11 サッカー（旺文社スポーツシリーズ12) 31 

人工頭脳時代（菊池誠） 11 車球 I/ 3) 25 

原子力潜水艦（ノーマン、ポルマー） 10 柔道 砂 16) 20 

（機械工学〉 軟式庭球（ I/ 5) 19 

加工技術シリーズ（産業図書〉 13 ラグビー（ I/ 13) 18 

金属材料（河合匡〉 13 陸上競技（ 砂 6) 17 

酸素アセチレン溶接及び電気溶接（桐淵勘蔵〉 10 東洋の魔女の 5年間（大松博文） 17 

（電気工学〉 オリンピック関係書（世紀のオリンピック他〕 12 

電気理論（電気学会〉 45 剣道（旺文社スポーツシリーズ15) 10 

新ラジオ技術教科書（日本放送協会） 29 。8語学

電気磁気学（電気学会）他 28 （言語学一般〉

電気磁気学演習（石川静ー） 26 すてんどぐらす（朝日新聞社〉 10 

エレクトロニクス入門（バーナード・グロプ〉 24 （困層学）

交流回路（宇野辛ー） 20 なし

電磁気学（川西健次〉他 19 （英語）

理工系のための電気工学の基礎（入江富士男〉 17 Oxford English Picture Readers 

電気回路論（安宅彦三郎） 15 その他オックスフォード版低学年向シリーズ 266

電磁気学概論（松田栄〉 14 英語に強くなる本（岩田一男） 30 

電磁事象（電気学会〉 14 英語の総合的研究（赤尾好夫〉 25 

電気磁気測定（電気通信学会〉他 13 Choice Reading Series （日栄社〉 24 
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西郷札 .（松本清張）

友情（武者小路実篤〉

橋のない川（住井すゑ〉

（世界女学）

く文学一般〉

なし

く中国文学〉

李家荘の変遷（越樹理）

阿Q正伝他（魯迅〉

く英米文学〉

風と共に去りぬ（ミッチエル〉

嵐ケ丘（E・ブロンテ）

武器よさらぽ（へミングウェイ〉

怒りの葡萄（スタインベック）

エリザ・シリーズ（アダムソン）

くドイツ文学〉

若きヱルテルの悩み（ゲーテ〉

アンネの日記（アンネ）

くフランス文学〉

チボ一家の人々（デュ・ガール）

ジャン・クリストフ（ロラン）

レ・ミゼラブル（ユゴー）

モンテクリスト伯（デュマ）

狭き門（ジイド）

ボヴァリ一夫人（フローベール〉

くロシア文学〉

戦争と平和（トルストイ〉

静かなドン（ショーロホフ）

アンナ・カレーニナ（トルストイ）

罪と罰（ドストエフスキー〉

カラマーゾフの兄弟（ドストエフスキー）

くその他諸国文学〉

なし
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よく読まれた作家

日本についてはその作品が延50冊以上、外国に

ついては延20冊以上読まれた作家をとった。

（日本） （中国）

①夏目減石 925 ①趨樹

②島崎藤村 520 ①魯

①吉川英治 408 （英米〉

④芥川龍之介 273 ①シェイクスピア

①田山花袋 251 ①へミングウェイ

⑤志賀直哉 221 ①ミッチェル

⑦有島 武郎 181 ④E ・プロンテ

①井上 靖 164 ＠スタインベック
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現代英文解釈法（荒牧鉄雄）

もうチヨットて英語は話せる （シャフスヌ）

英語の基礎（梶木隆一〉

英文法の研究（古瀬良則他）

（ドイツ語）

新ドイツ語入門（倉石五郎）

（フランス語）

田島フランス語講座（田島清）

新フランス語入門（前田陽一他〉

（ロシヤ語）

東郷ロシヤ語講座（東郷正延）

ロシヤ語初級コース（ポターポヴア）

（その他諸国語）

笠井スペイン語講座（笠井鎮夫）

09文 学

（和漢古典）

水論巴 （施耐庵〉

（日本文学〉

と〉ろ（夏目淑石〉

三四郎（ I/ ) 

破戒（島崎藤村〉

田舎教師ぺ田山花袋〉

宮本武蔵（吉川英治）

藤村詩抄（島崎藤村）

暗夜行路（志賀直哉）

それからの武蔵（小山勝清〉

新平家物語（吉川英治）

羅生門（芥川龍之介）

宣言（有島武郎〉

思い出の記（徳富健次郎）

出家とその弟子（倉田百三）

思響の彼方に（菊池寛）

私本太平記（吉川英治）

保儒の言葉（芥川龍之介〉

寺田寅彦随筆集（岩波書店〉

にごりえ（樋口一葉）

人間の運命（芹沢光治良）

吾輩は猫である（夏目減石）

音高く流れぬ（村上信彦〉

石川啄木全集（岩波書店）

智恵子抄（高村光太郎〉

氷壁 （井上靖）

坊っちゃん（夏目減石〉

土（長塚節）

しろばんば（井上靖〉

江分利満氏の優雅な生活（山口瞳）



「高専図書館置置基準」において、

特に考慮さるべき基本的諸問題

41 

32 

お

四

%

唱
i

噌
A

われわれは「高専図書館設置基準」のすみやかな制定

を望むものである。同基準は、大学図書館体質改善の最

近の道標である「大学図書館設置基準要項」に準じて勘

案さるべきであるが、大学図書館とはまたちがった特性

を賦与すべきととも明らかである。それらの基本的な諸

問題を以下に列記する。

I趣旨

I-1 高専図書館とはただ単に（中央〉図書館のみを

さすものでなく、各学科の図書室・教官研究室（図書）

などをも総括したものをいう。

I-2 「高専図書館」の果たすべき機能の主力は学

生図書館（undergraduatelibrary）にある。乙とに「総

合的な一般教養の場」としての役割は、大学図書館に比

し一層重大である。

130 

122 

79 

II 図書および資料

II-1 高専図書館における学生用図書と教官研究用

図書とは、全学的視野にだった有機的蔵書構成により、

おのおのその特性を充分に生かしうるよう、最高度の利

用効果を意図して管理、運営されねばならない。

II-2 高専図書館においては、指定図書、一般参考

図書など、授業や論文 ・レポート提出、また自学自習に

のぞんだ学生が必要とする、すべての図書および資料を

充分な複本数をもって整備すべきである。

⑦モーパッサン ・ 74 

①フローベル 45 

①パルザック 42 

（ロシア・ソビエト）

①トルストイ 243 

②ドストエフスキー 143

①ショーロホフ 107 

①徳富董花

⑪小山勝清

⑪倉田百三

⑫菊池 寛

⑬樋口一葉

⑭武者小路実篤

⑮寺田寅彦

⑮谷崎潤一郎

⑫松本清張

⑬芹沢光治良

⑮森 鴎外

＠石坂洋次郎

＠山本周五郎

＠野間 宏

⑧三島由紀夫

＠村上信彦

＠川端康成

＠石川啄木

⑤ロレンス

⑦アダムソン

（ドイツ語）

①ゲーテ

①へッセ

③アンネ・フラン ク

（フランス）

①マルタン・

デュ・ガール 502

①ロマン・ロラン 149 

③スタンダール 99 

④ヴィクトル・ユゴー91

④ジイド

①アレクサンドル・

T ニえて7
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内容目次（ 4ページ〉にお断りしたように、乙のあ

と管理と運営の諸章がつづくところを、紙面の都合

により割愛し、以下の附録をもってとれに代える。
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Il-3 高専図書館は、高専における学術研究を推進

するため、大学図書館の研究図書館（researchlibrary) 

機能に準じて教官研究用・高学年生用の専門書その他必

要な図書資料を収集・整理・保存するとともに、他大学

高専との共同利用についても配慮、しなければならない。

DI 施設・設備

DI-I 高専図書館の閲覧方式は、原則として全面開

架方式をとり、少なくとも次の 3つの閲覧室を設けるも

のとする。

A.自然科学および工学系閲覧室

B.人文科学・社会科学系閲覧室

c.新聞雑誌閲覧室兼軽読書室

〔注〕図書館は知的さらに情操的憩いの場でもあ

らねばならない。 C閲覧室は新聞閲覧台・（非専

門）雑誌・美術書・文学書などを備えて、いわゆ

るプラウジング・ルームの一部をも兼ね、乙乙て

は小声の談話も許される。

DI-2 上記の閲覧室には合計して学生総数の百分の

二十以上の座席を備えるものとし、上記A ・Bては演習

授業を行い得るよう各40席以上を備えるものとする。

〔注〕大学図書館の基準は「百分の五」より「百

分の十」に改訂された。大学より規模がはるかに

小さいことなどを勘案し、 「百分の二十」は最低

と考える。ちなみに「園立大学図書館改善要項」

例（大学図書館の学生に対する運営の改善につい

て〉の件）には「学生のための閲覧室座席は学生総

53 

数に対する相当数（10%～20%）用意するようっ

とめ………」と記しである。

DI-3 高専図書館には、閲覧室のほかに次の施設を

備えるものとする。

①マイクロ・リーダ一室（マイクロ・リーダーを

備え、視聴覚ライブラリーを兼ねる）

①オーディオ個室（録音テープによる語学学習、

レコード鑑賞などに利用する小部屋を数室〉

①小集会室（研究集会・討論会などに利用）

④整理室（事務室〉

⑦複写室（一部は暗室設備とする）

③館長室

⑦書庫（将来増築にても可）

〔注〕書庫lζ収納する図書は、雑誌パック・ナン

ノイ一、利用瀕度低下の図書などに限る。

]l-4 高専図書館の建築計画例を下図に掲げる。

有明高専図書館新世希望図

j学生数 1,（削名 蔵書数的，（削冊 座席比率 20%i 
j建坪 595.04m'(180坪） 延坪 l,190.08nf(360坪）

A （理工学系〉 76席〔内10は個席〕

j閲覧 B （人文・社会系） 78~ 
学生席小計 200席

；座席数 c （新聞・軽読書）泊。 （他lζ教官用10席）
オーディオ個室 18席

：書架能力 （開架） ABC3室あわせて 38,000冊 ．

（書庫〉 内部は積層 2層として 22，（削冊：

く全般的lとモデュラープランニング可能とする＞
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会を置くものとする。

図書館運営委員会は図書館長を委員長とし、各学科よ

り選出された各1名、並びに一般教科の人文社会科学系

と自然科学系の二系列より選出された各1名の教官、お

よび事務（部〉長をもって組織する。

v 職員組織

V-1 高専図書館の図書専門職員は、年少な低学年

生に対し、教育的指導的lζ接し得る資質をもたねばなら

ない。

V-2 高専図書館の図書専門職員は、夜間および休

日の開館を可能にする定数を配当されねばならない。

V-3 高専図書館の組織機構ならびに事務分掌事項

の概略は、図示すれば次の如くである。

（村上正男）

図書館共同研究あとがき

拙速を旨とした本報告をこ乙に敢て公刊する。われわ

れの徴衷をくみ、高専図書館の問題が、広く高専教育関

係者・図書館関係者にとりあげられて、爾後活設に討議

されん乙とを願ってやまない。その第一段階としては何

よりもまず高専図書館協議会の設立が望まれる。

校正の筆を捌くにあたり二、三を記させていただく。

①本共同研究は、有明高専

の校長・全員に近い教官・

事務長・図書室員の共同作

業であるが、甲木・清水・

西・品川・田中五教官には

担当部分のみならず、全般

的に参画していただいた。

疎漏も多いと思われるが、

そのすべての責めは、主と

して企画進行にあたった本

職にある。

①九州大学附属図書館の船

越事務部長・山崎整理課長

には、本職を通じて本研究

に対する懇切な御指導をい

ただいたととを深謝申し上

げる。

①最後に、感謝といささか

の誇りをもってつけ加えた

い乙とは、本稿の蔭の執筆

者が本校の学生諸君、乙と

に一期生の諸君であるとい

う乙とである。

町管理と運営

IV-1 高専図書館の長は、図書館行政並びに学生の

一般教養について深い理解を有する教官から全学的に選

ばれなければならない。図書館長は図書館運営委員会の

推せんにより校長が任命する。その任期は 2年とし、再

選を妨げない。

町一2 図書館長たる教官は、図書館の教育効果を高

めるため、授業担任の全部あるいは一部を免ぜられて学

生の指導にあたるととが望ましい。

〔注〕「国立大学図書館改善要項」の悼の（斗に「館

長は……その在任中は原則として授業は担任しな

いこととする乙と」、また悼の（斗に大学図書館に教

官ポジションを導入すべきことが示されている。

また一方、 「学校図書館法」第5条に「学校には

学校図書館の専門的職務を掌らせるため、司書教

諭を置かなければならない」とあり、同法第4条

第4項に「利用の指導を行う乙と」を明記してい

ることは、中学卒業生を受け入れる高専図書館に

おいて、特lζ留意されねばならない。

IV-3 高専図書館の管理および運営に関する基本方

針並びにその他の事項を審議するため、図書館運営委員
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図I 事務部長 ｜ 

｜ 庶務課長 I 

｜校長！

｜ 館長｜

学科
図書委員

｜学科｜図書 室 ｜

助手文は

教室員

乙寮

れ図

に書
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ずも

一
般
教
科

人
文
一
名

自
然
一
名

事

務

部

長

（
委
員
長
）

館

図 書館運営委員会

（
委
員
）

各
学
科
一
名

｜参考係｜

館長又は

図書係教官

9. 参考ネ

10. 調査研究

(10.の文献複写要

員として助手文

は教室員 1名〉

本中級聡以上の図書

専門職員にでも可

｜整理係 l

｜寝室｜

｜閲覧係｜

長

(1 名〉

1. 庶務

2. 会計

3. 渉外

(2 名）

4. 受入

5. 和書目録

6. 洋書目録

(3 名〉

8. 出納貸付

7. 書庫

棚町知弥＞

ぐ1966.2.15

図書係教官

事事分掌lま「国立大学図書館改善要項J（昭和初年1月大学

学術局）中の「国立大学図譜館事務分掌別項jによる．

（注）
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教科、身体の形態と体力、運動能力の

相関についての一考察

寺 本 匡 議

A Study of Interrelation between Physical Strength or 

Motor Fitness and Mental Strength and Type of Body 

Summary 

Masaaki Teramoto 

Though I had been taking interest in the subject電Interrelationbetween Physical 

Strength or Motor Fitness and Mental Strength and Type of Body’， I had only 

taken it up intuitively or only surmised it. I, however, obtained an opportunity 

to survey the matter minutely and some data on it, by dint of which, here, 

I have elucidated the subject, though p:irtiall y. 

はじ め に

戦後青少年の背たけ体重といった体格の伸びはめざま

しいが、体力や運動能力はむしろ戦前より低下している。

身体の形態的なもの（身長体重胸囲座高〉は明治33年か

ら調査され、世界でもめずらしい貴重な資料となってい

るが、体力や運動能力の面ての資料はほとんどない。文部

省の調べによると、たとえば13才の少年の場合60m競走

ては昭和9年に平均9秒 9だったのが、 37年には10秒1

と落ち、走幅跳も 9年の平均3m70が37年は 3m40と低

下している。特lζ運動能力は中学高校によると受験がひ

びいてめっきり落ちるといわれる。東京オリンピックて

は水上陸上がふるわず、青少年の体力不足をさらけだし

た。そこで青少年の体力強化をはかるため、文部省は昨

年からスポーツテストの全国的普及に乗りだした。昨年

5、6両月10才から20才までの青少年の体力運動能力調

査を全国的規模で行なった。 （小、中、高校が青森・福

島・静岡・大阪・香川・長崎など 9府県、一般勤労青少

年は宮城・茨城・三重・福井・兵庫・福岡・大分など23

府県）このように毎年行われんとしているスポーツテス

トによって、体力運動能力については明示されるととだ

ろう。一方戦後のベビーブームも中学から高校、今明年は

大学へと進んでいる。最近の入学難ははげしく、受験勉

強のため体力運動能力にも何彼につけ影響する乙とだろ

う。勉強と運動は両立するか否かと云う乙とは、昔より

色々と論議されている。そこてご私は多年考えていた体力

・運動能力・身体の形態と勉学との相関関係如何と云う

点について、平常関心を持っていながら直観的に解釈す

るか単に憶測するのみで乙れらについて詳細に調査する

資料や機会を得なかった。幸い昭和38年度の本校入学生

（受験者1,6'0名中合格者120名の難関を突破した一応優

秀な男子学生〉について、調べて見ることにした。もち

ろんこの一時点の調査からただちに決定的な結論を出す

乙とは早計でもあり、本調査の直接の目的でもない。今

まで単lζ憶測の域を脱しえなかった私の関心に対し、一

つの実例実証を提示することを第一の目的としたい。

下記公式により相関係数を求めた。

、，J
－
u
一

K
一n

u
一

Z
一一一一u

qM
一
n
一

、、，ノ一作一
n

S
A

一
V

－
 

Z
一一一一V

su=.Iu2f(u）ー（P）×u

Sv=_2'v2f(v）ーCl'v）×v

Suv=.2uv-(.2v)v 

r Suv 
一 一 一

〆吉正吾正一

判定の基準 0.5以上 有り

0.4～0.2 やや有り 0,19.9以下無し

対象・・・・・・本校二年男子学生全員

測定検査方法...・ H ・－－文部省スポーツテスト lζ準拠

教科成績・・・・・・第一学年末綜合成績
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て居るのは反対の係数があるのではないかと思われる。

然しその裏を如何にして見きわめるかは今後の研究とし

全体的に見て50mと教科の相関は非常に弱いが身体的面

おいて強いといえるだろう。

1 

表1.1から表1.9までの相関係数を見ると、体重の0.29

を筆頭に胸囲の0.23と段々になり、社会の0.15と連なっ

て居る。最初に決めた基準に照らして相関を見ると体重

と胸囲がややあり、次は身長において少々匂いがする位

て他はなしと判断せざるを得ない。国語においてーが出
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胸囲共にややありとなる。普通一般に考えられる事と思

われる。教科については有意性の問題として後の研究に

待つ乙とにして、身体の形態的面に於ては前述の通り相

関はありと判断する。

1 

2表は走り巾跳との相関て、その係数を見ると体重の

0.5、身長の 0.45、胸囲の0.23となり、教科の面に於て

は理科の 0.134て他はほとんど取るに足らない係数ばか

りである。決めた基準によれば体重に関してはあり身長

1 
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表 3.1 社 会 とボール投げ

v I ~ j子l子l---!-l－；！－＋－~I ~~iy) I vf(v) I内（v)I 
2 75 4 4 

1 別 1 17 11 

。 85 1 10 8 

-1 ω 2 11 8 

-2 95 1 2 

f(u)=f(x) 4 43 33 

uf(u) -8 -43 。
u2f(u) 16 43 。

v -1 12 7 

UV 2 -12 。

表 3.2 英語とボール投け． r 0.04 

χI 19 I 22 lぉ 128 I 31 I 34 I 37 

48 I 1 

国 1 2 1 1 

73 9 7 1 

槌

93 

3 3 2 

2 

表 3.3 国語と ボール投げ r 0.17 

11 ぉ1 19 1 22 I 25 I 28 I 31 I 34 I 37 

70 3 5 3 1 

75 3 13 10 6 4 1 

80 2 1 12 15 3 1 

85 1 4 12 3 1 

90 1 1 2 4 

95 1 1 

4 

づvu 

2 4 

-13 -13 

-6  。
-6  6 

-1  2 

26 52 

a
u
a
u

マa

n
u
n
υ

噌
i

お

o
m

35 35 

25 0 

29 -29 

3 - 6 12 

沼 2 105 26 128 -24 -1 

お 4 -24 

23 8 90 U＝ーo.おお＝121.5

7 1 26 v=O. 25 Suv=4. 9 

7 2 -1 
Su=84.5 r=0.05 

表 3.4 理科とボール投け． r 0.027 

11 27 I 35 

64 1 3 3 2 

73 1 22 20 10 4 

78 2 5 3 

包 3 10 3 

88 1 3 

93 1 2 

表 3.. 5 平均点とボール投け． r 0.035 

"J ~ 19 l 22 l 25 I 28 I 31 l 34 1 37 

68 1 2 2 

73 6 10 1 1 3 

78 3 15 17 9 2 

83 2 7 12 6 I 

88 4 

93 I 
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表 3.6 身長とボール投げ r 0.47 表 2.8 体重とボール投け・ r 0.35 

1J xi 19 1 22 1 25 1 2s I 31 1 34 1 36 "! 25 ¥ 28 ¥ 31 I 34 

152 1 1 43 2 2 

158 3 3 3 48 2 10 5 1 

163 1 3 15 9 1 53 1 3 11 7 5 1 

168 1 3 11 15 9 2 58 3 8 13 6 

173 1 3 4 5 4 1 63 1 2 9 6 5 

178 2 3 1 1 倒 3 1 

表 3.7 数字とボール投げ r 0.037 表 3.9 胸囲とボール投け． r 0.33 

1オ x I 19 I 22 I 25 I 28 31 34 "J イ19 I 22 Iぉ I28 I 31 I 34 I 37 

48 1 2 1 2 75 1 

53 
78 3 1 1 

58 
3 5 

81 1 4 10 9 3 2 
63 

68 2 3 2 1 84 1 3 13 11 4 1 

73 3 13 9 5 2 87 8 7 4 1 1 

78 卯 1 1 5 1 2 

83 1 7 13 9 2 
93 1 3 1 

88 

93 2 4 7 1 

98 2 1 

3表はハンドボール投げを主体にした相関係数で、全 跳の場合体重0.5であるのに、此の表ては身長0.47と身

般を見て身長の0.47でありの部、次に体重の0.35、胸囲の 長との面に出て来ている。教科についてはほとんどな し

0.33でやゃあり、前表の走り 巾跳と同様身体の形態的面 と判断される。

においては、相関関係は大体ありと判断される。但し巾
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表 4.1 社会と懸垂屈伸
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表 4.6 身長と懸垂 r 0.07 表 4.8 体重と懸垂 r 0.099 

"If χ！ 3 i s I s I 11 / 14 1 11 1 19 1J χI 2 1 s / s / u J 14 / 11 I 20 

152 2 43 2 1 2 

158 3 2 4 2 48 6 5 3 1 2 

163 5 11 6 3 4 53 3 10 6 5 2 

168 5 14 13 6 2 1 58 1 2 15 19 5 

173 2 8 6 3 回 4 6 8 2 2 1 

178 1 1 3 1 回 1 1 2 

表 4.7 数学と懸垂 r 0.15 表 4.9 胸囲と懸垂 r o.u 

y χI 2 I 5 ! s J u I 14 J 11 J 20 y 
第／ 2 1 s / s / u I 14 / 11 

48 1 1 2 2 
75 1 

53 
78 4 1 

58 1 3 1 3 

81 1 7 9 9 3 2 
偲 1 

68 1 4 3 1 84 4 14 13 3 

73 1 5 11 11 5 87 3 9 5 2 2 

78 
卯 1 2 2 3 1 

83 6 5 12 9 3 2 
回 1 1 2 1 

88 

93 2 6 6 

98 1 1 1 1 

4表は懸垂屈伸との相関係数て全般的にほとんど係数 の関係ありと先入的に思ったが全然なさそうだ（他の表

上からは関係ありとは思えない。今までの表（1～3) より倍位計算したが）。胸囲が少々あるのではないかと、

では身体の形態的面に何らかの関係を認めたが、此の表 匂いがする位で、有意性の問題として後の研究課題lζ残

では本当に見当らない。特に一般的に考えた場合体重と したい。
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表 5.1 社 会 と 反 復 横 跳

u 一2 ~ -1 i 。 1 
v 「瓦一＝f(y)I vf(v) I v2f(v) I 

'Y X ; 28 32 36 40 
u vu 

2 0 3 8 2 1 14 28 56 1 2 

1 1 3 18 12 。 34 34 34 7 7 

。。 5 17 3 1 26 。 。 。 。
3 12 11 1 27 -27 27 10 -10 

-2 0 。 3 。 。 3 -6  12 

f(u)=f(x) 1 14 58 28 3 104 29 129 18 -1  

uf(u) -2 -14 。 28 6 18 

u2f(u) 4 14 。 28 12 58 
u=0.17 Sv=120.83 

v 1 6 16 5 1 29 v=O. is Suv=-6. 04 

UV I -2 -6 。 5 2 -1 Su=55.94 r＝ー0.073

表 5.2 英語と反復横跳 r 0.28 

11 28 33 38 43 

48 

関 6 

63 1 3 8 4 

68 3 12 

73 8 8 2 

78 7 11 2 

83 4 12 1 

88 3 6 1 

93 1 1 

表 5.3 国語と反復横跳 r 0.075 

11 28 33 38 

65 1 

70 3 7 

75 1 9 23 

80 9 20 

85 5 8 

90 3 4 

95 2 

43 

1 

5 

3 

表 5.4 理科と反復横跳 r 0.066 

aU 
9
d
 

9
u
 

qο 泊先世

σ 40 44 

64 8 2 

73 3 1 10 32 14 

78 1 2 6 4 

83 6 3 5 

88 5 

93 2 1 

表 5.5 平均点と反復横跳 r 0.079 

'Y 28 33 38 43 

68 1 6 

73 1 6 10 4 

78 12 27 5 

83 8 19 

88 2 2 1 

93 1 
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表 5.6 身長と反復横跳 r 0.208 表 5.8 体重と反復横跳 r 0.208 

0
0
 

9
d
 

qδ つdm
 

χ
 

匂
d 43 

152 1 1 43 3 1 

158 1 4 5 1 48 5 11 1 

163 7 17 3 53 1 IO 13 3 

168 13 24 2 58 6 21 3 

173 3 14 1 63 4 7 2 

178 1 3 4 68 1 ヌ

73 1 

表 5.7 数学と反復横跳 r 0.022 表 5.9 胸囲と反復横跳 r 0.055 

γ 33 38 43 1t 33 38 43 

48 1 6 75 

53 78 1 3 1 

58 2 3 2 81 9 18 4 

63 4 6 84 11 20 2 

68 87 9 IO 1 

73 IO 17 5 90 8 2 

78 93 6 

83 6 21 2 

88 

93 5 10 

98 1 2 1 

5表は反復横跳との相関係数であるが、此の表も前表 にとんだ種目であるが、身体の形態的面に於てもほとん

と同様ほとんど関係ありとは考えられない。特に教科面 どなく 、体重に少々ありと思わせる位て他はない。

lζ於ては全然なしと判断される。元来反復横跳は敏捷性
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表 6.1 社会と垂直跳
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表 6.2 英語と垂直跳 r 0.15 
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表 6.3 国語と垂直跳 r 0.13 
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表 6.4 理科と垂直跳 r 0.侃5

xi 39 / 50 1 54 1 弱｜判 67

64 1 2 4 1 1 

73 4 28 13 13 3 1 

78 4 4 2 2 1 

83 2 6 3 3 1 1 

88 2 1 2 

93 I 1 1 

表 6.5 平均点と垂直跳 r 0.018 
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表 6.6 身長と垂直跳 r 0.24 表 6.8 体重と垂直跳 r 0.38 

If xi 34 143 I必 51日｜日｜田 168.5 γ χ｜ぉ｜沼 143I必！日 I5s I回｜回

152 1 43 3 1 1 

158 1 5 2 3 48 1 8 6 1 

163 13 6 7 1 2 53 2 12 9 5 2 1 

168 1 9 19 9 3 58 6 12 8 2 

173 1 3 5 5 2 1 63 1 1 7 11 2 1 

178 1 4 2 1 68 1 1 1 

73 1 

表 6.7 数学と垂直跳 r 0.24 表 6.9 胸囲と垂直跳 r 0.22 

y x／ ぉ｜ぉ143I必｜日！日｜田｜回 y x／ ぉ｜ぉ｜必｜必！日｜田｜田｜回

48 1 2 1 72 

出 75 1 

58 1 1 5 1 78 2 2 

臼 1 4 2 2 81 1 1 .13 10 6 1 

68 84 2 9 13 7 2 1 

73 1 9 14 6 1 87 5 8 5 2 2 

78 90 1 1 1 6 

83 1 4 12 10 4 2 93 1 2 1 1 

88 

93 2 5 5 3 1 

98 2 1 

6表は垂直跳との相関係数であるが、体重の0.38、身 ては今までの表とほとんど同じであるが、数学・社会に

長の0.24、胸囲の0.22と、はじめに決めた基準lζ照らせ やゃありと思われ、有意性の問題として後の研究に残し

ば、身体の形態的面にややありと恩われる。教科面に於 たい。
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表 7.1 社会と握力
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表 7.3 国語と握力 r 0.03 

守

A

9

d

q

d

噌
A

9

d

1

2

3

2

2

4

 

χI 32 -1 37 I必 I~1 I臼 I57 

5

0

5

0

5

0

－U
 

G
U

円
d

可’

Q

u

o

o

n

3

n

3

2

5

4

5

2

 

唱

i

噌

i

a唖

Q

u

n

y

a

A

τ

T

A

2

3

5

1

 

1 

唱

i

2

5

2

1

 

1

2

6

5

2

 

4 1 

Q

d

n

3

n

ヨ

噌

i

噌

i

唱

i

11 

22 

107 

-8 

27 127 -8 11 

u＝ー0.075 Sv=120.25 
44 I 134 

8 I 27 

16 I 11 Su=l28 r=O. 09 

v=0.25 Suv=12 5 

5 

表 7.4 理科と握力 r 0.01 

x/ 31 I 35 I 39 I必 ／47 / 51 I 55 

64 4 2 0 1 2 

73 I 8 13 13 10 8 3 3 

78 2 6 4 1 1 1 

お 2 5 4 4 1 

88 1 1 2 1 1 

93 2 

表 7.5 平均点と握力 r 0.011 

7J xi辺 I37 I 42 f 47 I 52 1 57 

68 1 2 2 

73 5 3 8 1 4 

78 6 13 13 9 4 2 

83 2 6 14 5 1 

88 1 2 2 

93 1 
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表 7.6 身長と握力 r 0.34 表 7.8 体重と握力 r 0.456 

'Y ~ 32 i 37 ! 42 I 47 1 52 ¥ 55 'Y 37 I 42 I 47 I 52 / 57 

152 2 43 4 1 

158 4 1 3 1 2 48 3 6 7 2 

1回 2 13 9 3 53 2 8 9 7 1 

1伺 3 9 15 9 4 1 58 1 8 11 6 4 

172 5 5 1 2 1 臼 3 10 5 4 2 

178 1 5 2 笛 2 1 

73 1 

表 7.7 数学と握力 r 0.094 表 7.9 胸囲と握力 r 0.54 

11 χ132 137 142 47 I s2ロア 11 x/ 32 I 37 J 必 I47 1 52 / 57 

48 1 3 1 75 1 

53 78 3 1 

58 2 2 3 1 81 8 10 11 1 

回 84 2 7 13 10 2 

68 3 2 1 2 1 1 f?!1 2 3 9 6 1 1 

73 4 7 13 5 3 卯 2 2 1 3 

78 93 1 2 1 1 

83 2 7 14 5 3 1 

88 

93 7 6 2 

98 1 1 2 

7表は握力との相関係数を表したものであるが、教科 やゃありと判断される。特に乙の表て胸囲体重共に0.5

面に於ては前表同様全然匂いがしない。 此の表で胸囲の の上下にあるのは一考を要せられる。

0.54、体重の0.456共にありと思われるし、身長の 0.34は
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0.33 r 力筋背と長身表 8.6
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2表3表 7表と同様にはっきり相関関係があると思われ

る。形態面て三者共にはっきり出ている係数については、

もっと深く分析し解明するのは今後の研究課題としてや

って行く心組みである。

8表は背筋力との相関係数を表わしたものであるが、

教科面に於ては前表同様殆んど見当らない。然し此の表

で特lζ身体の形態的面に於て、胸囲の0.5、体重の0.458共

にありと判断され、文身長の0.33もやゃありと恩われる。
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昭和39年度に於ける16才の運動能力の本校と全国平均の比較及び各教科・形態との相関

種 目 ｜全国 本校 フ合て！；＂ J五口 数学 国語 社会 理科 平均体重胸囲身長

0.07 0.027 -0.008 0.015 0.119 0.007 o. 29 0.お 0.186 

走り巾跳必3.55棚 418.96 0.069 -0.031 0.022 0.009 0.134 0.107 0.5 0.23 0.45 

ハンドボール投｜ 28.25m 26.37 Iー0.04 -0.037 0.17 0.05 0.027 0.035 0.35 0.33 0.47 

懸垂腕屈伸 8.75回 0.15 -0.18 0.15 -0.06 0.12 0.099 0.24 0.07 

反復 横跳 40.50回 37.30 -0.28 0.022 0.075ー0.073 0. 066 -0. 079 0.208 0,055ー0.002

垂 直 ~~ 0.15 0.24 -0.13 0.28 0.065 0.018 0.38 0.22 0.24 

背 筋 力 l39.09kg 137.67 0.06 0.062 0. 053 0.17 -0.12 0.162 0.458 0.5 0.33 

握 力 41. 74kg 41.17 I 0.15 0.094 0.03 0.09 0.01 0.011 0.456 0.54 0.34 

おわ り に
るに、体力・運動能力と身体の形態・勉学との相関関係

にわたって調査した結果は、当初の予想どおりのもの、

はじめに一定の基準を定めた中で、 0.2：以下は相関な 予想、に反したものなどいろいろあり、これによって多く

しとしたが、係数の有意性については、まだ色々と研究 の示唆を得るととができた。各点についての分析は、年

が残されている。との有意性とは、相関の程度を表わす 次を追って継続される調査にゆずるが、ととに一応、私

rの大きさの測定値があまり小さくなく、 rが1に近け の所期の目的とする事項に、多くの解明や、実証を得ら

れば高い相関が考えられ、 rがほとんど Oに近ければ、 れたととは収穫であった。

相関がないと考えられる。しかし、 rが0.2とか0.1と

かであると、果して相関があるのかないのか疑問になる。 参考文献

乙のような場合、相関係数の有意性の検討を必要とする スポーツテスト

乙とは当然であるが、今回はそ乙まで手が伸びなかった 体育学研究法

ので、今後の研究に残したい。特に学科との相関におい 初等数理統計学

て、大変多くの有意性の検討が必要であるととを痛感し 朝日新聞記事データー

ている。身体の形態については、表1より表8までの注

によって、色々相関あることを述べたのではぶき、要す

航空高専紀要 No.1

文部省体育局

日本体育学会編

森口繁一著



高感度核四極共鳴吸収測定器め試作

酒 見 次

Construction of a High Sensitive Measuring Apparatus 

of Nuclear Quadrupole Resonance 

Jiro Sakami 

良B

The aim of this work is to construct a sensitive detector of NQR absorption 

of iodine nuclei whose frequencies range from about 250 Mc/s to 670 Mc/s. 

The detector was a super-regenerative type with・ light house tubes 2C40. 

The frequency was modulated with a tuning fork oscillator of 265 c/s and swept 

between the above-mentioned region by changing length of parallel lines auto-

matically. In order to suppress noises we adopted a method of a lock-in amplifier 

and recorder. 

The signal to noise ratio was improved by about one order of magnitude. 
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§ 1 まえ が き

核四極共鳴周波数は、数Mcから lOOOMcまでの範囲

にわたっていて、それに使用される発振器は周波数に応

じてそれぞれ適当なものが選ばれる。一般に数Mcから

また、新たに化合物の吸収線を見つけるとき、少くも

どれ位の試料が要るかを知っておくために、沃素の量と

吸収強度との関係も調べた。

§2 装 置

20Mc位まではLC共振の再生発振器、 20Mcから50Mc 全体の装置図は、図1に示しである。

位までは LC共振の超再生発振器、 50Mcから 1000 試料は主発振器のプレート側レッヘル線の一部を変形

Mc位まではレッヘル線型超再生発振器が用いられてい した共振回路のコイルの中に入れ、レッヘル線の近くに

る。 おかれた振動板を低周波て振動させて発振周波数を周期

ととでは沃素核について測定をするために、沃素の共 的に変調する。主発振器の発振周波数は、モーターの回

鳴周波数が332Mcと臼4Mc（室温）の二つであるとと 転でゆっくりとレ・・；；ヘル線の上を動くショートパーによ

が知られている 1)2) 3）ので、周波数が250Mcから670Mc って連続的に変わり、周波数が共鳴周波数に一致すると

位まて変えられるような超再生発振器を作った。これ位 吸収が起って発振勢力が弱まる。乙れを検波増巾し、陰

の周波数になるとコイルとコンデンサーの共振回路ては 極線オジロスコープの縦軸に入れ、横軸を変調器に同期

発振しないので、レッヘル線を共振回路に使う。回路の させると吸収のあるととろがくぼみとして見られる。記

調整には可成りの根気がいるもので、グリッド抵抗や、 録計を用いるときには狭帯域増巾器、位相検波器を通し

断続用発振器の発振周波数、発振電圧などを変えて最高 て記録させると吸収曲線が画かれる。

感度の点を見出すのであるが、感度に主として影響する 次に記録計を用いるときの装置の概要を述べる。

のは断続用発振器の周波数と電圧なので先ず乙れらと感

度との関係を調べた。

新しい試料について吸収線を探すときには、吸収エネ

ルギーは極めて小さいのであるから、できるだけ広い範

囲にわたって感度の高い検出器が要望される。そのため

こ乙ては、オシロスコープによらないて’、感度のよい、

狭帯域増巾器と記録計による方法をとった。乙れによっ

て、オシロスコープによるものよりおよそーけた感度を

上げる乙とができた。

1)主発揮器

周波数が高いので共振回路にはレッヘル線を用い、板

極管2C40によって発振させる。発振周波数を変える

には、レッヘル線の上てeショートパーを動かし線の長さ

を変えればよい。乙れによって約 250Mcから 670Mc

まて変えることができた。記録計て画かせる時には、シ

ョートパーを極めてゆっくりと滑らせる乙とが必要で、

始め移行速度を変えられるように標準 lOrpmの平衡電
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図1 装置の系統図

写真1 主発振器

A: 2C40 B：振動板 c：ショート パー

D：試料 E：微調整用アルミ 板

動機を用いたが、乙れでは早すぎて安定した吸収曲線が

得られなかった。後に7.Srphの周期電動機lと換えたら、

乙れによって始めて正確な曲線を画かせるととができる

ようになった。また、ショートパーとレッヘル線との聞

の接触抵抗は雑音のもとになるが、乙れを取除くのには

コンタクトクリーナーが有効であった。周波数を僅かに

変えるためには三角形のアルミ板を円柱状にしレッヘル

線の近くて廻してレッヘル線閣の容量を変える。周波数

変調を行うためには、スピーカーのコーンに紙筒をつけ

てその先端に軽いアルミ板をつけ、とれをレッヘル線の

前で振動させて容量を変化させる。カソード側レッヘル

線には中空の銅管を用い、その中lζ ヒータ一線を通した。

乙れはヒータ一線に高周波が乗り干渉するのを避けるた

めである。外来電波の干渉を避けるために発振器全体を

シールド箱に入れてあるが、その扉は少し聞いておく方

が感度はよいようであった。 2C40のグリッド抵抗は

感度に犬きな影響をもつもので、 330Mc附近では図1

のように 5k.Q.、 3k.Q.のとき最もよかった。

この回路では 2C40の検波作用を利用できるので別

に検波器はいらない。写真1は主発振器を示す。

2）狭帯域増巾器

増巾器の最後の限界は雑音によって制限される。雑音

は増巾帯域巾に比例するから雑音を少くするには帯域巾

を狭くすればよいというのが狭帯域増巾器の原理であ

る。乙の増巾器の主要部分をなすのは twinTて、その

抵抗、コンデンサーの容量をそれぞれ R,C とすれば

F：プレート側レッ ヘル線 G：カソード側レ ッへ a>=l/RCの関係があるから 265cに対してはそれぞれ

ル線 H ：周期電動機 300k.Q.、0.002μFとすればよい。とれによって265c附

近の信号だけが増巾される。
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図2 位相検波器の特性曲線

曲線上の数値は参照電圧を示し、縦軸は記録計

（内抵抗4k.Q.）の針のふれを示す

3）位相検渡器

とれは、 Schusterによって報告された安定度の高い

位相検波器で、入力の位相が外から加えられている参照

電圧の位相と丁度合っているときは増巾され大きな出力

となって記録計の針を振らせるが、位相が合っていない

ときは出力は小となり、特~（位相が π／2 ずれていると

きは出力は 0となるようにしてある。そとで予めオシロ

スコープによって信号の位相に参照電圧の位相を合わせ

ておけば、吸収による信号は増巾されて大きく針を振ら

せる乙とになるが、雑音は位相が一定でなくしたがって

参照電圧の位相と合わないととが多いので打消されて非

常に小さな出力にしかならない。

位相検波器の動作は、参照電圧によって相当に変る。

図2はその特性曲線でとの曲線の勾配が大きい程増巾率

は大となり、また直線に近い程ひずみが少い。したがっ

て図から参照電圧が105Vのとき最もよい乙とがわかる。

4）音さ発揮器

変調電圧、参照電圧、ハム補償電圧の供給源として安

定性のよい音叉発振器を用いた。発振周波数は 265cて

周波数確度は土0.04%である。 265c には電源周波数の

整数倍てないということのほか特別の意味はない。
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図3 断続用発振器の周波数と感度との関係

発振電圧は31Vである
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図4 断続用発振器の電圧と感度との関係

曲線上の数値は発振周波数を示す

§3 結果

1)断続用発揮器の周法数、電圧と感度との関係

乙の種の測定器て最も調整の難しいのは断続用発振器

のと乙ろで、乙乙がよく調整してないと検出できない。

装置を作り終って沃素の吸収線を出すまでに一月以上か

かったのは作った断続用発振器の周波数範囲が高すぎて

その中に適当な周波数がなかった乙とによる。感度のよ

い点を見出すにはオシロスコープを用い、超再生特有の

雑音を目安として別に用意されたレッヘル線による吸

収を受けて周波数、電圧を調整しながら最良の点を求め

る。

図3、図4は、沃素の 332Mcの吸収線にコいて、そ

れぞれ周波数、電圧と感度との関係を記録計によって求

めたものである。乙れによると、 105Kc、31V附近に最

高の感度を与える点があり、周波数がその点から少しず

れると感度は急にわるくなる乙とがわかる。

2）オシロスコープによる感度との比較
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写真2 オシロスコープによる沃素核四極共鳴吸収

振動板とレッヘル線との間隔は 2mmである

写真3 記録計による沃素核四極共鳴吸収

記録計の送りの速度は20mm/minである

写真2は、沃素のお2Mcの吸収線について、それをオシ

ロスコープで見たもので、変調lとは 60cの電源電圧をス

ライダックで落したものを用い、また吸収を一つの画面

におさめるために振動板をレッヘル線に十分近づけて変

調度を大きくしてある。 S/Nは約4になっている。

写真3は、写真2と同じ吸収を記録計で画かせたもの

で、変調には 265cの音叉発振器からの出力を増巾して

用い、また変調度は小さくしてある。更に小さくすれば

曲線は徴分されたものになる。 S/Nは約40でオシロス

コープによるものの10倍位になっている。

3）試料の量と吸I肱強度との関係

試料中の核の数をNとすれば、飽和現象が起らない限り

吸収強度は、 Nμ2ν／T lζ比例するから、新しく化合物

についてその吸収を探そうとするとき、必要な試料のモ

) レ数を知るためには、予め沃素の量と吸収強度との関係

70 
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図5 沃素の量と吸収の強度との関係

を調べておくとよい。乙れを調べるために4旬、3旬、20g、

……の沃素を同じ 16ccの容積をもつガラス管に入れ、

隙聞のできるときは石膏を入れてよく混ぜ合わせ沃素が

管内て一様に分布するようにして後封じ込めた。

図5は、このような試料について吸収強度を調べたも

のである。とれによると、乙の測定器で化合物の吸収を

検出するには、その中に 2g以上の沃素が含まれていれ

ばよいとゅう乙とになる。 30gで飽和しているのは、そ

れ以上になるとコイルの両端からはみ出る部分ができる

乙とによると思われる。

§4 あとがき

最高感度を与える断続用発振器の発振周波数は、主発

振器の発振周波数によって著しく異る。したがって後者

の周波数変化に対する前者の最適周波数の関係も調べた

い。また、レッへル線による吸収のような比較的強い吸

収に対する最適周波数は、必ずしも核四極共鳴吸収のよ

うな微弱な吸収に対する最適周波数にはなっていないの

ではないかと思われる。これらの点を検討した上で、新

しい試料について吸収線を出したいと思っている。

この実験には東京教育大学小島教授の御指導を受けた。

心から感謝の意を表わすものである。
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切削加工における傾きの角計算

永 田 達 良B

Ca1cu1ation of Angle in Cutting with Grinder 

Tatsuro Nagata 

In cutting specimens with the cutting grinder and so on, 

instead of a parallel with the horizontal plane, some of the 

specimens is holden on the plane sloped by some angle with 

the horizontal plane and cut with the cutting grinder. 

In this paper, the tormulae, which evaluate the angle, 

are derived, the angle between the horizontal and the cut 

plane, and the vertical angle of the triangle of the plane 

cut, etc. 

§ 1 . 問題の出所と問題点
という以上の 3つの角度を求めてみよう。

§ 2 解法

.......－＂＂＂~－－トユ Y ｜ ｜ 弘」 ｜日纏 n I 
－－－”’ I ιーー....：...：.ニーーーーーー÷ー-I

-- I I ／~ri- 1 

3つの平面の交点を0とし、 0を中心にして、半径が

1の球面を考えると、次図（4）のようになる。

（図1) （図2) （図3)

上図（1)のように水平に置かれた材料を矢印の方向に削

るとき、水平とのなす角をαとする。そのバイトの刃先

きが、図（2）のように面（水平と αをなす平面）と（900

-(1)の角をなしている。更に刃先きが面（水平と αを

なす平面〉の中央線と（900ーγ〉の角のなしているとし

よう。乙〉て言う中央線とは水平面と、水平と αをなす

平面との交線のことである。

水平面を平面I、水平と αをなす平面を平面E、削ら

れて出来る三角形状の平面を平面Eとする。

問題は α、戸、 Tが与えられたとき
7T: 

①平面Eと平面Iとのなす角（一三一－0・）を求めるこ

と。
π 

平面Eと平面Eとは C2一一β〉の角をなし、平面工

と平面Eとは αの角をなしている。

①平面Iと平面Eとの交線が平面I上で、中央線とど

んな角（三一φ〉をなして交わっているか。

③平面Eの三角形の頂角ψはどれだけか。
（図4)
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平面1、E、EのO点lζ於いて立てた法線にも同じく

工、 E、Eと矢印のととろに書いてある。図の作り方か

ら容易にわかるように、 olζ於いての2本の線のなす角

は、球面上では、その 2本の線の端点（球面との交点）

を結ぶ大円の孤の長さに等しい。

(i）上の方にある球面三角形について調べゐ。

図（5) に必要な数値を入れて再揚しである。

，.~汐、＼＼

（図的 、m

α、戸、 Tより 0を求める式を作ればよい。

よく知られた球面三角の公式より直ちに次の式が得ら

れる。

cos ( -;--fJ) =cosαcos （子ーの

+sinαsin （す－{j) cos （号＋γ），

sinfJ=cosαsinβ－sinαcosfl sinγ． 

(1）によってOの値は直ちに求められる。

(ii) 下方の四角形について調べる。

図（6）に再接しであるように、 AとCとを結んで計算す

ることにする。こ ~IζA と C とを結ぶという乙とは勿論

球面上て行うことt:：.から、 AとCを通る大円の孤てず結ぶ

乙とを指す。

球面三角形ABCて（i）と同様に球面三角の公式より

cosx =cosa cosr+sina sinr cos+ 

:.COSX =COSαcosγ (2) 

をうる。（2）式によって、 αとγが与えであればzが求め

られる。 4

D A 

（図6)

次に同じ球面三角形ABC について次の式が成り立つ。

sinx cosp＝む町 cosα一町 cosacos三一
. sin χcosp=cosγsinα 

cosp- α一n
一

．町一

z
．一
n
、，a
一－－
A

S

－R
E
 

o
－
 

C

一
(3) 

(2）でzが求められるから、（3）より Pが求まる。

又、同様にして同AB Cより

π 
sic x cosq= cosa cosγ－sma cosγ COS－三一

. sin χcosq=cosαsinγ 

ア
－
n
一

．剖

一
χ

α
一・m

Q
M

一Qd

ゆ

↑
：
一一一OA 

Q
U
 o

 
c
 

(4) 

(2）でχが求められるから、（3）と同じく、（4）より qが求

まる。

D A 

（図 7)c 

上図より

n: 
cos（一一－fJ)=-cos（一一＋/1-q)cos(-・ -p) 

2 

＋山一？＋戸一q)

:. sinO＝一sin(q一戸）sinp+cos ( q一{1)cos1うcosχ
(5) 

(2), (3), (4）を（5）に入れると、 α、戸、ァより Oが求ま

るが、この式は（1）と同じ値を与える筈である。しがし（5)

でOを求めるのは計算が回りくどし〉から、計算値に大き

な誤差が入ってくるのは明らかである。従って Oは(1)て

求める方が誤差が小さくて正確である。

文図（7）より次の（6）、（7）式が得られる。

n: 
cos（一一十戸－q)=-cos（一一－p)cos（一一一郎

2 

十sin（＋→）sin（すーのcosφ

・.sic(p-{1) =-sicp sinO+cosp cosO cosφ 

φ＿ sin(q-/1) +siロpsinθ 
一一一一一一一一一一一一 (6) cosp cosO 

n: ザ
cos（－－，，ーが＝ーcos（一一一θ）cos（~＋/1-q)

2 2 乙

＋似す一山c++/1-q)cosψ 

:.sinp=-sinO sin(q一戸）+cosO cos(q一戸）cos</J

・.cosφ＿ cosp+sinO sin(q-{1) 
- cosO cos(q二百了一一 ）

 
円，．，，．、



註 1.

以上の式を出すのに球面三角法の公式を利用した。

（図8)

A 

] 
cosa=cos IJ cosc+sin IJ sine cosα 

cosα＝ーcosflcosγ＋ sinfl sinr cosa 

sinαcosβ＝cos IJ sinc-!!lin IJ cosc cosa 

註 2.

式（1)と（5）とが同一であるととの証明。

0くχ＜π ：.sinχ＞o

．・.sinχ＝～I1-cos：！ χ ＝～／1一cos2αcos:!y

O<Pくπ ．・.sinp>o

向＝れ－cosヲ＝十＿ si~2r

／

y
f
y
 

(1-cos2a)cos2γ 
1-cos2αcos2y 

1-cos2γ 
1-cos2αcos2y 

Sinγ 

～I 1-cos2αcos2r 

Sinγ 
s1nx 

0くq＜π ．・.sinq<O

sinq='¥I' 1-cos2q = /  1 ~o玄之町

=..! 1ー cos2α （1;,-cos2γ〉
V 1-cos句 c=>s2γ

／

V
F
 

1-cos2α 
1-cos2αcos2γ 

sinαSIDα  

～I 1-cos2αcoSiy SIDχ 

(5）より

sinfJ=-sin (q-{1) sinp+cos (q-{1) cosp cos x 

=-sinq cos{1 sinp+cosqsin{1 sinp 
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+cosq c。1SflCi。，spc.1。sχ
+sinqsinβcospcosχ 

sinαn sinr 
＝一一－－－；－一一一COSlJ－－；－一一s1nx r s1nx 

+ cosa sinγ ・ 0 SIDγ 
SIDlJ • sinX .- SlDX 

＋ ω勾 sinγρc~ sina CO!!I t1 CO!!I X 
smx ’ SiDX 

s1na . 0 sina cosγ 
＋一一ー一一一SID/1 C09X 

sinx ・ sinx 

sina cosβsinγ ょ cosasin,9si nZr 
sin~ x ・ sin2 x 

+ sina co鈍 cosfJsinγcosγ ∞ 日
sin2x 

cos z、
co!!la sinfJ ( sin.2γ＋sin2a cosγ一一一一｝cosa 1 

sin2 x 

sina cosβsinr (1-c偲 αcosrC伺 χ〕
s1n2x 

co錦 sinfJ(sin2γ＋sin2ac句 2γ〉
sin2x 

_ sina c回 Hsinr (I -cos x) 
sin2x 

_ cosa sinfJ {(1ーcos2γ）＋（ーcos2α）cos2y}
sin2x 

-sina cosfJ sinγ 

- co鮪 sinfJ(l-cos2αcos2γ） 
ー・ sin2 x 

-sin αcosfJ sinr 

=CO錦 sinfJ-sinacosfJ sinγ 

註 3.

尚 Tく0のときには、次の図（9）のようになり、

（図 9)

立； A 

f-6 ii p 

、h ll'I I 

ψ＂－ I P "' "'-I I ,..Q+,1一号
曹、q)/ 

弘主＆戸ー三ーβ

B -y C 
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。を与える(1）の式と、 xを与える（2）の式はそのま〉変更

はないが、 p、q、φ、ψを与える（3）、（4）、（6）、（7）は以

下のように変化する。

如何＝∞ミア sina-sinγcosαcos+

．・.sinx cosp =cosγsinα 

.・.cosp α
 

n
 

．
町
一
町

ア
一
．
剖

qd
一。c 

cos （ーγ）sina (3)' 
smx 

即ちPの式は変化しない。但しpの値は負の値をとる

べきである。乙のように cosより角を求めるのは0。の

近くては十を取るべきか、ーをとるべきかの判断をする

のが困難となり好ましい求め方とは言えない。

n: 
s1nx cosq =co錦町ロア－sinαcosアcos2一

.. s1nx cosq=cosαsinr 

cosa sinγ ＿ cosa sin （ーγ〉
:.cosq= . 一一－

s1nx s1nx 

(4）〆

即ち qのときは絶対値を求めて計算すればよい。そし

て cosqは負になるから、 qは第E象限の角（900く q

く180。）で求めればよい。乙れらのことを念頭に置いて

おけば、 P、qとも前出の（3）、（4）式を使ってよい。

cos (q＋戸一」~） =-cos ( _!£_-0) cos （そ＇－＋ p)
~ 2 ~ 

+sin（号一例n（す＋p)cosφ 

.・.siロCP+fl)=sinO sinp+cos{} cosp cosφ 

φ＝ sin (q＋戸） -sinO sinp (BY 
cosO cosp 

(6）式とくらべると符号が変化している乙とがわかる。

n: 
cos (p＋一一） =-COS （一一－0)cos (q＋戸ー 〉

2 

+sin c＋ーのsin(q+f'-+)cosψ 

．・.－sinp=-sinOsin(q＋戸）+ cosqcos( q＋戸）cosψ

sψ ＿ -sinp+ sinll sin ( q＋戸〉
一 一一 (7）〆

cosO cos ( q+ fl) 

(7）式とくらべると、乙〉ても符号が変化している。

(6)"' (7）〆の符号の変化も、 1う、 qlζ対する注意を守れ

ば、前出の（6）、（7）そのま〉てよい。

と〉で与えた式よ り角を求めると、 その精度は余り良

いとは言えない。普通の教科書にある程度の三角関数表

を利用して計算してみると、非常に不正確な値が得られ

る。もっと詳し数表を利用して計算してみたが、それで

も満足のいく値にはならなかった。結果を1つ2つグラ

フに示しである。特に角度が少さい時lと計算の不正確さ

が甚だし くなる。僅かの違いが、式は比の形（不定形lζ

近い）て与えられる為に、 結果に重大な違いを与え る乙

とになってくる。従って小さい角のときの値は余り信用

出来ない。

rp 

《p

α＝30・
α＝25" 
α＝20" 
α＝15" 
α＝IO" 

-30" 
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表.0 （αは5。～30°, 8はO。～30°. γはー30°～30。）

(1) α＝50のとき

。。 5。 10。 15° 20° 25° 30° 

γニ－30° 2°30ノ 7°29ノ 12°28〆 17。28' 22°26' 27°25' 32°24' 

一25° 2°07ノ 7°06ノ 12°04' 17°04’ 22°02' 27。01ノ 32°00' 

-20° 1°43' 6°42〆 11°40ノ 16°40’ 21°38' 26°37〆 31°36〆

-15° 1°18ノ 6°17〆 11°15〆 16°14' 21°13〆 26°12' 31°10' 

-10° 。。52' 5°51〆 10°49' 15°49' 20。47’ 26°00' 30°45〆

- 50 0°26〆 5°25ノ 10°24ノ 15°22〆 20°21' 25°20’ 30°18〆

。。 。。 4°59〆 9°57〆 14°56’ 19°55' 24°54〆 29°52〆

50 -0。26' 4°33〆 9°31〆 14°30’ 19°29' 24°28〆 29°26' 

10° I -0°52〆 4°07〆 9°05〆 14°04' 19°03' 23°45’ 29°01' 

15° -1°18〆 3°42' 8°40〆 13°39' 18°38' 23°37’ 28°36' 

20。 -1°43' 3°17ノ 8°15〆 13°14' 18°13' 23°12〆 28°11' 

25。 -2°07〆 2°53〆 7°51ノ 12°50' 17°49' 22°48’ 27°47' 

30° -2°30〆 2°29〆 7°28〆 12°27〆 17°26' 22°25' 27°24〆

(2) α＝10。のとき

'9=1 。。 5。 10° 15° 20° 25° 30° 

γ＝ー30° 4°59〆 9°56' 14°52〆 19°48〆 24°44〆 29°40' 34°35’ 

-25° 4°13ノー 9°09ノ 14°05〆 19°01〆 23°56〆 28°52〆 33°46' 

-20。 3°24〆 8°20〆 13°16' 18°12〆 23°07' 28°02〆 32°33〆

-15° 2°35〆 7°30〆 12°26〆 17°21’ 22°16' 27°11’ 32°06〆

-10。 1°44〆 6°40ノ 11°35〆 16°30〆 21°25〆 26°20' 31°14' 

-5。 0°52' 5°48' 10 43' 15°38' 20°33〆 25°28〆 30°22〆

。。 。。 4°55' 9°51' 14°46〆 19°41〆 24°36〆 29°30〆

5。 -0°52〆 4°03ノ 8°59〆 13°54' 18°49' 23°44〆 28°38〆

100 -1°44ノ 3°12ノ 8°14' 13°03' 17°58〆 22°53〆 27°48〆

15° 一2°35〆 2°21〆 7°17ノ 12°13〆 17°08〆 22°03ノ 26°586' 

20° -3°24' 1°32' 6°28〆 11°24〆 16°19〆 21°15〆 26°10〆

25° -4°13 0°44' 5°36' 10°.'36〆 15°32〆 20°28〆 25°24〆

30。 -4°59〆 -0°02〆 4°54〆 9°51' 14°47' 19°44ノ 24°39〆
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(3） α＝15°のとき

。。 5。 100 15° 20° 25° 30。

T= -30° 7°26’ 12°18" 17°10" 22°02ノ 26°52〆 31°42〆 36°31〆

-25° 6°17〆 11°08" 15°59’ 20°50" 25°40’ 30°29" 35°17〆

-20。 5°05" 9°55〆 14°46〆 19°36’ 24°25" 29°14〆 34-002〆

-15° 3°50〆 8°41' 13°31' 18°21’ 23°09" 27°58’ 32°45〆

-10° 2°34’ 7°25" 12°14’ 17°04" 21°52’ 26°40 31°28〆

- 50 1°18" 6。08’ 10°57' 15°46〆 20°35〆 25°23’ 30°10〆

。。 。。 4°50’ 9°39〆 14°29〆 19°17’ 24°06" 28°53’ 

5。 -1°18' 3°32’ 8°22' 13°11’ 18°00〆 22°49' 27°36' 

10° -2°34〆 2°16〆 7°05' 11°56〆 16°45' 21°34〆 26°22〆

15° -3°50' 1°00’ 5°50’ 10°41〆 15°30' 20°20〆 25°09〆

加。 -5°05’ -0°14〆 4°37’ 9。28’ 14°18' 19°08' 23°58〆

25° -6°17' -1°25〆 3°27" 8°18' 13°09〆 18°00〆 22°51' 

30° -7°26’ -2°34〆 2°18〆 7°11〆 12°03' 16°55〆 21°46ノ

(4） α＝20。のとき

。。 5。 100 15° 20° 25° 30° 

r= -30° 9°51ノ 14°37〆 19°22〆 23°49〆 28°49〆 33°31' 38°10〆

-25° 8°19〆 13°03〆 17°47〆 22°30〆 27°13〆 31°53〆 36°31〆

-20° 6°43〆 11°27ノ 16°09〆 20°52〆 25°33〆 30°13〆 34°50〆

-15° 5°05" 9°48〆 14°30〆 19°11〆 23°52" 28°31〆 33°08〆

-100 3°24〆 8°07〆 12°48〆 17°29" 22°10" 26°48〆 31°25〆

- 50 1°43〆 6°25〆 11°06〆 15°47〆 20°27〆 25°06〆 29°43ノ

。。 。。 4°42〆 9°23’ 14°05〆 18°45〆 23°24 28°02〆

50 -1°43〆 3°00ノ 7°41' 12°23〆 17°03' 21°43ノ 26°22〆

100 -3°24〆 1°18〆 6°00' 10°43ノ 15°24〆 20°05" 24°44' 

15° -5°05ノ -0。21' 4°21〆 9°05〆 13°47' 18°28" 23°09’ 

20° -6°43" -1°59〆 2°45〆 7°29〆 12°12ノ 16°56〆 21°38〆

25° -8°19' -3°33' 1°11' 5°57〆 10°42〆 15°26〆 20°10〆

30° -9°51' -5°04' 一0。18〆 4°29ノ 9°15" 14°01〆 18°33’ 
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(5） α＝のとき

fj=: 。。 50 100 15° 20° 25° 30。

ア＝ -30° 12°21" 16°50〆 21°26" 26°01〆 30°34〆 35°04" 39°31" 

-25° 10°17〆 14°53〆 19°28ノ 24°11" 28°33〆 33°01" 37°26’ 

-20° 8°19〆 12°53〆 17°26〆 21°59" 26°29〆 30~ 56〆 35°20" 

-15° 6°17" 10°50〆 15°22〆 19°53〆 240お〆 28°50" 33°14〆

-100 4°12" 8°45’ 13°16" 17°47" 22°16" 26°43’ 31°07〆

- 50 2°07〆 6°37〆 11°10〆 15°41〆 20°10〆 24°37" 29°01" 

。。 。。 4°32ノ 9°03" 13°34〆 18°04〆 22°31〆 26°57" 

50 -2°07〆 2°26" 6°57" 11°29〆 16°00" 20°28" 24°55" 

10。
-4°12" 。。21〆 4°53〆 9°25〆 13°57〆 18。27" 22°56" 

15° -6°17" -1°43" 2°51" 7°25’ 11°58" 16°30〆 21°01" 

20° -8°19〆 一3°43〆 。。52" 5°28ノ 10°02" 14°36ノ 19°09" 

25° -10°17〆 -5°40〆 -1°19" 3°25〆 8°11" 12°47" 17°22" 

30° -12°12" -7°33" -2°55〆 1°45" 6°24" 11°03' 15°41〆

(6） α＝30°のとき

。。 5。 100 15° 20° 25° 30° 

r= -300 14°29〆 18°56〆 23°22’ 27°45〆 32°05〆 36°20〆 40°30’ 

-25° 12°12" 16°37〆 21°00〆 25°21" 29°39" 33°53〆 38°01’ 

-20° 9°51〆 14°14〆 18°30〆 22°55〆 27°11" 31°24〆 35°32〆

-15° 7°26" 11°48" 16°08" 20°26〆 24°42ノ 28°54〆 33°02ノ

-100 4°59" 9°19〆 13°38〆 17°56ノ 22°12" 26°24〆 30°33" 

- 50 2°30ノ 5°40ノ 11°09〆 15°26ノ 19°43’ 23°55" 28°05" 

。。 。。 4°20〆 8°39〆 12°57〆 17°14 .... 21°28〆 25°40〆

5。
-2°30〆 1°50ノ 6°10" 10°29〆 14°47ノ 19°03ノ 23°17〆

100 -4°59〆 -0。38〆 3°43〆 8°04〆 12°24" 16°42〆 20°58ノ

15° -7°26" -3°03〆 1°19" 5°41ノ 10°03ノ 14°24" 18°43〆

20。 -9°51" -5°27〆 -1°02〆 3°23〆 7°47〆 12°11〆 16°33ノ

25° -12°12' -7°46〆 -3°19' 1°09〆 5°36" 10°03〆 14°29〆

30° -14°29〆 -10°00〆 -5°30〆 1°00〆 3°31' 8°01" 12°30" 
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The Lattice Theory of Liquid State under the Condition 

That Can Make Two Molecules Involve into each Cell 

(with the Zero Approximation) 

Tatsuro Nagata (Aug. 1965) 

We calculate our. liquid system by the cell method of zero approximation, when particles to two 

from zero are contained in single cell. Volume V, here, is divided into L cells of equal volume 

τ， namely L 'f' = V, but thi!I 'f' is larger than one in the usual method and, therefore, L is 

smaller. 

§ I. Introduction 

Some methods have been proposed for the liquid state. In this paper, the th回 ry of liquid state 

is expanded by using the lattice theory. The lattice theory of the liquid state developed by Peek 

and Hill, et al. (&J have provided a useful approximate description of the thermodynamic properties 

of liquids in terms of intermolecular forces. 

The lattice theory yields explicicit results with less labor than do the more exact treatments 

of the liquid state, developed by Kirkwood and Born, Green. <7l 

Liquids have been considered both as disordered solids and as very dense gases for the purpose 

of constrL1cting approximate theories. It is these lattice, or ''solid-like", theories of the liquid 

state which will be discussed here. The principal characteristic of all such theories is that they 

consider each molecule to be confined to the neighbourhood of one of the lattice sites by the 

surrounding molecules. It is usual to consider only the effect of nearest neighbors on the motion of 

the molecule withi.n its "cell". 

Between the years 1936 and 1941, Eyriag and those who worked with him, made much progress 

ia correlating the various properties of liquids by means of theories which assumed a regular 

lattice structure. These papers introduced the important idea that some of the lattice sites might 

be vacant. It was postulated that these vacant sites, or "holes", played a particularly important 

role in determining the behavior of a liquid near its critical point. However, this approach 

was, on the whole, empirical. 

Classical statistical mechaniclii is used. Quantum corrections are important when considering the 

solid state, but, except for helium, hydrogen and neon, may be ignored in considering the liquid and 

gaseous states. 

It is assumed that the internal energy of each molecule is indepedent of its environment. Such 

energies are therefore ignored in writing down the partition functions. 

Let us divide a whole volume inside the container into cells having the not-equal volume or let 

us can each cell have more than one molecule into, so the theory of liquid state will become better. 

The theory is expanded by simplified for the sake of convenience in computing the case that two 

particles can be involved in each cell. <1l More generalized cases do not deal with in here, why 

generalized case do not able to expand the theory as a result of the complicated computation. If 

a-particles can be involved into each cell, 

of sorts of inter action between cells is 

is very much large number. 

the number of sorts of cells is n+l, and the number 

(n+l)(n+2) 
; that is, this is 21, when n=5, so this 
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Without electronic computer, these computations can not perform. It is beside the following pur-

pose for lattice theory to do such complicated computation ; that is, estimate by simple model and 

simple computation. These complicated computation is done by the method of integral equation. 

Many authors proposed various papers for liquid theory. The paper for the imperfect gas by 

Berlin and co-workers <2l is worthy of notice. 

§ 2. Energy 

We assume that the whole volume V is divided into L-cells and each of cells divided (L's) can 

have to two particles of liquid. The cell size, V / L, must be large enough for interactions between 

molecules which are not in adjacent cells to be ignored. The number of molecules of liquid is Np. 

There are three sorts of cells following, 

I. Cells to involve two particles, 

or 2. Cells to involve one particle and one hole, 

3. Cells to involve two holes only. 

If the number of these sorts are N:!. or N1, N0, respectively, sum of these numbers is equal to 

L, whole number of cells. 

N。＋N1+N2=L

Table I. 

Sorts of cells symbols the number of cells 

Hole+hole 。 No 

Hole+ a particle 1 Ni 

A particle+ a particle 2 N。

As we have molecules in N1 and N2, the number of molecules (Np)is the form 

Ni +2N2=Np (=Npartlcze), 

and as we have holes in No and N1, the number of holes (Nh) is the form 

2No+N1 =Nh( =Nhoz. e). 

We write N in the form 

Ni+N:!.=N. 

The number g of the distinguishable arrangement of these L cells is 

L! 
g=---c問。！ N1! N:!.!. 

The number of sorts of pais of cells is 6. The number of the nearest neinghbours denotes z; z=I2 for 

the face-centered cubic lattice cell, and the number of pairs zX, energy of the interaction denotes e. 

Table 2. 

加 s i The number of pairs j Interaction energy 

0-0 I zXno ε。。
0-1 I ..,. I 
1-0 I ZAot I 801 

1-1 i zX11 St t 

1-2 i ..,. I 
λ l ε12 2-1 I 一

2-2 I zX22 ； ε22 

0-2 
2-0 zX02 81’2 
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1 
As the total number of pairs is -2 -zL, we have the following. 

zX川十zX111+zX11+zX1 ！！→ zX!! !! +zX11 ！：！ ＝ － ~ － － zL, 

.x .... +x .. , +X11 +Xt!!+X!!!!+Xo!! ＝す－L

We write the folJowing relation. 

Xu1+X，は＝Xur,

X11 +X1!!+X!!2=Xrp. 

We can have the following easily. 

2Xon+Xot +Xo2=No, 

2x,, +Xot +X12=N1 

2X22+Xo!:!+X12=N2・

As N1 +N2=N,so 

X川 i+Xo2+2X11十2X:!2+2X12=N.

In six variables Xs, the degree of independent variable number is four C3l (to hold constant numbers 

of cells L and particleles Np) . 

With use of these relations, we have the internal energy U. 

U=No e:o+N1e:1 +N2ε：：？＋z (Xoo eoo+Xo1 eo1+X11ε11+X1：！ ε12+X2：！ε22+Xo2so2) . 

We must divide the cells such as minimize the prubability-density-function, as Mayer-Careri <sJ 

pointed out, but we neglect this condition in this paper. Even if it happens the case that No and Aら

are nearly one, the Stirling's formula shows the values of the very good approximation, therefore 

we could use this treatment at a very good approximation. The major defect originates from the 

zero approximation. 

§ 3. Zero-approximation 

As a whole -number of cells is L and a number of cell of symbol o is Nn, the probability that 

one cell of symbol o occupies the present site is N0/L, and the probability of symbol I is Nif L, that 

of symbol 2 is N 2/ L. 

No-I 
Therefore, the probability that symbol o occupies the neighbouring site of symbol o is _:_:__L二1 ・

No Nn-1 
If cells are independent in each other, the probability causing this phenomenon isゴ！＿＿＿ -Lと「

1 
As the total number of the such pairs is -2--zL, number of present pairs is 

~ No-1 • 1 -T  

L L-1 2 --

This equals to zX0o, so 

No No-I 1 
一一一 ・－－zL=zXo白L L-1 2 oo 

. X 1 No(No-1) 
一 一00一 2 r....:_1 

When, alternatively, No and N1, N2, L all are very large, 

X _ 1 No2 
oο一一三一一工－

And, samely, we have 

X 2 No N1 
o1=-2- - L- -

X 2 ~i N~ 12= 2 ----c--



X 1 Nt2 
一一一n -2 L 

X 1 N:?2 一－22 - 2 L , 

X ~ Nil N2 － 02一 2 L 

Now, if we denote the following, 

No=noL, 

Ni＝ロ1L,

N2＝ロ2L,

N=nL, 

we have 

and 

no+n1 ＋ロ2=1,

n1＋ロ2=n,

x 1 一一 一00一2 LllO , 

Xo1 ＝三一Ln，’n1,

X 1 T円 .2一 一 …11 - 2 ~－L I 

X12＝一子Ln1n2,

玄…＝＿＿＿＿！＿＿Ln。2,;.:;.: 2 -

Xo2＝三一Lnon2.
By making use these, the energy U is rewritten in the form 

U=Lnoeo+Ln1ε1 +Ln2e2 

＋÷zL  （ロん＋2n伊 1ε01＋仇1+2n 2€12 

ε11寸－ε2。
If we 卯tεo＝εi=€oo ＝ ε01 ＝ ε02=O roughly and ムε＝ε12- 2’， we have 

U =Ln2e2 ＋÷zL  (nn1ε11 +2n1n山＋nn2e22)
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We assume that the centers of these cells constitute the lattice points in a face-centered cubic alloy. 

Suppose the cell occupied by the i-th molecule is surrounded w01z symbol 0 cells, and wuz symbol 1 

ceils, (1-woi-wu) z occupied ones. If these molecules are situated as the centers of their own cells, 

the potential energy of the i-th molecule is expressed by {wuε12+ (1-Wot-wu）ε22} z. The inter-

actions between the molecules which are not in the adjacent cells are neglected; this is valid when 

the force between molecules decreases as rapidly as the van der Waals attraction. 

Let us denote by ui the potential energy of the i-th molecule. Here we shall ust> the value of the 

potential energy of the molecules surrounded by the neighbouring molecules at the centers of their 

own cells as the approximated value of Ut so that we may assume that this potential energy depends 

only on the positional coordinates of i-th molecule and wi; that is ui=u(xf, Yi・ zl; w0i, w1i). Then 

the partition function for the i-th molecule is 

r I 町一｛w1t€12+ (l-woi-W11）ε22} z I 
q(wi）＝し expl一一一一－ kT 一一一｜伽れ

where dv t is the volume element of the i-th molecule and the integration extends over the cell. And 

the partition function Q(s) appropriate to the given configurations can be written in the form 
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where φis (2πmkT)" ~ j(T) /hぺj(T)being the partition function for the internal degrees of fr-

eedom of a molecule. We may express the partition function of the system in the form 

f(T）＝；仰（－－u~~ ) Q臥

where the sum extends over all configurations, s, of the system. 

In order to make further progress it is necessary to know q(w) as a function of w. But this 

procedure is next to impossible, so that we adopt the following (s) 

q(wi:)=a>1, or q ( w i:) =a> ：！・
Then, we have the following for f(T). 

u 
戸】～， k’r

f(T）＝｛φ1 (T)m d Nl ｛φ：！ (T) ro:!} N:! ~ge. 

As the free energy A of the system is given by the relation 

A=-kT ln f (T), 

we obtain 

A=-kT {N 1ln （φ1m1) +N:iln （φ：！m2)} +LkT f no ln no十n1ln n1. +n:! ln n:!} 

+L｛すz(nn1ε11+2ntD：！ム山口2 €2:!)+02 €;!}. 

In here, we used Stirling’s formula n！キnN.

The following formula (obtain己din put n2 =O) 

~ 1 
A=-NkT ln （φω）＋一言－zLn2ε十LkT{n ln n十 (1-n)ln (1ーロ）｝

agrees with the formula proposed even. 

As the equation of states is given by 

P＝－（~t-) T, 
we obtain, (if Cernuschi-Eyriag’s approximation is used in a> ) 

P＝－÷吋n( 1斗－）÷合（一子）ヨ｛－~－（す） ε11

ぺ－（1ー－＋）ムe+(i--6-）（士）ε：！：！} 1 
where we denote 

τ＝一三一
L ’ 

and b=Nτ， α＝D1V, f3=n2v, 

α＋戸＝b, and so 
b 

n＝一一一一v 
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'The Grapes of Wrath，の国際

的反響について

井 芹 竜 成

How Has ’The Grapes of Wrath' Been 

Received in the World? 

Synopsis 

The masterpiece 'The Grapes of Wrath' by 

John Steinbeck, the Nobel Prize winner, had 

scarcely been published in America iロApril,1939, 

when it became the first -best -selling novel of 

the year, so that it stirred up violent polemics. 

Partially or synthetically several American 

books tell us how that happened, which also in 

Japan two or three scholars introduced concise-

l y and whose meaning they mentioned. 

We have, however, hardly seen any adjusted 

and all-round writings about how 'The Grapes of 

wrath’has been received in the world or its 

international reception or echo. The critical re-

ception of this novel in the world is considerably 

different from that in the U.S. A. , especially 

just after the publication of it ; the former is far 

more objective, indirect and impartial than the 

latter, and at the same time it contain~ the crit-

ical reception of this novel as a literary work. 

It is, therefore, I think, very conducive to the 

study and valuation of 'The Grapes of Wrath' or 

Steinbeck, a novelist, that we take up and exam-

ine the international reception. 

Here, I am to pick up the echoes or receptions 

main! y in France, Japan, Sweden, whose Acade-

my awarded the Nobel Prize for Literature 

to Steinbeck, and the Soviet Union. It is sure 

that that in Russia is especially of immense in-

terest, because it demonstrates the effects of 

applying socialist realism literary doctrine to a 

modern classic and we can see some Americans' 

response to it. 

Ryujo Iseri 

But, at present, it is very difficult for me to 

collect comprehensive and essential data which 

embrace those several languages, I am, therefore, 

afraid that this essay not・ only might go up like 

a rocket and come down like a stick, but cannot 

help beitjg rendered mostly of。bjectivedescrip-
ti on. 

Introduction 

ある作家の作品を読んで感銘を覚えるとき、先ず、わ

れわれはその感銘の由来を究明して、人それぞれ自分な

りに知的確信をつかみたいと思う。そして、その作品へ

の傾倒が深ければ深い程、他によってその確信を傍証、

強化し、あるいは、それを修正したいという欲求に駆ら

れる。もちろん、その人の知的水準の広狭深浅の度合に

応じて、そのような欲求現実化活動の範囲も限定される

が、身近かに始ったそのような活動は、もし可能であれ

ば、そして、その作品の声価が世界的な scale をも

つものであれば、それは遂には、との遊星を掩う範囲に

まで拡大されて行くであろう。そして、乙のように拡大

された活動一国際的評価ないし反響の検討に当っては、

興味は単にその状況の客観的把握、その妥当性の討究の

埠を越えて、必然的な結果として、その各国の文学現象

ないし芸術現象の水準・傾向、そして、その基底をなす

社会経済政治的動向にまで及んで行くであろう。

さて、私はここで、 Steinbeckの＇TheGrapes of 

Wrath，をとりあげて見る乙とにする。との作品は、世

lζ出て、すでに4分の 1世紀の歳月を閲したが、それは

Nobel文学受賞作家 JohnErnst Steinbeck (1902 

～）の代表作として、また、 30年代アメリカ文学を飾る

唯一の proletaria小説として、現在もなお読み続けら

れて少しも衰えをみせていない。 1 1939年4月、Viking

Press によって乙の本が出版されるや、たちまち best

sellerとなり、また、そのために、アメリカ圏内lζ大き
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な社会的反響を巻き起した。その状況に関しては、幾つ

かの著作 2Iζ収録され、あるいは断片的に、あるいは綜

合的に、窺い知るととができる。日本においても数氏 3

によって簡潔な紹介がなされ、その意義にも言及されて

いる。

しかし＇ TheGrapes of Wrath，のアメリカ合衆国

外における反響ないし受容態度ー乙乙では、乙れを国際

的反響と呼ぶーに関しては、その諸大き、その広汎さに

もかかわらず、いや、寧ろその故に、ほとんど断片的言

及を見るのみで、整理、綜合された記述に接しない。こ

のような記述は、あるいは、文学作品としての、 'The 

Grapes of Wrath' の鑑賞・評価には本質的連関のな

い二義的な乙とと考えられるかもしれない。しかし、国

際的反響は、＇ TheGrapes Wrath' 出版当時のアメ

リカ圏内lと起った反響が、主としてその題材・内容に関

して、切迫した、直接的、主観的な価値判断より導き出

されたものであったのとはおのずからその性質を異にす

るもので、その内容、題材に対しでも、前者は後者のそ

れよりはるかに客観的、間接的態度をとりうるものであ

り、非理性的偏見を排除すると同時に、文学作品として

の 'TheGrapes of Wrath，の評価の面をも多

分に包含した、いわば、ゆとりのある反響とも言う乙と

ができる。それ故、乙のような反響をとりあげて検討・

考察を加えてみる乙とは、作家 Steinbeck ないし、

'The Grapes of Wrath，の研究、論評に奇与するとと

のあるのは確かであると思う。

乙の小説は、ヨーロッパ、アジア、アメリカ各大陸の

諸国の彩しい数の読者に愛読され、また今も読まれてい

るのであるが、これら諸国のうち、主としてフランス、

日本、および NobelPrizeとの関係上スウェーデン、

そして最後にソヴエット連邦の各国における反響ないし

受容状況を叙述して行きたいと思う。ととにソ連におけ

る受容態度は、いわゆる「socialistrealism文学理論

の modernclassicへの適用効果を示すものj4 とし

て、また、乙れに対するアメリカ人の反応を見るととに

おいて極めて興味深いものというととができる。

しかし、乙のように広汎な叙述の筆をすすめるに当っ

て、最大の難事は、もちろん、必須資料の蒐集である。

上述諸国の数ヶ国語にわたる資料の蒐集・検討は、筆者

の現状においては極めて困難な仕事てあれば、勢い、と

の小説が意図のみ大にして惨猪たる結末に終るかもしれ

ないととを、先ずお断りしておかねばならない。乙乙で

は主として WarrenFrenchの編著、 5T. W. Tuttle-

tonの論文、 6 および DemingBrown のロシア語よ

りの英訳書 τを中心として本文の筆を進めて行く積りで

あるが、その所論は、上のような理由から、概ね、客観

的叙述lζ止まらざるをえない所が多い乙ともまた、諸彦

の寛恕にまつ次第である。

I.フランスにおげる反響

1939年9月1目、ドイツ軍のポーランド侵入をもって

英・仏はドイツに宣戦し、第二次大戦は始るのであるが

とれは、 'The Grapes of Wrath，の最初のアメリカ

版出版後僅かに 5ヶ月目であった。その時までに、 8 既

に、との小説の各国語への翻訳の arrangement は、

デンマーク、オランダ、フランス、イタリア、ノルウェ

イ、ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、スペイン、

スウェーデン、ロシアの各国において済まされていた。イ

ギリス版の出版も、最初のアメリカ版が出てから数ヶ月

後になされた。 9 乙の時、イギリスは既に戦争には入っ

ていたが、広汎な世間の注目がこの本に集ったという。

もし大戦の勃発がもっと遅れていたら、その時の情勢

から、更に多くの国語に翻訳されて、直ちに出版されて

いたことは確かである。なお上述出版諸国の list 中に

ドdツ国の名を見出さないのは、ドイツ語版の出版が、

原著者によって拒否されたためである。

フランスにおいては、大戦前既l亡、著名な学者 Mau-

rice Coindreauは、MarcelDuhamelの協力をえて、La

Fontaineの寓話10の冒頭の句からとった "Le Ciel 

en sa Fureur” という表題のもとに、 'The Grapes 

of Wrath，の翻訳を始めていた。だが、それは独軍侵

入の際には未完成であった。ドイツ人はフランス占領中

「pessimistic なアメリカの書籍を宣伝目的に用いよ

うとして」 11、フランスの出版業者 Gallimard に、

'The Grapes of Wrath' の出版を促した。彼が断る

と、独仏協会の手によって、あるベルギ一人の協力者に

よる乙の小説の訳本が、 引 Grappesd’Amertume”と

いう表題のもとに出版の準備がなされた。だが、その頒

布促進の計画は、 1944年6月の連合軍の Normandy上

陸によって挫折してしまった。戦時中、フランスにおい

て、 Steinbeckの名声は、主として、 'The Moon Is 

Down' (1942）の地下版12によって非常に高くなってい

た。戦後、前述の CoindreauDuhamel 版の、 'The 

Grapes of Wrath' が急速出版されたが、その際、訳

者たちは、戦時中流布されていた乙の小説の逐語訳の表

題を使用する乙とを余儀なくされたという。 l3 1946年

5月から12月まで、との翻訳は有名な週間紙 LesLet-

tres Francaises lと連載されて多大の反響をえた。 19 

47年、乙れが単行本として出版された時には、忽ち、そ

の年の bestsellerの第6位を占め、総売上げ部数は、

概算120,000部に達したという。 14

'The Grapes of Wrath，のフランスにおける受容



状況を以上のように概観したのてsあるが、乙乙lζ、更に

二三のフランス人のとの小説に対する評言を付記する乙

とにする。 1939年、 アメリカて開催される国際 P.E.

N. Club 出席のため渡米した AndreMaurois は、

5月初め、 New York lと向う豪華な特急列車の中で、

今評判の 'TheGrapes of Wrath，を手にして、読みふ

ける。そ して最後の章を読み終るや、巻をおいて、 「乙

れは、何とまた残酷な本だろう。…Steinbeckが書いて

いるような悲惨の聞を縫って、こんな豪華な列車が今走

っているのは一体、真実なのだろうか。」そして、自ら

答えて言う、 「アメリカは退屈しているのだ。アメリカ

の読者は倦怠を感じている。それで恐怖か快楽の thrill

を求めるのだ。アメリカ文学の曙虐性の根源はこ乙にあ

るのだ。 Caldwellの官能的な猛烈さも、 Steinbeckの

残忍さも、乙乙から生れるのだ、」 15と。 Mauroisは、

寸he Grapes of Wrath' を残酷な小説だとし、作家

が予め読者の曙好を打算して生れた作品だとしている。

また、 Jean-PaulSartre (1905－）は1946年、 The 

Atlantic Monthlyの Statement.において、次のよう

に述べる、 「＇TheGrapes of Wrath' のように妥協

のなし〉小説は、フランスでは決してアメリカに嫌悪の情

を催させるものではない。いや、それどころか、その中

にアメリカの自由の現われを見るのだ、」と、そして、

更に、 「この小説のあばく不正は、われわれにとっては

決して、アメリカ社会の欠陥と思われるのではなくて、

rather a sign of the imperfections of our time. 

」lGと述べて、彼もまた、この作品のきびしさを言い、

そして、その普遍性を指摘している。

戦時中の出版制限や、人的・物的な諸不足ー乙とに紙

不足や、アメリカ小説愛読諸国への枢軸国の侵入などの

ために、 'The Grapes of Wrath，が、その国際出版

史上に被った受難の数数については、今さら言うも愚か

なことである。それ故、乙のような諸制約が解除される

や、ヨーロッパ諸国の大部分は言うに及ばず、アジア、

アフリカの諸国においても、相次いでこの小説の新版、

翻訳が現われた。 UNESCOの報告によれば、 1959年と

60年の2ヶ年だけで、ベルギ一、デンマーク、ドイツ、

ハンガリァ、南朝鮮（韓国）などの諸国で、新版が出さ

れている。 17

IC. 日本における反響・評価の概況

日本においては、早くも1940年、最初のアメリカ版が

出版された翌年、新居格訳の寸heGrapPs of Wrath' 

の日本語版が第一書房より出された。次いて、第二次大

戦も漸く終り、戦後の混乱も鎮静の兆しを見せ始める19

51年に、大久保康雄訳の「怒りのぶどう」上下2巻が六
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興出板社より出された。乙の訳本は、 1953年には、新潮

社版現代世界文学全集21として一本にまとめられる。以

後、この固において企画出版される世界文学全集18の中

に、 'The Grapes of Wrath' は幾人かの文学者”に

よって訳され、アメリカ文学の代表作のーっとして収録

される乙ととなって、日本におけるその地歩を確立して

行く。なお、すでに新潮、角川、岩波その他の文庫本20

として、この小説が広く大衆の座右にあることは人のよ

く知るところである。

'The Grapes of Wrath' tζ関する日本圏内諸大学関

係の学術論文は他日に割愛する乙とにして、乙の小説に

言及したアメリカ文学の研究・評論および文学史関係の

著作を一瞥じてみよう。先ず、 1946年、終戦の翌年、物

資不足のただ中に、杉木香、鈴木幸夫、龍口直太郎、高

垣松雄によって三冊の本21が出版される。その後、 50年

代を経て60年代の初めに至る聞に、志賀勝、滝川元男、

高村勝治、吉武好幸、斉藤光、佐渡谷重信そして野崎孝

らの手に成る労作・編著22は、その数およそ十指に垂ん

とするを見るのである。

日本における、 'The Grapes of Wrath，受容の一

般的概況は大体以上の如くであるが、更に、上述の著作

者および翻訳者の肯定的、あるいは否定的評言に具体的

に触れる乙とによって、乙の小説の日本における評価の

状況の検討、把握に資したいと思う。

大久保康雄は、前述翻訳書の委曲をつくしたあとがき

において述べる。 「Steinbeckはアメリカ商業主義へ強

い怒りをとめ、烈しい抗議の文学として乙の小説を書き

あげているが、その筆致は主観を抑えてあくまで冷静で

あり、時には非情でさえあって、それが乙の小説の劇的

雰囲気を盛り上げて行く上に、すばらしい効果をあげて

いる。」・23と、その hard-boiledstyleの効果を指摘し

更に、乙の小説の全体的結構が、旧約聖書の Exodusと

その原型、すなはち、人類社会の歴史が始ると共に起っ

た人聞社会の葛藤の一つの基本的な型と全く同一である

とい乙のような意味においては、「 'TheGrapes of 

Wrath，は Oklahoma 農民の苦難を、歴史と共に古

いこうした原型の中に物語るととによって、文学作品と

して一つの時代と場所とを越えた地点にまで達してい

る、」 24と評価する。杉木香は、また、とのことを次の

ように表現する、 「Steinbeckは、 30年代アメリカの悲

惨な現実を追求しながら、そとに深い人間の真実を見ょ

うとしたのてeある。それであれば乙そ、乙の小説が単な

る傾向小説や社会抗議の小説としてではなく、普遍的な

人間性を豊かに湛えている作品として、今ても読む者の

心を強く打つのである、 J25と。高村勝治もまた、その

著「現代アメリカ小説序論」において次のように言う、
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「＇TheGrapes・ of Wrath，はある意味ではproletaria

文学であると同時に、芸術作品としても勝れたものであ

る。 proletaria文学ては、得てして理論が先ず設定され

て、人物はそれに振り回される木偶坊になり勝である。

しかし乙の小説では、理論は生きた貧民の聞から必然的

に生れて来る。生きた人聞がアメリカ大陸を横断して、

大きな叙事詩をかなでて行く。乙れがとの小説の単なる

proletaria文学てない所以である、」 26と。そして、

乙の小説ては、 25万の Okies の動きをうつし出す短い

奇数章と、 Joad一家の一連の物語りをえがく長い偶数

章とは互に相照応して、 「Joad一家の悲劇がアメリカ

全体の悲劇として」描かれており、また、乙の作品は「

ただ Oklahoma農民たちの問題を扱ったという時代的

な意味をもっているばかりでなく、あらゆる苦難に会い

つつも屈するととなく、求めても得らぬ理想をあくまで

追求して行く人間一般の雄々しい姿を象徴するものであ

って、時代を超えて読者に訴えるのである、」 27と、述

べている。

'The Grai:妃Sof Wrath，の肯定的評価の中、代表的

的な2,3のものを以上のように摘出して見たのであるが

との中、最も簡潔な杉木香の評言をその典型と見てよい

であろう。このような肯定的評価が、大体、乙の国では

支配的であると言うととができる。

ことで、 AlfredKazinの「Steinbeckの作品には、

何か不完全に作りあげられたものがある。それは創造的

な人物を1つももっていないのである。彼の strike小

説を30年代の社会小説中のすぐれたものにしている、困

窮した人聞に対するその同情的な理解にもかかわらず、

Steinbeckの描く人物は、いつも人聞になろうとして

決してそうなる乙とがない。」 28という批判的評言を思

い出すのでであるが、日本においても、もちろん、否定

的評価が存在する。それは評言の一部として包含され、

あるいは、肯定的評価と対置され、あるいは終始一貫し

て述べられるのをみるのであるが、以下、さらに、との

ような批判的評価に眼を転じてみるととにする。

高村勝治は前述の評言において、さらに次のように続

ける。 Steinbeckの人間観には、いばば性善説とも言う

べきものが貫いている。こうした人間観の甘さが、彼の

社会的 realismの角の鋭さを擦り減らしている。

'The Grapes of Wrath' に見る解決の不徹底さもこ

とから生れるのだとして、さらに、 「乙のような St-

einbeck自身の人生観の甘さ、それに、アメリカ社会自

体としての苦悩の浅さ、そしてアメリカ的な理想主義と

いったもののためであろうか、第二次大戦が勃発するや

Steinbeckは社会的 realism文学をかなぐり捨ててし

まったのだ、」”と評している。野崎孝もまた Stein-

beck におけるとの肯定的人間観ないし楽天的社会観を

とらえて、 ・TheGrapes of Wrath，に批判的な立場

をとっているsoが、更に、 3年後には、 Steinbeckの

"biological view of man”31をとりあげて批判する。

すなはち、政治問題ないし社会問題というものは、ある

価値観から発生する人聞社会の葛藤である。ーInDubi-

ous Battle' (1936）や、＇TheGrapes of Wrath，は

政治問題ないし社会問題を素材にした写実小説である。

それを作者は、価値観を排除した生物学的人間観に立っ

て描乙うというのだから、最初から矛盾があるのは明ら

かである。移動農民が生きんがために闘う strikeを素

材にしながら、それを政治闘争や経済闘争としては見な

いで、 「一般生物界に行われる生存競争の一種として、

生物界全体の枠の中でとらえようとするのである、」 32

と言い、そして、乙の小説は、アメリカ社会の動きを簡

潔に叙述する短章の挿入と、 「いつもど乙かへ行乙うと

している土亀Jと、lastsceneのRosasharn授乳の場の

2つの symbol の成功、そして緊密な構成、引締まっ

た文体、意欲的な themeなどのため、単に、「Stein・-

beck個人のみならず、 30年代か生んだ代表作と呼ばれ

るにふさわしい貫録を備えた達成J33とみなしつつも、

との作品の意図が、 「5千の家族を餓死す前lと追いつめ

ている殺裁者どもの頭上にー繋を加えるJ34烈しい抗議

のそれにあったとすれば、その意図は充分に果されたと

言う乙とはできない。それは前述のように、作者をして

一方の側に与するととを許さぬ彼の人間観の故であり、

「人間界の一切の現象を、生物学的法則で割り切ろうと

する、あまりにも強引で単純な彼の思想のもつ欠陥」 35

の故である、と批判している。

Steinbeck lと見るとの「生物学的人間観」は、＂ ex-

cessive preoccupation with biology・・・”として、彼

の作品非難の一つの典型となっているものである。成程、

社会的作品としての寸heGrapes of Wrath，は、確

かに、との人間観によって不徹底となり、昏迷に導かれ

ているのであるが、しかも、との＂ biologicalview of 

man”は、明確な価値観に立って正邪善悪を峻別して一

方の側に与する乙とを退け、 Steinbeck における一種

の綜合的人間観の基調をなすものである。 'In Dubi-

ous Battle，において、作者は、 Burton医師に、との

ととを次のように言わせている。 H…I want to see 

the whole picture-as nearly as I can~ I don't 

want to put on the blinders of 電good’and'bad', 

and limit my vision. If I used the term 'good’on 

a出ingl'd lose my license to inspect it, because 

there might be bad in it，… I want to be able to 

look at the whole thing.”3G Steinbeckの作品にた



だようあの類まれなやさしさの源泉は、実にこ乙にある

とも言えるのである。

また、佐渡谷重信は、「Steinbeckが 'TheGrapes of 

Wrath，を書くと、社会問題として、とりあげられ、当

時の農地証券行政部は低廉住宅の建設に努力し、毎年、

土地を求めて移動する農民の救済に当った。文学が存在

するのはとういう所に意義があるので、読者の本能だけ

を刺戟して bestseller になる日本の小説とは違う、 J

37と述べて、乙の小説の社会的・政治的効用をとりあげ

て、この国の評論に一つの variety を与えている。

'The Grapes of Wrath' ！ζ対する日本における受容

評価一主として substantivevalues に関するーの概略

を以上のように一瞥し終った。 乙乙て私l乙浮んだ想い

は、とれらの評言が概ね、アメリカにおける乙の小説に

関する研究・評論書3Sにsourceを求め、あるいは参照

参考にして、その強い影響の下に所論が構成され、そと

に独自の日本的個性的の発現をほとんど見出しえないと

いうととである。乙れは、乙の国に長く培はれた西欧的

教養の帰結のーっとも見るととができるであろうの w.
French は”Inmost Western countries critics have 

discussed the novel ('The Grapes of Wrath’〉

in the same terms as Americans・・・”的と、言ってい

るが、乙の＂ mostWestern countries，，を＂Japan”

lζ変えれば、この評言が、そのまま日本における 'The

Grapes of Wrath，の評論にも該当できるであろう。

IlI.スウェーデン Academyの

Nobel委員会による評価

1962年10月、 Steinbeckは Nobel 文学賞を授与さ

れた。しかし、彼の国際的声価が、他の幾人かの受賞作

家“のように、専らこの名誉によってのみ高まったわけ

ではない。けれども、作家 Steinbeckないし、 'The 

Grapes of Wrath，の評価に関しては、例えば、 F.J. 

Hoffman 42などに見るような酷評もあって、その声価

にいささか疑問をもっ者もあったのであるが、乙の受賞

は、それらの疑いを排除するのに相当の力があったこと

は否定できないであろう。スウェーデン Academy の

常任書記で、同 Academyの Nobel委員会の議長であ

る Dr.Anders Osterlingが、周年10月25日になした

審査の経過・結果に関するラヂオ放送は、そのような意

味て、 Steinbeckの国際的声価に関する決定版とも言

え、また、そのこよなき certificateとも称することが

できるのである。

同放送によると、授賞は Steinbeckの全作品、ことに

電Winterof Our Discontent' (1961）を中心としてなさ

れたものであるが、以下、＇ TheGrapes of Wrath，の
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関係箇所を主として乙の放送を見て行くことにしよう。

This year’s Nobel Prize for Literature has been 

awarded the American author John Steinbeck.で

始る放送は、先ず、 Steinbeckの生い立ちと、波澗の

多かった青年時代の概略を紹介して、彼の作品に及んで

行く。 1935年、 'Tortilla Flat’ の出版で初めて彼は

世間的成功を収める。当時、アメリカ圏内に広がってい

た大恐慌の憂欝を吹き払う有難い解毒剤（ a welcome 

antidote）として、乙の小説は大歓迎を受ける。しかし

Steinbeck は「罪のない慰安者になったり、人を喜ば

せる芸人になったり」することを屑しとしない。それど

乙ろか、題材に Californiaの果実、綿花農場の苛烈な

strikers を選んで、真剣な弾劾の作品 'In Dubious 

Battle' (1936）を出す。乙の問、彼の筆力は着実に充実

して行き、 37年にはゆfMice and Men，を生む。放

送者はこれを＂ littlemasterpiece，，と呼んでいる。そ

して翌年、作家が集めた”incompetrableshort stori-

es”である、＇ TheLong Valley’を出す。と乙て放送

は、いよいよ、 'The Grapes of Wrath' に触れるこ

とになる。以下、原文を引用する。

The way had now been paved for the great 

work that is principally associated with Stein-

beck’s name, the epic chronicle 'The Grapes of 

Wrath',. which tells of the migration to Califor-

nia forced upon a group of people from Oklaho-

ma by unemployment and the abuse of power. 

This tragic episode in the social history of the 

U.S. A. has inspired in Steinbeck a 戸 ignantdes-

cription of life as it is lived by the common 

man, a description centered on the experience 

of one p:irticular farmer and his family on end-

less, heartbreaking journey to a new home・・・43 

'The Grapes of Wrath，は、作家 Steinbeckにそ

れまであったすべてのものが集大成されててきた彼の代

表的大作であることを先ず言い、そしてその物語りは、

Oklahomaのー農夫とその一家とが新しい居住地を求め

て行く、果てしない苛酷な旅の途上の経験を中心として

述べるのであるが、それは、とりも直さず、アメリカの

庶民の、いや、更に、世界中の善良な庶民の、失業と「

善良とはいえない人人」の力の濫用とによって、惹き起

きれる苦難の epicchronicleであり、また、アメリカ

社会史上の tragicepisodε であるとして、乙て小説の

社会性を指摘し、そ乙lζ見る特殊即普遍の実現をとらえ

ている。

更に放送は、 SinclairLewisから Hemingwaylζ至

る Nobel 賞受賞の現代アメリカ作家の中で、 Stein-
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beckが独自の立場を占め、独特の達成をなしとげたと

して、次のように指摘する。すなはち、しばしば彼に見

る残酷・ 生硬な motifをある程度まて救う、そのgrim

humorの調子。虐げられた者、環境に順応しにくい者、

または困窮者たちにいつもそそがれる彼の同情。彼が好

んでする素朴な生活の歓びと、残忍冷酷な金銭欲との対

比。そして、彼の inspirationの尽きる乙とのない源泉

となっている 自然ー耕地や、荒地や、山岳や海岸ーに対

する溢れるばかりの感情となって表われるその Ameri-

can temperament0 4-! 

このように述べて、スウェーデン Academyは、最後

に、授賞理由を次のように要約・結論する、（Wehave 

awarded the Prize to John Steinbeck) "for his at 

one and the same time realistic and imaginative 

writings, distinguished as they are by a sympa-

thetic humor and a social perception.”“ 
電Winterof Our Discontent，を中心として、 Stein-

beck の全作品に対してなされた以上の評言は、もち

ろん、 Nobel文学賞授与のためのそれであれば、そ乙

に、忌惇のない、強烈な個性的批評を期待するととは無

理であり、勢い、総花的・公式的きらいをもっ乙とにな

るのは免かれえないととろである。しかもなお、簡潔に

して要をえた、その適確な結語は、 Steinbeck の国際

的声価を決する至言であり、それは群小の批判を排除し

て、今後とも、恐らくその生命を維持し続けて行くであ

ろう。

N.ソ連における反響・評価と、これ

に対するアメリカ人の反応

乙の章は、本年10月30日、九州大学文学部にお

ける、日本英文学会第四回九州支部大会研究発

表論文に基くものである。

1 

今世紀において、革命と社会主義建設という人類最大

の実験をやりとげたソヴェット、そして、文学批評の基

盤を socialistrealism におくロシアにおける、 'The 

Grapes of Wrath，の反響ないし評価は、おのずから、

他とは異った独特の発現を示すものである。そして、こ

れに対して、あるいは party-lineに従うものとして、

あるいは、その固に支配的である NewCriticismの立

場から批判を加えるアメリカ人。以下、これらの諸点に

関して検討して行きたいと思う。

'The Grapes of Wrath，翻訳の arrangementは、

前述のように、ソ連においては、既に第二次大戦勃発ま

でに済まされていた。そして、 1940年に、連載小説とし

てその部分訳が雑誌に掲載された。その年の出版総部数

は25,000部にしかすぎなかったが、 41年には、実に300,

000部の全訳本の出版をみた。 4G Deming Brownは、

,'No other American author has received so large 

a single printing in the Soviet Union.叫 Tと言い、

また、大恐慌に関して書かれたアメリカの小説の中て、

最も大きな impact をロシアに与えた作品48だと言っ

ている。

このように、・TheGrapes of Wrath，は、ロシアに

おいて、一般的に異常な人気を博したが、更に、乙の小

説の評価の状況を詳細に把握するために、ソ連評論家、

文学研究者の評言に具体的に触れる乙とによって検討を

進めて行き度いと思う。

'The Grapes of Wrath，が特に暖い賞讃を受けたの

は、作中の主要人物である MaJoad, Tom Joadおよ

び元説教師の JimCasyである。乙の小説は Andre

Mauroisがしたように、 Caldwellの 'TobaccoRoad 

(1932）と較べられて、 Steinbeckの声価を増し、ま

たMaximGorkyの 「母」と比較されて、 Gorky の

ソ連における評判に鑑みて、 Steinbeckの信用を増した

のであるが、 F.Chelovekovは Litera turnoye oboz-

reniye誌上において、 Ma Joadを Gorky の「母」

の heroine と比較して、 「ひどい生活に直面して、同

じように日毎の暮しに勇気を示し、同じように reality

を理解して行き、悲しみに耐えるのにすばらしい才能を

示し、喜んで苦難に当った」的と言い、また、 R. Orio-

va は、 1962年、 lnostrannaia Literatura誌上で、

'The Grapes of Wrath，に詳細な考察を加えた評論；；o

において、 MaJoadは、 「あの処女大陸を征服した開

拓者たちの直系の子孫であり、また、そ乙にあれば眼に

っかぬが、なくなると胸も痛む程さびしくなる、あのす

ばらしい一家の光てεある。 jGlと言い、そして、彼女に

は「人間社会や、平静なあきらめ、確固たる決意が、何

年も前から身についていたかのように分って来る。この

小説てーは、 Maは発展するのではなしに自分をあらわに

して行く。」 52また「彼女は親切を一家の財産よりもは

るかに価値あるものと考える。…そして、底ぬけの善良

な魂をもっ故に、極めて誇り高い人間である。」 53と評

している。

Tom Joad について、 T.Khmelnitskayaは「民間

伝説の英雄的人物として描かれた。 jG4 と言い、また

Or I ovaは、上述のような母親 Maの息子である Tom

は「彼が受けねばならぬ苦難の過程において変化する。

彼は、平和を、平穏を、そしてのどかな生活を心から希う

気立てのよい青年てεある。思考は彼にとっては苦手であ

る。だが尋ねざるをえないし、また答を求めざるをえな

い。 Tomは闘士になる。それは闘いを求めているから



ではなしに、闘わなくては人間として生き続ける乙とが

できないからである。」 5；，と、強い言葉て評している。

Jim Casyの作中人物としての成敗については、批評

家の聞にかなり意見の分裂を見たが、 Khmelnitskaya 

は「Casy という人物の大胆さ、独創力、誠実さは、彼

を習慣的な思考や表現様式から引離さないて守、作者が説

教師から純粋に革命的伝道者を創造したという事実に存

在する、」 56と言い、 Orlovaはまた Casyについて、

「彼は自分の前職（preacher）の偽善である乙とを悟っ

て、それを捨てた。 Steinbeckのあまたの敵の中に聖職

者たちがいるが、彼らはこの説教師 Casyの性格描写に

激怒した。 Casyは strikeの組織者となり、警官から

殺害されたが、彼の私心のない苦闘は、 Tomとその同志

たちの進むべき道をえらぷ指針となったのである。」 57

と言っている。

乙の小説の用語、 style,constructionなどに関する、

いわゆる形式批評の面を一瞥する。先ず構成上からもい

ろいろ論議の多い、いわゆる説明の中間章（主として奇

数章〉の散在に関して、また賞讃の言葉を聞くととがで

きる。 Olga Nemerovskayaは Zvezda 誌上にお

いて、 「それらは一種の緊張した叙情詩調をおびた芸術

的 journalism である。小説そのものに劣らず感動的

である。初めから終り まで、一つの烈しい叙情的な調べ

が鳴りひびき、冷たい合理的な分析になってしまう乙と

は決してない。」 58と評し、また、 Orlovaは「とれら

の章は、 Joad一家lζ関するというより、むしろ、アメ

リカ人一般に、人類に、 ζの地上の人間生活に関するも

のである。だが、乙の小説の歴史的特殊性は、もちろん

Joad一家の変遷をもって尽きるものではなく 、それは

また、とれら中間章においても示されるのである、」 5!)

と言い、また、その中の一章の、金持で退屈した連中

が、速い speedで通りすぎて行く 66号国道の記述は、

「内容、文体において Hemingwayが、＇ToHave and 

Have Not，て、 yacht所有者について書いた怒りの

page lζ極めて類似している、」 GOとも述べている。ま

た、stylelζ関して Orlovaは、との小説には二つの文

体、すなはち、＂ low”styleと＂high”styleとが相並

んで現れる。とれらは互に分離しているのではなしに、

非常に多くの複雑に して論議の多い connections によ

って結合されている。 high styleは聖書にまでさかの

ぼる乙とがでる。 Steinbeckは聖書の用語を芸術的に変

形して 'The Grapes of Wra出’ という "organic 

alloy”の要素とな したのてeある、Glと述べている。

'The Grapes of Wrath，は、もちろん、 partyline 

に従って書かれた作品ではないが、アメリカ資本主義に

対じて極めて批判的な作品という乙とができる。従って、
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socialist realism l乙基くソ連の批評家は、当然、この

面を強くとりあげる。 P.Balasovは NovyMir におい

て、 「作家は変化が起りつつある乙とを知っている。そ

して、乙のような変化や革命lと誰が脅かされるかを知っ

ている。階級意識の目覚め、新しい観念・思想の誕生、

T から＂ we”へ＂ my”landから＂ our”landという

言葉への移り変り、一つの同じ不幸に見舞われた人人の

聞の親密な仲間意識の始まり、 一何よりも今、 Stein-

beck lζ興味をもたせ、彼の小説に明確な革命的方向と、

力強きと、新鮮さとを与えるものは、乙れなのである。

」G2と述べ、 Nemerovskayaは、乙の小説の基本的

optimism に触れ、 「Joad一家の没落にも拘わらず、

それぞれの主入公たちの悲運にもかかわらず、乙の小説

の結末は optimistic である。それは、資本主義が高貴

な人間感情を破壊する乙とができず、それは、人閣の精

神と意志とを強化し、将来起るべき不可避の決定的階級

闘争の準備をなさしめるからである。」 GSと言ってい

る。また、 M.Mendelsonは、 1947年一戦後、米ソ聞の

いわゆる＂ coldwar”で Steinbeckwas subjected to 

his bitterest critical attacks by Russians. 64の時

期ーに、ソ連高等教育省主催の Moscowにおける講演

で、 Steinbeckを強く批判しつつ、＇ TheGrapes of 

Wrath，に関しては、この小説は、正にアメリカ現代文

学の最高作の一つであるといい、そして、乙れは「Joad

一家の運命に責任があるのは現行のアメリカ社会の状況

であって、 Joad一家の人人自身の生来の欠陥にあるの

ではないという乙とを、充分に知っている人によって書

かれた本であり、また、そのλには、余計者となった労

働者たちを、喜んで餓死させようとする fascist的性癖

をもった人聞こそ、 Joad一家の苦境に対して笹めるべ

き者だという乙とがよく分っていたのだ、」と言い、そ

して

that the Joads were true representatives of A-

merican democracy, that they possessed lofty hu-

man qualities, a sense of their own individual 

dignity, and the capacity to struggle against op-

pressionぺG5 と述べている。 また、 Orlovaも次のよう

に述べる、「Maや Tomや Casyが打たてようと努め

る真の人間社会に至る道程における重大な障害は hour-

geois orderである。 'TheGrapes of Wrath，は徹頭

徹尾反資本主義の小説てーある。この本の中て問題とする

のは、個個の制度組織の欠陥ではなくて、その根本原理

である。」と言い、そして、 'TheGrapes of Wrath，の

第15章を引用する、すなはち、 「もし君たち、人のもた

ねばならないものを所有している者が、原因と結果とを

見分けることができれば、 PaineやMarxやJefferson
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や Leninが、結果てあって原因ではない乙とを知ると 妥当なものであると言う乙とができるであろう。

とができれば、生き残れるかもしれない。だが、君たち 2 

lζは分らないのだ。なぜなら、「所有Jというものの性 ソ連における＇ TheGrapes of Wrath，の受容・評価

質は、君たちを永遠に＂ 1”という観念に閉込め、＂ we” の状況を以上のように見たのであるが、次に、乙れに対

というものから永久に切離すのだから、」と。そして、 するアメリカ人の反応をとりあげ、検討してみたい。

乙の小説は、「今日のアメリカの失業者たちが、 Joad- James W. Tuttleton は、 Mod~rn Fiction Studies 

家の運命の中に自らの運命を見、なお、空腹がアメリカ において、との小説の Sovietにおける異常な声価の理

に存在し、殺滑な政治屋どもに欺かれて、人人が自分の 由を次のように分析する。 71すなはち、先ず第1に、

土地から追出される地方がまだ存在し、またアメリカの Soviet批評界の情勢の変化である。 30年代初期のソ連

内外においては、人聞による人閣の搾取が、なお存在す の批評界は、アメリカ文学はproletaria的 sentiments

る故に、生き続けるであろう、」町と言っている。 の拡大を支持すべきだと考えたが、アメリカの作品は、

以上のように、 Sovietの各批評家は、乙の小説が反 「文学によって、将来の理想社会、すなはち、さし迫っ

資本主義の作品である乙とを指摘して、強調するのであ た proletaria革命によって実現する社会へ至る道を指

るが、ただにとの点にとどまらず、更に進んで、 'The 示するという重責を背負っている soclalist realsm」

Grapes of Wrath，が人間性の深奥lζ触れた作品であり の目ざす所lζ近づきえないという理由のために、その大

それ故に、時と所とを超えた普遍性をもっととを、また 部分の作品を非難したが、 30年代の中・末期には、次第

指摘する。 Balasovは、”Inthese people···Steinbec~ に、資本主義制度に対して、絶対的に批判的な作品のみ

has found the fundamental human characteristics を寛容するという傾向が増大した。かくして、批判的

-the feeling of dignity and faith in humanity.” realismの作品である＇ TheGrapes of Wrath，は

86と、その評言を結論し、また Orlova は、＂ 'The Marxianのいわゆる＂ tolerant”に全くふさわしい作

Grapes of Wrath' lives and will live because of that 品であり、それ故に、ロ シアにおいて、非常な好評を受

active, deep humanism which is expressed in this けることとなったのであると。第2に、政治的な理由を

加okmore powerfully than in other works of the あげる。 Sovietの文学批評は、大体、公式的な政党の

writer …”69 と述べ、＇ TheGrapes of Wrath，の第 政策と密接して来たから、ソ連におけるアメリカ作家の

14章の＂Thelast clear definite function of man- 批評の消長によって、比較的正確に、政治的な米・ソ関係

muscles aching to work, minds aching to create の粗密を知ることができる。そして、 ζとに、ロシアに

beyond the single need-this ・is man.”を引用、そ おける Steinbeckの評価は、前述のように、ほとんど、

して、「このような思想、は、人聞が人聞を搾取することの 「米・ソの政治的関係を示す barometer」であり、 'The

ない時代にも、また生き続けて行くであろう、」とその Grapes of Wrath，は、いつも、このような Steinbeck

評論の、 substantivevalues lζ関する部分を結んでい 査定の中心となった。この寸he Grapes of Wrath' 

る。 が、 1940年、部分訳として Sovietで出版された時、ソ

'The Grapes of Wrath，によってロ シア人は Stein- 連てはドイツ fascismの脅威と、 Hitler との不可侵

beckを知り、それを出発点として、彼の過去の作品に朔 条約の失敗とのため、アメリカ資本主義へ対する批判は

り、また将来の作品に期待した。しかし、何れもロシア 緩和され、従って、アメリカ作家に対する批判も大いに

人に充分な満足を与える乙とはできなかった。 Tuttle- 和らいていた。アメリカが、たとえ proletaria革命を

tonは、＂Thecritical reception of John Steinbeck 実現しえなくとも、少くとも、 fascistを共通の敵とす

in Russia may especially be seen as almost a る同盟国として、その支援を受けることができたのてずあ

barometer of Soviet-American political relation- る。乙のような異常な環境の下に 'The Grapes of 

ships.” 70と言っているが、乙の聞にあって、 'The Wrath，は出現して、賞讃をうける ζ とになったのであ

Grapes of Wrath，はもちろん、その評価に多少の高低 る、と。最後に、これらの外的な事情とは別に、作品そ

はあったが、上に見たように、概ね、賞讃に終始して来 のもののもつ、いわば本質的な理由をあげる。すなはち、

たし、また、乙れからも恐らくそうであろう。そして、 Steinbeckの資本主義の批判、根絶した Okies問題の

Soviet批評家の上のような評価に接する時、思い浮ぷの 記述の realism、彼らの素朴、勇気、そして、凄まじ

は前述の杉木香の評言である。 Sovietの文学批評が いばかりの誇り、彼らがそとから生れて来た大地への親

Socialist realism に基いていようといまいと、 'The 近感と、それに対する作家の personalfeeling, Joap 

Grapes of Wrath，の評価lζ関する限り、それは大体 一家の苦難、悲歎にもかかわらず、この小説の基底に存



する optimism一乙れらの本質的諸特質が、 Soviet批

評家の心を痛烈につかんだのである、と述べる。

ソ連における、＇ TheGrapes of Wrath，の人気の由

来を以上の 3つの理由に帰結して、 Tuttletonは、また、

中間章に関する前述の Nemerovskaya の評言lζ 対し

て、 「乙れらの言葉は、 proletaria小説lζ審美的な関

心をもっロシヤの批評家の聞に広っている、先入見を示

すものだ、」 7：？と、批判するが、 Bala釦 vの評言τ3tζ対

しては

The Grapes of Wrath' might have been summ-

ed up in Bala釦 V’Sobservation・・・吋4と述べる。

乙の言葉、および、前述の3つの理由のうち、第1、

第3のものなどより見て、 'The Grapes of Wrath• 

を資本主義批判の小説てeあると強調し、また、深く bu-

manismの深奥に触れた作品であると評価する Soviet

の批評に対する Tuttletonの態度は、との小説に関する

限り、概ね、その評価を肯定するものというととができ

るであろう。

それに対して、次に、 WarrenFrench の批判を見

る乙とにする。Tuttletonはロシヤlとおける Steinbeck

の評価が、その政治情勢lζ密接するととを言ったのであ

るが、Frenchもまた同じ立場に立って興味を示す。す

なはち、第二次大戦後の米ソ聞の緊張と、＇ TheGrapes 

of Wrath，がその出版後、アメリカ国内において、い

わゆる partyline に従う者たちによって非難されて来

たことのために、どのように乙の小説がロシヤ人に受容

されたかという乙とより出発する。彼は述べる、 'The 

Grapes of Wrath，は Sovietにおいては、＂ evidenceof 

American decadence and the imminent collapse 

of American System，，として、 Nazisが戦時中にそ

れを利用しようと望んでいたように、乙の小説を利用し

ようとしているととは明白である、75と言い、また、ロシ

ヤの評論家たちは「自分の目的に都合ょくするような仕

方て Steinbeckの小説を読もうと企てて来たのだ、」

として、前述の Mendelsonの所説を引証する。また、

己のような傾向は、 1962年の前述の Oriovaの評論を見

ても、 Mendelson以来少しも変っていないとする。そ

して、 Ori ovaの評論は Marxism文学理論の modern

cla~sic への適用の効果を示すものであると皮肉り、ま

た、彼女の分析は、 「異質の議論が、いわゆる party 

line によって解釈されるその仕方を見事に説明するも

の」 7Uである、とし、 さらに、その記述は、 「アメリカ

の批判的作品が、ロ シヤの学者にどのような効力をもつ

かを示すよき例である」 77とも述べる。

Frenchのこのよ うな批判の由って来る根拠を見れば

次のごとくである。彼は言う、'TheGrapes of Wrath' 

g; 

の themeは、人聞は利己的な衝動を克服して、非常の

際には他人を助けるようになる乙とが必要だというとと

であり、乙の本は、乙のような道義的問題を中心にもっ

た作品である、と安易な解釈を下し、また、 Steinbeck

のをA Russian Journal' (1948〕の結語を引用、すなは

ち、”Weknow that this journal will not be satis-

fact"t>ry either to the ecclesiastical left, nor the 

lumpen right. The first will say it is anti-Russian. 

and the second that it is pro-Russian.…”79 

Steinbeck の著作態度が乙のようであれば、 'The 

Grapes of Wrath' もまた、アメリカの extremists

lζ対しても、ロシヤ人に対しても、何の慰めも与える

ものではないとし、更に前述の Jean-PaulSartreの

statementを引証してとの小説が、ただにアメリカ資本

主義批判の枠内に限定されず、より大きな普遍性をもっ

た作品てεある乙とを述べる。そして、 Soviet批評家が、

乙の小説を、いかに利己的利用に供しようとしても、そ

れが徒労にしか過ぎないものであると結論する。

Steinbeckは、はっきりと 1つの ideology をもっ

て、＇TheGrapes of Wrath，を propaganda小説と

して書いたものではないことは確かである。しかし大恐

慌に支配された30年代のアメリカ文学の作家たちは、大

なり小なり、自分たちの作品lζ明確な社会意識を表明し

ようと努めた。 'The Grapes of Wrath，もまた、そ

こに豊かな社会意識の横溢を見るのであり、 Albert

Maltz(1908－）の言うように、「30年代の最も力強い作家

たちは、政治を用いて、政治から使われたのではなかっ

た」 80のではあろうが、＇ TheGrapes of Wrath，は、

Frenchの強弁にも拘らず、アメリカ資本主義批判の小

説である乙とを否定するととはできないであろう。それ

故、乙の小説が socialistrealismの批評家たちを満足

せしめるには充分であり、彼らが乙の小説を柱け．て読み、

利己的利用に供しようとしたと言う Frenchの批判は、

必ずしも妥当であるという乙とはできないのである。否、

むしろ、 Frenchの批判乙そ、政治的な偏見lζ動かされ

て形成されたと言うこともできるであろう。

さらに、 French のこのような批判は、彼の文学批評

の立場からも由来したと考えられる。 Ransom lζ始ま

る NewCriticismは、40年代50年代を通じてアメリカ

批評の主流の観を呈し、それは「手軽に操作できる最新

型の電気器具のように一気に普及して」 Sl現在に及んで

いる。新批評家たちは、前代の印象主義批評が「主観的

放怒に流れ易く、当の作品lζ含まれないような乙とを語

る傾きそもち」 82また、批評家の受けた感銘の具体的根

拠を充分に示していない、として反対し、また作品の

autonomyを主張して、 「作品の中に含まれている作者
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の人生観や政治的態度によって作品を批評するととは、

作品の批評ではなくて別のものである。」”とした。

New Criticsの主要な一人である RichadP. Black-

mur(l卯 4）は、従来のアメリカ批評、主として社会学的、

心理学的批評と、NewCriticismの新しい立場とを強く

対比して、非難の矢を向ける。そして好例として、Van-

Wyck Brooks の著書と GranvilleHicks の＇The

Great Tradition' (1田3) などをあげて、乙れらに共

通の点は、。「文学から離れた内容を扱い、それなりに同

有益でありながら、文学を文学として論じていない」 84

とし、例えば左翼批評家 Hicksは、 「Marxistの立場

からアメリカ文学を解釈、評価したもので、彼のもつ政

治的、社会的見解て作家がものを見ているかど‘うか、ま

たそれが作品にいかに表現されているかによって作品を

評価しようとするのは、その作品の中に実際存在しない

ような作家の目的をとりあげたものであって、批評とは

言えない」 85と言い、また Brooksは、 「他の目的のた

めに、 Jamesの作品を利用しているだけだJと攻撃し

ている。

乙〉て、われわれは、先述の Frenchの評言を思い浮

べよう。すなはち、 「ロシアの批評家たちは、自分の目

的に都合ょくするような仕方て 'The Grapes of 

Wrath' を読もうと企てて来た」と言い、また「 Oriova 

の分析は、異質の論議が partyline によって解釈され

るし方をよく説明するものである。」と。乙れを見 Black-

mur の評言を見るとき、両者が全く一致するのを知る

のである。この一事をもって、 French の批評の立場

が NewCriticism にありと速断するのは、もちろん、軽

卒にすぎるであろうが、しかも、彼の評言が、少くとも、

New Criticismの多少の影響のもとに形成されたであ

ろうとすることは、必ずしも牽強付会として退けること

はできないであろう。
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智
坊
両
人
は
一
切
名
前

無
之
寂
門
坊
良
程
始
終
不
快
に
て
無
出
勤
明
星
坊
石
築
地
坊
は
無
住
也
小
鳥

居
隠
居
信
泰
執
行
坊
隠
居
信
隆
時
々
自
由
に
て
出
方
致
候
義
は
指
悶
も
無
之
由
に

候
得
共
当
節
は
両
人
共
出
方
不
致
候
て
相
済
候
也
」
右
連
歌
之
節
詰
方
之
者
給
仕
子

等
皆
延
家
よ
り
出
る
畑
草
盆
は
有
之
候
得
と
も
連
衆
中
し
う
炉
持
参
致
す
也

七
百
韻
之
連
歌
御
布
施
福
岡
よ
り
銀
五
数
御
渡
し
に
相
成
右
は
兼
て
連
歌
致
し
候

面
々
而
己
配
当
に
相
成
三
上
衆
〔
山
上
衆
・
衆
徒
ノ
コ
ト
〕
連
歌
不
致
候
面
々
は

出
席
而
己
に
て
御
布
施
配
当
無
之
但
配
当
之
次
第
延
家
三
人
前
連
衆
中
皆
々

一
同
隠
居
後
住
は
半
高
也
尤
隠
居
に
て
も
執
筆
脇
は
連
衆
同
様
一
人
前
也
迎

寿
院
井
水
田
東
北
院
は
四
半
高
配
当
也
都
合
当
節
は
拾
六
人
刻
に
て
配
当
有
之

左
之
通

延

三

一

人

小

御

執

浦

上

寺

安

伊

与

加

賀

但

馬

連

か

や

御
隠
居
（
執
筆
脇
に
て
同
並
）
連
後
住
（
半
高
）
東
北
院
迎
寿
院
（
二
人
に
て
半
高
）

〆
拾
六
人
刻

当
節
御
渡
銀
延
引
に
て
十
月
に
漸
々
御
渡
有
之
候
間
此
処
に
書
加
置
也
」

十
八
日
十
九
日
巳
の
刻
不
老
文
太
夫
惣
之
市
神
楽
相
勤
る
終
て
水
田

社
人
四
人
神
楽
相
勤
る
午
の
刻
大
蔵
有
之
〔
下
略
〕

二
十
日
巳
の
刻
憂
陀
羅
供
〔
下
略
〕
」

二
十
一
日
同
日
十
講
会
之
筈
之
処
二
十
二
日
承
天
寺
指
悶
之
由
に
て
同
寺
よ
り

頼
に
て
二
十
二
日
と
日
取
操
替
に
相
成

巳
の
刻
首
梼
厳
会
承
天
寺
調
経
也
〔
下
略
〕
」

二
十
二
日
巳
の
刻
十
講
会
〔
下
略
〕

二
十
三
日
」
同
日
御
能
興
行
之
日
取
に
有
之
候
処
国
君
御
障
之
日
に
付
日
限

御
延
引
に
て
廿
七
日
御
能
御
奉
納
に
成
因
て
同
日
は
勤
行
筋
休
間
也

二
十
四
日
巳
の
刻
法
華
三
昧
行
道
惜
法
〔
下
略
〕

同
日
未
の
刻
皆
参
御
供
元
日
之
式
文
人
中
九
百
年
御
忌
之
節
よ
り
願
に
因
て

御
仮
殿
に
出
仕
也
控
所
は
三
綱
之
次
座
に
控
る
〔
下
略
〕
」

明

ω

事事中J
苫幸苫

光
明
寺
瑞
巌

岡

本

和

泉

円

智

坊
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よ
り
御
荷
船
御
渡
に
付
福
岡
湊
よ
り
乗
船
有
之
也

御
忌
中
小
使
入
用
之
出
夫
三
百
人
程
郡
々
よ
り
出
候
也
延
家
よ
り
郡
奉
行
え
前
弘

頼
に
相
成
候
而
郡
奉
行
よ
り
大
圧
屋
え
達
に
」
相
成
候
得
は
御
忌
中
入
用
次
第

人
数
高
延
家
よ
り
大
庄
屋
え
引
合
に
相
成
筈
〔
以
下
略
〕
」

亥
八
月
十
八
日
御
宮
御
普
請
成
就
に
付
執
行
坊
宿
坊
之
御
翠
簾
五
流
掛
替
に
相
成

宮
司
護
灯
世
話
致
す
〔
以
下
約
二
頁
略
〕

亥
十
月
連
歌
三
千
句
丈
仕
寄
有
之

初
千
句
延
家
受
持
之
分
朔
日
よ
り
五
日
迄
に
て
終
る

二
千
句
目
小
鳥
居
宮
司
中
に
て
順
々
に
興
行
十
八
日
よ
り
廿
二
日
迄
に
終
る

三
千
句
目
上
官
中
に
て
興
行
廿
六
日
よ
り
十
一
月
朔
日
迄
に
終
る

尤
御
供
屋
執
行
坊
浦
之
坊
に
て
一
日
つ
〉
会
座
三
綱
中
に
て
一

日
上
座
坊
会
坐
」
文
人
中
に
て
一
日
小
野
加
賀
会
坐
連
歌
屋
に
て

衆
徒
中
相
加
り
寛
宴
の
饗
応
也
右
に
付
別
段
切
銭
等
無
之

千
句
毎
に
朝
六
つ
半
時
揃
也
昼
晩
二
度
つ
〉
賄
に
成
尤
初
日
は
昼
軽
き
本
膳
贈

晩
は
一
菜
に
て
引
杯
日
々
煎
染
壱
つ
茶
受
に
出
す
二
日
目
よ
り
昼
晩
共
一
菜
に

て
引
杯
千
句
毎
に
寛
宴
有
之

寛
宴
之
献
立

本
膳

後
段
酒
肴
吸
物
二
つ
三
つ
盆

数
々

右
延
に
て
一
度
小
〔
鳥
居
〕
井
宮
司
中
分
検
校
坊
に
て
一
度
一
社
中
分
連
歌

屋
に
て
壱
度

右
連
歌
三
つ
物
等
後
に
出
す
」

子
正
月
小
社
家
左
之
人
数
え
延
家
よ
り
廿
〆
目
之
内
に
て
装
束
料
渡
に
相
成〔

下
略
〕

幕
等
張
立
之
筈
之
処
同
日
殿
様
御
社
参
に
付
右
御
荘
厳
等
は
八
日
に
相
成
也

御
宮
惣
回
廊
井
拝
殿
前
に
手
摺
竹
仕
固
に
成
延
家
受
持
也

九
日
殿
様
御
社
参
に
て
御
忌
に
付
御
連
歌
御
奉
納
有
之
延
家
に
連
衆
中
罷
出

る
尤
本
式
の
御
社
参
に
て
御
供
中
も
皆
々
麻
上
下
也
御
神
拝
井
独
礼
中
御
目
見

等

は

一

切

例

之

通

」

〔

注

。

独

礼

・

惣

礼

・

無

礼

は

ラ

ン

ク

〕

右御連歌中座列左之通

君臨着什諸君
印甲車豆進

難住i輝
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諸
事
申
談
に
成

百
韻
井
表
十
句
丈
つ
〉
」
延
家
に
て

執
筆
御
供
屋
信
竜
執
行
坊
信
亨
五
十
韻
つ
〉
交
代
に
て
致
す

御
連
歌
相
済
候
上
連
衆
中
え
拝
領
物
有
之
尤
寺
主
坊
安
秀
院
は
無
礼
に
付
願
に

の
て
一
立
限
り
出
席
被
仰
付
候
義
に
付
拝
領
は
銀
子
也
右
御
連
歌
正
月
之
内
御

用
人
よ
り
延
家
え
引
合
に
相
成
其
後
延
家
御
館
え
御
呼
出
」
之
上
斉
薄
公
御
直

に
延
家
信
全
老
え
御
相
談
に
て
御
発
句
被
遊
六
句
目
迄
福
岡
に
て
仕
寄
有
之
信

全
老
持
帰
り
之
上
順
々
仕
寄
致
し
名
残
之
花
之
句
残
し
置
又
々
福
岡
に
指
出
し

に
相
成
候
上
右
花
之
句
文
々
公
御
自
句
に
被
遊
候
也

何

路

松
梅
の
栄
え
尽
せ
ぬ
宮
居
哉

た
め
し
替
ら
す
祭
る
二
月

舞
人
の
袖
も
霞
の
立
添
て

光
の
移
る
け
ふ
の
の
と
け
さ

カ

浦
波
も
源
て
小
舟
や
出
す
ら
ん

明
は
な
れ
た
る
遠
の
嶋
山

子
正
月
廿
七
日
延
家
に
上
宮
中
寄
合
有
之

同
晦
日
当
節
御
奉
納
七
百
韻
之
連
歌
之
内

仕
寄
に
成
尤
昼
飯
井
夜
酒
等
延
よ
り
出
る

町
方
に
で
も
二
月
十
一
日
よ
り
廿
五
日
迄
魚
肉
禁
制
之
義

兼
て
延
家
よ
り
福
岡
表

に
申
出
に
相
成
候
に
付
郡
方
よ
り
も
大
庄
屋
え
達
に
相
成
候
事
（
中
略
〕
触
状
左

之
通
来
る
二
月
十
一
日
よ
り
廿
五
日
迄
御
神
忌
法
会
遂
修
行
候
条
魚
類
」
肉
類
取

扱
候
義
堅
停
止
之
事

〔
下
略
。
火
用
心
之
義
。
博
突
諸
勝
負
堅
停
止
之
事
ナ
ド
〕
」

一
一
月
九
日
同
日
宮
司
立
合
役
護
灯
罷
出
御
宮
荘
厳
致
し
延
家
上
見
分
有
之
御

斉

薄

公

信

全

増

熊
正

質

義

存

実

節

立
花
平
左
衛
門

浦
上
帯
万

竹
田
助
之
亙

小
川
専
左
衛
門



八

資

料

四

V

嘉

永

五

年

壬

子

二

月

〔

小

鳥

居

家

蔵

・

天

保

町

・

執

行

坊

編

丸
百
五
十
年
御
忌
之
記
大
概
『
一
山
社
用
旧
格
雑
記
』
よ
り
〕

嘉
永
元
年
極
月
々
次
寄
合
之
上
に
て
延
家
信
全
老
よ
り
同
院
先
規
之
記
録
二
冊
被

相
見
せ
先
例
之
通
福
岡
表
え
願
出
之
義

E
御
宮
諸
品
修
覆
等
之
義
可
申
出
旨

示
談
有
之
〔
注
延
家

l
延
寿
王
院
！
大
鳥
居
氏
ノ
コ
ト
〕

先
例
三
ヶ
年
以
前
之
正
月
に
諸
事
願
出
に
相
成
居
候
間
当
節
も
酉
正
月
願
出
有
之

筈
之
処
当
年
御
撫
物
〔
オ
ン
ナ
デ
モ
ノ
〕
上
京
年
に
て
願
筋
も
繁
雑
之
由
に
付

延
家
上
京
相
済
帰
院
之
上
早
々
可
願
出
と
の
事
に
て
正
月
迄
は
願
出
無
之

御
池
さ
ら
へ
之
義
は
申
の
冬
申
出
に
相
成
居
候
処
酉
二
月
御
聞
済
に
相
成
候
間
」

延
家
よ
り
郡
方
え
右
之
趣
掛
合
に
相
成

酉
三
月
蓮
池
さ
ら
へ
有
之
人
夫
郡
々
よ
り
出
す

成
三
月
心
池
さ
ら
へ
有
之
人
夫
千
七
百
人
之
積
り
に
て
千
三
百
人
に
て
相
済
郡

々
よ
り
出
る
也

酉
闇
四
月
延
家
帰
院
に
付
五
月
六
日
出
福
有
之
先
例
之
通
願
書
指
出
に
相
成

右
願
書
は
延
家
旧
記
之
通
故
略
す

同
十
月
右
願
之
通
被
仰
附
候
段
月
次
寄
合
之
上
延
家
よ
り
被
相
達
候

之
通

達
候
右
勧
化
之
義
は
来
成
年
よ
り
子
年
迄
三
ヶ
年
に
取
立
候
様

可
被
相
達
候
事

酉
十
月

右
之
通
之
御
達
に
候
得
共
子
年
迄
に
勧
化
致
居
候
て
は
間
に
合
兼
候
尚
文
先
例

御
国
中
寄
附
之
分
役
筋
よ
り
取
立
に
相
成
候
て
御
渡
に
相
成
候
事
故
比
節
も
亥
年

迄
に
役
筋
よ
り
世
話
有
之
候
様
延
家
よ
り
又
々
申
出
に
相
成
候
由
也
」

酉
正
月
御
本
社
御
道
具
井
一
社
中
受
持
之
諸
末
社
御
道
具
等
修
覆
有
之
候
分
書

上
け
に
相
成
候
事

同
五
月
御
用
方
よ
り
御
宮
御
普
請
場
等
見
分
有
之
也

連
敬
三
千
七
百
韻
之
内
初
千
句
は
堂
上
方
発
句
に
て
表
十
句
つ
〉
花
下
に
て
致

し
花
下
昌
同
よ
り
戊
正
月
延
家
え
贈
り
来
る
尤
前
以
て
匙
家
よ
り
頼
に
相
成
居

候
也

延
寿
王
院
え

右
連
歌
三
物
等
後
に
出
す

成
八
月
明
春
遁
家
井
社
中
二
人
上
京
に
付
当
節
は
連
歌
屋
昌
順
小
野
加
賀
氏

伸
上
京
可
然
月
次
寄
合
之
上
申
談
に
て
右
両
人
え
も
延
家
よ
り
申
附
に
相
成

成
十
月
々
次
寄
合
之
上
御
宮
御
普
請
」
取
掛
に
相
成
候
段
延
家
よ
り
達
し
有
之

尤
諸
末
社
等
御
造
営
御
普
請
は
其
以
前
よ
り
追
々
造
作
有
之
也
〔
以
下
略
〕
」

同
寄
合
之
節
明
亥
正
月
よ
り
高
札
立
候
に
付
当
冬
よ
り
仕
立
置
候
様
延
家
よ
り

示
談
有
之
右
高
札
は
延
家
世
話
被
致
候
事
場
所
は
＝
ア
橋
鳥
居
西
柱
之
前
也

〔
札
面
〕

来

壬

子

年

二

月

〔

柱

面

〕

天
ー
ー
九
百
五
十
年
追
福
法
会
当
山
よ
り
無
縁
勧
化
一
切
出
不
申

従
十
一
日
廿
五
日
迄

右
之
札
櫓
木
に
て
仕
立
候
也
先
例
二
川
氏
え
頼
有
之
候
得
と
も
当
節
は
吉
富
桂

次
郎
え
書
頼
に
成
尤
菓
子
酒
一
瓶
進
物
有
之
延
家
え
同
人
出
処
之
上
書
写
致
す

右
之
高
札
井
進
物
雅
口
等
は
御
惣
物
銭
よ
り
出
る
也

亥
正
月
右
高
札
立
」

亥
二
月
御
供
屋
隠
居
信
覚
小
鳥
居
信
昇
執
行
坊
信
亨
延
家
に
参
り
候
て
御
連

歌
三
千
七
百
韻
之
題
刻
名
盛
附
等
教
す
延
よ
り
一
」
叶

J

酒
飯
出
る

同
月
十
五
日
御
宮
御
普
請
に
付
御
囲
始
る
右
之
式
略
す

同
三
月
廿
七
日
牙
家
井
連
歌
屋
小
野
加
賀
上
京
発
足
尤
昌
順
氏
伸
苦
労
料
銀
三

百
目
つ
〉
外
に
道
中
賄
等
廿
〆
目
之
内
に
て
延
家
よ
り
渡
之
に
成
福
岡
表

御
書
渡
左

延
寿
王
院
え

天
満
宮
九
百
五
拾
年
御
忌
来
る
子
年
相
当
先
規
之
通
執
行
仕
度
候
右
に
付

連
歌
之
発
句
披
講
之
詩
歌
等
堂
」
上
方
え
為
所
望
御
思
前
上
京
可
仕
段
和
厭

披
簡
伝
受
と
し
て
社
中
両
三
人
召
具
候
例
に
候
得
者
神
用
附
届
彼
是
入
用
九
銀

弐
拾
貫
目
無
之
て
は
難
相
調

E
官
位
も
加
階
之
年
数
に
て
先
格
有
之
芳
難
指

捨
右
銀
高
御
寄
附
被
仰
附
被
為
下
候
は
〉
神
祭
官
位
を
も
相
仕
舞
申
度
段

願
之
趣
相
違
候
の
之
以
御
詮
議
先
例
之
通
銀
子
弐
拾
〆
目
内
此
節
五
〆
目

御
寄
進
被
成
残
り
拾
五
〆
目
は
御
国
中
勧
化
御
免
被
成
候
右
之
外
神
具
修
覆

能
興
行
等
之
義
は
其
節
に
至
り
可
被
仰
附
候
事

酉
十
月

別
紙
奉
行
所
え
御
達
之
書
附
左
之
通

104 

町
奉
行
え

天
満
宮
九
百
五
拾
年
御
忌
来
る
子
年
相
当
先
例
之
通
銀
子
廿
貫
目
之
内
五

〆
目
は
此
節
御
寄
進
残
拾
五
〆
目
は
御
国
中
勧
化
御
免
被
成
候
段
は
別
紙
相

- 21ー
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第第第
六五四

咲
て
世
々
名
に
流
れ
け
り
花
の
滝

一
重
八
重
千
代
や
か
さ
ね
て
桜
花

花
は
け
ふ
お
ら
ぬ
を
ぬ
き
の
手
向
か
な

第
七

ち
り
う
せ
ぬ
訟
の
葉
ゃ
い
く
千
々
の
春

〔
コ
コ
マ
テ
原
本
本
文
中
〕

し一

字
和
二
年
壬
戊
聖
店
九
百
年
二
＋
五
首
詩
意
自
京
都
御
詠

〔
原
本
別
紙
中
ニ
ア
リ
〕

早
春
梅

新
玉
の
春
の
ひ
か
り
を
神
か
き
や
ま
っ
さ
く
梅
の
花
に
み
す
ら
ん

浦

霞

も
し
ぼ
や
く
煙
も
春
は
う
ち
は
へ
て
霞
を
い
ろ
に
な
ひ
く
う
ら
風

寄
雲
花

美
よ
し
の

〉
は
る
は
い
く
代
も
雲
の
色
に
か
さ
ね
そ
へ
た
る
花
の
山
か
け

首

夏

夏
の
き
て
梅
の
梢
は
実
を
む
す
ふ
わ
か
葉
そ
し
け
き
神
の
御
社

初
郭
公

は
つ
声
を
き
く
そ
う
れ
し
き
ほ
と
〉
き
す
ほ
の
か
な
る
を
も
う
ら
み
と
は
せ
す

樫
麦
露

ち
り
を
と
そ
花
に
も
い
と
へ
と
乙
な
つ

に
を
き
ぬ
る
け
さ
の
露
は
は
ら
は
し

消

京
i

i

 

千
世
の
か
す
き
よ
く
す
〉
し
く
よ
る
波
に
な
つ
を
も
し
ら
ぬ
生
の
ま
つ
は
ら

七
夕
河

い
く
め
く
り
く
も
り
な
き
よ
の
星
合
に
な
か
れ
て
す
め
る
あ
ま
の
河
水

菊
花
感

は
な
さ
か
り
う
つ
ろ
ふ
こ
と
も
白
菊
は
神
の
め
く
み
の
露
や
か
け
〉
む

時

雨

幾
千
叩
一さ
そ
ひ

へ
た
て
ぬ
山
か
せ
に
く
も
の
か
よ
ひ
ち
し
く
れ
行
そ
ら

千

鳥

む
ら
千
鳥
友
を
さ
そ
ひ
て
旋
風
も
さ
え
ゆ
く
月
に
浦
っ
た
ふ
声

神

楽

仰
け
猶
神
代
お
ほ
え
て
榊
葉
の
も
と
す
ゑ
か
れ
す
う
た
ふ
乙
ゑ
／
＼

述

懐

と
三
L

－ー
ω
ま
も
り
久
し
く
天
満
る
神
に
た
む
け
の
松
の
こ
と
の
葉

忠

良

雅

盛

為

敦

織

仁

愛

徳

実

秋

伊

光

美

豊」仁

持等

み‘4

見

雅

光

光

祖

．為

章

鷲
知
春

廟
外
百
花
猶
未
開
独
憐
好
烏
報
春
来

柳

風

長
々
柔
条
痩
四
肢
繊
々
撒
葉
展
双
眉

夏

月

碧
寄
月
満
夏
雲
収
晴
漢
金
波
糠
暑
流

聞

虫

卿
々
陰
虫
報
素
秋
衆
声
相
接
半
叢
頭

海
辺
鹿

秋
深
海
幡
水
姻
空
野
鹿
求
群
出
晩
叢

見

月

行
雲
流
水
去
無
還
唯
見
月
明
上
碧
山

滝
辺
氷

朔
風
濠
烈
暮
山
陰
爆
布
無
戸
返
景
沈

遠
山
雪

林
風
簸
菊
謝
玄
冬
寒
景
近
来
慨
曳
節

松
歴
年

昌
泰
表
憧
不
麹
麹
享
和
口
仰
口
賜
光

瑚

竹

撒
色
更
加
両
三
竿
亭
々
抽
出
傍
欄
干

江
上
舟

浩
々
溶
々
千
里
流
江
薄
欲
渡
一
孤
舟

社
頭
久

一
世
元
勲
万
古
香
也
知
星
斗
燥
文
章

以
上
二
十
五
首

壬

成

三

月

前

満

搭
院

試
看
院
現
知
何
処
占
得
相
公
遺
愛
梅

樹
間
時
有
軽
風
起
恰
似
刑
姫
学
舞
姿

竹
箪
紗
窓
明
旦
爽
水
風
庭
樹
浄
於
秋

聞
来
恰
似
奏
天
楽
月
影
夜
深
桐
届
幽

濯
々
踏
来
千
浦
月
助
々
鳴
送
五
更
風

九
百
年
前
秋
夜
影
猶
将
光
徳
照
人
間

縦
使
前
賢
将
洗
耳
寒
光
徹
骨
積
氷
深

早
起
推
箇
覚
幽
覚
天
辺
積
雪
佼
造
峰

忠
貞
準
擬
長
松
樹
九
百
年
来
神
徳
彰

可
知
鉛
節
凌
雲
去
枝
葉
長
侵
書
峡
寒

紅
馨
深
処
櫓
声
響
映
水
驚
飛
沙
上
鴎

高
辻
前
大
納
言

鳳
号
歌
就
西
演
外
廟
宇
結
将
天
地
長
胤

快
伝
写
之

Lー

為

徳

長

親

有

庸
」

為

弘

俊

長

在

- 20ー
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親

福

長

尚

長長



第

七

松

何

木

色
い
く
代
春
を
忘
れ
ぬ
神
の
松

長
閑
な
る
日
の
移
る
真
砂
地

波
ょ
す
る
浜
へ
の
霞
今
朝
晴
て

雨
間
折
よ
く
船
出
乙
そ
す
れ

蜜
人
や
釣
の
仕
業
や
急
ら
し

難
波
渡
り
の
明
果
る
比

月
の
暮
見
し
は
桜
の
薄
丹
葉

垣
の
し
り
へ
は
霜
の
し
ら
菊

ゥ
蛮
い
つ
よ
り
か
音
を
絶
ぬ
ら
ん

我
も
敷
捨
行
旅
衣

相
舎
出
立
袖
の
軽
気
に
て

第

八

梅

二

字

返

音

乙
の
花
や
九
か
へ
り
の
春
の
色

緑
立
そ
ふ
常
住
の
松

若
水
を
結
ふ
岩
井
や
清
か
ら
ん

年
を
迎
へ
し
袖
の
豊
け
さ

言
の
葉
の
心
新
た
に
読
出
て

月
は
替
ら
ぬ
望
の
夜
の
空

浮
雲
の
行
方
は
不
知
秋
の
風

た
〉
露
は
か
り
時
雨
せ
し
山

ゥ
友
を
待
爪
木
の
道
の
休
ら
ひ
に

放
ち
置
つ
る
駒
そ
噺
へ
る

沢
水
の
流
れ
も
絶
ぬ
野
を
広
み

106 

第

九

松

花

之

何

神
風
や
松
に
聞
え
し
代
々
の
春

磨
く
霞
も
八
重
の
注
連
縄

雪
消
る
垣
は
頃
日
ゆ
ひ
か
へ
て

う
つ
し
住
つ
る
山
際
の
里

涼
し
く
も
舎
る
寛
の
水
の
月

法
橋

執賢信昌快信信信信実玄

法
眼

快賢実信昌 執信玄快実昌信信信賢信

筆純川伝詮逸賢誠庸増廉
L_ 

筆増誠逸伝純廉庸賢詮川
Lー

伝増詮廉逸
しー

苔
地
の
丹
良
影
は
薄
し
も

分
行
は
ま
た
暮
や
ら
ぬ
道
の
へ
に

近
き
栖
の
か
へ
さ
い
そ
か
し

ゥ
末
迄
も
作
り
果
へ
き
小
田
の
荏

限
り
し
ら
る
〉
山
の
片
岨

桟
の
そ
な
た
も
雲
の
隔
し
な

第
十
梅

何
船

高
辻
新
宰
相

梅

の

花

玉

と

見

え

つ

る

井

垣

哉

福

鏡

も

清

き

御

社

の

春

昌

八

偲

璃

あ

し

た

青

陽

に

声

立

て

玄

門

出

は

月

の

夜

を

掛

て

け

り

信

送

り

ゆ

く

関

路

の

露

や

深

か

ら

ん

信

岩

間

の

水

の

音

も

冷

し

実

夕

汐

は

遠

く

引

つ

る

浜

川

に

信

誰

か

小

舟

を

指

捨

に

け

ん

賢

ゥ

掻

残

す

藻

屑

は

と

〉

ら

打

乱

れ

信

雨

の

ふ

る

田

と

成

し

一

方

快

柴

の

戸

や

只

山

風

の

叩

く

ら

ん

執

追
加

廻
り
逢
ふ
春
や
久
し
き
宮
柱

高
辻
少
納
言
俊
長

享
和
二
壬
成
年
五
月

前
満
盛
院

快
伝

右
菅
家
之
発
句
昌
逸
代
句
御
頼
之
由
ニ
候
一
順
通
里
村
家

へ
延
寿
王
院
狸
ニ
付
」
昌
逸
法
眼
よ
り
参
候
書
面
之
通
写

置
候
間
名
順
社
格
ニ
相
違
候
也

信
膚
実
詮
病
中
平
生
之
社
役
出
動
無
之
当
御
神
忘
同
前
」

〔

コ

コ

マ

デ

原

本

別

紙

〕

」
執信信信玄信

筆賢純誠川庸筆伝賢増 純 詮 誠 廉 川 逸 長
し－ L _  

〔
コ
コ
ヨ
リ
原
本
本
文
中
〕

ニ
干
旬
発
句
初
千
句
別
紙
写
置
也

春
は
世
々
香
に
に
ほ
ひ
け
り
神
の
梅〔

大
鳥
居
）
信
賢

代
々
を
経
て
見
る
に
花
あ
り
神
の
松（

御
供
屋
〕
信
庸

ふ
り
ぬ
香
ゃ
あ
る
し
尋
し
神
の
梅
〔
検
校
坊
〕
快
隣

春
い
く
世
神
や
し
め
ゆ
ふ
老
の
松
〔
勾
当
坊
〕
円
重

今
も
香
や
天
か
け
る
ら
し
神
の
梅
〔
上
座
坊
〕
実
詮

緑
た
つ
陰
い
や
高
し
神
の
松
〔
連
歌
屋
〕
昌
因

咲
梅
や
神
の
ま
に

y
i世
々
の
春
〔
伊
予
〕
氏
尚
」

仰
き
見
る
瑞
範
久
し
松
の
春
〔
加
賀
〕
氏
意

梅
か
香
を
神
の
宮
居
の
し
る
へ
か
な
〔
但
馬
〕
氏
較

さ

ら

て

住

宮

居

や

千

代

を

松

の

春

快

伝

三
千
旬
発
句

年
に
そ
ふ
緑
や
恵
み
神
の
松
〔
小
鳥
居
〕
信
純

仰
け
香
は
世
に
け
し
め
な
き
神
の
梅〔

浦
之
坊
〕
信
延

生
し
世
を
お
も
へ
は
遠
し
松
の
春
（
寺
主
坊
〕
賢
増

梅
あ
ら
は
外
な
た
つ
ね
そ
宮
所
〔
都
維
那
〕
廉
靖
」

常
盤
木
や
神
の
御
め
く
み
松
の
春
〔
花
台
坊
〕
良
収

今
乙
〉
に
あ
る
や
む
か
し
の
神
の
梅
良
恭

一
夜
松
生
ゆ
く
末
や
千
々
の
春
〔
安
祥
寺
〕
慈
重

守
る
て
ふ
代
々
の
薫
り
や
神
の
梅
（
常
修
坊
〕
快
旬

雪
き
え
て
松
は
ま
乙
と
の
緑
か
な
〔
六
度
寺
〕
準
賀

伝
ふ
香
は
代
々
に
あ
ま
ね
し
神
の
梅〔

執
行
坊
〕
信
誠

右
二
千
句
は
申
年
春
仕
寄
相
修
候
事
」

邦
君
御
奉
納
七
百
韻

第
一
長
き
世
を
あ
ら
は
す
梅
の
立
枝
哉

第
二
花
の
香
は
明
る
を
ま
た
ん
朝
戸
か
な

第
三
八
雲
た
つ
山
や
さ
く
ら
の
華
盛

第第第
三

第
四

第
五

第
六

第
七

第
八

第
九

第
十

-19 -
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被
下
候
事
八
百
五
十
年
忌
ニ
モ
御
布
施
被
下
候
由
承
伝
候

八
百
五
十
年
之
通
御
神
忌
為
諸
入
用
正
銀
廿
貫
目
従
福
府
延
寿
王
院
エ
御
渡

御
修
覆
物
井
同
院
依
先
例
上
京
和
歌
披
講
為
伝
授
連
歌
屋
昌
因
小
野
加
賀
氏

聖
廟
九
百
年
三
干
句
之
初
干
句
〔
原
本
別
紙
中
ニ
ア
リ
〕

第
一
松

山
何

高
辻
大
納
言

宮

は

し

め

松

は

夫

よ

り

い

く

千

春

胤

長

卿

仰

け

は

高

し

瑞

鑑

の

梅

〔

大

鳥

居

〕

信

賢

月
移
る
御
池
の
水
ひ
ま
添
て
〔
寺
主
坊
〕
賢
増

風
も
長
閑
に
渡
る
反

橋

〔

小

鳥

居

〕

信

純

岩
か
根
に
下
ゐ
て
鶴
や
求
食
る
ら
ん
〔
上
座
坊
〕
実
詮

人
気
稀
な
る
十

代

田

の

末

〔

執

行

坊

〕

信

誠

村
竹
の
小
枝
も
た
は
む
雪
の
日
に
〔
大
鳥
居
〕
信
廉

釣
簾
巻
袖
の
寒
き

朝

明

玄

川

」

北

窓

に

む

か

へ

は

山

の

遠

か

ら

て

昌

逸

船
ょ
せ

し

江

の

波

閑

也

〔

御

供

屋

〕

信

庸

蛋

の

引

網

の

え

物

は

取

々

に

執

筆

第
二
梅

タ
何

－T
レ

野
も
山
も
梅
そ
栄
ふ
る
神
の
園
高
橋
宰
相
在

am附

豊
か
に
調
ふ
鷲
の

声

信

純

庭
の
面
や
長
閑
な
る
日
の

廻

る

ら

ん

信

誠

軒

の

細

雨

の

漸

晴

ぬ

め

り

玄

川

呉

竹

の

そ

よ

／

＼

戦

く

風

立

て

信

庸

岸
根
に
ょ
す
る
波
の
閑
け
さ
（
前
満
盛
院
〕
快
伝

月
影
の
更
渡
り
ぬ
る
川

淀

に

賢

増

秋
よ
り
霜

の

結

ふ

板

橋

実

詮

」

谷
合

は

早

く

も

霧

の

打

時

雨

信

廉

蝉
暗
声
を
聞
初
る
山

昌

逸

釣
簾
の
外
の
松
に
涼

し

き

風

落

て

執

筆

第
三
松

何
人

意
上
京
入
財
右
之
内
ヨ
リ
出
候
事

右
弐
十
貫
目
八
百
五
十
年
ハ
御
国
中
人
高
一
一
御
割
付
之
由

エ
掛
候
由
伝
承
候

桑
原
勘
解
由
長
官

井

ひ

立

千

木

や

千

年

の

春

の

松

為

弘

雪

解

尽

す

杉

村

の

陰

信

誠

朝

ぼ

ら

け

霞

の

上

の

峰

見

え

て

昌

逸

麹

も

し

る

く

雁

帰

る

な

り

快

伝

吹

落

る

月

の

下

風

青

腸

に

信

純

そ

こ

と

聞

ゆ

る

滝

つ

瀬

の

音

信

廉

網

代

守

水

上

臨

時

な

時

雨

ら

ん

信

膚

」

波

の

ま

に

／

＼

木

葉

流

る

〉

信

賢

ゥ

打

戦

く

真

砂

の

竹

は

緑

に

て

実

詮

庭

清

ら

に

も

作

り

な

す

乙

ろ

玄

川

仰
か
る

〉

は

と

や

の

山

の

陰

深

み

執

筆

第
四
梅

何
水

梅
か
枝
や
雪
に
つ
〉
め
る
白
幣

鳥
井
の
内
外
霞
晴
け
り

打
向
ふ
春
の
山
水
明
初
て

袖
連
つ
〉
も
出
る
柴
人

隙
無
は
船
の
棒
手
の
取
々
に

タ
風
誘
ふ
川
添
の
月

半
散
柳
の
梢
あ
ら
は
に
て

閉
置
ま
〉
に
秋
た
け
し
門

ゥ
住
捨
る
軒
端
は
霜
の
深
か
れ
や

野
ら
と
成
ぬ
る
瑚
い
つ
よ
り

夜
な

fxに
出
て
狐
や
声
す
ら
ん

五
条
式
部

執信賢信信信 昌 実 快 玄 為 太
輔

筆 廉増庸誠賢逸詮伝川徳
L_  

此
節
モ
百
姓

第
五
松

朝
何

清
岡
式
部
権
太
輔

ね
き
こ
と
の
答
へ
か
す
ま
し
松
の
声
長
親

袖

良

闘

に

見

ゆ

る

祝

子

信

庸

乙

ち

風

の

渡

る

階

塵

も

な

し

信

純

あ

し

た

の

庭

の

雪

消

に

け

り

昌

逸

青

や

か

に

垣

根

の

小

草

蔚

出

て

賢

増

竹

の

下

葉

や

打

け

ふ

る

ら

ん

玄

川

」

有

明

の

影

も

氷

ら

ぬ

岸

水

に

信

賢

友

よ

ひ

か

は

し

千

鳥

鳴

也

信

廉

ゥ

か

ち

人

も

道

後

れ

て

や

急

く

ら

ん

快

伝

暮

る

は

早

き

谷

々

の

陰

信

誠

日

を

さ

ふ

る

槍

原

棋

原

生

続

き

執

筆

- 18-

第
六
梅

花
何

東
坊
城
大
内
記

梅
か
香
は
風
の
取
た
る
み
ぬ
さ
か
な
尚
長

摘

し

若

菜

は

け

ふ

の

臆

快

伝

来

る

年

の

例

し

替

ら

ぬ

精

進

し

て

信

廉

着
た
る
衣

の

色

も

清

し

な

信

賢

故
郷
に
帰
る
こ
〉
ろ
や
勇
む
ら
ん
玄
川
」

駒
も
泥
ま
ぬ
道
の
月
影

賢

増

声

／

＼

に

鳴

や

折

し

る

轡

虫

昌

逸

小

草

も

花

の

咲

出

に

け

り

信

純

ゥ

総

角

か

分

馴

す

野

の

末

広

み

信

庸

明
離
れ
た
る
岡
へ
麓

辺

実

詮

打

向

ふ

山

は

貞

に

雲

晴

て

執

筆
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烈
敷
寒
気
同
前
簾
ノ
外
ニ
幕
張
凌
風
候
事

初
千
句
之
内
四
百
韻
酉
ノ
年
仕
寄
残
六
百
韻
自
十
一
日
十
五
日
迄
満
吟

十
六
日
十
七
日
ハ
二
千
句
一
戸
一
千
句
読
上
ケ
次
一
一
自
上
御
奉
納
七
百
韻
読
上

ケ
出
勤
退
出
共
－
一
本
社
エ
神
拝
帰
院
也
・

日
々
於
連
歌
席
中
飯
延
寿
王
院
ヨ
リ
調
有
之
也

懐
紙
大
杉
原
」
清
書

ハ
雲
紙
也

千
句
ハ
延
寿
王
院
受
持
千
句
ハ
惣
社
中
受
持
千
句
ハ
小
鳥
居
宮
司
三
人

受
持
也
五
百
韻
ハ
小
鳥
居
五
百
韻
ハ
宮
司
三
人
酉
冬
相
認
延
寿
王
院
へ

差
出
置
候
て
神
忌
後
一
箱
一
一
納
内
陣
－
一
奉
納
也

御
上
御
奉
納
七
百
韻
酉
冬
於
延
寿
王
院
仕
寄
有
之
中
食
有
之
也

十
八
日
四
ツ
時
惣
之
市
不
老
奏
神
楽
次
ニ
水
田
社
人
四
人
奏
神
楽
太
鼓

笛
鼓
一
人
ハ
以
鈴
白
幣
舞

同
日
八
時
大
蔵
備
物
仮
殿
座
左
如
」

〔
省
略
・
文
人
主
ト
ナ
リ
勤
ム
〕

十
九
日
神
楽
大
板
如
十
八
日
〔
省
略
〕
」

廿
日
胎
量
供
（
省
略
〕
」

廿
一
日
十
講
〔
省
略
〕
」

二
十
二
日
承
天
寺
一
派
光
明
寺
調
講
〔
省
略
〕

二
十
三
日
能
五
番
自
御
上
御
奉
納

弓

八

幡

鯨

油

屋

融

狸

々

狂

言

麻

生

連

歌

盗

朝

五

ツ

時

始

八

ツ

時

終

三

人

片

輪

二
十
四
日
法
華
三
昧
〔
省
略
〕
」

同
日
皆
参
臨
時
御
供
諸
事
如
元
朔
献
備
宣
命
宮
司
一
薦
配
分
正
月
如
十

五
日
文
人
中
ハ
仮
殿
出
勤
伝
供
也
八
百
五
十
年
忌
ヨ
リ
出
仕
之
由
伝
承

万
灯
（
省
略
〕
」

二
千
旬
発
句
初
千
句
別
紙
写
置
也

〔
後
出
別
紙
分
ノ
ナ
カ
ニ
収
ム
）

三
千
旬
発
句
邦
君
御
奉
納
七
百
韻

二
十
五
日
和
歌
披
講
座
如
左

披
講
之
節
ハ
二
十
五
夜
ノ
通
殿
上
畳
西
ノ
方
ヨ
リ
東
八
足
前
半
畳
一
一
敷
ヨ
ス

ル
也
文
台
居
所
ハ
邦
君
御
拝
畳
半
畳
ヲ
敷
也

惣
社
中
千
句
ハ
於
会
所
興
行
中
飯
如
夏
連
歌

千
句
之
内
於
小
鳥
居
五
百
韻
満
盛
院
二
百
〔
韻
〕
勾
当
坊
二
百
韻

検
校

坊
百
韻
五
百
韻
修
中
飯
凡
夏
連
歌
之
通
ニ
致
候
五
百
韻
清
書
井
中
書

共
ニ
検
校
坊
一
一
テ
快
伝
廉
靖
相
調
回
廊
一
一
テ
読
上
候
懐
紙
大
杉
原
同
坊
ヨ

リ
出
ス
本
懐
紙
ハ
三
人
－
一
テ
調
申
候
事

懐
紙
大
雲
ハ
二
千
旬
惣
中
分
共
－
三
間
延
寿
王
院
へ
相
頼
申
候
事

同
院
へ
相
納
也

邦
君
御
奉
納
七
百
韻
興
行
料
銀
子

館
到

壁一作考互跡的ザ一ヰ

言住
消

上

座

坊

羽
軍
慰

十
二

灯
明
台

執

行

坊

草
臼

島
宗
p

匂

盟

延
寿
王
院

主製

輔
消

論
評
鵜

l足八 i

国
直

町
田

副語
恨
珊

献

正

｜台文i
iVi:: 

師

北
面
也

面

加
賀
氏
意

℃、＋－§：諜

RT口 、こ吋市 ~j~河 l I 句

、-.J §：吋亙同月掛ll~獄

中毒宇部中｝〉斗｜ー十lll ~lH 

℃斗岳舟 It 制喜~？）~ 剛 It

o.t-＞斗EE-5理河請、ェ山首？君事民

i~I 
国トァ思

議前田占iifrミテ

覇軍催

延
寿
王
院
エ
御
渡

当
病
代
寺
主
坊

実

詮

賢

増

信
誠

素
絹
五
条

北
面
」

賢

連
歌
屋
ハ
当
番
敬
白
座
ア
ケ

〔
一
ニ
着
座
ス
ル
也

各
着
座
有
テ

勾
当
坊
至

八
足
前
敬
白

前
後
磐
ヲ
打

畢
座
一
一
カ
ヘ
ル

披
講
始
之
也

-17 -

苫測
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代
銭
ハ

連
衆
エ
御
布
施
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松

梅

ノ

栄

ヤ

仰

ク

神

ノ

春

立

花

二

郎

太

夫

百
年
ヲ
八
十
年
重
テ
二
月
ノ
神
ノ
手
向
ニ
匂
フ
梅
カ
香
長
崎

神

ノ

梅

撫

匂

ラ

ム

御

開

帳

肥

前

高

木

小

嶺

氏

久

シ

サ

ヲ

梅

－

一

テ

モ

シ

レ

神

ノ

松

河

津

氏

神

ヤ

恵

ム

梅

ニ

ア

ヤ

カ

レ

八

百

年

長

崎

大

河

内

氏

古
モ
サ
ソ
ヤ
在
ナ
ン
八
百
年
ノ
祭
豊
カ
ニ
サ
カ
ユ
梅
カ
枝

豊
前
香
春

春
ヤ
今
回
方
－
一
天
満
神
慮

松
梅
モ
千
年
一
一
近
キ
宮
居
哉

梅
ヤ
尚
二
百
ト
セ
ヲ
松
ノ
春

花
咲
テ
尚
モ
ヤ
高
シ
神
ノ
梅

紅
梅
ハ
世
ニ
隠
ナ
キ
二
木
哉

菅

神

祭

会

知

神

在

貴

分

賎

夫

投

敬

拝

竜

髭

松

老

万

年

緑

」

無

尽

灯

革

映

池

上

石
城
山
主

威

霊

満

天

八

百

霜

詩

人

才

子

訴

文

章

星

火

梅

花

千

里

香

大

悲

応

化

不

曽

蔵

八

百

年

齢

神

徳

新

貴

賎

相

輿

古

今

真

旧

忌

己

至

元

禄

五

梅

朽

芳

根

松

樹

緑

経
年
ノ
神
ノ
思
知
ル
午
ノ
春

八
百
年
ノ
春
ヲ
迎
テ
神
垣
ノ
梅
モ
一
入
色
増
ル
ラ
ム

ヒ
サ
マ
ッ
ク
所
貴
シ
梅
ノ
花

八
百
年
ノ
セ
ウ
コ
ヨ
ヤ
ハ
リ
松
ト
梅

八
資
料

v 

享
和
二
壬
成
年
三
月

聖
廟
九
百
年
祭
洞
記
録

令助正林重
戴輿時鶴敬

松
嶋
輿
翁

如
児

二
戸
」

種
国

竹
鶴

氏
勝

何
惹
和
南

序
文
別
ニ
在

西
岡
氏

」

如
空
尼

零
舟

肥
後
熊
本

同
久
留
米
住
人

〔
以
下
空
白
〕

満

盛

院

紙）（表

神
前
荘
厳
次
第

神

鏡

一

金

幣

二

香

炉

一

多

羅

枝

二

張

花

瓶

二

格
子
取
除
簾
掛
ル
大
坂
ヨ
リ
紫
御
紋
附
幕
寄
附
有
之
－
一
付
簾
之
外
一
一
右
之
幕

張
也
御
幡
二
月
祭
礼
之
通
掛
ル

十
一
日
従
邦
君
御
奉
納
立
花
二
瓶
殿
上
畳
ノ
上
東
西
ニ
置
二
七
日
之
間
ハ
折

々
手
λ
有
之
也
速
水
才
七
同
正
助

一
一
月
従
十
一
日
至
十
七
日
連
軍
彊
行
出
勤
辰
ノ
刻
集
来
鐘
撞

座
如
左

・
初
日
十
七
日
両
日
ハ
素
絹
余
ハ
直
綴
小
五
条
也

け
－

T

連
歌

東
回
廊

連
歌

西
回
廊

~齢

週十

湖而

l盟国

E酬

tre(~ 日時四制空F与や知・

4阿梅

機制

4民E長姉知同t>i±=

自民醤

執
筆

男知

執
筆

蒋知

猶予F
潮崎司

調製

紛争｛＝吋誼｝

東
西
回
廊
也

宗昌貫
琳因実

氏
聡

交
代

〔
表
紙
・
裏
表
紙
共
ニ
、
半
紙
一

O

枚
。
コ
ノ
他
、
初
千
句
各
百
韻
ノ

一
順
ヲ
記
セ
ル
モ
ノ
二
丁
、
二
十

五
首
詩
歌
ヲ
記
セ
ル
モ
ノ
二
丁
、

計
四
丁
ノ
懐
紙
様
横
折
紙
片
ヲ
表

紙
上
－
一
添
附
ス
。
〕

~嵯

僅出い

きま而
文
台

東
向

図四回

豆長知

Lー

- 16ー

陣iiliii

fii>l±= 

組長~

者m~:Jt-t件、

~説

廉
靖

信
洪

~穏

~盤

~；；害

同様

信
庸
当
病
出
勤
無
之

実
詮
同
断

し一

神
前
荘
厳
連
歌
所
十
日
迄
－
一
万
端
相
修
候
事
一
一
候
得
共
御
普
請
出
来
兼
候

－
一
付
御
旗
等
ハ
十
一
日
御
供
後
早
々
荘
厳
有
之
候
事
連
歌
所
用
金
扉
拝

借
回
廊
北
ハ
簾
掛
ル
南
後
ハ
昇
風
也
十
一
日
十
二
〔
日
〕
十
三
日
風

文
台

西
向

灘両

漏>1±=



信

約

去

来

甚

有

情

秋

風

到

日

必

聴

声

曽

従

聖

作

賦

孤

雁

騒

客

至

今

結

旧

盟

山

月

高

野

左

中

将

保

光

霧

散

雲

収

嶺

上

鐙

団

々

一

鏡

少

駕

生

山

前

山

後

明

如

昼

間

説

林

間

宿

鳥

驚

暁

霧

清

涼

寺

沙

門

尭

真

月

落

鐘

鳴

破

暁

天

道

々

駅

洛

旅

行

懸

霧

横

噴

野

馬

難

進

不

覚

衣

裳

自

湿

然

紅

葉

日

野

頭

右

大

弁

輝

光

立
田
姫
そ
め
て
や
神
に
た
む
く
ら
ん
わ
き
て
色
乙
き
木
々
の
紅
葉
々

時

雨

樋

口

右

兵

衛

佐

康

瀬

過
る
か
と
見
れ
は
い
く
た
ひ
立
か
へ
り
あ
か
す
し
く
る
〉
空
の
う
き
雲

庭

霜

竹

内

従

二

位

惟

庸

神
も
今
朝
ま
す
か
乙
と
く
に
置
霜
の
白
ゆ
ふ
か
く
る
庭
の
さ
か
き
葉

水

鳥

広

橋

右

中

弁

兼

廉

鴛
鴨
の
う
は
け
の
霜
は
は
ら
ひ
て
も
乙
ほ
る
汀
に
寝
ら
れ
す
ゃ
な
く

松

雪

桑

原

民

部

大

輔

長

儀

吹
風
も
え
た
を
な
ら
さ
て
神
垣
の
ま
つ
に
つ
も
れ
る
雪
の
し
つ
け
さ

歳

暮

光

明

寺

植

獄

茅

店

残

灯

坐

不

眠

客

心

今

夜

鰐

長

天

漏

査

滴

尽

歳

云

曇

薩

撫

白

頭

徒

「

ん

然

忍

恋

庭

田

前

大

納

言

重

条

な
み
た
川
た
え
ぬ
な
か
れ
も
せ
く
袖
の
朽
は
て
ぬ
聞
は
人
に
し
ら
れ
し

逢

恋

六

条

右

中

将

有

慶

閏

中

夢

就

鴛

驚

会

月

入

紗

臆

玉

漏

沈

一

夜

尽

忘

相

思

恨

千

歳

共

約

合

歓

心

恨

恋

柴

山

権

佐

広

豊

一

約

千

秋

無

暫

忘

相

思

往

昔

笑

鴛

鴛

訪

尋

今

却

音

書

絶

妄

侍

欄

干

春

恨

長

述

懐

冷

泉

宰

相

為

経

飛

梅

香

渡

三

千

里

都

府

楼

辺

二

月

天

天

錫

曽

称

神

徳

美

高

風

余

韻

鎮

貌

然
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神

祇

白

川

従

二

位

雅

光

か
し
こ
し
な
そ
の
氏
な
ら
ぬ
も
ろ
人
も
世
に
へ
た
て
な
く
あ
ふ
く
神
垣

〔
初
千
旬
発
句
重
出
ニ
ツ
キ
省
略
〕

し一

元

禄

壬

午

仲

春

二

十

五

日

正

当

天

満

天

神

八

百

年

忌

造

聞

宰

府

霊

廟

大

設

法

会

奉

修

祭

儀

不

堪

仰

．

謄

」

企

望

之

至

謹

賦

一

律

而

代

調

毛

遠

献

廟

前

以

表

寸

枕

夙

慕

風

声

望

遺

廟

壮

遊

猶

未

入

西

洋

説

雲

倣

影

梅

無

月

」

貞

操

堪

寒

松

有

霜

三

代

文

英

勝

白

様

万

機

密

詔

拝

金

剛

栄

名

八

霊

徳

山

高

江

水

長

寛

平

法

皇

一

名

金

剛

覚

故

云

爾

」

従

五

位

下

守

大

学

頭

藤

原

信

篤

拝

書

（

朱

印

）

」

L _  L_  

元

禄

壬

午

仲

春

二

十

五

日

正

当

天

満

天

神

八

百

年

忌

辰

謹

賦

一

律

違

献

宰

府

霊

廟

可

歎

八

百

歳

星

周

」

霊

廟

窺

然

天

下

尤

国

史

成

編

分

類

粟

坊

斎

励

業

汲

儒

流

孫

謀

諮

腰

平

原

駅

身

後

伝

名

都

府

楼

莫

恨

遣

唐

空

当

任

」

誉

声

遠

得

達

中

州

林

信

充

拝

（

朱

印

）
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元

禄

壬

午

仲

春

二

十

五

日

正

当

天

満

天

神

八

百

年

誇

辰

謹

」

裁

律

詩

一

章

遠

献

宰

府

神

廟

徳

沢

威

風

兼

得

全

霊

神

如

在

仰

蒼

天

門

棟

表

位

清

陰

茂

月

桂

撃

枝

香

需

伝

曽

思

東

曹

対

窓

」

雪

宣

知

西

府

染

塵

煙

梅

花

添

色

彩

星

擢

点

点

余

光

八

百

年

林

信

廉

拝

（

朱

印

）

」
如
雲
軒
弘
有

L_  

調

講

一

本

在

別

詩

一

連

松

樹

枝

繁

八

百

年

梅

花

香

郁

界

三

千

威

霊

可

貴

菅

君

徳

擁

護

群

生

勢

動

天

八

百

年

同

シ

色

有

神

ノ

梅

同

老

松

モ

春

ハ

若

木

ノ

緑

哉

同

天
満
ル
神
ノ
真
モ
八
百
年
ノ
春
ノ
光
リ
ニ
尚
ミ
カ
キ
ソ
フ
平
井
善
助
重
信

ナ
キ
御
名
ノ
世
々
ニ
普
キ
濡
衣
ハ
神
慮
ヨ
リ
ヒ
ル
ニ
ソ
在
ケ
ル
同

L_  

L_  



諸
方
寄
進
ノ
灯
姐
大
小
十
日
ヨ
リ
廿
六
日
迄
社
殿
回
楼
神
社
仏
閣
諸
末
社
道
小

路
門
々
辻
々
或
連
灯
釣
灯
油
路
次
ニ
漂
流
事
如
河
燐
燭
塵
芥
ノ
如
ク
跨
歩
行

臨
時
御
供
如
元
旦
御
供
屋
坊
」

社
中
惣
参

公

文

上

座

坊
寺
司
坊

都
維
那
坊

廿
六
日
農
接
遣

能
舞
台
御
笠
郡
中
寄
進
之

仮
拝
殿
於
神
前
新
造
立
之

瑠
璃
段
八
足
之
机
再
興

幡
九
流
再
興
神
人
十
一
口
賜
装
束

右
造
営
料
二
百
表
宛
之

社
中
詮
義
在
而
上
官
妻
体
免
装
束
清
」
僧
同
前
金
欄
七
条
之
袈
裟
着
用

殿
上
之
畳
薄
縁
再
興
外
回
楼
畳
三
十
帖
薄
縁
廿
畳
連
歌
回
楼
ニ
敷

幕
一
双
右
同
造
栄
料
以
出
来弘

有
覚
書
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諸
法
如
恒
例

廿
五
日
長
朝
法
事
如
恒
例

拝
恨和

敬
備
喬

小
鳥
居

勾
当
坊

常
修
坊

都
維
那

加
賀

忍時簾

恋雨萩

逢庭初

懐雪霧

述松暁

神歳紅

恋霜雁

恨 水 山

恋鳥月

舞
台
上

朝

霞

伏

見

殿

中

務

卿

邦

永

親

王

来
る
春
の
ひ
か
り
も
知
る
く
今
朝
は
は
や
の
と
か
に
か
す
む
四
方
の
山
の
端

翫

梅

中

院

権

大

納

言

通

弼

花
の
香
の
天
に
満
つ
〉
さ
く
梅
を
今
年
は
わ
き
て
神
も
め
つ
ら
む
」

春

月

万

里

小

路

前

大

納

言

浮

房

あ
か
す
見
む
春
は
お
ほ
ろ
の
名
に
立
て
か
す
み
も
月
の
ひ
か
り
と
そ
な
る

花

盛

川

鰭

前

大

納

言

実

陳

春
は
け
ふ
散
へ
く
も
な
き
さ
か
り
に
て
心
の
と
か
に
あ
か
ぬ
木
の
も
と
」

暮

春

東

園

宰

相

中

将

基

長

ま
た
来
ん
と
お
も
ひ
わ
き
て
も
名
残
あ
れ
や
花
う
く
ひ
す
の
春
の
く
れ
か
た

卯

花

藤

波

従

二

位

景

忠

白
ゆ
ふ
の
色
に
ま
か
へ
で
神
垣
の
あ
た
り
に
ち
か
く
さ
け
る
卯
の
花

葵

露

高

辻

前

大

納

言

豊

長

衛

足

此

花

占

露

光

佳

人

誇

色

似

成

粧

感

情

草

木

異

名

在

夏

苑

紅

葵

知

太

陽

郭

公

土

御

門

兵

部

少

輔

泰

連

池

上

乗

涼

到

五

更

雲

辺

謝

豹

両

三

声

令

年

南

敵

将

鏡

富

宜

有

新

詩

献

聖

明

夜

鐙

伏

原

少

納

言

宣

通

摺

擢

宵

行

北

野

林

松

風

梅

雨

気

粛

森

群

飛

似

扶

神

光

恵

万

点

瓢

星

玉

燭

陰

納

涼

阿

野

左

中

将

公

緒

一

亭

漏

酒

遠

炎

暑

遠

見

西

山

含

夕

陽

林

外

長

流

声

冷

々

松

風

渡

水

送

清

涼

簸

萩

勘

解

由

小

路

従

二

位

留

光

破

竹

鑑

辺

花

一

叢

暁

風

無

力

露

玲

璃

只

疑

錦

繍

凝

粧

女

秋

恨

棲

憤

漉

涙

紅

初

雁

玉

井

法

眼

道

乙

着
座

L... L _  

氏仙快陽信
仰 継 喜 重 ・亮

L... 

於
鳥
居
前
新
造
立

三
間
四
面
以
唐
油
紙
覆
之

元
禄
十
五
年
二
月
廿
七
日

示
安
亀
麻
巴

卯朝

二
十
五
首

霞

翫

梅

花

葵

露

郭春

惣
市
同

L- Lー

公月

夜花

涼春

鐙盛

納暮

祇暮葉

L... Lー

- 14ー

L... L_  



112 

// // // 

九八七

見
や
神
の
名
も
す
か
／
＼
し
梅
の
花

わ
き
て
猶
松
の
思
は
ん
神
の
春

八
百
と
せ
に
満
た
る
梅
の
香
哉

老
松
も
緑
は
春
の
し
る
し
か
な

亦

立
よ
ら
ん
霞
し
り
そ
け
神
の
松

天
か
下
か
く
れ
ぬ
梅
の
匂
ひ
哉

み
と
り
立
時
に
逢
け
り
神
の
松

今
の
世
に
梅
は
昔
の
匂
哉

千
と
せ
経
ん
春
の
緑
の
神
の
松

唐
国
の
風
迄
匂
へ
神
の
梅

緑
立
松
や
夫
よ
り
春
の
色

愛
に
植
て
瑞
簸
久
し
梅
の
花

千
代
の
春
と
神
や
見
立
し
松
の
春

神
代
わ
ふ
花
の
物
い
ふ
悔
も
か
な

此
春
は
猶
見
そ
な
わ
ん
神
の
梅

咲
梅
の
花
も
て
祭
る
宮
居
哉

神
や
ま
す
野
に
も
山
に
も
梅
の
花

初
花
も
神
の
ま
に
／
＼
さ
く
ら
か
な

紅
や
尚
往
昔
の
梅
の
花

里
／
＼
も
見
る
に
花
あ
り
国
の
春

あ
か
す
見
む
二
月
弥
生
桜
花

亦

松
や
む
へ
老
ぬ
と
春
に
深
緑

咲
時
の
春
を
忘
な
松
の
花

初
当
を
お
も
へ
は
久
し
松
の
春

声
涼
し
御
影
や
そ
ふ
る
神
の
松

茂
れ
尚
千
代
の
隠
見
ん
老
の
松

秋
に
尚
涼
し
さ
お
乙
せ
松
の
風

本
つ
葉
や
末
も
う
る
は
し
松
の
露

秋
を
経
て
新
に
青
し
神
の
松

い
や
高
し
百
代
も
つ
も
る
雪
の
松

十九八七六五四三二一九八七六五四三二一

〔
加
賀
〕
石
見
氏

〔
宝
寿
坊
〕
良

〔
常
修
坊
〕
快

〔
執
行
坊
〕
信

〔
小
鳥
居
〕
信
賀

〔
小
鳥
居
〕
信
亮

〔
御
供
屋
〕
信
好

〔
都
維
那
〕
兼
碩

花

台

坊

良

門

〔
勾
当
坊
〕
竜
重

〔
満
盛
院
〕
快
倫

〔
検
校
坊
〕
快
鳳

（
勾
当
坊
〕
腸
重

〔
満
盛
院
〕
快
雅

大
隅
様
御
法
楽
百
韻

和
泉
様
御
法
楽

御
前
様
御
法
楽

同同同
綱
政
公
法
楽

快快氏仙腸信信信信

追十

〔
亀
井
戸
・
大
鳥
居
〕
信

兼 円

L__ 

盛喜暁の

L__ 

松
風
や
物
の
音
添
る
小
夜
神
楽

夜
を
照
す
天
津
星
か
も
梅
の
花

右
は
江
戸
（
亀
井
戸
）
信
円
法
楽

仰
見
よ
年
も
八
百
枝
の
梅
の
花

〔
一
ペ
ー
ジ
半
空
白
〕

十
八
九
両
日
夜
神
楽

L__ 

豊
後
国

円
寿
寺

L__ 

惣

之

市

女

伊
予
弥
三
左
衛
門

加

賀

弥

三

兵

衛

但

馬

弥

市

真
寂
坊
弟
子
右
近

（
宮
之
内
大
宮
司
清
五
郎
以
下
十
名
省
略
〕
」

筑
後
水
田
県
四
人
」

神
人

L__ 

廿
日
憂
陀
羅
供

導

師

検

校

坊

快

鳳

法

印

／

四

智

讃

六

度

寺

秀

賀

／

鏡

勾

当

坊

陽

重

／

鉢

十

境

坊

良

栄

／

同

真

寂

坊

良

海

着

座

宝

珠

坊

良

暁

／

唄

花

台

坊

良

寛

」

散

花

寂

門

坊

良

因

／

対

楊

常

修

坊

快

喜

／

供

養

文

十

境

坊

良

栄

／

唱

礼

六

度

寺

秀

賀

／

九

方

便

勾

当

坊

陽

重

／

大

讃

真

寂

坊

良

海

／

仏

讃

満

盛

院

快

玄

／

甲

讃

明

星

坊

快

円

」

酒

水

安

祥

寺

伴

重

祭
終

廿
一
日

廿
二
日

-13ー

〔
導
師
花
台
坊
良
寛
以
下
路
行
省
略
〕

惣
末
寺
中

L__ 

倫鳳の継重盛伯賀仙

十
講
供
養

承
天
寺

光
明
寺

本
願
寺

首
梼
厳
冗
普
門
品
行
道
調
請
有

甘

三

日

太

夫

三

橋

権

六

能

高

砂

頼

政

松

風

鉢

木

海

士

神

相

撲

廿

四

日

行

道

償

法

例

時

導

師

検

校

坊

」

惣

衆

会

十

二

人

廿
四
日
廿
五
日
万
灯
高
三
尺
余
貫
板
ヲ
渡
シ
凡
一
間
－
一
土
器
廿
五
数
宛
造
営
勤
之

L__ 

天

百

鼓

万
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（
宝
物
殿
文
書
忽
）

慶
安
四
年
に

七
百
五
拾
年
御
忌
の
御
祭
祖
二
月
廿
二
日
よ
り
同
廿
四
日
迄
初
日
謂
会
寺
家
中
中

日
は
能
七
番
太
守
公
よ
り
被
仰
付
候
奉
行
大
橋
与
三
右
衛
門
終
日
衆
徒
中
法
事

跡
に
志
摩
郡
大
日
と
云
所
の
お
と
り
有
黒
田
睦
鴎
見
物

と
あ
る
の
が
管
見
て
は
一
番
古
い
が
、
乙
れ
ま
た
、
初
日
詩
会
の
内
容
が
連
歌
興
行
か
、
和

歌
披
講
を
さ
し
て
い
る
の
か
詳
ら
か
で
な
い
。
同
筆
記
に
は
、
寛
文
十
二
年
江
戸
本
所
（
亀

井
戸
天
満
宮
）
の
七
百
七
十
年
忌
に
、
大
鳥
居
信
兼
・
検
校
坊
快
鎮

・
加
賀
氏
利
・
（
水
田
）

東
北
院
信
綱
が
、
千
句
連
歌
を
興
行
の
た
め
出
府
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宰
府
で

の
執
行
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
亀
井
戸
大
祭
の
連
歌
興
行
の
た
め
大
鳥
居
氏
の
出
府
は
以

後
も
恒
例
と
な
っ
て
い
る
よ
う
て
、
柳
営
連
歌
の
連
衆
と
大
鳥
居
氏
と
の
接
点
と
な
っ
て
い

る
。
元
禄
十
四
年
二
月
に
も
八
百
年
取
越
祭
礼
二
千
句
連
歌
興
行
の
た
め
、
大
鳥
居
信
仙
等

が
出
府
し
て
い
る。

乙
乙
に
紹
介
す
る
八
百
御
年
恵
記
録

（
元
禄
5
）
八
資
料
二

V
は
、
「
満
盛
院
什
物
」

と
表
記
の
如
く
満
盛
院
に
伝
来
し
、
同
院
の
後
育
味
酒
加
代
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

筆
者
は
、
奥
書
の
一
に
「
弘
有
覚
書
元
様
十
五
年
二
月
廿
七
日
示
安
亀
麻
呂
」
と
あ
る

如
雲
軒
弘
有
で
、
同
書
中
に
調
講
一
本
及
び
詩
一
連
と
二
句
と
を
よ
せ
て
い
る
が
、
如
何
な

る
人
物
で
あ
る
か
詳
ら
か
に
し
な
い
。

聖
廟
九
百
年
祭
和
記
録
（
享
和
2
）
八
資
料
三

V

の
筆
者
は
当
時
の
満
盛
院
隠
居
快
伝
で
あ
り
、
連
歌
の
好
士
で
あ
っ
た
と
み
え
、
作
品
、
写

本
も
多
く
現
存
す
る
。
乙
れ
ま
た
味
酒
氏
の
御
所
蔵
で
あ
る
。

八

資

料

四

V
と
し
て
、
『
一
山
社
用
旧
格
雑
記
』
（
天
保
店
・
執
行
坊
編
）
に
収
め
ら

れ
て
い
る
九
百
五
十
年
思
之
記
大
概

（
嘉
永
5
）
を
、
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。
大
分
時
代
が

下
る
が
前
二
者
が
大
祭
の

「
表
」
の
記
録
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
乙
の
資
料
は
「
裏
」
の
記

録
を
伝
え
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

八
百
年
思
に
つ
い
て
は
、
古
く
古
川
勝
隆
氏
「
太
宰
府
史
乗
の
一
端
」
（
「
築
紫
史

談」

泊、

大
正

u
・
8
）
の
中
に
紹
介
が
あ
る
。
同
氏
の
見
ら
れ
た
資
料
が
本
稿
と
同

じ
も
の
か
否
か
は
不
明
。
当
時
す
で
に
八
百
年
忌
よ
り
以
前
の
大
祭
記
録
は
見
出
さ
れ

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
翻
刻
中
に
一
部
語
句
を
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
の
は
、
後
に
論
を
立
て
る
際
の
検

出
の
便
を
考
え
て
の
、
筆
者
の
さ
か
し
ら
で
あ
る。

ま
た
、
〔
〕
内
は
筆
者
の
注
で

あ
る
。

八
資
料

一一V

喜百年

i¥ 

百

御

年

忌

什
記

満
禄

盛

物 院

紙〉

九
枚
、
袋
綴
。
〕

〔
表
紙
・
裏
表
紙
共
ニ
、
半
紙
二

（表

鎮
西
府
天
満
宮
八
百
年
祭
杷
禄
之

元
禄
十
五
壬
午
歳
二
月
廿
五
日
相
当
八
百
年

一
一
月
十
日
来
来
事
始
ル

連
敬
三
千
七
百
句
楼
門
列
左
右
両
座

初
千
旬
発
句

第

一

松

栄

え

担

や

御

社

花

の

春

高

辻

大

納

言

h
q

二

並

ふ

木

に

紛

ぬ

梅

の

立

枝

哉

唐

橋

侍

従

h
q

四
袖
に
あ
ま
る
梅
か
香
知
し
空
の
月
清
岡
式
部
権
太
夫

第
五
神
垣
や
千
年
も
ち
か
き
松
の
春
桑
原
民
部
太
輔

。

六

む

め

は

世

に

神

風

し

る

き

匂

哉

風

早

中

納

言

。

七

八

百
を
（
年
や
）
松
や
知
る
人
神
の
春
西
洞
院
宰
相

。

十

匂

へ

な

を

梅

も

年

経

る

家

の

風

五

条

千

勝

追

加

浅

く

や

は

か

す

み

天

満

宮

所

外

山

三

位

第

三

名

は

一

夜

ま

乙

と

や

千

代

を

松

の

春

里

村

第

八

今

は

人

夢

に

も

折

し

神

の

梅

里

村

法

眼

同

第

九

松

や

尚

高

く

加

へ

し

若

緑

大

鳥

居

亦

此
花
は
む
へ
今
度
の
手
向
哉

と
し
を
経
て
色
増
り
け
り
松
の
春

四
方
に
知
る
梅
か
香
清
し
神
の
庭

下
葉
染
て
今
愛
に
あ
り
神
の
松

万
木
は
あ
り
と
も
梅
や
花
の
兄

な
つ
る
手
に
満
る
や
松
の
若
緑

第

一
。ニク一ニ

グ
回

。
五

大
鳥
居

御
供
屋

浦
ノ
坊

連
歌
所

伊

予

〔
都
維
那
〕
安
秀
院

豊
長
卿

在
隆
卿

長
時
卿

長
儀
卿

実
種
卿

時
成
卿

為
範
卿

光
顕
卿

昌

億

昌

陸
言

仙

l._ 
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渡
し
替
た
る
真
木
の
板
橋

百
敷
や
心
の
偉
の
住
ゐ
し
て

と
L
め
か
た
し
ゃ
暮
る
春
秋

も
ろ
き
社
齢
覚
ゆ
る
泊
な
れ

祝
言
の
日
の
交
は
り
の
袖

読
出
る
影
の
口
つ
き
定
ま
ら
て

思
ひ
お
も
は
す
契
る
化
人

底
ま
て
は
打
も
解
し
の
我
心

住
み
離
れ
よ
と
誘
ふ
蓬
生

世
の
外
の
山
や
有
と
も
し
ら
さ
ら
ん

岩
の
陰
路
を
埋
む
し
ら
雪

帰
る
さ
は
休
む
樵
の
と
〉
か
し
乙

花
よ
り
花
に
龍
る
草
の
戸

薮
は
ら
の
梅
の
下
枝
の
咲
初
て

日
の
あ
た
〉
か
に
移
る
野
の
末

惟

久

五

十

等

与

五

十

第

二

何

人

花
咲
て
朝
霧
匂
ふ
太
山
か
な

真
木
の
雫
に
残
る
春
雨

庭
に
瀬
／
＼
岩
垣
水
の
長
閑
に
て

惟
久

五

十

等

与

五

十

第

三

初

何

散
か
〉
る
花
に
も
動
く
柳
か
な

三
、
大
御
神
忌
と
連
取

久与久与久与久与久同与久与久与

鷲
ぬ
る
〉
明
反
の
露

春
寒
き
谷
の
扉
は
霧
降
て

惟

久

五

十

等

与

五
十

L_ 

第

四

山

何

暮
ぬ
聞
は
風
さ
へ
ぬ
る
き
扇
か
な

窓
の
畿
の
か
す
か
成
影

竹
の
は
に
夜
更
る
雨
の
音
添
て

等

与

五

十

惟

久

五

十

第
五

何
州

飛
鐙
月
に
治
ま
る
光
り
哉

涼
み
更
す
も
さ
〉
ぬ
柴
の
戸

秋
近
き
簸
の
荻
の
そ
よ
め
き
て

惟

久

五

十

等

与

五

十

等

与
惟

久与

第

六

何

路

み
た
れ
あ
ふ
虫
の
音
涼
し
夕
月
夜

草
葉
の
露
に
通
ふ
秋
風

架
垣
の
ひ
ま
よ
り
匂
ふ
菊
咲
て

等

与

五

十

惟

久

五

十

第
七

下
何

J惟

刈
跡
の
山
田
色
乙
き
稲
葉
哉

時
雨
る
暮
の
小
男
鹿
の
声

久

等

与久

露
払
ふ
野
風
の
上
に
月
出
て

惟

久

五

十

等

与

五
十

久
等

与
惟

久与
惟

久
等

与久
等

与
惟

久与

-11ー

等

与
惟

久与

第

八

露

顕

一

字

露
に
見
て
竹
の
葉
重
し
月
の
雪

寒
け
に
ね
た
る
秋
の
む
ら
鳥

暮
渡
る
空
に
野
分
の
鎮
り
て

等

与

五

十

惟

久

五
十木

山
備
後
守
惟
昌

栗
林
喜
助
盛
安

木
山
瑠
璃
松
丸

頭
に
し
る
し
て
い
る
。
同
忌
が
、
九
百
二
十
五
年
忌
な
ど
、
そ
の
後
の
中
御
神
忌
の
先
例
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
に
紹
介
す
る
八
百
年
忌
ま
で
の
大
祭
の
記
録
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
慶
長
七
年
の

七
百
年
忌
に
、
北
野
で
の
万
句
が
記
録
（
『
連
歌
の
史
的
研
究
」
）
さ
れ
て
い
る
が
、
太
宰

府
で
の
大
祭
連
歌
の
資
料
は
未
だ
見
出
せ
な
い
。
宰
府
の
大
祭
の
記
事
は
、
「
信
兼
筆
記
」

114 

古
来
太
宰
府
天
満
宮
に
お
い
て
は
、
百
年
回
り
、
あ
る
い
は
五
十
年
回
り
に
大
御
神
忌
が

行
わ
れ
て
き
た
。
安
永
六
年
に
大
鳥
居
信
貫
が
は
じ
め
て
の
「
廿
五
年
回
り
の
追
福
」
と
し

て
八
百
七
十
五
年
忌
を
行
う
旨
を
、
『
聖
廟
八
百
七
十
五
年
忌
記
録
』
（
味
酒
氏
蔵
）
は
冒

惟

久
等

与久

第

九

白

何

朝
曇
り
雪
に
晴
た
る
槍
原
哉

尾
上
の
鐘
の
声
寒
き
雁

さ
し
な
か
ら
日
影
幽
か
に
秋
更
て

惟

久

五

十

等

与

五

十

等

与
惟

久与

第

十

末

何

川
音
の
空
に
流
る
〉
霜
夜
哉

千
鳥
鳴
行
暁
の
月

満
汐
に
遠
き
船
出
を
催
し
て

等

与

五

十

惟

久

五
十

等惟

追
加

春
風
の
音
や
水
行
柳
は
ら

霞
む
流
れ
に
出
る
江
の
舟

雁
帰
る
夕
の
山
に
月
見
え
て

与久



八
資
料
一

v

太
宰
府
天
満
宮
西
高
辻
宮
司
家
蔵
。
写
横
一
。
墨
付
四

一
丁
。
奥
書
「
文
久
元
年
酉
ノ
十
二
月
廿
五
日
書
終
之

十
五
歳
菅
原
信
厳
（
花
押
）
」

（
表
紙
）

115 

両
吟
干
句

栗木
林山
主左
計近
入大
道夫
等惟
与久

入
道
紹
宅

（
本
文
）

天
正
八
歳
正
月
日

第

一

木

山

左

近

太

夫

惟

久

栗
林
主
計
入
道
等
与

白
川
や
雪
よ
り
出
る
春
の
水

朝
日
ほ
の
／
＼
霞
む
遠
山

桜
咲
梢
を
伝
ふ
鳥
鳴
て

ふ
か
ぬ
も
瞬
く
風
の
青
柳

タ
露
の
か
つ

f
k結
ふ
道
の
へ
に

は
し
め
て
霜
の
見
ゆ
る
秋
の
野

澄
る
夜
は
暑
さ
残
ら
ぬ
庭
の
月

暫
し
と
思
ふ
は
し
の
う
た
〉
ね

語
ら
ひ
し
友
の
い
つ
く
に
帰
る
ら
ん

た
ち
て
も
「
の
求
食
冬
草

声
寂
し
湊
田
か
く
る
川
千
鳥

タ
の
日
影
く
も
る
汐
風

山
本
や
夏
を
よ
所
な
る
舟
の
中

旅
の
枕
は
み
し
か
夜
も
な
し

難
面
に
ま
け
て
や
ま
し
の
方
た
か
へ

さ
〉
ぬ
一
戸
口
に
忍
ひ
入
け
り

い
か
斗
り
心
有
ら
し
仕
人

植
加
へ
た
る
陰
の
神
杉

春
な
か
ら
花
に
珍
ら
し
時
鳥

乙
ほ
る
〉
雨
の
震
む
東
雲

長
閑
な
る
月
の
ぬ
れ
た
る
野
へ
の
露

等惟
同久与久与久与 久与久同与久与久与久与久

与久
L_  

泊
に
ま
よ
ふ
塚
の
古
道

数
々
の
親
の
憐
み
思
ひ
出
て

も
く
す
か
た
や
り
頼
む
御
仏

遠
近
の
里
よ
り
見
ゆ
る
初
瀬
山

尾
上
の
雪
の
今
朝
の
明
ほ
の

鳴
行
や
松
に
舎
り
し
村
か
ら
す

夜
船
の
音
の
近
き
江
の
水

秋
寒
き
嵐
や
鐘
を
誘
ふ
ら
ん

夢
は
覚
て
の
き
む
し
ろ
の
月

移
ろ
ひ
し
匂
ひ
な
消
そ
袖
の
露

妹
か
植
お
く
草
／
＼
の
花

す
み
れ
つ
む
垣
根
は
哀
れ
野
に
成
て

飛
か
ふ
蝶
の
閑
か
な
る
か
け

絶
／
＼
の
風
の
行
へ
や
霞
む
ら
ん

海
よ
り
明
る
山
の
は
る
け
さ

嶋
乙
の
む
瑚
の
池
に
舟
，
つ
け
て

涼
み
馴
る
〉
や
松
の
木
隠
れ

草
深
き
野
へ
に
ち
い
さ
き
道
の
末

庵
り
さ
し
捨
出
る
旅
人

降
そ
は
ん
け
し
き
な
り
し
も
一
時
雨

月
の
光
り
に
あ
ら
は
る
〉
山

岩
間
よ
り
幽
か
に
落
る
秋
の
水

鮎
の
た
〉
よ
ふ
浪
は
冷
し

ゐ
る
鷺
の
み
の
毛
乱
る
〉
川
風
に

日
の
色
薄
く
残
る
竹
の
葉

ひ
ま
も
る
も
音
せ
ぬ
ほ
と
の
窓
の
雨

つ
れ
つ
れ
の
み
に
送
る
蓮
葺

老
ぬ
れ
は
花
の
陰
に
も
行
や
ら
て

出
て
馬
か
ふ
春
の
野
の
は
ら

山
水
の
霞
み
か
す
ま
ぬ
末
々
に

あ
ら
し
の
跡
の
暁
の
月

秋
の
夜
は
度
J
f
＼
め
く
る
時
雨
に
て

与久 与与久与久与久与久与同久与久与 久 与 久 与 久 同 与 久 与 久 与 久 与 久 与
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む
し
の
鳴
よ
る
軒
の
下
草

住
人
の
あ
る
か
な
き
か
の
あ
は
ら
屋
に

入
来
る
関
の
袖
の
い
ろ
／
＼

か
た
は
ら
に
行
合
車
立
お
き
て

舟
に
の
せ
た
る
陰
の
山
柴

外
は
ま
た
降
ぬ
も
つ
も
る
谷
の
雪

寒
き
あ
し
た
の
風
の
村
雲

春
浅
き
田
面
に
「
の
鳴
落
て

柳
の
木
の
間
わ
つ
か
な
る
比

あ
し
垣
の
古
葉
に
交
る
若
緑

小
家
の
道
の
明
暮
の
露

山
畑
の
き
か
ひ
分
れ
す
霧
降
て

幽
か
な
り
け
り
鹿
の
一
声

初
風
の
漸
移
り
行
秋
の
空

月
の
夕
の
尾
花
村
萩

都
人
狩
し
て
帰
る
野
を
遠
み

酒
の
む
処
求
ぬ
る
神

立
よ
る
も
せ
は
し
き
市
の
仮
庵
に

ぬ
き
た
る
笠
は
壁
に
か
け
お
く

五
月
雨
の
晴
聞
の
入
日
か
た
分
て

雲
よ
り
出
る
遠
の
川
水

滝
つ
瀬
や
花
の
ひ
〉
き
の
吉
野
山

春
も
吹
そ
ふ
風
の
棋
原

鷲
の
声
を
去
年
よ
り
聞
初
て

震
む
朝
け
の
霜
の
村
消

焼
捨
し
庭
火
や
暫
し
け
ふ
る
ら
ん

集
る
袖
の
か
た
／
＼
に
な
る

は
か
な
き
を
送
る
涙
の
深
野
に

暮
待
む
し
は
風
の
下
露

薄
霧
に
ぬ
れ
／
＼
行
は
漸
涼
し

柳
散
う
く
水
は
る
か
也

一
筋
の
河
浪
白
き
空
の
月

久与 久与同久与久与久与久与久同与久与久与久与久与同久与久与久与久

L_  
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天
正
3
・
4
－
m
「
山
何
」
「
播
州
医
師
宗
琳
興
行
」
「
夏
草
は
た
〉
夕
く
れ
の
ま

か

き

哉

紹

巴

」

紹

巴

宗

琳

昌

叱

心

前

文

閑

正

繁

紹

宅

寿

恩

紹

清

恕

公

秀

尊

玄

の

（

大

阪

天

満

宮

蔵

『

古

連
歌
千
六
百
（
十
六
番
）
』
な
ど
）

天
正
8
・
正
－

m
（
西
高
辻
本
に
は
「
天
正
八
歳
正
月
日
」
）
『
白
川
千
旬
』
木
山

左
近
太
夫
惟
久
入
道
紹
宅
・
栗
林
主
計
入
道
等
与
両
吟
（
大
阪
天
満
宮
蔵
）
。

連
歌
作
者
と
し
て
の
紹
宅
を
評
価
す
る
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資
料
で
あ
る
の
で
、
本
項
の

末
に
太
宰
府
天
満
宮
西
高
辻
宮
司
家
蔵
の
写
本
に
よ
り
、
そ
の
第
一
の
百
韻
と
第
二
以
後
各

巻
の
三
つ
物
と
を
翻
刻
収
録
す
る
。

5 6 

116 

天
正
十
八
年
に
は
次
の
百
韻
三
巻
、

6
I
8
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

7

天
正
路
・

3
・
6
「
何
垣
」
「
遠
山
の
花
や
船
ゆ
く
み
を
つ
く
し
紹
巴
」
紹
巴

頼

介

昌

叱

英

佑

玄

の

正

繁

友

益

紹

宅

恕

慶

了
程
清
房
小
梅
（
国
会
連
歌
合
集
四
三
・
大
阪
天
満
宮
蔵
『
古
連
歌
千
七

百
（
二
十
三
番
）
』
な
ど
〉

8

天
正
日
・

3
・
U

「
懐
旧
」
「
心
前
追
善
」
「
ち
る
花
は
夢
に
ま
さ
ら
ぬ
現
か
な

紹
宅
」
独
吟
「
付
墨
廿
句
此
内
長
二
紹
巴
判
三
月
廿
七
日
木
山
紹
宅
」

（
大
阪
天
満
宮
蔵
『
古
連
歌
千
弐
百
（
二
十
五
番
）
』
な
ど
）

9

天
正
時
・

8
・
吉
「
何
路
」
「
紅
葉
し
て
松
あ
ら
は
な
る
外
山
哉
孝
一
回
同
」
孝
高

長

政

紹

宅

正

三

一

安

宗

鉄

虎

直

浄

貞

宗

漸

鎮

継

長

松

亀

宗

俊

（

金

子

堅

太

郎

著

「

黒

田

如

水

伝

』

に

中

津

城
竣
工
祝
賀
の
連
歌
会
と
し
、
初
一
順
と
思
わ
れ
る
十
三
句
を
収
録
）

紹
宅
が
黒
田
に
属
し
た
の
は
何
時
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
因
に
、
秀
吉
に
よ
り
豊
前
八
郡
の

う
ち
六
郡
十
二
万
石
が
黒
田
勘
解
由
に
下
さ
れ
た
の
は
、
天
正
十
五
年
七
月
三
日
、
九
州
征

伐
の
帰
途
小
倉
域
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
三
年
後
の
中
津
城
竣
工
祝
賀
の
連
歌
会

に
、
紹
宅
が
す
で
に
黒
田
家
の
お
抱
え
、
あ
る
い
は
客
分
の
連
歌
師
と
し
て
出
席
し
て
い
る

と
い
う
推
定
の
ほ
か
に
、
当
時
紹
宅
は
太
宰
府
に
身
を
寄
せ
て
お
り
、
中
津
へ
は
招
か
れ
て

出
席
し
た
と
の
推
定
も
さ
れ
る
の
が
次
に
引
用
す
る
「
玄
旨
公
御
連
歌
』
（
「
文
学
研
究
」

印
）
の
記
事
で
あ
る
。

叩
〔
年
月
不
明
〕
「
於
名
護
屋
天
満
宮
万
句
木
山
紹
宅
被
執
行
由
有
て
発
句
所
望

梅
は
世
に
文
の
そ
み
な
き
い
ろ
香
か
な
」
と
あ
り
。
文
禄
二
年
か
と
思
わ
れ
る
。

文
禄
2
・
6
・
3

如
水
二
男
熊
之
助
「
未
だ
十
六
歳
の
少
年
な
れ
ば
、
豊
前
中
津

11 

に
留
守
せ
し
が
、
今
回
の
外
征
に
参
加
せ
ざ
る
を
遺
憾
に
思
ひ
、
窃
か
に
渡
海
し
て

父
兄
の
軍
に
投
ぜ
ん
と
決
心
し
、
母
皇
太
兵
衛
の
嫡
子
吉
太
夫
（
十
六
歳
）
、
黒
田
三

左
衛
門
の
弟
吉
松
（
十
六
歳
）
及
び
木
山
紹
琢
を
伴
ひ
、
中
津
よ
り
出
帆
せ
し
が
玄
海

灘
に
於
て
、
俄
か
に
暴
風
に
逢
ひ
、
一
行
尽
く
溺
死
し
た
り
」
（
『
黒
田
如
水
伝
』
）

右
の
木
山
紹
琢
が
紹
宅
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
と
は
、
ま
ず
間
違
い
な
い
と
思
う
。
熊
之

助
に
従
っ
た
他
の
二
人
が
、
と
も
に
十
六
才
で
あ
る
の
は
、
熊
之
助
の
相
手
役
の
少
年
た
ち

で
あ
り
、
紹
宅
は
さ
し
づ
め
侍
役
と
し
て
仕
え
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
本
件
確
認
の
た
め

熊
之
助
の
位
牌
の
あ
る
と
い
う
高
野
山
坊
中
赤
松
院
に
つ
い
て
、
榎
坂
浩
尚
氏
に
調
査
し
て

い
た
だ
い
た
と
乙
ろ
、
同
院
は
万
延
元
年
烏
有
K
帰
し
、
そ
の
際
過
去
帳
等
焼
失
し
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

ロ
太
田
武
夫
氏
「
連
歌
七
人
付
句
判
詞
」
の
解
題
（
慶
応
・
国
文
学
論
叢
2
『
中
世
文

学
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
同
氏
御
架
蔵
の
原
本
中
に
は
、

ω天
正
二
十
年
千
句
之
内
紹
宅
付

句

ω夢
想
三
吟
（
重
綱
・
寿
三
・
紹
宅
）
仰
何
人
両
吟
（
寿
三
・
紹
宅
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。
（
島
津
先
生
の
御
教
示
に
よ
り
と
の
乙
と
を
知
っ
た
の
が
本
稿
校
正
中
で
あ
り
、
原
本

を
早
速
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
い
る
。
）

- 9 ー

紹
印
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
次
の
三
資
料
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。

日

慶

長

3
・
6
・
6
「
何
人
」
「
於
宮
崎
」
「
月
は
夕
涼
し
さ
ま
さ
る
松
の
陰
長
俊
」

長

俊

紹

忍

長

純

信

白

急

閑

信

讃

紹

印

家

信

元
朔
（
大
阪
天
満
宮
蔵
『
紹
巴
前
後
連
歌
千
三
百
（
二
十
一
番
）
』
）

長
俊
は
福
部
社
を
建
立
し
た
り
し
て
宰
府
に
縁
深
い
山
中
山
城
守
橘
長
俊
。
田
原
紹
忍
は

大
友
の
部
将
。
信
白
は
御
供
屋
。
角
（
大
鳥
居
）
信
讃
は

1

信
岩
の
頃
の
代
官
。
因
に
黒
田

の
筑
前
入
国
は
慶
長
五
年
末
で
あ
る
。

U

〔

年

月

不

明

〕

〔

懐

紙

断

片

）

紹

巴

玄

仲

玄

の

友

益

寿

思

信

寛

知

彦

紹

印

寛

実

（

小

鳥

居

氏

蔵

懐

紙

れ

七

2
）

大
鳥
居
信
寛
は
天
文
忽
生
、
天
正
時
成
子
年
退
身
、
慶
長
5
戊
子
年
8
・
お
卒
、
歳
必
。

寛
実
は
上
座
坊
。

日

慶

長

7
・
1
・
m
「
夢
想
」
「
松
む
め
や
末
な
か
か
れ
と
み
と
り
た
つ
山
よ
り
つ
〉

く
さ
と
は
ふ
く
岡
」
御
2

円
清
口
幸
円
1

長
政
1

御
上
1

松
寿
丸
1

御
菊
丸
I

信
岩
8

古
庵
8

江
青
8

真
斎
9

実
右
8

正
重
8

良

乗

9

清
重
8

空
与
8

紹
印
7

信
生
1

（
太
宰
府
天
満
宮
宝
物
殿
蔵
。
前
稿
加
頁

に
翻
刻
）
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乙
乙
に
整
理
す
る
。
そ
の
多
く
は
鳥
津
忠
夫
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
木
山
紹
宅
に
つ
い
て
は
、
目
録
て
そ
の
名
の
省
略
さ
れ
た
一
座
の
作
品
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
資
料
が
あ
る
と
思
う
。
乏
し
い
調
査
結
果
を
こ
こ
に
報
告
す
る
の
も
、
大

方
の
御
教
示
を
希
う
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

－
木
山
氏
の
出
自
は
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
も
、
肥
後
国
益
城
郡
木
山
邑
よ
り
起
る

清
和
源
氏
新
田
氏
流
と
し
て
、
か
な
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

木
山
氏
の
後
育
左
近
太
夫
惟
興
は
、
阿
蘇
家
に
客
と
し
て
仕
ふ
。
嘉
吉
元
年
、
益
城
郡

腰
尾
郷
に
居
城
し
、
後
腰
尾
を
木
山
と
改
む
。
惟
輿
の
子
備
後
守
惟
正
、
そ
の
子
左
近

惟
貞
、
天
文
十
六
年
、
居
城
を
赤
井
（
木
山
の
南
）
に
移
す
。
惟
貞
の
子
太
郎
惟
久
は

文
武
に
名
あ
り
、
薙
髪
し
て
紹
宅
と
号
す
。
永
禄
天
正
頃
の
人
な
り
。
其
の
子
備
後
守

信
連
、
天
正
十
三
年
・
島
津
氏
に
攻
め
ら
れ
、
赤
井
木
山
一
同
に
落
城
す
。
其
の
時
二

歳
の
児
を
町
人
梅
屋
某
の
家
に
隠
せ
し
が
、
其
の
孤
・
長
じ
て
梅
屋
の
家
を
譲
ら
れ
、

四
郎
左
衛
門
と
日
ふ
。
今
に
多
く
古
文
書
を
伝
ふ
（
国
士
山
）
。
甲
斐
系
図
に
新
秀
の
女

は
木
山
惟
久
の
室
と
見
ゆ
。
文
天
草
家
来
に
木
山
弾
正
あ
り
、
加
藤
清
正
と
戦
ひ
し
勇

将
也
。

2

旧
連
取
屋
木
山
義
昌
家
系
〔
『
太
宰
府
神
社
旧
神
宮
家
系
』
ノ
内
〕

新
田
義
貞
ヨ
リ
十
三
世
ノ
孫
肥
後
国
木
山
ノ
城
主
左
近
太
夫
従
五
位
下
維
久
入
道
紹
宅

ノ
長
男
同
木
山
備
後
守
信
連
故
有
テ
前
筑
前
国
主
黒
田
長
政
－
一
属
ス
入
道
シ
テ
紹
印

ト
号
ス
和
歌
連
歌
－
一
長
ス
ル
ヲ
以
テ
太
宰
府
連
歌
屋
廃
跡
ヲ
再
立
シ
之
－
一
居
シ
ム

是
ヲ
連
歌
屋
ノ
中
祖
ト
為
ス
毎
年
社
式
月
次
連
歌
ヲ
賦
シ
テ
神
前
ニ
献
ス
ル
ヲ
以
テ

職
ヲ
奉
シ
テ
世
々
尊
神
－
一
勤
仕
ス
ル
事
式
ノ
如
シ

木
山
備
後
守
左
近
大
夫
入
道
紹
印

慶

長

六

奉

職

元

和

五

年

退

職

同

五

年

任

職

寛

永

十

八

年

退

職

同

十

八

年

任

職

寛

文

元

年

退

職

同

元

年

任

職

延

宝

三

年

退

職

同

三

年

任

職

宝

永

七

年

退

職

同

七

年

任

職

享

保

六

年

退

職

同

六

年

任

職

寛

延

四

年

退

職

同

四

年

任

職

宝

暦

六

年

退

職

同

六

年

任

職

安

永

七

年

退

職

E3 i=ヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ主7J
Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ Eヨ小口

麟範永的俊純三林印

昌
謙

日
目
草
〈

昌
春

昌
因

昌
順

同同同同同

七

年

任

職

天

明

五

年

退

職

五

年

任

職

寛

政

七

年

退

職

七

年

任

職

同

十

年

退

職

十

年

任

職

文

政

六

年

退

職

六

年

任

職

安

政

四

年

退

職

明
治
元
年
復
飾
木
山
紹
完
ト
改
ム

四
年
奉
職
同
時
復
飾
木
山
義
昌
ト
改
ム

明
治
五
年
四
月
神
宮
御
嬢
シ
民
籍
編
入

賢

同

3

祐
徳
神
社
寄
託
中
川
文
庫
蔵
の
近
世
中
期
の
写
本
〔
逸
題
随
筆
・
倒
臨
気
〕
中
に
、

紹
宅
に
つ
い
て
左
の
記
事
が
あ
る
。

一
秀
吉
殿
下
九
州
下
向
島
津
降
参
ノ
後
肥
後
宇
土
－
一
御
着
近
年
違
命
ノ
モ
ノ
助
命
セ

ラ
ル
、
ノ
中
肥
後
ノ
住
人
木
山
左
近
入
道
紹
宅
当
国
一
挟
ノ
魁
首
ナ
レ
ハ
諒
伐
ア
ル

へ
シ
ト
此
者
連
歌
ノ
達
者
先
年
上
洛
シ
北
野
ニ
於
テ
連
歌
ノ
有
シ
ニ
心
苦
シ
キ

月
ヲ
コ
ソ
マ
テ
ト
云
前
句
ノ
ア
リ
シ
ニ
紹
宅
人
シ
レ
ス
肌
ニ
結
フ
イ
ハ
タ
帯
ト
付
タ

リ
ケ
レ
ハ
時
ノ
宗
匠
花
ノ
下
里
村
紹
巴
法
眼
甚
感
心
シ
岩
田
帯
ノ
紹
宅
ト
唱
へ
テ

都
部
カ
ク
レ
ナ
シ
ト
言
上
シ
ケ
レ
ハ
殿
下
左
様
ノ
風
雅
ノ
モ
ノ
非
レ
可
レ
諒
ト
宣
ヒ
ケ

レ
ハ
木
山
不
堪
喜
百
韻
ノ
興
行
ス
ヘ
シ
ト
テ
紹
巴
法
眼
－
一
発
句
ヲ
所
望
シ
タ
リ
ケ

レ
ハ
花
見
ヨ
ト
柏
木
－
一
残
ス
ア
フ
チ
哉
ト
セ
ラ
レ
ケ
リ

秀
吉
の
宇
土
着
は
『
太
閤
記
』
に
よ
れ
ば
天
正
十
五
年
六
月
一
日
の
乙
と
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
に
お
け
る
紹
宅
の
連
歌
作
品
に
つ
い
て
は
、

5
の
百
韻
一
巻
と
6
の
千
句
一
冊
（
二
本

あ
り
）
し
か
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

-8-

4

左
に
引
用
す
る
『
醒
睡
笑
』
（
広
本
）
の
木
山
が
、
木
山
紹
宅
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
う
。
紹
宅
が
中
央
に
ど
の
程
度
名
の
通
っ
た
連
歌
師
で
あ
っ
た
か
は
、
後
出
却

の
読
み
に
も
関
係
す
る
が
、
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。
名
順
の
早
い
作
品
が
現
存
し
な
い
と

と
よ
り
、
「
地
方
の
上
手
」
で
あ
っ
た
と
推
す
る
の
み
で
あ
る
。
（
こ
の
項
に
つ
い
て
は
松

本
正
光
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
）

し
ゃ
う
は
ほ
っ
く

一
九
州
に
木
山
と
て
連
歌
の
上
手
あ
り
八
月
十
五
夜
に
紹
巴
に
て
発
句
を
せ
ん
と

め
い

月
も
な
し
と
い
へ
り
紹
巴
の
わ
る
ひ
／
＼
名
月
に
月
も
な
し
は
と
申
さ
れ
し

た
ま
へ

っ
す
ゑ
を
聞
他
口
と
て

月
は
な
し
日
を
そ
の
ま
〉
の
今
害
か
な

ま

（
内
閣
文
庫
本
複
製
・
下
九
O
九
頁
）



石
築
地

真
寂
坊

寂
門
坊

安
祥
寺

明
星
坊

常
修
坊

連
歌
屋

伊加但光
明
寺

迎
寿
院

八
水
田

V

東
北
院

〈
亀
井
戸
V

大
島
居

八
筈
崎
V

田

村
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黒

（一郎叫）

予賀馬回

美
濃
守

職
隆

良
慶

良
良仲
珊

良
慶

良
元

良
翁

良
隣

光
重

選
重

』快

廉

』快

林紹
印

良
良
弘

良
雄

良
長

良
吟

良
芳

珪
重

』快

実

良
実

良
章

宝
世
帯
坊良

暁

良
宅

永
重

宣
重

良
忠

良

海

良

仲

良
悦
？

良

順

良

延

良

因

j快

円

2快
j胴

良
衆

盛
重

信
重

雄
重

林

j快

円

J快
祐

’快
喜

昌
俊

氏
雄

氏
定

昌
純

（
弥
八
郎
｝

氏

美

氏

敦

氏

重

氏

次

（
弥
平
次
〉
（
弥
右
衡
問
）

氏
保

氏
則

氏
功

氏
世

長
恰

円
Jし、

八
不
詳

V
宗
秀

言
頃

イ

j

瑚

重
昌

重
次官

兵
衛

勘
解
歯孝

高

（
如
水
）

氏
吉

氏
質

氏
方

円
般

知
奉

義
泰

宗
英

イ言
フE

重
房

重
守

甲
斐
守

筑
前
守長

政
日
Eヨ氏

玄
知
清

刀主

寛

重
郷

右
衛
門
佐

忠
之

氏
利

氏

直

氏

滋

（
弥
三
左
衛
門
）

石
見

氏
の

｛
弥
三
兵
衛
）

氏
孝

（
弥
市
）

知

的

知

性

氏
緩

義
円

宗
益

信
潤

信
竜

信
祐

信
円

重
次

重
成
量
窓
掴
）

重
仲

右
衛
阿
佐

光
之

良
融

快快
山円淵

的氏氏
、治賢堅

義
海

信
政

重
祥

右
衛
阿
佐

綱
政

良
融良

珠

伴
重

琳
重

』快

イ山

回
目
、
永

氏
貞

氏
喜

知
哲

知
屯

義
量

信
甫

信
欽

肥
前
守宣

政
良
啓

勝
山

良
種

良
堅玄

重
J快
勤

範
氏
植

氏
栄、氷

知
玉

筑
前
守継

高

良
現

良
瑞

良
空

良
永栄

祇
重

伴
重
？

’快
伸

快
康

J快
瑳

麟

謙

氏
房

氏
当順

氏
清

氏
意

氏
聡

知
JI買

義
宣

義
盈林

信
隆

信
遵

重
昭

筑
前
守治

之 良
念然

良
照

良
賢

良
珪啓

自
国
草
〈

知
廉筑

前
守治

高 良
泰

眠
重

快
岩巌

快
旬

昌
春氏

尚
氏
倫

氏
嗣

義
的観性

信
盛

重
慶

良
海良

潮慈
重

』民
安

因

知
釣筑

前
守斉

隆
良
承

良
俊

快
厳

昌
順
（
隠
居
紹
完
）

氏
胤

氏
伸

氏
輝

知
珪

義
譲

信
慶

在
信

重
知

斉自
清守 良

賃回

良
永

仙
重

知
俊

良
韻

良
純
八
玉
之
井

V

（
良
頼
）

良

海

義

彦

八

高

杉

V

（
良
蔵
）良

明
八
一
宮
世

V

良
簿良

程栄

重

弘

重

八

安

謙
重

快
剛

（
快
芳
）常

広
八
宮

回
目
一
七
一
口

（
畠
賢
）義

昌
八
木

（
氏
興
）好

廉
八
南
小
野

V

氏
彦

氏氏
好き好き
莞す
八八
西東
小小
野野
v v 

知
珪

光
晴
八
護

義
解

宗
行
八
鳥

信
淳

信
宝
〈

角

良
信

重
純備

前
守

斉
薄

｛
長
薄
）

下
野
守

慶
賛

〈
長
知
｝

堂

V
恒

v 
山
v 
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山
v 

井

Vv 
長
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大
鳥
居
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小
鳥
居

御
供
屋

執
行
坊

浦
之
坊

'19 

イ言 $. 
f山逗

25 

信告信伝信信さ
（ 
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信 信 女二信 信 信面
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女＝イ雪量霊 室貧
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鈴
倍
能

信
養

八
宮
司
（
宮
師
）

V

満

盛

院

快

元

快

欽

快

竺

快

雅

快
欽
？
快
琳
？
快
栄
？
快
盛
？
快
鎮
？
快
岩
？

検
校
坊

勾
当
坊

i快

兼憲
栄
重

快
典

清
重

政

八
公
文
（
三
綱
）

V

上

座

坊

寛

実

巌

実

寺
主
坊

都
維
那

八

衆

徒

V

花

台

坊

良

元
厳

六
度
寺

＋
境
坊

専
増

寛
潤

俊
賀

良
仙

岩巌
増

実
栄

快
盛

理
重

好
重

快
倫

’快
周

快
鎮

快
鳳

実
右

実
運

梅
重

竜
重

助
増

実
運

禅
重

善

実
栄

助
実

兼
実

兼
増

山
増

兼
秀

兼
碩

良

乗

良

悦

良

満

良

門

良
秀
？
良
信
？
良
灯
？
良
岩
？
良
音
？

良
祐

栄
賀

竜
賀

良
雪

長 秀
賀
？
良
悦
？
伝
賀

良
順

良
収

良
栄

（
事
保
）

羽
信
恭

信
賀

フロ

信
好

会信｜一信
事宝女一伯

信
欄

信
順
？

』快
冗玄

快
運

快
弁

陽
重

安
実

仙
実

仙
継

イ山
叔淑

良
寛

清
賀

秀
賀

良
範

良
山 珪

重
桂恭

実

（

元

文

｝

〈

宝

暦

）

引
信
貫

｛
天
明
V

明
記
信
賢

（
化
政
）

お
信
廉

信
随

信
純

信
碩

信
興

信
善
？

信
孝

明
。
信
恢

ぬ
信
誠

組
信
豊

信
呈
？

寿

信
延

快
翁

快
哲鉄

快
伝

快
雄快

顕
？

快
瑛

快
豊
？

快
通

快
間

快
誓

快
旭

（
鈴
晶
状
畳
）

快
隣

益
重

義
重

剛
重

忍
重

実
翁

貫
実

実
詮

貫
啓
？

廉
靖

良
長

良
要

良
覚

高長

賢
賀

泰
賀

船
賀

香
賀

良
林

良
克

艮
環

良
禅

良
泉

良
界

信
泰庸源円

重

廉
増

（
天
保
）

u
信
観覚

”
“
信
隆

快
椿

快
誘

最
重

廉
実

実
応

観
世

ト4

廉
敬

良
喬良

慎

準
賀

良
保

（
安
政
）

恒
国
信
全

昇

信
暢了

信
竜

（
隠
居
館
山
）

《
始
信
積
）

認
信
亨彦

（維昌明）

お
信
厳
八
西
高
辻

V

信
成
八
小
鳥
居

V

Mm

信
充
八
松
大
路

V

信
淳
八
浦

快
欽

一

元

（

快

願

）

快

源

快

瑛

安

範

八

宮

（
快
欽
一
再
｝

快
珍

快
盛

泰
重

全
実

実
量

全
増

全
継

事量

梅
賀

岱
賀

良
範

良

雄

政良
顕

良
国

（
快
俊
）

安
成
八
城

（
延
室
）

光

重

安

胤

八

松

全
応

実
親
八
豊
座

V

（
厳
増
｝

厳
謹
八
梅

全
碩
八
桜

良
書
八
岡

（
仙
賀
）康

文
八
宮
小
路

V

俊
成
八
大
城
谷

V

八
広

辻
v 

橋
v 

部
v 

原
v 
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園
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岡
v 

渓
v 

見
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大

御

神

思

と

連

歌

附

連

歌

屋

考

r『、、

一、』d

近

世

太

宰

府

天

満

宮

連

歌

史

・

そ

－
〉
田
町
件
。
ミ
。
同

Z
問
。
ロ
宮
－
z
旦

5
0
ロωN巳
宮
（
吋

O
B
B
M
S関
口
）
印
町
立
ロ
。

ぴ
凶
『
叶

O
B。
河
川
凶

4
2
g
g旬
。

E

〉
。
。
＝
ぬ
の
神
宮
ゅ
の
oロ
R
L。ぬ
W
O同
神
宮
wzωω
山
内
ロ
図
。
ロ
関
山
叱
”
の
円
。
ロ
同
y

N

・

〉

m
E弘
司
。
ロ
2

図。ロ
mωlu函
＝
（
日
）

ω・
2
同
2Mmω
＝
旦
神
甲
MO
∞。。門戸市
5
0
岳

ωロ
円
四
＠
印
宮
町
〉
ロ
ロ
山
」
話
可
ωω

コ可
m
O
2－n
g－

z問
。
ロ
肉
釦

3
a
s
o
〉
ロ
ロ
Z
2
2ミ

m
O
2－n
g
o同
冨
－

n
E
N
g
o

。
。
ロ
件
。
ロ
件
闘
い
同

Iま

じ

め

前
稿
、
福
域
松
連
歌
｜
｜
近
世
太
宰
府
天
満
宮
連
歌
史
・
序
説
｜
｜
（
「
近
世
文
芸
資
料

と
考
証
」
町
）
を
承
け
、
本
稿
で
は
資
料
の
紹
介
を
主
と
し
て
左
の
報
告
を
行
う
。

一
、
近
世
宰
府
連
歌
壇
綜
合
系
譜
（
再
稿
）

二
、
連
歌
屋
考
H

l

i
木
山
紹
宅
・
紹
印
の
と
と
｜
｜

八
資
料
一

V
惟
久
・
等
与
『
両
吟
千
句
」
（
天
正
8
・
正
月
）
西
高
辻
宮
司
家
蔵

三
、
大
御
神
忌
と
連
歌

八

資

料

二

V
八
百
御
年
忌
記
録
（
元
禄
日
・
満
盛
院
文
書
）
味
酒
加
代
氏
蔵

八
資
料
三

V
聖
廟
九
百
年
祭
桐
記
録
（
享
和
2
・

同

右

）

同

右

八

資

料

四

V
九
百
五
十
年
御
忌
之
記
大
概
（
嘉
永
5
・
『
一
山
社
用
旧
格
雑
記
』
）

小
鳥
居
権
宮
司
家
蔵

前
稿
よ
り
引
き
つ
づ
い
て
の
中
村
幸
彦
先
生
・
島
津
忠
夫
先
生
・
槍
垣
元
吉
先
生
の

御
指
導
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
調
査
に
多
大
の
便
益
を
与
え
ら
れ
た
西
高
辻

宮
司
・
小
鳥
居
権
宮
司
・
安
恒
篤
氏
は
じ
め
太
宰
府
天
満
宮
の
方
々
、
木
村
図
書
部
長

は
じ
め
福
岡
県
文
化
会
館
の
方
々
、
資
料
紹
介
を
許
さ
れ
た
味
酒
加
代
氏
に
深
謝
申
し

上
げ
る
。一

、
近
世
宰
府
連
破
壇
綜
合
系
簡
（
再
稿
）

120 

前
稿
を
発
表
し
て
後
、
福
岡
県
文
化
会
館
所
蔵
の
『
太
宰
府
神
社
旧
神
宮
家
系
』
（
写
本

一
冊
）
を
披
見
し
た
。
同
神
社
の
罫
紙
に
、
神
宮
各
家
そ
れ
ぞ
れ
の
由
緒
・
世
代
を
録
し
た

乙
の
一
冊
は
、
明
治
初
年
に
県
当
局
の
求
め
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
と
推
定
さ
れ
る
。
宝

の

棚

町

知

5伝
同

Mω

ユ同
l

物
殿
文
書
等
の
根
本
資
料
と
照
合
す
る
と
き
、
一
致
し
な
い
点
も
間
々
あ
る
の
で
、
定
稿
は

さ
ら
に
将
来
に
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
同
写
本
に
よ
っ
て
前
稿
を
補
え
る
部
分
が
あ
ま
り
に

も
多
い
の
で
、

ζ

乙
に
発
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
連
歌
屋
考

付

｜
｜
木
山
紹
宅
・
紹
印
の
乙
と
｜
｜

前
稿
に
紹
介
し
た
「
宰
府
御
社
領
配
分
之
帳
』
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
連
歌
屋
の
拝
知
高

三
十
石
は
、
宰
府
一
山
内
て
は
か
な
り
の
高
禄
で
あ
る
。
大
鳥
居
・
小
鳥
居
両
家
は
さ
て
お

き
、
上
官
二
十
数
家
中
連
歌
屋
を
上
廻
る
拝
知
高
は
、
満
盛
院
（
宮
司
）
・
上
座
坊
（
三
綱
）

・
花
台
坊
（
衆
徒
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
各
グ
ル
ー
プ
筆
頭
の
三
坊
に
す
ぎ
な
い
。
平
安
以
来
の

文
人
三
家
の
筆
頭
た
る
小
野
伊
予
（
伊
勢
）
家
で
さ
え
二
十
石
で
あ
る
。
宰
府
上
宮
中
も
っ

と
も
！
！
と
い
う
よ
り
、
唯
一
の
新
参
で
あ
る
連
歌
屋
に
対
す
る
こ
の
厚
遇
は
、
如
水
・
長

政
の
入
国
↓
社
領
加
増
↓
連
歌
屋
再
立
と
い
う
関
係
に
よ
っ
て
の
み
説
明
さ
れ
よ
う
。

『
旧
連
歌
屋
木
山
義
昌
家
系
』
に
「
連
歌
屋
廃
跡
ヲ
再
立
シ
之
－
一
居
シ
ム
是
ヲ
連
歌
屋
ノ

中
祖
ト
ナ
ス
」
（
後
出
2
）
と
あ
る
が
、
黒
田
入
国
（
慶
長
5
）
以
前
に
、
「
連
歌
屋
預
り
」

が
、
文
人
三
家
の
ほ
か
に
存
し
た
か
ど
う
か
。
小
早
川
の
禄
書
（
文
禄
4
）
に
該
当
者
の
な

い
と
と
は
前
稿
て
述
べ
た
。
連
歌
御
祈
濡
が
い
つ
和
歌
に
と
っ
て
代
っ
た
か
と
い
う
問
題
と

と
も
に
、
今
後
明
ら
か
に
し
た
い
。
連
歌
屋
に
は
北
野
連
歌
会
所
奉
行
や
大
阪
天
満
宮
連
歌

所
宗
匠
と
は
ち
が
っ
た
性
格
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
な
お
、
太
宰
府
天
満
宮
の
弟
分
、
江

戸
本
所
の
東
安
楽
寺
亀
井
戸
天
満
宮
で
も
「
連
歌
屋
」
と
称
し
、
賀
茂
真
淵
に
『
亀
井
戸
天

満
宮
連
歌
屋
の
記
』
（
明
和
2
）
の
あ
る
こ
と
を
「
国
書
総
目
録
』
で
知
っ
た
が
、
原
本
は

未
調
査
で
あ
る
。
）

連
歌
屋
考
刊
と
し
て
、
連
歌
屋
の
祖
木
山
紹
印
、
そ
の
父
紹
宅
に
つ
い
て
管
見
の
資
料
を

-5-
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五
万
分
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形
図
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日 五 ノ 江

c 五ノ枝

D 三十六ノ浦 l五

太字線は条里の境を示す
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に
東
か
ら
西
へ
と
前
進
し
て
い
る
乙
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
坪

並
と
条
及
び
の
里
地
番
附
け
に
は
関
連
が
あ
り
、
一
ノ
坪
か
ら
六
ノ
坪
の
進
行
が
条
の
進
行

と
一
致
し
、
一
ノ
坪
か
ら
六
ノ
坪
の
第
一
列
よ
り
七
ノ
坪
か
ら
十
二
ノ
坪
の
第
二
列
へ
の
方

向
が
里
の
進
行
と
一
致
す
る
。
伺
前
述
の
よ
う
に
前
者
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
条
は
北
か
ら
南

へ
、
里
（
文
は
甲
）
は
東
か
ら
西
に
配
列
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
条
は
三
条
、
里
〔
文
は
甲
）

は
七
里
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
隈
川
流
域
と
長
溝
川
流
域
で
は
条
里
の
施
行

さ
れ
た
地
域
は
地
籍
図
や
地
形
図
か
ら
は
ほ
ぼ
復
原
で
き
る
が
、
坪
並
は
現
存
地
名
の
皆
無

か
ら
ま
っ
た
く
不
可
能
で
あ
る
。
諏
訪
川
流
域
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
三
十
六
ノ
浦
の
北
を

三
十
六
ノ
坪
と
想
定
し
た
。
沖
田
の
木
ノ
坪
は
一
町
四
方
よ
り
や
や
広
い
程
度
で
、
九
ノ
坪

の
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
断
定
は
で
き
な
い
。
も
し
木
ノ
坪
が
九
ノ
坪
の
変
化
し
た

も
の
と
し
て
坪
並
を
判
断
す
る
と
一
ノ
坪
は
東
北
隅
に
始
ま
り
、
六
ノ
坪
は
西
北
隅
、
三
十

六
ノ
坪
は
西
南
隅
に
終
る
平
行
式
と
な
る
。
な
お
熊
本
県
の
荒
尾
市
内
に
は
国
鉄
荒
尾
駅
の

東
か
ら
万
田
附
近
に
か
け
て
六
町
四
方
程
度
の
小
規
模
な
条
里
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
が
、
諏

訪
川
流
域
の
条
里
と
は
続
い
て
お
ら
ず
、
条
里
の
方
向
も
相
当
に
異
な
っ
て
い
る
。

条

皇

制

の

諸

問

題

大
化
の
改
新
の
五
十
戸
一
里
は
霊
亀
元
年
に
郷
と
改
称
さ
れ
た
。
三
池
郡
（
現
在
の
大
牟

田
市
と
三
池
郡
）
に
は
日
奉
・
十
市
・
砥
上
・
米
生
の
四
郷
が
あ
っ
た
こ
と
は
和
名
抄
に
記

載
さ
れ
て
い
る

0

・
こ
れ
か
ら
判
断
す
る
と
三
池
郡
に
は
二
百
戸
前
後
の
戸
数
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
二
戸
は
現
在
の
よ
う
に
少
人
数
で
は
な
く
、
五
十
人
前
後
の
犬
家
族

で
あ
り
、
乙
の
計
算
て
ゆ
く
と
律
令
時
代
に
は
少
く
と
も
一
万
人
位
の
人
々
が
居
住
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
四
郷
の
う
ち
米
生
を
除
い
て
は
地
名
と
し
て
残
ら
ず
、
大
体
乙
の
あ

た
り
の
地
域
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
牟
田
市
の
条
里
制
の
遺

構
が
小
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
広
く
平
地
に
分
布
す
る
乙
と
は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
条
里
の
施
行
は
律
令
国
家
の
統
一
的
権
力
に
よ
る
大
規
模
な
土
地
開
発
で
あ
り
、
そ

れ
以
前
の
非
連
続
的
土
地
利
用
を
連
続
的
土
地
利
用
に
変
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伺
ま
た
条

里
の
施
行
は
水
田
耕
作
に
主
眼
を
お
い
た
の
で
、
沖
積
平
野
で
は
可
能
な
限
り
条
里
が
施
行

さ
れ
た
の
で
、
条
里
施
行
以
後
の
沖
積
地
の
発
達
の
度
合
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
池
の

歴
史
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
日
本
書
紀
七
、
景
行
天
皇
十
八
年
、
秋
七
月
辛
卯
期
甲
午
の

条
に
「
到
筑
紫
後
国
御
木
居
於
高
田
行
宮
」
と
あ
り
、
乙
の
文
に
よ
れ
ば
三
池
は
御
木
と
な

っ
て
い
る
。
（
和
名
抄
に
は
三
毛
と
あ
り
、
現
在
の
三
池
と
な
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
初
期

と
言
わ
れ
る
。
な
お
、
高
田
行
宮
祉
は
三
池
郡
高
田
町
の
高
木
、
ま
た
は
、
大
牟
田
市
三
池

町
の
高
泉
と
い
う
こ
つ
の
御
高
説
が
あ
る
。
）
乙
の
文
を
全
面
的
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
三
池
の
歴
史
の
古
さ
を
示
し
て
い
る
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
条
里
と
郷
の
関
係

は
古
文
書
の
文
献
が
皆
無
な
の
で
、
は
っ
き
り
し
た
断
定
は
で
き
な
い
が
、
白
銀
川
・
長
溝

川
流
で
の
条
里
が
砥
上
郷
、
隈
川
と
白
銀
川
流
域
の
一
部
が
十
市
郷
、
諏
訪
川
流
域
の
条
里

が
米
生
郷
、
三
池
郡
高
田
町
一
帯
の
条
里
が
日
奉
郷
と
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
沖
積

地
に
お
け
る
条
里
制
の
遺
構
の
分
布
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
後
の
沖
積
地
の
発
達
の
度
合
を
知

る
と
と
が
で
き
る
と
と
は
前
述
し
た
が
、
有
明
海
で
は
大
体
一
年
に
十
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で

海
岸
線
が
進
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
の
格
差
が
あ
り
、
一
概

に
は
断
言
で
き
な
い
。
大
牟
田
市
の
場
合
、
白
銀
川
の
流
域
の
沖
積
地
が
条
里
制
の
遺
構
の

縁
辺
よ
り
少
く
と
も
千
百
メ
ー
ト
ル
前
後
進
出
し
て
い
る
が
、
長
溝
川
の
流
域
で
は
千
四
百

メ
ー
ト
ル
前
後
、
諏
訪
川
の
流
域
で
は
千
三
百
メ
ー
ト
ル
前
後
進
出
し
て
お
り
、
条
里
の
施

行
後
少
く
と
も
十
三
世
紀
を
経
過
し
て
お
り
、
沖
積
地
の
進
出
は
大
牟
田
市
の
場
合
、
一
年

一
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
海
岸
線
が
進
出
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
大

牟
田
市
に
お
け
る
条
里
制
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、
今
後

新
し
い
資
料
が
あ
ら
わ
れ
て
条
皇
制
の
復
原
が
完
全
に
出
来
る
乙
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
地
籍
図
を
始
め
大
牟
田
市
の
地
形
図
な
ど
心
よ
く
便
宜
を
計
っ
て
い
た
だ
い
た
大
牟

田
市
役
所
の
土
木
課
・
税
務
課
の
方
々
、
諏
訪
川
流
域
の
旧
藤
田
村
の
貴
重
な
地
籍
図
を
拝

借
さ
し
て
い
た
だ
い
た
（
現
在
こ
の
地
域
の
小
字
名
は
整
理
さ
れ
て
い
る
。
）
本
校
の
寺
本

匡
護
助
教
授
、
古
文
書
の
資
料
で
お
世
話
に
な
っ
た
九
州
大
学
文
学
部
国
史
学
研
究
室
の
恵

良
宏
助
手
に
深
謝
し
ま
す
。

-4-
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大
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米
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九
五
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）
条
里
の
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限
！
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後
お
よ
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の
条
里

ー
史
学
研
究
六
十
六
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十
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里
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と
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、
史
学
研
究
七
十
号
、
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伺

西
村
嘉
助
（
一
九
五
八
）



端
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
諏
訪
川
の
三
十
六
ノ
浦
は
、
地
籍
図
を
検
討
し
て
み
る

と
非
条
里
地
域
（
三
十
六
ノ
浦
の
東
・
西
・
南
側
も
非
条
里
地
域
）
て
三
十
六
ノ
浦
の
北
側

は
地
籍
図
か
ら
判
断
し
て
条
里
地
按
で
あ
り
、
三
十
六
ノ
浦
は
三
十
六
ノ
裏
と
思
わ
れ
る
。

隈
川
の
下
流
域
で
あ
る
渡
瀬
付
近
か
ら
河
道
が
急
に
曲
流
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は
と
の
付
近

（
荒
田
比
付
近
）
の
地
域
が
近
世
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
土
地
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
際
人
工

的
に
河
道
が
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
地
形
図
か
ら
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
新
田
地
帯
の
前
に
八
ノ
坪
が
あ
る
が
、
条
里
の
坪
番
号
の
八
ノ
坪
と
は
考
え
ら
れ
ず
局

地
条
里
に
お
け
る
坪
の
個
数
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

条

皇

制

の

復

原

史
料
と
現
存
地
名
の
不
足
か
ら
大
牟
田
市
内
に
お
け
る
条
里
の
完
全
な
復
原
は
大
変
困
難

で
あ
る
。
そ
の
た
め
地
籍
図
を
丹
念
に
調
査
し
て
復
原
に
努
力
し
た
が
決
定
的
な
決
め
手
が

な
い
の
で
、
と
れ
か
ら
の
記
述
は
試
案
の
領
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
。
条
里
の
坪
付
に
関

す
る
古
文
書
は
現
在
の
と
と
ろ
見
ら
れ
な
い
が
、
次
の
古
文
書
に
条
里
に
関
す
る
文
章
が
見

ら
れ
る
。

荒

書
（
近
藤
文
書
）

木

文
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し
よ
ぶ
ん
し
や
み
そ
う
し
ん
が
せ
ん
ぞ
さ
う
て
ん
の
所
り
ゃ
う
し
ょ
し
よ
く
ら
、
な

ん
に
よ
し
そ
く
ら
に
わ
け
ゆ
づ
る
所
々
は
い
り
ょ
う
の
し
だ
い
の
事
あ
り
、
ち
く
こ

の
く
に
み
ぬ
ま
の
御
し
ゃ
う
の
う
ち
、
あ
ら
き
の
む
ら
な
ら
び
に
み
け
の
ほ
う
か
う

。。

の
う
ち
み
や
べ
の
む
ら
の
て
ん
は
た
き
い
け
つ
の
り
め
ん
で
ん
ら
の
た
だ
し
せ
ん
せ

ん
の
ゆ
づ
り
と
乙
れ
を
も
ち
ゐ
る
べ
か
ら
さ
る
し
さ
い
の
事
、
て
ん
は
た
き
い
け
つ

の
り
め
ん
て
ん
ら
、
つ
ほ
つ
け
ち
う
も
ん
、
だ
い
だ
い
の
ほ
ん
せ
う
も
ん
の
お
も
て
、

乙
と
に
は
そ
う
れ
ん
の
ゆ
づ
り
じ
よ
う
ら
に
み
え
た
り
、
か
っ
ち
ゃ
く
し
い
や
二
ら

う
む
ね
つ
ぐ
に
た
び
あ
た
ふ
る
て
ん
は
た
き
い
け
に
お
い
て
は
、
む
ね
つ
ぐ
し
き
よ

の
き
ざ
み
、
な
ん
に
よ
の
し
そ
く
ら
に
ゆ
づ
り
あ
た
ふ
る
と
い
へ
と
も
、
む
ね
つ
ぐ

そ
う
し
ん
に
さ
き
だ
て
し
き
ょ
せ
し
む
る
う
え
は
、
と
れ
を
く
ひ
か
え
し
て
そ
う
り

や
う
に
つ
き
お
は
ぬ
、
一
、
お
な
じ
き
む
ら
の
う
ち
な
が
ひ
き
み
ゃ
う
の
て
ん
は
た

き
い
け
ら
の
事
。
つ
ほ
つ
け
ら
に
を
き
て
は
ほ
ん
せ
う
も
ん
な
ら
び
に
、
び
く
に
め

う
じ
よ
う
の
ゆ
づ
り
じ
ゃ
う
の
お
も
て
に
み
へ
た
り
、
た
Y
し
こ
の
う
ち
な
ん
に
よ

の
し
そ
く
ら
に
、

わ
け
ゆ
づ
る
ぶ
ん
は
、
つ
ほ
つ
ぼ
を
さ
し
て
め
ん
め
ん
の
ゆ
づ
り

じ
ゃ
う
に
の
せ
お
は
ぬ
、
そ
の
ほ
か
は
た
ん
ぷ
も
も
ら
さ
ず
、
そ
う
り
ゃ
う
む
ね
ず

み
が
、
さ
た
た
る
へ
き
也
、

・一
、
お
な
じ
き
し
し
ゃ
う
の
う
ち
ふ
ぢ
よ
し
の
う
ち
の

て
ん
ち
、
あ
ざ
な
お
ち
は
な
七
た
ん
二
つ
え
の
事
、
ほ
ん
し
ゅ
ふ
ぢ
よ
し
の
て
っ
き

し
ゃ
う
を
あ
ひ
そ
え
て
ゆ
つ
り
あ
た
ふ
る
と
と
ろ
也
、
云
々
。

一
、
と
う
乙
く
三
池
の
ほ
う
と
う
の
う
ち
み
や
べ
の
む
ら
の
う
ち
、
て
ん
は
た
き
い

け
ら
の
事
、
て
ん
ち
の
ぶ
ん
二
所
か
き
も
と
九
た
ん
三
つ
・
え
M
M
吋
げ
同
一
所
お
も
が

き
き
六
た
ん
一
つ
え
均
M
N
N

一
所
ひ
ろ
か
は
五
た
ん
、
一
所
お
な
じ
き
つ
ほ
四
つ

え
引
い
同
一
所
く
き
さ
き
三
た
ん
二
つ
え
、
一
所
い
か
が
い
や
が
四
た
ん
、
さ
い
け

の
ふ
ん
、
一
所
い
や
二
ら
う
く
わ
す
が
そ
の
、
一
所
ほ
う
の
二
ら
う
が
そ
の
、
一
所

げ
ん
こ
ら
う
べ
た
う
が
そ
の
、
一
所
な
う
た
ら
う
が
そ
の
、
か
の
み
や
べ
の
む
ら
の

て
ん
は
た
、
さ
い
け
ら
に
お
き
て
は
、
九
郎
む
ね
よ
し
に
ゆ
つ
り
あ
た
へ
お
は
ぬ
、

た
だ
し
え
う
が
い
ば
ん
や
く
に
お
き
て
は
、
一
ば
ん
っ
ち
に
む
ね
よ
し
が
ぶ
ん
七
ケ

日
き
ん
し
せ
し
む
べ
し
、
も
し
き
ゃ
う
と
お
う
ば
ん
い
で
き
た
ら
ん
と
き
は
、
え
う

か
い
ば
ん
や
く
の
ぶ
ん
げ
ん
を
を
う
て
、
そ
う
り
ゃ
う
あ
ら
き
に
く
わ
え
て
、
き
ん

し
せ
し
む
べ
き
よ
し
、
云
々
。

え
い
に
ん
五
ね
ん
十
月
廿
二
日

ち
ゃ
く
し
お
う
へ
の
む
ね
ず
み
固

じ
な
ん
お
う
へ
の
む
ね
し
げ
＠

し

や

み

そ

う

し

ん

＠

乙
の
古
文
書
に
で
て
く
る
み
ゃ
べ
は
現
在
で
も
大
字
宮
部
と
し
て
存
在
す
る
が
、
小
字
名
は

し
よ
う
し
ま
ち
（
現
在
は
庄
司
町
）
以
外
は
現
在
残
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
ど
の
地
域
で
あ

っ
た
か
は
判
断
で
き
な
い
。
乙
の
古
文
書
か
ら
も
条
里
が
施
行
さ
れ
て
い
た
乙
と
を
立
証
す

る
が
、
何
条
何
里
何
坪
な
ど
の
記
述
が
な
い
た
め
完
全
江
条
里
の
復
原
は
困
難
で
あ
る
。
な

お
、
文
中
に
つ
ほ
さ
け
お
し
の
つ
く
り
と
あ
る
の
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
多
分
、
耕
地
と

耕
地
の
聞
の
低
い
土
地
で
、
そ
の
耕
地
か
ら
低
く
な
る
土
地
の
淵
の
耕
作
と
思
わ
れ
る
。
前

述
し
た
橘
の
三
十
六
・
五
ノ
江
・
唐
船
の
五
ノ
枝
を
考
慮
し
て
条
里
を
復
原
し
て
み
る
と
、

乙
の
中
で
は
三
十
六
が
条
里
復
原
の
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
三
十
六
の
北
は
非

条
里
地
域
で
あ
る
の
に
対
し
、
三
十
六
の
東
・
西
・
南
側
は
条
里
地
域
で
あ
る
こ
と
、
し
か

も
ほ
ぼ
一
町
四
方
で
あ
る
。
と
れ
ら
か
ら
判
断
す
る
と
坪
並
は
北
東
隅
を
一
ノ
坪
と
し
北
西

隅
を
三
十
六
ノ
坪
と
す
る
連
続
千
鳥
式
か
、
文
は
、
西
南
隅
を
一
ノ
坪
と
し
西
北
隅
を
三
十

六
ノ
坪
と
す
る
連
続
千
鳥
式
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
が
、
多
分
前
者
が
妥
当
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
と
と
は
白
銀
川
の
流
域
は
上
流
域
の
山
麓
に
縄
文
式
時
代
の
遺
跡
が
多
く
、
中
流

域
の
山
麓
に
は
弥
生
式
時
代
の
遺
跡
が
多
く
、
下
流
域
で
は
干
拓
地
域
と
時
代
の
進
展
と
共
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が
狭
く
東
西
に
細
長
い
条
里
を
形
成
し
て
い
る
。
現
在
の
有
明
海
の
沿
岸
近
く
ま
で
条
里
が

施
行
さ
れ
て
い
た
と
と
は
、
一
万
分
の
一
の
地
形
図
の
み
で
な
く
、
地
籍
図
や
字
名
か
ら
も

判
明
す
る
。
例
え
ば
現
在
の
有
明
海
の
海
岸
線
よ
り
一
番
近
い
所
で
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ち
ょ
う

ど
の
地
点
に
丁
地
（
唐
船
地
域
）
と
い
う
小
字
名
が
あ
り
、
と
れ
は
一
町
四
方
を
十
等
分
し

た
土
地
割
を
長
地
と
い
い
、
長
地
の
長
が
丁
に
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
条
里
を
施
行

し
て
一
町
四
方
に
満
た
な
い
縁
辺
で
は
五
反
坪
・
六
反
坪
の
よ
う
な
呼
称
を
使
用
し
た
と
恩

わ
れ
る
が
、
小
坪
（
手
鎌
地
域
）
も
五
反
坪
・
六
反
坪
と
同
様
一
町
四
方
に
満
た
な
い
の
で

小
坪
と
呼
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
籍
図
に
よ
る
と
小
坪
（
現
在
む
地
積
は
約
四
町
四
方
）

の
西
側
は
非
条
里
的
土
地
割
の
み
な
ら
ず
、
土
地
割
の
方
向
が
条
里
の
方
向
と
一
致
せ
ず
、

小
坪
の
西
側
が
条
里
施
行
当
時
の
海
岸
線
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
小
坪
は
筑
後
の
条
里
制

の
遺
構
地
域
て
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
、
条
里
の
縁
辺
に
な
い
場
合
も
あ
り
、
五
ノ
坪
の

変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

長
溝
川
流
域
の
条
里
の
分
布

長
溝
川
の
流
域
に
は
二
つ
の
異
な
っ
た
条
里
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
上
流
域
の
三
池

（
旧
三
池
郡
の
中
心
地
で
郡
司
が
お
か
れ
た
と
乙
ろ
）
か
ら
七
夕
橋
付
近
に
か
け
て
の
狭
少

な
平
地
に
細
長
く
条
皇
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
し
、
七
夕
橋
付
近
か
ら
日
出
町
付
近
に
か
け

て
も
狭
少
な
条
里
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。

諏
訪
川
流
域
の
条
里
の
分
布

諏
訪
川
は
大
牟
田
市
と
荒
尾
市
の
境
付
近
に
あ
る
萩
之
尾
橋
か
ら
下
流
て
は
川
が
北
に
蛇

行
し
始
め
る
が
、
こ
の
萩
之
尾
橋
か
ら
下
流
の
諏
訪
川
と
荒
尾
市
境
付
近
に
挟
ま
れ
た
沖
積

地
に
条
里
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
、
現
在
で
も
乙
の
地
域
で
は
は
っ
き
り
と
一
町
ご
と
に
溝
渠

が
直
線
に
ひ
か
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
条
里
制
の
土
地
割
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
乙
の
沖
積

地
域
が
狭
少
で
あ
る
た
め
条
皇
制
の
遺
構
も
狭
少
で
あ
る
。
条
里
の
限
界
は
鹿
児
島
本
線
付

近
と
思
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
西
側
は
地
籍
図
か
ら
判
断
す
る
と
非
条
里
的
土
地
割
で
、
字
名
に

は
新
田
に
関
す
る
地
名
が
多
く
大
部
分
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
以
後
順
次
干
拓
さ
れ
た
。

諏
訪
川
の
右
岸
に
は
か
な
り
の
平
地
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
里
制
の
遺
構
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
籍
図
に
も
条
皇
制
の
土
地
割
が
認
め
ら
れ
な
い
。
萩
之
尾
橋
か

ら
諏
訪
川
の
右
岸
の
臼
井
・
馬
込
・
馬
場
町
・
片
平
町
付
近
の
集
落
は
平
地
に
は
な
く
低
い

丘
陵
上
に
位
置
し
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
平
地
は
堤
防
が
崩
壊
し
、
洪
水
が
多
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
こ
と
は
馬
込
・
馬
場
町
・
片
平
町
を
通
っ
て
天
領
町
に
抜
け
る
道
が
周
囲
よ
り

や
や
高
く
自
然
堤
防
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
自
然
堤
防
と
諏
訪
川
に
固
ま
れ
た
地
域

は
悪
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
の
文
書
に

寛
政
四
年

一
、
御
代
官
中
へ
書
付
相
渡
左
之
通
り

一
、
門
出
品
炉
仲
田
方
の
内
二
町
五
反
八
敵
二
十
六
歩
、
野
和
に
付
わ
が
め
か
し
検
見
願
出
候

此
儀
追
而
沙
汰
候
迄
は
、
是
迄
之
通
り
立
毛
候
様
取
計
ひ
可
申
旨
、
庄
屋
へ
可
被
申

付
候

と
あ
り
、
↓
多
分
繰
り
返
す
洪
水
に
よ
っ
て
田
畑
が
冠
水
す
る
た
め
に
悪
地
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
た
だ
ち
に
条
里
施
行
当
時
の
状
態
を
判
断
す
る
と
と
は
出
来
な
い
が
、

良
回
で
は
な
か
ゥ
た
と
思
わ
れ
る
。

条
里
関
係
の
地
名

大
牟
田
市
内
の
条
皇
制
の
遺
構
地
域
で
は
坪
並
の
復
原
に
役
立
つ
よ
う
な
地
名
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
現
在
判
明
し
て
い
る
関
係
地
名
〈
主
と
し
て
小
字
名
〉
〔
〕
内
は
参
考
地
名
人
）

内
は
所
属
の
大
字
、
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
坪
の
乙
と
を
江
と
も
い
い
江

が
変
化
し
て
枝
・
恵
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

白
銀
川
流
域

五
ノ
枝
（
唐
船
）
・
三
十
六
（
橘
）
・
五
ノ
江
（
橘
）

〔
大
坪
（
唐
船
）
・
小
坪
（
手
鎌
）
・
口
ノ
坪
（
甘
木
）
・
京
ノ
坪
（
田
隈
）
・
大
坪

（
田
隈
）
・
丁
地
（
唐
船
〉
〕

隈
川
流
域

八
ノ
坪
（
倉
永
）

深
浦
地
域

〔
八
反
坪
（
岬
）
・
大
坪
（
岬
）
〕

甑
訪
川
流
域

三
十
六
ノ
浦
（
藤
田
）

〔
大
坪
（
藤
田
）
・
中
ノ
坪
（
藤
田
）
・
木
ノ
坪
（
沖
田
）
〕

数
詞
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
坪
名
の
う
ち
、
三
十
六
は
一
町
四
方
よ
り
や
や
広
い
程
度
で
あ

り
、
五
ノ
枝
は
東
西
二
町
・
南
北
一
町
・
五
ノ
江
は
東
西
二
町
・
南
北
は
北
が
二
町
、
南
が
一

町
で
台
形
の
変
形
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

ζ

こ
で
条
皇
制
の
遺
構
地
域
に
出
て
く
る
地
名

に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
口
ノ
坪
は
よ
く
出
て
く
る
地
名
で
条
里
の
縁
辺
に
出
て
く
る

場
合
が
多
く
、
条
里
の
始
ま
る
所
（
逆
の
意
味
で
条
里
の
末
端
）
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
京
ノ
坪
も
口
ノ
坪
と
同
じ
よ
う
に
よ
く
出
て
く
る
地
名
で
、
条
里
の
縁
辺
に
出
て
く

る
場
合
が
多
く
、
京
は
境
の
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
口
ノ
坪
と
同
じ
よ
う
に
条
里
の
末
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き

し

大
牟
田
市
内
に
は
小
規
模
な
条
皇
制
の
遺
構
が
分
布
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
復
原

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
条
里
関
係
史
料
の
古
文
書
が
皆
無
に
近
い
と
と
、
条
里
関
係
現

存
地
名
の
少
な
さ
が
そ
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
こ
の
た
め
条
里
制
の
完
全
な
復
原
は
困
難

で
あ
る
が
、
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
と
と
も
に
、
復
原
を
試
み
た
い
と
思
う

条

布

里

の

分
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大
牟
田
市
内
に
は
、
大
き
く
わ
け
で
四
つ
の
条
皇
制
の
遺
構
地
域
が
あ
る
。
条
皇
制
は
主

と
し
て
隈
川
・
白
銀
川
・
長
講
川
・
諏
訪
川
の
流
域
に
沿
う
沖
積
平
野
に
お
い
て
施
行
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
条
里
制
の
土
地
割
の
系
統
は
す
べ
で
異
っ
て
い
る
が
、
と
れ
は
平
地
が
連
続

し
て
い
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
条
里
は
濯
瓶
設
備
を
必
要
と
す
る
の
で
地
形
的
な
制
約
を
受

け
る
た
め
で
あ
る
。
条
皇
制
の
遺
構
地
域
を
地
籍
図
て
検
討
し
て
み
る
と
、
土
地
割
は
半
折

型
が
大
部
分
て
長
地
型
は
少
な
い
。
条
皇
制
の
遺
構
を
地
域
別
に
み
る
と
、
最
大
の
連
続
地

域
は
白
銀
川
の
流
域
て
、
以
下
隈
川
、
諏
訪
川
、
長
溝
川
の
流
域
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
小
規

模
で
は
あ
る
が
、
探
浦
地
域
に
も
き
わ
め
て
局
地
的
で
あ
る
が
条
里
制
の
遺
構
が
分
布
す

る。

隈

川

流

場

の

条

里

の

分

布

隈
川
の
流
域
に
は
三
つ
の
異
な
っ
た
条
皇
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
上
流
域
の
怒
縄
田
か

ら
中
流
域
の
西
鉄
渡
瀬
駅
付
近
に
か
け
て
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
細
長
く
条
皇
制
の
遺
構
が
み

ら
れ
る
し
、
西
鉄
渡
瀬
駅
付
近
か
ら
倉
永
に
か
け
て
の
狭
少
な
平
地
に
も
局
地
的
な
条
皇
制

の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
隈
川
の
下
流
域
の
荒
田
比
付
近
て
、
隈
川
と
甘
木
山
の
聞
に
挟
ま
れ
た

狭
少
な
平
地
に
も
局
地
的
な
条
里
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
隈
川
の
流
域
で
は
上
流
域
に
は

花
闘
岩
か
ら
な
る
丘
陵
が
多
く
、
中
流
域
か
ら
下
流
域
に
か
け
て
は
洪
積
台
地
や
結
昌
片
岩

か
ら
な
る
丘
陵
が
隈
川
の
流
域
に
迫
っ
て
い
る
た
め
に
、
条
里
制
の
遺
構
も
狭
少
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
小
さ
な
平
地
に
も
条
里
が
あ
る
場
合
、
川
の
流
れ
に
条
里
が
従
う
乙
と
は
当
然

と
思
わ
れ
る
。

白
銀
川
流
埴
の
条
里
の
分
布

白
銀
州
の
上
流
域
の
下
内
付
近
か
ら
有
明
海
の
沿
岸
付
近
ま
で
条
皇
制
の
遺
構
が
み
ら
れ

る
。
下
内
か
ら
上
流
域
に
は
白
銀
川
の
流
域
に
局
地
的
な
条
皇
制
の
遺
構
が
み
ら
れ
る
。
こ

れ
は
流
域
の
両
岸
の
土
地
の
傾
斜
が
急
て
、
川
の
流
域
以
外
は
条
里
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開
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も
の
と
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わ
れ
る
。
白
銀
川
の
流
域
で
は
、
上
流
域
か
ら
中
流
域
に
か
け
て
は

花
岡
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か
ら
な
る
丘
陵
が
多
く
、
中
流
域
か
ら
下
流
域
に
か
け
て
は
洪
積
台
地
が
多
く
、
白

銀
川
が
こ
れ
ら
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
状
態
に
あ
り
、
こ
の
た
め
条
里
制
の
遺
構
は
南
北
に
幅

- 1 ー



有明工業高等専門学校紀要

創刊号 0966年〉

昭和 41年3月 15日印刷
昭和 41年3月 20日発行

編集 有明工業高等専門学校紀要委員会

発行 有明工業高等専門学校

大牟田市東萩尾町 150
電訴 大牟聞 84 4 0・5803

印刷西田 印刷所

大牟田市小浜町 25 
t! g 大牟 I目 34 33・20 B 0 



CONTENTS 

A Common Study : The Basic Principles of the Technical College Library 

• S. Katsuki and Other Members of the Ariake Technical Colle6e Staff・・・ 2 

A Study of Interrelation b~tween Physical Strength or Motor Fitness 

and Mental Strength and Type of Body ....... Masaaki Teramoto・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

Construction of a High Sensitive Measuring Apparatus of 

Nuclear Quadrupole Re3onance .........•..... Jiro Sakami ……・・・…………・・・・ ・・73 

Calculation of Angle in Cutting with Grinder ........ Tatsuro Nagata ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ 77 

The Lattice Theory of Liquid State under the Condition That Can Make 

Two Molecules Involve into Each Cell . . . . . . . . . Tatsuro Nagata ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 84 

How Has ‘The Grapes of Wrath' Been Received in the World ? 

. Ryjuo Iseri・ 一一 ・・ ・・ ・… ・・・……一 89 

“Renga”at the Anniversary Services of Michizane 

ーA History of “Renga”at the Dazaifu (Temm知 gu)Shrine Pi:lrt II-

. Tomoya Tanamachi・・ ....・・・ ・・・・・・ 120 

Some Problems of the Jori System in Omuta City ... Takashi Hino ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・ ・124 


	41001
	41002
	41g_ページ_001
	41g_ページ_002
	41g_ページ_003
	41g_ページ_004
	41g_ページ_005
	41g_ページ_006
	41g_ページ_007
	41g_ページ_008
	41g_ページ_009
	41g_ページ_010
	41g_ページ_011
	41g_ページ_012
	41g_ページ_013
	41g_ページ_014
	41g_ページ_015
	41g_ページ_016
	41g_ページ_017
	41g_ページ_018
	41g_ページ_019
	41g_ページ_020
	41g_ページ_021
	41g_ページ_022
	41g_ページ_023
	41g_ページ_024
	41g_ページ_025
	41g_ページ_026
	41g_ページ_027
	41g_ページ_028
	41g_ページ_029
	41g_ページ_030
	41g_ページ_031
	41g_ページ_032
	41g_ページ_033
	41g_ページ_034
	41g_ページ_035
	41g_ページ_036
	41g_ページ_037
	41g_ページ_038
	41g_ページ_039
	41g_ページ_040
	41g_ページ_041
	41g_ページ_042
	41g_ページ_043
	41g_ページ_044
	41g_ページ_045
	41g_ページ_046
	41g_ページ_047
	41g_ページ_048
	41g_ページ_049
	41g_ページ_050
	41g_ページ_051
	41g_ページ_052
	41g_ページ_053
	41g_ページ_054
	41g_ページ_055
	41g_ページ_056
	41g_ページ_057
	41g_ページ_058
	41g_ページ_059
	41g_ページ_060
	41g_ページ_061
	41g_ページ_062
	41g_ページ_063
	41g_ページ_064
	41g_ページ_065
	41g_ページ_066
	41g_ページ_067
	41g_ページ_068
	41g_ページ_069
	41g_ページ_070
	41g_ページ_071
	41g_ページ_072
	41g_ページ_073
	41g_ページ_074
	41g_ページ_075
	41g_ページ_076
	41g_ページ_077
	41g_ページ_078
	41g_ページ_079
	41g_ページ_080
	41g_ページ_081
	41g_ページ_082
	41g_ページ_083
	41g_ページ_084
	41g_ページ_085
	41g_ページ_086
	41g_ページ_087
	41g_ページ_088
	41g_ページ_089
	41g_ページ_090
	41g_ページ_091
	41g_ページ_092
	41g_ページ_093
	41g_ページ_094
	41g_ページ_095
	41g_ページ_096
	41g_ページ_097
	41g_ページ_098
	41g_ページ_099
	41g_ページ_100
	41g_ページ_101
	41g_ページ_102
	41g_ページ_103
	41g_ページ_104
	41g_ページ_105
	41g_ページ_106
	41g_ページ_107
	41g_ページ_108
	41g_ページ_109
	41g_ページ_110
	41g_ページ_111
	41g_ページ_112
	41g_ページ_113
	41g_ページ_114
	41g_ページ_115
	41g_ページ_116
	41g_ページ_117
	41g_ページ_118
	41g_ページ_119
	41g_ページ_120
	41005
	41g_ページ_121
	41g_ページ_122
	41g_ページ_123
	41g_ページ_124
	41003
	41004

